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はじめに 


このたびは DocuPrint CM 200 fw をお買い上げいただき、まことにありがとうこ、さいます。この 
取扱説明書には、本機の操作方法および使用上の注意事項を記載しています 。 DocuPrint CM 200 
fw の性能を十分に発揮させ、効果的にご利用いただくために、製品をご使用になる前に必ず最初に 
本書をお読みのうえ、正しくご利用ください。 

本書は、お使いのコンピューターの環境や、ネットワーク環境の基本的な知識や操作方法を理解さ 
れていることを前提に記載しています。 

本書は、読み終わったあとも必ず保管してください。本機をご使用中に、操作でわからないことや 
不具合が出たときに読み直してご活用いただけます。 

画面例は2011年5月現在のもので、今後、予告なく変更される場合があります。 


冨士ゼロックス株式会社 


DocuPrint CM 200 fw ユーザーズガイドヘルプ 


著作者：冨士ゼロックス株式会社 
発行者：冨士ゼロックス株式会社 
発行年月： 2012年3月第3版 
管理番号： ME 5382 J 1-3 
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はじめに 




商標および免責事項 

Microsoft、Windows、Windows Server、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国およ 
びその他の国における登録商標または商標です。 

Apple、Bonjour、ColorSync、Macintosh、Mac OS は、 Apple Inc. の登録商標です0 
その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。 

Microsoft Corporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています0 


この取扱説明書のなかで△と表記されている事項は、安全にご利用いただくための注意事項です。 
必ず操作を行う前にお読みいただき、指示をお守りください。 


コンピューターウィルスや不正侵入などによって発生した障害については、当社はその責任を負いかねますの 
で、あらかじめご了承ください。 


ご注意： 

1. 本書の内容の一部または全部を無断で複製 • 転載 • 改編することはおやめください。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書に、ご不明な点、誤り、記載もれ、乱丁、落丁などがありましたら弊社までご連絡ください。 

4. 本書に記載されていない方法で機械を操作しないでください。思わぬ故障や事故の原因となることがありま 
す。 

万一故障などが発生した場合は、責任を負いかねることがありますので、ご了承ください。 

5. 本製品は、日本国内において使用することを目的に製造されています。諸外国では電源仕様などが異なるた 
め使用できません。 

また、安全法規制（電波規制や材料規制など）は国によってそれぞれ異なります。本製品および、関連消耗 
品をこれらの規制に違反して諸外国へ持ち込むと、罰則が科せられることがあります。 

6. このヘルプを逆コンパイルすることを禁止します。 

本製品は、外国為替及び外国貿易法および/または、米国輸出管理規則に定める「輸出規制貨物」に該当しま 
す。つきましては、本品を外国へ輸出する場合には、日本国政府の輸出許可および/または、米国政府の再輸 
出許可を受ける必要があります。 


XEROX、 そのロゴと“コネクティング•シンボル”のマーク、 DocuPrint、 および CentreWare は、米国ゼ 
ロックス社または富士ゼロックス株式会社の登録商標または商標です。 

DocuWorks は、富士ゼロックス株式会社の商標です。 


商標および免責事項 
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L アル体系 


安全にご利用いただくために 

本機を安全に使用するために、本機を使用する前に理解しておく必要 
のある情報について説明しています。 

セットアップガイド 

本機の設置手順や、ファクスおよびスキヤン機能の初期設定などを説 
明しています。 

また、ワイヤレス設定の手順についても説明しています。 

ユーザー ズガイド （HTML 
ファイル） 

(本書) 

本機の設置が終わってから印刷、コピ ー 、スキヤン、ファクスするま 
での準備、各機能の設定方法、操作パネルのメニュー項目、トラプル 
の対処方法、および日常の管理について説明しています。 

このマニュアルは、ソフトウェアパック CD-ROM 内に収録されてい 
ます。 

プリンターを持ち上げるとき 
には 

プリンターの持ち上げ方、持ち方について説明しています。 

かんたんインストールナビ 
(ビデオ） 

本機の設置手順をビデオで説明しています。このマニュアルは、ソフ 
トウェアパック CD-ROM 内に収録されています。 
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マニュアル体系 





本書の使い方 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「本書の構成」（13ぺ _ ジ） 

• 「本書の表記」 （14 ページ） 


本書の使い方 
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■本書の構成 

本書は、次のような章で構成されています。各章の概要を説明します。 


1仕様 

プリンターの仕様について説明しています。 

2プリンターの基本操作 

プリンター各部の名称、節電モード、プリンターの起動方法につい 
て説明しています。 

3プリンター管理ソフトウェア 

プリンターで利用可能なソフトウェアについて説明しています。 

4プリンターの接続とソフトウ 

コンピューターへの基本的な接続方法、プリンタードライバーのイ 

エアのインス1ル 

ンス1ル方法について説明しています。 

5印刷の基本操作 

使用できる用紙や用紙のセツト方法、各種印刷機能を用いた印刷方 
法について説明しています。 

6コピーする 

文書をコピーする方法、およびコピーオプシヨンの設定について説 
明しています。 

7スキヤンする 

スキヤン機能の設定および使用方法について説明しています。 

8ファクスを使用する 

ファクス機能の設定および使用方法について説明しています。 

9操作パネルメニューとテン 

操作パネルで使用できる設定項目、設定手順、テンキーの使用方法 

キーの使い方 

について説明しています。 


紙づまりなどのトラプルへの対処方法について説明しています。 

11日常管理 

プリンターの清掃方法、トナーカートリツジの交換方法、プリン 
夕一状態の確認方法について説明しています。 

12弊社へのお問い合わせ 

サボート情報について説明しています。 
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本書の使い方 















■本書の表記 


1 本文中の「コンピューター」は、パーソナルコンピューターやワークステーションの総称です。 
2 本文中では、説明する内容によって、次のマークを使用しています。 

注記： 

注意すべき事項を記述しています。必ずお読みください。 

補足： 

補足事項を記述しています。 


参照： 

本書内の参照先です。 

3 本文中では、用紙の向きを次のように表しています。 

□、 D 、 よこ置き：プリンター正面からみて、用紙を横長にセットした状態です。 
□、□、たて置き：プリンター正面からみて、用紙を縦長にセツトした状態です。 


よこ置き 



用紙送り方向 


たて置き 



用紙送り方向 


本書の使い方 
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安全にご利用いただくために 


本機を安全にご利用いただくために、本機をご使用になる前に必ず「安全にこ'利用いただくために」 
を最後までお読みください。 

お買い上げいただいた製品は、厳しい安全基準、環境基準に則って試験され、合格した商品です。 
常に安全な状態でお使いいただけるよう、下記の注意事項に従ってください。 


△警告： 

新機能の追加や外部機器との接続など、許可なく改造を加えた場合は、保証の対象とならない場合があり 
ますのでご注意ください。詳しくは、弊社プリンターサボートデスクまたは販売店へお問い合わせくださ 
い0 


各警告図記号は以下のような意味を表しています 


A \ 危険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷を負う可 
能性があり、かつその切迫の度合いが高いと思われる事項があることを示してい 
ます。 

△警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷を負う可 
能性があると思われる事項があることを示しています。 

△注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が障害を負うことが想定される 
内容および物的損害の発生が想定される事項があることを示しています。 


4 記号は、製品を取り扱う際に注意すべき事項があることを示しています。指 
容をよく読み、製品を安全にご利用ください。 


静電気 注意 発火注意 破裂注意 感電注意 高温注意回転物注意指挟み注意 

破損注意 


〇記号は、行ってはならない禁止事項があることを示しています。指示内容をよ 
く読み、禁止されている事項は絶対に行わないでください。 

0® ® (D ® s d) 

禁止火気禁止接触禁止風呂等での分解禁止水ぬれ禁止ぬれ手禁止 

使用禁止 


•記号は、必ず行っていただきたい指示事項があることを示しています。指示内 
容をよく読み、必ず実施してください。 

❶ C 〇 

指示 電源プラグアース線を 

を抜け 接続せよ 
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■電源およびアース接続時の注意 

△警告 


© 万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため機械の後方から電源コードとともに出ている 
緑色のアース線を必ず次のいずれかに取り付けてください。 

電源コンセントのアース端子 


銅片などを 850mm 以上地中に埋めたもの 
接地工事 （D 種）を行っている接地端子 

アース接続は必ず、「電源プラグを電源につなぐ前に」行ってください。また、アース接続を 
外す場合は必ず、「電源プラグを電源から切り離してから」行ってください。 

ご使用になる電源コンセントのアースをご確認ください。アースが取れない場合や、アース 
が施されていない場合は、弊社プリンターサボートデスクまたは販売店にご相談ください。 

次のようなところには、絶対にアース線を接続しないでください。 

ガス管（引火や爆発の危険があります。） 

電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れる場合があり危険です。） 
水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役目を果たしませ 
ん〇) 


_アースとの接続が不十分な場合、感電の原因となるおそれがあります。_ 

© 万一漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、機械には D 種以上の接地工事を必ず実施し 
てください。 

〇 電源コードは、機械近くのアースが確実に取れるコンセントに、単独で差し込んでください。 

延長コードは使わないでください。たこ足配線をしないでください。発熱による火災の原因 
となるおそれがあります。 

電源接続に関してご不明な点がある場合は、弊社プリンターサボートデスクまたは販売店に 
ご相談ください。 



機械の定格電圧値および定格電流値より容量の大きい電源コンセントに接続して使用してく 
ださい。機械の定格電圧値および定格電流値は、機械背面パネルの定格銘板ラベルを確認し 
てください。 


電源プラグは絶対にぬれた手で触らないでください。感電の原因となるおそれがあります。 


電源コードにものを載せないでくださし、。 


電源プラグやコンセントに付着したホコリは、必ず取り除いてください。そのまま使用して 
いると、湿気などにより表面に微小電流が流れ、発熱による火災の原因となるおそれがあり 
ます。 


同梱、または弊社が指定した専用電源コード以外は使用しないでください。発火、感電のお 
それがあります。 

また、専用電源コードをほかの機器に使用しないでください。 


電源コードを傷つけたり、破損させたり、加工したりしないでください。引っぱったり、無 
理に曲げたりすると電源コードを傷め、発熱による火災や感電の原因となるおそれがありま 
す。 


電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線)、弊社プリンターサボートデスクまたは販売店に 
交換をご依頼ください。そのまま使用すると火災や感電の原因となるおそれがあります。 
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△注意 



機械の清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。電源スイッチを切らずに機械の清掃を行うと、感電の原因となるおそれがあります。 


機械の電源スイッチを入れたままでコンセントからプラグを抜き差ししないでください。 
アークによりプラグが変形し、発熱による火災の原因となるおそれがあります。 


電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。電源 
コードを引っぱるとコードが傷つき、火災、感電の原因となるおそれがあります。 


連休などで長期間、機械（ファクシミリ機能など）をご使用にならないときは、安全のため 
に電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。なお電源スイッ 
チを切った場合は、ファクシミリによる受信ができなくなりますのでご注意ください。_ 

1か月に一度は機械の電源スイッチを切り、次のような点検をしてください。 

電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれているか。 

電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどはないか。 

電源プラグやコンセントに細かいホコリが付いていないか。 

電源コードにきれつや擦り傷などがないか。 

異常な点にお気づきの場合はただちに使用を中止し、電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。その後、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連 
絡ください。 
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■無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注 
意 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線アクセスポ 
イント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であるとい 
う利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くため、セキュリ 
ティに関する設定を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性があります。 

•通信内容を盗み見られる 

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、 

ID やパスワード又はクレジットカード番号等の個人情報 
メールの内容 

等の通信内容を盗み見られる可能性があります。 

參不正に侵入される 

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

コンビュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN 力ードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するためのセキュリティの 
仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品のセキュリティに関する設定を行って製品を使用するこ 
とで、その問題が発生する可能性は少なくなります。 

セキュリティの設定を行わないで使用した場合の問題を充分理解した上で、お客様自身の判断と責 
任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用することをお奨めします。 
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■電波に関する注意 

本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、工事設計認 
証を受けています。従って、本製品を使用するときに無線局の免許は必要ありません。また、 
本製品は、日本国内でのみ使用できます。 

本製品は工事設計認証を受けていますので、以下の事項をおこなうと法律で罰せられることが 
あります。 


本製品を分解/改造すること 


0 

〇 


次のような機器や無線局の近くでは使用しないでください。 

ペースメーカー等の産業.科学 • 医療用機器等 

工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局） 
特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

本機の無線チヤンネルは上記の機器や無線局と同じ周波数帯を使用します。そのため、電波 
の干渉が発生し、通信ができなくなったり、通信速度が遅くなったりするおそれがあります。 

コンクリートや金属製の障害物がない場所で使用してください。 

通信する機器の間に鉄筋やコンクリートの壁などがあると、無線通信が妨害され、通信がで 
きなくなったり、通信速度が遅くなったりするおそれがあります。 


■設置時の注意 

△警告 


〇 機械は、電源コードの上を人が踏んで歩いたり足で引っ掛けたりするような場所には設置し 
ないでください。発熱による火災や感電のおそれがあります。 


A 注意 


0 以下のような場所には機械を設置しないでください。 

発熱器具に近い場所 

揮発性可燃物やカーテンなどの燃えやすいものの近く 
高温、多湿の場所や換気が悪くホコリの多い場所 
直射日光の当たる場所 

_ • 調理台や加湿器のそばなど_ 

〇 機械は、付属製品を含めた総質量15.0 kg に耐えられる丈夫で水平な場所に設置してくださ 
い。機械の転倒などによりケガの原因となるおそれがあります。 
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機械には通気口があります。機械の通気口をふさがないでください。通気口をふさぐと内部 
に熱がこもり、火災の原因となるおそれがあります。 

機械を安全に正しく使用し、機械の性能を維持するために、下図の設置スペースを確保して 
ください。また、機器の異常状態によっては、電源プラグをコンセントから抜いていただく 
ことがありますので、設置スペース内に物を置かないでください。 



〇 機械を10度以上に傾けないでください。 

転倒などによるケガの原因となるおそれがあります。 



〇 機器の電線やケーブルを束ねるためにケーブルタイやスパイラルチューブ等を使う場合は、 
弊社から提供される部品をご利用ください。弊社の提供品以外のご使用は事故の原因となる 
場合があります。 
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その他 


〇 本機器の使用環境は次のとおりです。 

温度：10〜32 °C 
湿度：10〜85% 

ただし冷えきった部屋を暖房器具などで急激に暖めると、機械内部に水滴が付着し部分的に 
印刷できない場合があります。 


■機械使用上の注意 

△警告 


この説明書に明記されていない作業は危険ですので、絶対に行わないでください。 

この機械はお客様が危険な箇所に触らないよう設計されています。危険な箇所はカバーなど 
rf ) で保護されていますので、ネジで固定されているパネルやカバーなどは、絶対に開けないで 
ください。感電やケガの原因となるおそれがあります。 

次のようなときにはただちに使用を中止し、電源スイッチを切り、電源プラグをコンセント 
から抜いてください。その後、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にご連絡くださ 
い。そのまま使用を続けると、感電や火災の原因となるおそれがあります。 

機械から発煙したり、機械の外側が異常に熱くなったとき 
異常な音やにおいがするとき 
電源コードが傷ついたり、破損したとき 
• ブレーカーやヒューズなど部屋の安全装置が働いたとき 
機械の内部に水が入ったとき 
機械が水をかぶったとき 
機械の部品に損傷があったとき 

0 

機械の隙間や通気口に物を入れないでください。また、 

以下のものは、機械の上に置かないでください。 

花瓶やコーヒーカップなどの液体の入ったもの 
クリップやホチキスの針などの金属類 
重いもの 


液体がこぼれたり、金属類が隙間から入り込むと機械内部がショートし、火災や感電の原因 
となるおそれがあります。 

〇 

電気を通しやすい紙（折り紙/力ーボン紙/導電性コーティングを施された紙など）を使用 
しないでください。ショートして火災の原因となるおそれがあります。 

0 

機械の性能の劣化を防ぎ安全を確保するため、清掃には指定されたものをご使用ください。 
スプレータイプのクリーナーは、引火や爆発の危険がありますので、絶対に使用しないでく 
ださい。 

0 

付属の CD - ROM を CD - ROM 対応プレーヤー以外では絶対に使用しないでください。大音 
響により耳に障害を被ったり、スピーカーを破損するおそれがあります。 
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△注意 



i 

1 

機械に貼ってあるラベルの警告や説明には必ず従ってください。 

特に「高温注意」「高圧注意」のラベルが貼ってある箇所には、絶対に触れないでください。 
やけどや感電の原因となるおそれがあります。 

0 

機械の安全スイッチを無効にしないでください。機械の安全スイッチに磁気を帯びたマグ 
ネット類を近づけないでください。機械が作動状態になる場合があり、ケガや感電の原因と 
なるおそれがあります。 


i 

身 

機械内部に詰まった用紙や紙片は無理に取り除かないでください。 

特に、定着装置やローラー部に用紙が巻き付いているときは無理に取らないでください。ケ 
ガややけどの原因となるおそれがあります。ただちに電源スイッチを切り、弊社プリンター 
サボートデスクまたは販売店にご連絡ください。 

0 

書籍などの厚手の原稿をコピーするとき、原稿を強く押さえないでください。原稿ガラスが 
割れてケガの原因となるおそれがあります。 


i 

1 

長時間機械を使用するときは、1時間ごとに10〜15分の休憩をとり、目および手を休めて 
ください。 


i 

1 

換気の悪い部屋で長時間使用したり、大量にプリントすると、オゾンなどの臭気により、快 
適なオフィス環境が保てない原因となります。換気や通風を十分行うように心がけてくださ 
い0 


■ 消耗品取り扱い上の注意 


△警告 


消耗品は、箱やボトルにある説明に従って保管してください。 

〇 こぼれたトナーを電気掃除機で吸い取らないでください。 

本製品内およびトナーカートリッジ、トナー回収ボトル等に付着したトナーを電気掃除機で 
吸引することもおやめください。 

掃除機を用いると、掃除機内部のトナーが、電気接点の火花などにより、発火または爆発す 
るおそれがあります。 

床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水を湿らした布などで拭き 
取ってください。 

大量にこぼれた場合、弊社商品センター（回収受付： TELO120-04-0692) にご連絡くださ 

い0 


0 トナーカートリッジは、絶対に火中に投じないでください。トナーカートリッジに残ってい 
るトナーが発火または爆発する可能性があり、火傷のおそれがあります。使い終わった不要 
なトナーカートリッジは弊社商品センター（回収受付： TEL0120-04-0692) にて回収いた 
しますので、必ず弊社商品センター（回収受付： TEL0120-04-0692) にご連絡ください。 
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△注意 


〇 トナーカートリッジは幼児の手が届かないところに保管してください。幼児がトナーを飲み 
込んだ場合は、ただちに医師に相談し指示を受けてください。 

〇 トナーカートリッジを交換する際は、トナーが飛散しないように注意してください。また、 
トナーが飛散した場合は、トナーが皮膚や衣服に付いたり、トナーを吸引したり、または目 
_や口に入らないように注意してください0 _ 

〇 次の事項に従って、応急処置をしてください。 

• トナーが皮膚や衣服に付着した場合は、石けんを使って水でよく洗い流してください。 

• トナーが目に入った場合は、目に痛みがなくなるまで15分以上多量の水でよく洗い、必要 
に応じて医師の診断を受けてください。 

• トナーを吸引した場合は、新鮮な空気のところへ移動し、多量の水でよくうがいをしてく 
ださい。 

• トナーを飲み込んだ場合は、飲み込んだトナーを吐き出し、水でよく 口の中をすすぎ、多 
量の水を飲んでください。すみやかに医師に相談し指示を受けてください。 
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■ 警告および注意ラベルの貼り付け位置 

機械に貼ってあるラベルの警告や説明には必ず従ってください。 

特に「高温注意」「高圧注意」のラベルが貼ってある箇所には、絶対に触れないでください。やけど 
や感電の原因となるおそれがあります。 
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環境について 


サポ _ 卜について 

弊社は本製品の補修用性能部品（機械の機能を維持するために必要な部品）を機械本体の製造 
終了後7年間保有しています。 

回収したトナーカートリッジおよびドラム（感光体）は、環境保護•資源有効活用のため、部 
品の再使用、材料としてのリサイクル、熱回収などの再資源化を行っています。 

不要となったトナーカート リッ ジは適切な処理が必要です。トナーカート リッ ジの容器は、無 
理に開けたりせず、必ず弊社または販売店にお渡しください。 

粉塵、オゾン、ベンゼン、スチレン、総揮発性有機化合物 （ TVOC ) の放散については、エコ 
マーク複写機の物質エミッションの放散に関する認定基準を満たしています。（トナーは本製品 
用に推奨しております DocuPrintCM 200 fw トナーを使用し、試験方法 Blue Angel RAL 
UZ -1 22:2009 の付録 2 に基づき試験を実施しました。） 
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環境について 



規制について 


■ 電磁波障害対策自主規制について 


〇 この 装置は、クラス B 情報技術装置です。 この 装置は、家庭環境で使用することを目的とし 
ていますが、 この 装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を 
引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCCI-B 


■受信障害について 


〇 ラジオの雑音、テレビなどの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品による影響と思われ 
ましたら、この商品の電源スイツチをいったん切ってください。 

電源スイツチを切ることにより、ラジオやテレビなどが正常な状態に回復するようでしたら、 
次の方法を組み合わせて障害を防止してください。 

本機とラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。 

本機とラジオやテレビ双方の距離を離してみる。 

この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。 

受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外にある場合は電気店に 
ご相談ください。） 

ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。 


■高調波自主規制について 

本機器は JIS C 61000 -3-2 (高調波電流発生限度値）に適合しています。 

■電波法について 

航空機内や病院など、使用を禁止された区域では、本装置の設置および使用は許されません。 

電子機器や医用電気機器に影響を及ぼす場合があります。医療機関内における使用については各医 
療機関の指示に従ってください。 

また、航空機内などの使用を禁止されている場所で本装置を使用した場合、法令により罰せられる 
場合があります。 


〇 医療機関の屋内では次のことを守って使用してください。 

手術室、集中治療室 （ ICU )、 冠状動脈疾患監視病室 （ CCU ) には本装置を持ち込まない 
でください。 

■病棟内では、本装置 (DocuPrint CM 200 fw ) を使用しないでください。 

ロビーなどであっても、付近に医用電気機器がある場合は、本装置 （DocuPrint CM 200 
fw ) を使用しないでください。 

医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その医療機関 
の指示に従ってください。_ 

〇 埋込み型心臓べースメーカーおよび埋込み型除細動器以外の医用電気機器を本装置 

(DocuPrint CM 200 fw ) の近傍で使用される場合には、電波による影響について個別に医 
用電気機器メー カーなどにご確認ください。 

電波により医用電気機器などの動作に影響を与える場合があります。 


規制に ついて 
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法律上の注意事項 


1 本物と偽って使用する目的で次の通貨や有価証券を複製することは、犯罪として厳しく処罰されます。 

紙幣（外国紙幣を含む)、国債証書、地方債証書、郵便為替証書、郵便切手、印紙。 

これらは、本物と偽って使用する意図がなくても、本物と紛らわしいものを作ること自体が犯罪になります。 

株券、社債、手形、小切手、貨物引換証、倉荷証券、クーポン券、商品券、鉄道乗車券、定期券、回数券、サービス 
券、宝くじ • 勝馬投票券 • 車券の当たり券などの有価証券。 

2 次の文書や記名捺印などを複製•加工して、正当な権限なく新たな証明力を加えることは、犯罪として厳しく処罰され 
ます。 

各種の証明書類など、公務員または役所を作成名義人とする文書 • 図画。 

契約書、遺産分割協議書など私人を名義人とする権利義務に関する文書。 

推薦状、履歴書、あいさつ状など、私人を名義人とする事実証明に関する文書。 

役所または公務員の印影、署名、記名。 

私人の印影または署名。 

3 著作権が存在する書籍、新聞、雑誌、冊子、絵画、図画、版画、図面、地図、写真、映像、映画、音楽、コンピュー 
タープログラムなどの著作物は、権利者の許諾なく、次の行為はできません。 

a 複製 

紙に定着させた著作物を複写機でコピーすること、磁気テープに記録した映像や音楽をダビングすること、電子的 
に読み取った著作物のデータを八ードディスクや外部メディアに記録すること、記録した著作物のデータをプリン 
ターで出力すること、ネットワークを介してダウンロードすることなど。 
b 改変 

紙に定着させた著作物を加工や修正すること、電子的に読み取った著作物のデータを切除、書き換え、切り貼りす 
ることなど。 

c 送信 

電子的に読み取った著作物のデータを、公衆の電気通信回線（インターネットを含む）を通じてファクシミリや電 
子メールで送信すること、ホームページへの掲載など、公衆の電気通信回線に接続したネットワークサーバーに著 
作物のデータを搭載することなど。 

権利者の許諾なく複製•改変•送信したときは、使用の差止、損害賠償の請求、刑事罰を受けることがあります。ただ 
し、次の場合は例外的に権利者の許諾なく著作物を複製することができます。 

個人的または家庭内、その他これに準ずる生活範囲での私的な使用を目的とした複製。 

国立図書館、私立図書館、学校付属施設、公立の博物館、公立の各種資料センター、公益目的の研究機関など、公 
衆利用への提供を目的とする図書館等における複製。 

• 公正な慣行に合致し、報道•批評•研究など、目的に照らして、正当な範囲内での引用。 

国または地方公共団体が発行する公報資料 • 調査統計資料 • 報告書の新聞 • 雑誌 • その他刊行物への転載。 

ただし、複製禁止の表示がある著作物は除かれます。 

学校教科書への掲載。 

ただし、権利者への補償金が必要です。 

学校その他教育機関における複製。 

ただし、種類•用途•部数•態様に照らして、権利者の利益を不当に害しない範囲内に限ります。 

試験問題としての複製。 

ただし、権利者への補償金が必要です。 
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法律上の注意事項 



本機の主な特長 

ここでは、本機の主な特長とその参照先について説明します。 


手動両面印刷 


2アップ（まとめて1枚コピー) 



両面印刷は、2ページ以上の文書を手動で用紙 
の両面に印刷する機能です。使用する用紙を節 
約することができます。 

詳細については 「手動両面印刷 （ Windows 版 
プリンタードライバーのみ)」 （159 ページ） 

を参照してください。 



2アップコピーを使用すれば、1枚の用紙に複 
数のページを印刷できます。使用する用紙を節 
約することができます。 


詳細については 「2アップ」 （210 ページ） を 

参照してください。 


USB 記憶デバイスにスキヤンする 


用紙トレイ ( PSI ) 



USB 記憶デノイスをコンピューターに接続し 
てスキヤンしたデータを保存する必要はありま 
せん。 USB 記憶デバイスをプリンターの USB 
差込口に挿入して、スキヤンしたデータを 
USB 記憶デバイスに直接保存できます。 

詳細については 「 USB 記憶デバイスにスキヤ 
ンする」 （249 ページ） を参照してください。 


ワイヤレス接続による印刷（ワイヤレス印刷) 


用紙トレイ （ PSI ) にセツトされた用紙は、用 
紙トレイ （ MPF ) にセツトされた用紙よりも 
優先されます。用紙トレイ ( PSI ) を使用すれ 
ば、用紙トレイ （ MPF ) にセツトした通常の 
用紙とは異なる種類、サイズの用紙を優先的に 
使用することができます。 

詳細については 「用紙トレイ （ PSI ) に用紙を 
セットする」 （154 ページ） を参照してくださ 
ぃ〇 



プリンターのワイヤレス LAN 機能を使用すれ 
ばプリンターの設置場所を選ばず、コンピュー 
ターとの配線なしで印刷ができます。 


詳細については 「ワイヤレス設定を行う」 （83 
ページ） を参照してください。 


本機の主な特長 
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仕様 


1 


本章では、本機の主な仕様を記載しています。製品仕様は将来予告なしに変更することがあります 
のでご注意ください。 

本章には下記の項目を記載します： 

• 「基本機能/コピー機能 j (30 ページ） 

• 「プリント機能」 （33 ベージ） 

• 「スキヤン機能」 （34 ページ） 

• 「ファクス機能」 （35 ページ） 

• 「ダイレクトファクス機能」 （36 ベージ） 
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仕様 


基本機能/コピー機能 


形式 

デスクトップ 

メモリー容量 

128 MB 

八ードディスク容量 

— 

カラー対応 

フルカラー 

読み取り解像度 

原稿ガラス： 600 x 600 dpi 
自動原稿送り装置： 600 x 300 dpi 

書き込み解像度 

出力解像度：1200 x 2400 dpi 
データ処理解像度： 600 x 600 dpi 

階調/表現色 

256階調（1，670万色） 

ウォー厶アップ • タイム 

36秒以内* 

*: 値は 22° C の室温と工場出荷時設定によって異なります。 

注記： 

画質調整のために長くなることがあります。 

複写原稿 

原稿ガラス：シート • プック共に最大21 5.9 x 297 mm ( A 4) 

自動原稿送り装置：シート最大21 5.9 x 355.6 mm (リーガル） 

複写（用紙）サイズ 

用紙トレイ ( MPF ) : 

最大：リーガル 

最小： 76.2 x 1 27 mm (3 x 5インチ） 

用紙トレイ ( PSI ) : 

最大：リーガル 

最小： 76.2 x 1 90.5 mm (3 x 7.5 インチ） 

画像欠け幅：先端4 mm 、 後端4 mm 、 両端4 mm 

複写用紙 

用紙トレイ （ MPF ) /用紙トレイ ( PSI ) : 

60〜163 g / m 2 

注記： 

弊社推奨の用紙を使用してください。条件によってはコピーが正 
しく行えない場合があります。 

ファーストコピー • タイム 

モノクロ ： 24秒 （ A 4 モノクロ優先モードの場合） 

カラー： 40秒 （ A 4 D / カラー優先モードの場合） 

複写倍率 

等倍：1:1 ±1.3% 

固定倍率：1:0.500、1:0.707、1:0.816、1:1.225、1:1.414、 

1:2.000 

任意倍率：1:0.25〜1:4.00 (1 %きざみ） 


仕様 
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連続複写速度 

原稿ガラス： 

モノクロ： 

A 4 :15ページ/分 

カラー： 

A 4 :12ページ/分 

自動原稿送り装置： 

モノクロ： 

A 4 :10ページ/分 

カラー： 

A 4 : 2.5 ページ/分 

注記： 

画質調整のために速度が低下することがあります。 

用紙種類や用紙トレイによってパフォーマンスが低下することが 
あります。 

給紙方式/給紙容量 

標準： 

150枚（用紙トレイ （ MPF )) +10枚（用紙トレイ ( PSD ) 

最大給紙容量： 

160枚(標準) 

注記： 

当社 P 紙 (64 g / m 2 ) を使用する場合 

連続複写枚数 

99ぺージ 

補足： 

本機は画質安定化のために一時停止する場合があります。 

出力トレイ容量 

排出トレイ： 

約100枚 （ A 4 D ) 

原稿受け： 

約15枚 （ A 4 □) 

注記： 

当社 P 紙 (64 g / m 2 ) を使用する場合 

電源 

10 0 V ±10%、8.2 A 、50/60 HZ 共用 

最大消費電力 

最大消費電力： 

780 W 

低電カモード： 

11 W 以下 

スリープモード： 

6 W 以下 

待機モード： 

53 W 以下 

大きさ 

幅410 x 奥行き 389* x 高さ 338 mm 

*: フロントカパーは 閉じた状態 
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仕様 










質量 

1 5.0 kg 

注記： 

用紙の重量は含みません。 

• トナーカートリッジの重量を含みます。 

機械占有寸法 

幅879 x 奥行き937 + mm 

*: フロントカバーおよ び 背面カバー が 開いている 状態。 


仕様 
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プリント機能 


形式 

内蔵型 

連続プリント速度 

基本機能/コピー機能に準ずる 

解像度 

1200 X 2400 dpi 

ページ記述言語 

—(ホストベース） 

対応プロトコル 

Ethernet (標準): TCP/IP ( Ipd 、 Port 9100、 WSD ) 

IEEE 802. ilb/g (標準) 

補足： 

WSD は 、 Web Services on Devices の略称です 0 

WSD は Windows Vista ® または Windows ® 7 でのみ利用できま 
す0 

対応 0 S 

標準： GDI ドライバー 

Microsoft ® Windows ® XP 、 

Microsoft ® Windows Server ® 2003、 

Microsoft ® Windows Server ® 2008、 

Microsoft ® Windows Vista ®、 

Microsoft ® Windows ® 7、 

Microsoft ® Windows ® XP x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 2003 x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 2008 x 64、 

Microsoft ® Windows Vista ® x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 200 8 R 2 x 64、 

Microsoft ® Windows ® 7 x 64、 

Mac 〇 S®X 10.4/10.5/10.6 

注記： 

最新対応 OS については弊社プリンターサボートデスク、または 
販売店までお問い合わせください。 

インターフェイス 

標準 ： Ethernet (100 BASE - TX /10 BASE - T)、USB 1.1/2.0、 
IEEE 802 .il b/g 


33 


仕様 











スキヤン機能 


形式 

カラースキヤナー 

最大読み取りサイズ 

基本機能/コピー機能に準ずる 

読み取り解像度 

1200 X 1200 dpi 、 600 X 600 dpi 、 300 x 300 dpi 、 200 x 

200 dpi 

読み取り階調 

モノクロ ：8 ビット 

カラー： 24 ビット 

原稿読み取り速度 

モノクロ：10ページ/分 

カラー： 2.5 ページ/分 

注記： 

スキヤン速度は、原稿によって異なります。 

インターフェイス 

標準 ： Ethernet 1 00 BASE - TX /1 OBASE - T、USB 1.1/2.0. 
IEEE 802 .il b/g 

PC 保存 

プロ トコル： TCP/IP ( SMB N FTP ) 

OS : 

Microsoft ® Windows ® XP 、 

Microsoft ® Windows Vista ®、 

Microsoft ® Windows Server ® 2003、 

Microsoft ® Windows Server ® 2008、 

Microsoft ® Windows ® 7、 

Microsoft ® Windows ® XP x 64、 

Microsoft ® Windows Vista ® x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 2003 x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 2008 x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 200 8 R 2 x 64、 

Microsoft ® Windows ® 7 x 64、 

Mac 〇 S®X 10.4/10.5/10.6 

注記： 

最新対応 OS については弊社プリンターサボートデスク、または 
販売店までお問い合わせください。 

フアイル形式： 

TIFF 

JPEG 

PDF (v 1 .3) 

メール 送信 

対応プロトコル： TCP/IP ( SMTP 、 POP 3) 

出カフォーマット： 

モノクロ 2値： 

TIFF、PDF 

グレースケール/フルカラー： 

TIFF 、 JPEG、PDF 


仕様 
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ファクス機能 


送信原稿サイズ 

原稿ガラス： 

最大： A 4 / レター 

自動原稿送り装置： 

最大：リーガル 

記録紙サイズ 

最大：リーガル 
最小： A 4 / レター 

電送時間 

3秒 

注記： 

A 4 サイズの700文字の文書を標準品質 (8 x 3.85 行/ mm ) お 
よび高速モード （28.8 kbps 以上： JBIG ) で送信した場合。こ 
れはあくまで画像情報の伝送速度であり、通信制御時間は含まれ 
ません。実際の伝送時間は文書の内容、受信側の機器、通信回線 
の状況によつて異なります。 

通信モード 

ITU-T Super G 3/ G 3 ECM / G 3 

走査線密度 

標準： 

203 x 98 dpi (8 x 3.85 ドット / mm ) 

高画質： 

203 x 196 dpi (8 x 7.7 ドット / mm ) 

超高画質： 

203 x 392 dpi (8 x 1 5.4 ドット / mm ) 

超高画質： 

406 x 392 dpi (1 6 x 1 5.4 ドット / mm ) 

符号化方式 

MH 、 MR 、 MMR、JBIG 

通信速度 

G 3 : 

33.6/31.2/28.8/26.4/24.0/21.6/19.2/16.8/14.4/12.0/9.6/7. 
2/4.8/2.4 kbps 

適用回線 

RJ -1 K 1 回線 
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ダイレクトファクス機能 


送信原稿サイズ 

A 4、 レター、フォリオ （8.5 x 13 インチ）、リーガル 

通信速度 

ファクス機能に準ずる 

通信解像度 

標準： 

203 x 98 dpi (8 x 3.85 ドット / mm ) 

高画質： 

203 x 196 dpi (8 x 7.7 ドット / mm ) 

超高画質： 

203 x 392 dpi (8 x 1 5.4 ドット / mm ) 

超高画質： 

406 x 392 dpi (1 6 x 1 5.4 ドット / mm ) 

適用回線 

ファクス機能に準ずる 

対応 0 S 

Microsoft ® Windows ® XP 、 

Microsoft ® Windows Vista ®、 

Microsoft ® Windows Server ® 2003、 

Microsoft ® Windows Server ® 2008、 

Microsoft ® Windows ® 7、 

Microsoft ® Windows ® XP x 64、 

Microsoft ® Windows Vista ® x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 2003 x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 2008 x 64、 

Microsoft ® Windows Server ® 2008 R 2 x 64、 

Microsoft ® Windows ® 7 x 64、 

Mac OS ® X 10.4/10.5/10.6 

注記： 

最新対応 OS については弊社プリンターサボートデスク、または 
販売店までお問い合わせください。 


仕様 
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プリンターの基本操作 


2 


本章には下記の項目を記載します： 

• 「各部の名称」 （38 ページ） 

• 「電源を入れる」 （44 ページ） 

• 「パネル設定リストを印刷する』 （45 ページ) 
• 「節電モード」 （48 ページ） 
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プリンターの基本操作 


各部の名称 


ここでは本機の概要を示します。 
ここには下記の項目を記載します： 

• 「前面」 （39 ページ） 

• 「背面」 （40 ページ） 

• 「自動原稿送り装置」 （41 ページ) 
• 「操作パネル」 （42 ページ） 


プリンターの基本操作 
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■前面 



1 

排出延長トレイ 

2 

排出トレイ 

3 

操作パネル 

4 

自動原稿送り装置 

5 

原稿送りトレイ 

6 

原稿受け 

7 

サイドカバー 

8 

清掃棒 

9 

電源スイッチ 

10 

フロントカバー 

11 

用紙ガイド（サイドガイド） 

12 

用紙セツトバー 

13 

用紙ガイド（エンドガイド） 

14 

用紙トレイ ( MPF ) 

15 

USB 差込口 

16 

用紙トレイ ( PSI ) 
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プリンターの基本操作 










































■背面 



-2 

■3 

-4 

■5 


1 

トップカバー 

2 

ネットワークコネクター 

3 

USB コネクター 

4 

モジュラージャック 

5 

八ンドセットコネクター 

6 

背面カバーの八ンドル 

7 

電源コネクター 

8 

背面カバー 

9 

転写口ール 

10 

用紙送りガイド 

11 

用紙送りローラー 

12 

転写ドラム 

13 

レバー 
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■自動原稿送り装置 

12 3 


6 



1 トップ カバー 

2 

原稿ガイド 

3 

原稿読み取りガラス 

4 

原稿ガラス 

5 

原稿送りトレイ 

6 

原稿 カバー 
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プリンターの基本操作 



















■操作パネル 


操作パネルには、4行28文字を表示する LCD ディスプレイ（液晶パネル)、発光ダイオード 
( LED )、 操作ポタン、ワンタッチボタン、テンキーが搭載されており、これらを使用することでプ 
リンターを操作することができます。 


1 2 3 4 5 6 7 89101112 



1 

ワンタッチボタン 

宛先表に登録されているファクス番号を呼び出します。宛 
先表の最初の8つのファクス番号は、番号順にボタンに割 
り当てられています。 

2 

コピー ボタン / LED 

コピーメニューのトップに移動します。 

3 

スキャナー ボタン/ LED 

スキヤナーメニューのトップに移動します。 

4 

▲ ▼ボタン 

カーソルまたは八イライトを上下に移動します。 

5 

◄ ►ボタン 

カーソルまたは八イライトを左右に移動します。 

6 

ジョブ確認 ボタン / LED 

ジョブ確認メニューのトップに移動します。 

7 

仕様設定 ボタン / LED 

仕様設定メニューのトップに移動します。 

8 

テンキー 

文字と数値を入力します。 

9 

リダイアル/ポーズ ボタン 

• ファクス番号を再ダイヤルします。 

ダイヤルを一時停止します。 

10 

短縮 ボタン 

保存したファクス番号を呼び出します。 

11 

リセット々 ボタン 

現在の設定をリセットし、各サービスメニューのトップに 
戻ります。 

12 

節電® ボタン / LED 

スリープモードで点灯します。スリープモードを解除する 
場合にこのボタンを押します。 

13 

◎(ストップ） ボタン 

現在の処理中または保留中のジョブを中止します。 

14 

◊( スタート） ボタン 

ジョブを開始します。 

15 

エラー Q ] LED 

プリンターにエラーが発生した場合に点灯します。 

16 

データ 令 LED 

ジョブの受信、送信、保留時に点灯します。 

17 

C (クリア） ボタン 

文字と数値を削除します。 

18 

#ボタン 

「（空白）&()」の文字を入力します。 

19 

宛先表 ボタン 

ファクスメニューでこのボタンを押すと、宛先表メニュー 
のトップに移動します。 

20 

® ボタン 

入力した値を確定します。 

21 

<=)( 戻る） ボタン 

前の画面に戻ります。 

22 

LCD ディスプレイ 

各種設定、指示、エラーメッセージを表示します。 

23 

プリント ボタン / LED 

プリントメニューのトップに移動します。 

24 

ファクス ボタン / LED 

ファクスメニューのトップに移動します。 
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25 

カラーモード ボタン 

カラーモードを切り替えます。 

26 

白黒/カラー LED 

点灯して選択されているカラーモードを示します。 


補足： 

別のメニューに移動したり前の画面に戻ったりすると、現在の入力または設定は失われます。現在の入力ま 
たは設定を保存する場合は必ず::: 《) ボタンを押してください。 

テンキーを使用して英数字を入力する方法の詳細については、 「テンキーの使い方」 （358 ページ） を参照し 
てください。 
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プリンターの基本操作 





電源を入れる 


注記： 

延長コードやタツプは使用しないでください。 

プリンターを無停電電源装置 ( UPS ) システムに接続しないでください。 

1 電源コードをプリンター背面の電源コネクターに接続します。 （「背面」 （40 ページ） を参照し 
てください。） 



2 コードを電源に接続します。 

3 プリンターの電源を入れます。 



プリンターの基本操作 
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パネル設定リストを印刷する 

パネル設定リストには、現在の操作パネルメニューの設定が表示されます。 
ここには下記の項目を記載します： 

• 「操作パネル」 （46 ぺージ） 

• 「設定管理ツール」 （47 ページ） 
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プリンターの基本操作 



■操作パネル 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 レポート/リストを選択し、:ボタンを押します。 

3 ) ネル設定リストを選択し、ボタンを押します。 
パネル設定リストが印刷されます。 


プリンターの基本操作 


■設定管理 ツール 

ここでは、 Microsoft ® Windows ® XP を例に説明します。 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 


[スタート] — [すべてのプログラム] —[Fuji Xerox ] -> [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — ご使用のプリンタ_ — [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス I ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [プリンター名] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが表示されます。 

2 [設定/レポート] タブをクリックします。 

ページ左側の一覧から [レポート/リスト] を選択します。 

[レポート/リスト] ページが表示されます。 

4 [パネル設定リスト] ボタンをクリックします。 

パネル設定リストが印刷されます。 


47 


プリンターの基本操作 


節電モード 


本機は、待機しているときの電力の消費を抑える、節電モードが搭載されています。節電モードに 
は、低電カモードとスリープモードの2種類があります。工場出荷時は、最後のジョブが完了して 
から5分後に低電カモードに移行し、さらに本機を使用しない状態が、6分経過すると、スリープ 
モードに移行する設定になっています。プリンターが低電カモードの場合は LCD ディスプレイの 
バックライトは消灯します。スリープモード中は節電®ボタンが点灯します。 LCD ディスプレイは 
消灯し、何も表示されません。 

工場出荷時の設定の5分（低電カモード）、6分（スリープモード）は、5〜30分（低電カモー 
ド）、1〜6分（スリープモード）の範囲で変更可能です。プリンターは再起動後25秒程度でプリ 
ント可能状態に復帰します。 

参照： 

• r 節電モードの移行時間を設定する」 （356 ページ） 


プリンターの基本操作 
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■節電状態を解除する 

節電モードは、コンピューターからジョブを受信すると、自動的に解除されます。手動で低電力 
モードを解除する場合は、操作パネルで何らかのボタンを押してください。スリープモードを解除 
する場合は、節電®ポタンを押してください。 

補足： 

プリンターがスリープモードのときは、節電®ボタンを除くすべての操作パネル上のボタンは無効化されま 
す。操作パネルのボタンを使用するには、節電®ボタンを押して節電モードを解除してください。 

参照： 

• r 節電モードの移行時間を設定する」（ 35 6ページ） 
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プリンターの基本操作 


プリンターの基本操作 



3 


プリンター管理ソフトウェア 


プリンター付属のソフトウェアパック CD - ROM を使用して、ご使用の OS に対応したソフトウェ 
アをインストールしてください。 

本章には下記の項目を記載します： 

• 「プリンタードライバーとスキヤナードライバ ー j (52 ページ） 

•「CentreWare Intemet Services 」（53 ぺーシ 
• 「設定管理ツール （ Windows のみ)」 （55 ページ） 

•「SimpleMonitor (Windows のみ ） j (56 ぺ ー ジ） 

• 「ランチヤー （ Windows のみ）」 （57 ぺージ） 

• 「宛先表ツール」 （59 ぺージ） 

• 「スキヤンポタン マネー ジヤ ー j (60 ぺージ） 
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プリンター管理ソフトウェア 



プリンタードライバーとスキャナードライバー 

プリンターのすベての機能を利用するため、ソフトウェアパック CD - ROM からプリンタードライ 
バーとスキャナードライバーをインストールしてください。 

プリンタードライバーをインストールすれば、コンピューターとプリンターの通信が可能とな 
りプリンターの機能が利用できるようになります。 

スキャナードライパーをインストールすれば、こ、使用のコンピューターに直接画像をスキャン 
したり、スキャンした画像を USB またはネットワークから直接アプリケーシヨンで利用する 
ことができるようになります。 

スキャナードライパーはプリンタードライバーと一緒にインストールされます。 Microsoft ® 
Windows ® および Mac OS ® X でこ'利用いただけます。 

参照： 

• 1 ■プリンタードライバーをインストールする （ Windows ) j (77 ページ） 

• 1 ■プリンタードライバーをインス！ルする （ MacOSX )」（121 ページ） 


プリンター管理ソフトウェア 
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CentreWare Internet Services 


ここでは 、 CentreWare Internet Services について説明します。 


CentreWare Internet Services とは、ウェブブラウザーからアクセスすることができるハイパー 
テキスト転送プロトコル （ HTTP ) ベースの、ウェブページサービスです。 

CentreWare Irrternel : Services からは、プリンターの状態の確認、設定オプションの変更が簡単 
にで きます。 ネットワーク上のユーザーは誰でも CentreWare Irrternel ; Services を使用してプリ 
ンターにアクセス することができます。 管理者モードでは、コンピューターから離れずにプリン 
夕一構成の変更、ファクス宛先のセットアップ、プリンター設定の管理が できます。 

補足： 

管理者からパスワードを付与されていないユーザーでも、ユーザーモードでプリンターの設定を閲覧するこ 
とができます。現在の構成、設定への変更を保存、適用することはできません。 


CentreWare Internet Services のメニュー項目の詳細については 、 CentreWare Internet Services のへ 
ルプを参照してください。 
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■管理者パスワードを作成する 

1 ウェブブラウザーを起動します。 

2 アドレスバーにプリンターの IP アドレスを入力し、 Enter キーを押します。 

3 [プロパティ] タブをクリックします。 

4 左のナビゲーシヨンパネルで [セキュリティー] までスクロールし、 [機械管理者の設定] を選 
択します。 

5 [機械管理者モード] から [有効] を選択します。 

6 [機械管理者 ID ] フィールドに管理者の名前を入力します。 

7 [機械管理者のパスワード] および [パスワードの確認] フィールドには、管理者パスワードを 
入力します。 

8 [機械管理者 ID の認証失敗によるアクセス拒否] フィールドに、許可するログイン試行回数を 
入力します。 

9 [新しい設定を適用] をクリックします。 

新しいパスワードがセットされました。管理者名とパスワードを持つユーザーは、ログインし 
てプリンターの構成、設定を変更できます。 
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設定管理ツール （ Windows のみ） 

設定管理ツールでは、システム設定の閲覧、指定ができます。設定管理ツールを使用してシステム 
設定の診断を行うこともできます。 

設定管理ツールは、 [設定/レ ポー ト]、[メンテナンス]、 [診断]の各タブで構成されています。 
設定管理ツールはプリンタードライバーと同時にインストールされます。 

補足： 

パネル操作 制限を本機で有効に設定している場合、設定管理ツールの設定をはじめて変更する際に [パス 
ワード] ダイアログボックスが表示されます。この場合、指定したパスワードを入力して [ OK ] をクリツ 
クすると設定が適用されます。 
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プリンター管理ソフトウェア 



SimpleMonitor (Windows のみ ) 


SimpleMonitor でプリンターの状態を確認することができます。 画面 右下のタスクバーで 
SimpleMonitor プリンターアイコンをダブルクリックしてください。 [プリンター選択] ウィンド 
ウが表示され、プリンター名、プリンター接続ポー ト、 プリンター状態、機種名が表示されます。 
[ステータス] 欄でプリンターの現在の状態を確認できます。 

[設定] ボタン： [設定] ウィンドウを表示し、 SimpleMonitor の設定を変更することができます。 

[プリンター選択] ウィンドウの一覧から任意のプリンター名をクリックしてください。 [プリン 
ターの状態] ウィンドウが表示されます。 

紙づまり、 トナー 残量低下など、警告または エラー が発生している場合、 [プリンターの状態] ウィ 
ンドウに通知されます。 

工場出荷時の設定では、 エラー が発生すると自動的に [プリンターの状態] ウィンドウが立ち上が 
ります。 [プリンターの状態] ウインドウの起動条件は [ステータスウインドウのプロパティ] で指 
定できます。 


[プリンターの状態] ウィンドウのポップアップ設定を変更するには： 

1 画面右下のタスクバーで SimpleMonitor プリンターアイコンを右クリックします。 

2 [ステータスウィンドウのプロパティ] を選択します。 

[ステータスウィンドウのプロパティ] ウィンドウが表示されます。 

3 ポップアップの起動条件を選択してから、 [0 K ] をクリックします。 


[プリンターの状態] ウィンドウではプリンターの ト ナー残量とジョブ情報を確認することもできま 
す0 


SimpleMonitor はプリンタードライパーと同時にインス I —ルされます。 
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ランチヤー （ Windows のみ） 

[ランチヤー]ウィンドウから、[ステータスウインドウ]、[設定管理ツール]、[トラブルシュー 
ティング]、[宛先表ツール]、[スキヤンボタンマネージヤー]を開くことができます。 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

[ランチヤー]ウィンドウを開くには： 

1 [スタート] — [すべてのプログラム ] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — ご使用のプリンタ ー— [ランチヤー] をクリックします。 

[ランチヤー]ウィンドウが表示されます。 


^ランチヤ 



1二ぉリテ A ブリンター褚合機\ 


Ljii 


ii 


ステータスウインドウ 


設定管理ツール 


トラブルシューティング 


設定... 



ユ-ティリティ\泛 リンタニ褀合襬\ 


■ 


H 


宛先表 
ツール 


スキャンボタン 
マネージャー 




2 [ランチヤー]ウィンドウには、[ステータスウインドウ]、[設定管理ツール]、[トラブル 
シューテイング]、[宛先表ツール]、[スキヤンポタンマネージヤー ] のボタンがあります。 

終了する際はウィンドウ右上の X をクリックしてください。 

詳細については、各アプリケーションの[ヘルプ]ボタン/アイコンをクリックしてください。 


ステータスウインドウ 

[プリンターの状態] ウインドウが開きます。 


参照： 

•「SimpleMonitor (Windows のみ）」 

(56 ページ） 

設定管理ツール 

設定管理ツールが起動します。 



参照： 

• 「設定管理ツール （ Windows のみ)」 

(55 ページ) 

トラブルシューテイング 

ユーザーズガイドが開きます。 「困ったときには」 の章で、問題を解 
決する方法を確認できます。 
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宛先表 ツール 

宛先表ツールが開き、宛先表の宛先を追加 • 編集できます。 

参照： 

• 「宛先表ツ ール」 （59 ぺ■—ジ） 

スキ ヤン ポタン マネージヤー 

スキャンボタンマネージャーが起動します。 

参照： 

• 「スキ ャンボタン マネ ー ジャ ー」 （60 ぺ ー ジ） 


ランチヤーはプリンタードライパーと同時にインストールされます。 


プリンター管理ソフトウェア 
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宛先表ツール 


宛先表ツールでは下記のことができます。 

プリンターからファクス/電子メール宛先表およびサーバー宛先表のデータを読み取り、編集し 
ます。 

コンピューター上の My ファクス宛先表 （ファクスドライバー）の宛先を編集します。 
スキャナー（メール送信）機能を使用する際に、電子メールの件名と本文を編集します。 

変更を行った宛先表は、プリンターまたはコンピューターに保存できます。 

宛先表ツールはプリンタードライバーと同時にインストールされます。 Windows および Mac OS 
X でこ'利用いただけます。 
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スキヤンボタンマネージヤー 


スキャンボタン マネー ジャーは、 USB でプリンターからコンピューターに送られたスキャンジョブ 
を管理します。プリンターからコンピューターにスキャンジョブが送信されると、スキャンボタン 
マネ— ジャーが自動的にスキャンジョブを管理します。 

コンピューターにスキャンする前に、スキャンボタンマネージャーを起動してスキャンした画像 
ファイルの出力先を設定してください。 

スキャン後に指定出力先に保存したスキャンファイルを表示するには、 [イメージファイルを表示す 
る] を選択してください。 

スキャンポタンマネージャーはプリンタードライバーと同時にインス I ルされます 。 Windows 
および Mac OS X でこ'利用いただけます。 

補足： 

ソフトウェアパック CD - ROM から単独でスキャンポタンマネージャーをインストールする場合は、ソフト 
ウェアパック CD - ROM からスキャナードライバーもインス！ルする必要があります。 

参照： 

• 「操作パネルからスキヤンを行う」 （220 ページ） 


プリンター管理ソフトウェア 
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4 

プリンターの接続とソフトウェアのイン 
スト ー ル 


本章には下記の項目を記載します： 

• 「ネットワークのセットアップの概要」 （62 ページ） 

• 「プリンターを接続する j (63 ぺージ） 

•「 IP アドレスを設定する」 （67 ぺージ） 

• 「プリンタードライバーをインストールする （ Windows)j (77 ぺージ） 

• 「プリンタードライバーをインストールする （ MacOSX)j (121 ぺージ) 
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プリンターの接続とソフトウェアのインストール 


ネットワークのセツトアップの概要 


ネットワークをセットアップするには： 

1 推奨八ードウェア、ケーブルを使用してプリンターをネットワークに接続します。 

2 プリンターとコンピューターの電源を入れます。 

3 システム設定リストを印刷し、ネットワーク設定参照用に保管しておきます。 

4 ソフトウェアパック CD - R 〇 M からコンピューターにドライパーソフトウェアをインストールし 
ます。ご使用の 0 S へのドライパーインス！ルに関する詳細は、本章の該当部分を参照して 
ください。 

5 ネットワーク上でプリンターを識別するために必要となるプリンターの IP アドレスを設定しま 
す。 

Microsoft ® Windows ® OS :プリンターを TCP / IP ネットワークに接続する場合、ソフトウ 
ェアパック CD - ROM からインス！ラーを実行すれば、プリンターのインターネットプロ 
トコル （ IP ) アドレスが自動的に設定されます。プリンターの IP アドレスは操作パネルで手 
動設定することも可能です。 

Mac OS ® X :プリンターの IP アドレスを操作パネルで手動設定してください。ワイヤレス 
接続を使用する場合も、操作パネルでワイヤレス設定を行ってください。 

6 システム設定リストを印刷して新しい設定を確認します。 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 

ソフトウェアパック CD-ROM がない場合は、弊社のウェブサイト （ http :// www . fujixerox . co . jp /) から最 
新ドライバーをダウンロードしてください。 

参照： 

• 「システム設定リストを印刷す る」 （181 ページ） 
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プリンターを接続する 


以下の要件を満たしている接続ケーブルを必ず使用してください。 


接続タイプ 

接続仕様 

イーサネット 

10 Base - T /1 00 Base-TX 対応 

USB 

USB 1.1/2.0 対応 

ワイヤレス 

IEEE 802.1 lb /802 .llg 

モジュラージャック 

RJ 11 

八ンドセットコネクター 

RJ 11 



1 

ネットワークコネクター 

品 

2 

USB コネクター 


3 

モジュラージャック 

LINE 

4 

八ンドセットコネクター 

PHONE 
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■プリンターをコンピューターまたはネツトワークに接続する 

プリンターをイーサネットまたは USB で接続します。八ードウエアおよび配線に関する設定は接続 
方法によって異なります。イーサネットケーブルおよび八ードウエアは別売りとなります。 

接続タイプこ'とに利用可能な機能は以下の表に記載しています。 


接続タイプ 

利用可能な機能 

USB 

USB 接続の場合は以下のことが可能です。 

コンピューターから印刷する。 

画像をアプリケーションにスキャンおよび印刷する。 

画像をコンピューター上のフォルダーにスキャンおよび印刷す 
る。 

宛先表ツールを使用して宛先表の宛先を管理する。 

イーサネツト 

イーサネット接続の場合は以下のことが可能です。 

ネットワーク上のコンピューターから印刷する。 

画像をネットワーク上のコンピューターにスキャンする。 

画像を FTP サーバーにスキャンする。 

電子メールでスキャン画像を送信する。 

宛先表ツールを使用して宛先表の宛先を管理する。 

CentreWare Internet Services を使用して宛先表の宛先を管理 
する。 
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USB 接続 


ご使用のプリンターをコンピューターではなくネットワークに接続する場合は、このセクションは 
スキップして 「ネットワーク接続」 （66 ページ） に進んでください。 

USB 接続に対応している〇 S は次のとおりです。 


Windows XP 

Windows XP 64 -bit Edition 
Windows Server ® 2003 
Windows Server 2003 x 64 Edition 
Windows Server 2008 
Windows Server 2008 64 -bit Edition 
Windows Server 2008 R 2 
Windows Vista ® 


Windows Vista 64 -bit Edition 
Windows 7 

Windows 7 64 -bit Edition 
Mac OS X 10.4/10.5/10.6 
プリンターをコンピューターに接続するには： 


1 まず、プリンターの電源を切ってください。 

2 USB ケーブルをプリンター背面の USB コネクターとコンピューターの USB ポートに接続しま 
す0 



プリンターの USB ケーブルをキーボードの USB コネクターに接続しないでください。 
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ネットワーク接続 

プリンターをネットワークに接続するには： 

1 プリンターの電源を切り、配線を抜いておいてください。 

2 イーサネットケーブルを、プリンター背面のネットワークコネクターと LAN ポートまたは八ブ 
に接続します。 


ネツトワークコネクター 



イーサネットケーブルの接続が必要なのは有線接続の場合のみです。 

参照： 

• 「ワイヤレス設定を行う」 （83 ページ） 
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IP アドレスを設定する 

ここには下記の項目を記載します： 

•「 TCP / IP プロトコルと IP アドレス」 （68 ベージ） 

• 「プリンターの IP アドレスを自動で設定する j (69 ぺージ） 

• 「プリンターの IP アドレスの動的設定方法 j (70 ページ） 

•「 IP アドレスを割り当てる （ IPv 4 モードの場合)」 （71 ページ) 
•「 IP 設定を検証する」 （74 ベージ） 

• 「システム設定リストを印刷•確認する」 （75 ページ） 
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■ TCP / IP プロトコルと IP アドレス 

コンピューターを大規模なネットワークに接続する場合は、ネットワーク管理者に問い合わせて ip 
アドレスおよび、その他のシステム設定情報を取得してください。 

自宅などで小規模な口ーカルエリアネットワークを作成する場合、またはイーサネットを使用して 
プリンターを直接コンピューターに接続する場合は、プリンターの ip アドレスの自動設定手順に 
従ってください。 

コンピューターとプリンターは、イーサネット上のネットワーク通信では主に TCP / IP プロトコル 
を使用します。 TCP / IP プロトコルを使用する場合は、プリンターおよびコンピューターそれぞれに 
—意の IP アドレスが必要です。アドレスは同じではいけませんが、最後の1桁のみを変更するな 
ど、類似したものとすることが重要です。例えば、プリンターのアドレスを192.16 8.1.2 として、 
コンピューターのアドレスを192.168 .1.3 とします。別のデバイスには 192.168.1.4 というアド 
レスを設定することができます。 

多くのネットワークでは動的ホスト構成プロトコル （ DHCP ) サーバーが使用されています。 

DHCP サーバーは、 DHCP を使用するよう設定されているネットワーク上の各コンピューターおよ 
びプリンターに対して自動的に IP アドレスを付与するものです。 DHCP サーバーは、ほとんどの 
ケーブルおよびデジタル加入者回線 （ DSL ) ルーターに組み込まれています。ケーブルまたは DSL 
ルーターを使用する場合は、ご使用のルーターの説明書で IP アドレス付与の方法について確認して 
ください。 
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■プリンターの IP アドレスを自動で設定する 

DHCP サーバーを使用せずにプリンターを小規模 TCP / IP ネットワークに接続する場合は、ソフト 
ウェアパック CD - ROM のインス！ラーを使用してプリンターの IP アドレスの検出、または割り 
当てをしてください。詳細については、ソフトウェアパック CD - ROM をコンピューターの 
CD / DVD ドライブに挿入し、インストーラー起動後に指示に従ってください。 

補足： 

自動インス！ラーを使用する場合は、プリンターを TCP / IP ネットワークに接続しておく必要があります。 
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■プリンターの IP アドレスの動的設定方法 

プリンター IP アドレスの動的設定には下記の2つのプロトコルが利用可能です。 

DHCP (工場出荷時の設定で有効） 

AutolP 

両方のプロトコルのオン/オフには操作パネルを、 DHCP のオン/オフには CentreWare 
Internet Services を使用してください。 

補足： 

プリンターの IP アドレスが記載されたレポートを印刷することができます。操作パネルで 仕様設定 ボタンを 
押し、 レポート/リス トを選択、®ボタンを押して システム設定リス トを選択し、最後に®ボタンを押し 
てください。システム設定リストに IP アドレスが記載されています。 

操作パネル 

DHCP または AutolP プロトコルをオン/オフするには： 

1 操作パネルで仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、ボタンを押します。 

3 ネットワーク設定を選択し、::ボタンを押します。 

4 TCP/IP を選択し、ボタンを押します。 

5 IPv 4 を選択し、::〇*)ボタンを押します。 

6 アドレス取得方法を選択し、:； Sk ) ポタンを押します。 

7 DHCP/AutolP を選択し、ボタンを押します。 

CentreWare Internet Services 

DHCP プロトコルをオン/オフするには： 

1 ウェブブラウザーを起動します。 

2 アドレスパーにプリンターの IP アドレスを入力し、 Enter キーを押します。 

3 [プロパティ]を選択します。 

4 左側ナビゲーションパネルの[プロトコル設定]フォルダーから [ TCP / IP ] を選択します。 

5 [IP アドレス取得方法]フィールドで [ DHCP / AutolP ] オプションを選択します。 

6 [新しい設定を適用]ポタンをクリックします。 
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■ IP アドレスを割り当てる （ IPv 4 モードの場合） 

補足： 

IPv 6 モードで手動で IP アドレスを割り当てる場合は 、 CentreWare Internet Services を使用します。 
CentreWare Internet Services を表示するには、リンクローカルアドレスを使用してください。リンク 
口ーカルアドレスを確認するには 「システム 設定 リストを印刷 •確認する」 （75 ページ） を参照してくだ 
さい。 

IP アドレスの割り当ては高度な機能ですので、システム管理者が作業を行うことをお勧めします。 

アドレスクラスによって、割り当てられる IP アドレスの範囲は異なることがあります。例えば、クラス A の 
場合は、0.0.0.0から127.255 .255.255 の範囲の IP アドレスが割り当てられます。 IP アドレスの割り 
当てについては、システム管理者に問い合わせてください。 

IP アドレスは操作パネルまたは設定管理ツールから割り当てることができます。 
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操作パネル 


1 プリンターの電源を入れます。 

LCD ディスプレイに機能を選択してくださいが表示されていることを確認してください。 
2 操作パネルで仕様設定ボタンを押します。 

3 仕様設定を選択し、ポタンを押します。 

4 ネットワーク設定を選択し、::ボタンを押します。 

5 TCP/IP を選択し、:〔〇»)ボタンを押します。 

6 IPv 4 を選択し、::〇*)ボタンを押します。 

7 アドレス取得方法を選択し、 〔0*) ポタンを押します。 

8 パネルが選択されていることを確認してから <3 (戻る）ポタンを押します。 

9 アドレス取得方法が選択されていることを確認します。 

10 IP アドレスを選択し、::5〇»)ボタンを押します。 

力ーソルは IP アドレスの最初の3桁に合わされます。 

11 テンキーを使用して IP アドレスの値を入力します。 

12 ►ポタンを押します。 

次の3桁が八イライト表示されます。 

13 : から 12 の手順を繰り返して IP アドレスをすべて入力し、::ボタンを押します。 

14 亡（戻る）ボタンを押し、 IP アドレスが選択されていることを確認します。 

15 サブネットマスクを選択し、:;^)ボタンを押します。 

力ーソルはサブネットマスクの最初の3桁に合わされます。 

16 テンキーを使用してサブネットマスクの値を入力します。 

17 ►ポタンを押します。 

次の3桁が八イライト表示されます。 

18 16 から 1:7 の手順を繰り返してサブネットマスクを設定し、:ポタンを押します。 

19 セ3(戻る）ボタンを押し、サブネットマスクが選択されていることを確認します。 

20 ゲートウェイアドレスを選択し、ボタンを押します。 

力ーソルはゲートウェイアドレスの最初の3桁に合わされます。 

21 テンキーを使用してゲートウェイアドレスの値を入力します。 

22 ►ポタンを押します。 

次の3桁が八イライト表示されます。 

23 21 から 22 の手順を繰り返してゲートウェイアドレスを設定し、::^；)ポタンを押します。 
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24 プリンターの電源を入れ直します。 


参照： 

• r 操作パネル」 （42 ページ) 


設定管理 ツール 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

補足： 

ネットワーク印刷に IPv 6 を使用する場合は、設定管理ツールで IP アドレスを設定することはできません。 

[スタート] — [すべてのプログラム] — [Fuji Xerox ] -> [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — ご使用のプリンタ_ — [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス I ルされている場合は、プリンターを選択 
するウィンドウが表示されます。この場合、 [プリンター名] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが表示されます。 

2 [メンテナンス] タブをクリックします。 

3 ページ左側の一覧から [ TCP/IP 設定] を選択します。 

[ TCP/IP 設定] ページが表示されます。 

4 [IP アドレス取得方法] から [手動で設定] を選択し 、 [IP アドレス]、[サブネットマスク]、 
[ゲートウェイアドレス] に値を入力します。 

5 [新しい設定を適用して本体を再起動] ボタンをクリックして設定を有効にします。 

IP アドレスがプリンターに割り当てられます。設定を検証するため、ネットワークに接続されたコ 
ンピューターでウェブブラウザーを立ち上げ、ブラウザーのアドレスパーに IP アドレスを入力して 
ください。 IP アドレスが正しく設定されていれば、 CentreWare Internet Services がブラウザー 
に表示されます。 

インス I ラーでプリンタードライパーをインストールする際に、プリンターに IP アドレスを割り 
当てることもできます。ネットワークインス！ル機能を使用し、操作パネルのメニューで アドレ 
ス取得 方法が DHCP / AutolP に設定されている場合、 IP アドレスに、0.0.0.0からの任意の IP ア 
ドレスを、プリンターを選択するウィンドウで設定することができます。 
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■ IP 設定を検証する 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 

1 システム設定リストを印刷します。 

2 システム設定リストの [ IPv 4] の見出しで IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアド 
レスが正しいことを確認します。 

ネットワーク上でプリンターがアクティブになっているかを確認するには、コンピューターで ping 
コマンドを実行してください。 

1 [スタート] をクリックして [ファイル名を指定して実行] を選択します。 

2 [ cmd ] と入力して [ OK ] をクリックします。 

黒いウィンドウが表示されます。 

「ping xx . xx . xx . xx_i ( xx . xx . xx . xx はコンピューターの IP アドレス）と入力し、 Enter キーを 
押します。 

4 IP アドレスから反応があると、プリンターがネットワーク上でアクティブになっていることを 
ノ」、します。 

参照： 

• 「システム設定リストを印刷 • 確認する」 （75 ページ） 
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■ システム設定リストを印刷 • 確認する 

システム設定リストを印刷し、プリンターの IP アドレスを確認してください。 

ここには下記の項目を記載します： 

. 1 ■操作パネル」 （75 ぺージ） 

• 「設定管理ツール』 （76 ページ） 

操作パネル 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 

1 仕様設定 ボタンを押します。 

2 レポート/リストを選択し、: g ) ボタンを押します。 

3 システム設定リスト を選択し、ボタンを押します。 

システム設定リストが印刷されます。 

システム設定リストの 「Wired Network」 / 「Wireless Network 」 に記載されている IP ア 
ドレスを確認してください。 IP アドレスが0.0.0.0の場合、自動で IP アドレスが解決される 
まで数分待機し、再度システム設定リストを印刷してください。 

IP アドレスが自動で解決されない場合は 「 IP アドレスを割り当てる （ IPv 4 モードの場合)」 

(71 ページ） を参照してください。 
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設定管理 ツール 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 


[スタート] — [すべてのプログラム] —[Fuji Xerox ] -> [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — ご使用のプリンタ ー— [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス！ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [プリンター名] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが表示されます。 

2 [設定/レポート] タブをクリックします。 

ページ左側の一覧から [レポート/リスト] を選択します。 

[レポート/リスト] ページが表示されます。 

4 [システム設定リスト] ボタンをクリックします。 

システム設定リストが印刷されます。 

IP アドレスが0.0.0.0 (工場出荷時の設定）または169.254 .XX.XX の場合、 IP アドレスが割 
り当てられていません。 

参照： 

• 「 IP アドレスを割り当てる （ IPv 4 モードの場合)」 （71 ページ） 
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プリンタードライバーをインストールする 

(Windows) 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「プリンタードライバーをインストールする前に（ネットワーク接続セットアップの場合)」 
(78 ベージ） 

• 「ソフトウェアパック CD - ROM を挿入する」 （80 ベージ） 

•「 USB 接続セットアップ j (8 1ページ） 

• 「ネットワーク接続セットアップ j (82 ぺージ） 

• 「ワイヤレス設定を行う」 （83 ぺージ） 

• 「共有印刷を設定する」 （112 ページ） 
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■プリンタードライバーをインストールする前に（ネットワー 
ク接続セットアップの場合） 

コンピューターにプリンタードライバーをインストールする前に、システム設定リストを印刷して 
プリンターの IP アドレスを確認してください。 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

ここには下記の項目を記載します： 

. 「操作パネル」 （78 ベージ） 

• 「設定管理ツール」 （78 ページ） 

• 「プリンターをインストールする前にファイアウォールを_効にする」 （79 ぺージ） 

操作パネル 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 

1 仕様設定 ボタンを押します。 

2 レポート/リストを選択し、ボタンを押します。 

3 システム設定リスト を選択し、（〇*)ボタンを押します。 

システム設定リストが印刷されます。 

システム設定リストの 「Wired Network」 / 「Wireless Network 」 に記載されている IP ア 
ドレスを確認してください。 

IP アドレスが 0.0.0.0 の場合、自動で IP アドレスが解決されるまで数分待機し、再度システ 
ム設定リストを印刷してください。 

IP アドレスが自動で解決されない場合は 「 IP アドレスを割り当てる （ IPv 4 モードの場合)」 

(71 ページ） を参照してください。 

設定管理 ツール 

1 [スタート] — [すべてのプログラム] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — こ'使用のプリンタ [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス I ルされている場合は、プリンターを選択 
するウィンドウが表示されます。この場合、 [プリンター名] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが表示されます。 

2 [設定/レポート] タブをクリックします。 

3 ページ左側の一覧から [ TCP/IP 設定] を選択します。 

[ TCP/IP 設定] ページが表示されます。 

IP アドレスが0.0.0.0 (工場出荷時の設定）または169.254 .XX.XX になっている場合、 IP アドレ 
スが割り当てられていません。プリンターへの IP アドレス割り当ては 「 IP アドレスを割り当てる 
( IPv 4 モードの場合)」 （71 ぺージ） を参照してください。 
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プリンターをインス!^ールする前にファイアウォールを無効にする 

補足： 

Windows XP の場合は必ず Service Pack 2 または3をインストールしてください。 

次の OS のいずれかをこ、使用の場合、プリンターソフトウェアをインストールする前にファイア 
ウォールを無効にする必要があります。 

Windows 7 


Windows Vista 
Windows Server 200 8 R2 
Windows Server 2008 


Windows XP 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

[スタート]-> [ヘルプとサポート] をクリックします。 

補足： 

Windows Vista ' Windows Server 2008 、 Windows Server 200 8 R 2 、Windows 7 では、 [オン 
ラインヘルプ] を使用している場合は、 [ Windows ヘルプとサポート] ウィンドウで [オフライン 
ヘルプ] に切り替えてください。 

2 [検索] ボックスに 「ファイアウォール j と入力して Enter キーを押します。 

一覧で [Windows ファイアウォールを有効または無効にする] をクリックし、画面に表示さ 
れる指示に従ってください。 

プリンターソフトウェアのインス I ルが完了したら、ファイアウォールを有効にしてくださ 
い。 
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■ソフトウェアパック CD - ROM を挿入する 

1 ソフトウェアパック CD - ROM をコンピューターの CD / DVD ドライブに挿入して、かんたんイ 
ンス I ルナビ（ビデオ）を起動します。 


補足： 

CD が自動的に起動されない場合は、 [スタート]-^ [すべてのプログラム] (Windows Vista および 
Windows 7の場合）4 [アクセサリ] (Windows Vista および Windows 7の場合） — [ファイル 
名を指定して実行] をクリックし、 「 D :¥ setup . exe 」 （ D はお使いのコンピューターの CD / DVD ドラ 
イブのドライブ文字）と入力して [ OK ] をクリックしてください。 
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■ USB 接続セットアップ 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 

1 コンピューターとプリンターを USB ケーブルで接続します。 

2 プリンターの電源を入れます。 

補足： 

[新しい八ードウェアの検出ウィザード] が表示された場合は [キャンセル] をクリックしてくださ 
い 0 

3 [ドライバーおよびソフトウェアのインス!-ール] をクリックします。 

4 [USB 接続用インス!'ール] を選択し、[次へ]をクリックします。 

5 [使用許諾契約] の内容に同意する場合は、 [使用許諾契約の条項に同意します] を選択し、[次 
へ]をクリックします。 

6 [完了] をクリックしてウィ ザー ドを終了します。 

參 USB 印刷 

パーソナルプリンターとは、 USB ケーブルを使用してコンピューターまたはプリントサーバーに接 
続されたプリンターです。ご使用のプリンターをコンピューターではなくネットワークに接続する 
場合は、 「ネットワーク接続セットアップ」 （82 ベージ） に進んでください。 
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■ネットワーク接続セットアップ 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 

1 [ドライバーおよびソフトウェアのインス!'ール] をクリックします。 

2 [ネットワーク 接続 用インス!>ール] を選択し、[次へ]をクリックします。 

3 [使用許諾契約] の内容に同意する場合は、 [使用許諾契約の条項に同意します] を選択し、[次 
へ]をクリックします。 

4 プリンターの一覧から、インストールするプリンターを選択して[次へ]をクリックします。 
目的のプリンターが一覧に表示されていない場合は、 [最新の情報に更新] をクリックして一覧 
を更新するか、 [プリンターの追加] をクリックして手動でプリンターを一覧に追加してくださ 
い。ここで、 IP アドレスおよびポート名を指定できます。 

このプリンターがサーバーコンピューター上にインストールされている場合は、 [サーバーにプ 
リンターを作成します] チェックボックスを選択してください。 

補足： 

AutolP を使用している場合はインス！ラーには0.0 .0.0 と表示されます。続行するには有効な IP アド 
レスを入力しなければなりません。 


5 プリンター設定を行い、[次へ]をクリックします。 
a プリンター名を入力します。 

b ネットワーク上のその他のユーザーに、このプリンターへのアクセスを許可する場合は、 

[このプリンターをネットワーク上のほかのコンピューターと共有す る]を選択してユー 
ザーが識別できる共有名を入力します。 

c プリンターを印刷に通常使うプリンターとして設定する場合は、 [通常使用するプリンター 
として設定] チェックボックスを選択します。 

d プリンターをスキャンに通常使うプリンターとして設定する場合は、 [通常使用するスキヤ 
ナーとして設定] チェックボックスを選択します。 

e ファクスドライバーをインス！ルする場合は、 [ファクスドライバー] チェックボックス 
を選択します。 

6 インス！ルするソフトウェアとファイルを選択し、 [インス!■'ール] をクリックします。ソフ 
トウェアとファイルをインストールするフォルダーを指定することができます。フォルダーを 
変更する場合は[参照]をクリックしてください。 

7 [完了] をクリックしてウイザードを終了します。 


プリンターの接続とソフトウェアのインス！ル| 82 


■ワイヤレス設定を行う 

ここでは、かんたんインス！ルナビ（ビデオ）からワイヤレス設定を行う方法について説明しま 
す。 

注記： 

ワイヤレス設定の際に WPS 以外を用いる場合は、あらかじめ、システム管理者に SSID とワイヤレス通信 
の暗号設定の情報を確認しておいてください。 

ワイヤレス設定を行う前に、プリンターからイーサネットケーブルが抜かれていることを確認してくださ 
い。 

ワイヤレス設定機能の仕様は次のとおりです。 


項目 仕様 

接続形態_ワイヤレス_ 

接続規格 EEE 802.1 lb / g 対応_ 

帯域幅 2.4 GHz 

データ転送速度 EEE 802.1 lb モード：11、5.5、2、 1 Mbps 

IEEE 802.1 lg モード': 54、48、36、24、18、12、9、 6 Mbps 

セキュリティー 64 (40 ビットキー）/128 (104 ビットキー） WEP 、 WPA - 

PSK ( TKIP 、 AES )、 WPA 2 -PSK ( AES ) ( EEE 802.1 x 認証機能 
WPA 1 x 非対応） 

認証_ Wi - Fi 、 WPA 2.0 (パーソナル） 

WPS ( Wi-Fi Protected PBC (Push Button Configuration)、PIN (Personal 

Setup ) Identification Number ) 


ワイヤレス設定を構成する方法は下記から選択できます。 


USB 接続によるウィザードセットアップ_ 

詳細セットアップ方法 Ethernet ケープル 

操作パネル 

CentreWare Internet Services 

WPS - PIN * 1 _ 

WPS - PBC * 2 _ 

” WPS-PIN (Wi-Fi® Protected Setup-PersonalldenUfication Number) は、プリンターおよびコ 
ンピューターに割り当てられた PIN を入力してワイヤレス設定に必要なデバイスを認証、登録する方 
法です。この設定（アクセスポイントから実行）は、ご使用のワイヤレスルーターのアクセスポイント 
が WPS に対応している場合にのみ利用できます。 

* 2 WPS-PBC (Wi-Fi Protected Setup-Push 巳 utton Configuration) は、ワイヤレス ルーターから ア 
クセスポイントのボタンを押し、操作ノ（ネル上で WPS-PBC 設定を実行することによってワイヤレス 
設定に必要なデバイスを認証、登録する方法です。この設定は、アクセスポイントが WPS に対応して 
いる場合にのみ利用できます。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「ウィザードセットアップを使用してワイヤレス設定を構成する」 （84 ベージ） 

• 「詳細セットアップを使用してワイヤレス設定を構成する j (90 ページ） 

• 「コンピューターに新規ワイヤレスネットワーク環境をセットアップする（コンピューターにワ 
イヤレス接続をセツトアップする必要がある場合 ) J (103 ページ） 
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ウイザードセツトアツプを使用してワイヤレス設定を構成する 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 


1 ソフトウェアパック CD - ROM をコンピューターの CD / DVD ドライブに挿入すると、かんたん 
インス！ルナビ（ビデオ）が自動的に起動します。 



2 [セットアップを開始する] をクリックします。 

3 [プリンターを接続する] をクリックします。 

接続タイプの選択画面が表示されます。 

4 [ワイヤレス接続] を選択し、 [次へ] をクリックします。 
設定方法の選択画面が表示されます。 
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5 [ウイザード] が選択されていることを確認してから[次へ]をクリックします。 



6 画面に表示される指示に従って USB ケーブルを接続し、 [設定管理ツール] 画面が表示される 
まで設定を行います。 

補足： 

[新しい八ードウエアの検出ウイザード]が表示された場合は[キャンセル]をクリックしてくださ 
い0 
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7 SSID を入力します。 


補足： 

SSID の記載場所については、アクセスポイントの説明書を参照してください。アドホック接続の場合 
は、コンピューターのアドホック接続を設定したときに指定した SSID を使用してください。 



[ネットワークタイプ] を選択します。 

9 セキュリティー設定を行い、[次へ]をクリックします。 

[IP アドレスの設定]画面が表示されます。 

10 ネットワーク環境に応じて [IP 動作モード] を選択します。 

[ IPv 4] を選択した場合は、下記の設定を行います。 
a [種類] を選択します。 

[種類] で [手動で設定] を選択した場合は、下記の項目を入力します。 
プリンターの [IP アドレス] 

[サブネツトマスク] 

[ゲートウェイアドレス] 
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[デュアルスタック] を選択した場合は、下記の設定を行います。 
a [ IPv 4 の設定] の設定を行います。 

[ IPv 6 の設定] で [手動で設定] チ I ックボックスを選択した場合は、下記の項目を入力 
します。 

プリンターの [IP アドレス] 

[ゲートウェイアドレス] 


補足： 

IPv 4 アドレスと IPv 6 アドレスの両方をインターネット通信用に使用する場合に、[デュアルスタック] 
を選択します。 


設定菪理ツール 




ブリンタ-の設定 
IP アドレスの設定 

ip 助作モード： 

ィ Pv4 の設定—— 

mm 

ip アドレス①： 

サブネットマスク钕 
b ゲートウ I イアドレス迫>: 

: IPv6 の!婉 
□手肋で.設定⑪ 

IP ァドレス0>: 

ゲ'•トゥ I ィァドレス级 

I _ 


1 〇 

〇 

〇 

〇 I 


〇 

〇 

0 

〇 


1 〇 

〇 

0 

〇 1 


]/[ 


IP アドレスの設定 


IPv4 を使用する埸合、サーバ' ルータ' 
その他の棵器力''ネットワ-ク上の棵器[.こ自 
助的に IP アドレスを割り当てるな^、 DHCP を 
逞んでべ耽ぃ。 

IPv6 を使用する埸合、 IP アドレスを手肋で. 
割り当てるなら、チェックボックスを 3M 択して K 
存の IP アドレスを入力してください0 


[ <戻 [ 次へ ( N >> J I キャン乜レ ◎ J 


11 [次へ]をクリックします。 

[ファクスの設定]画面が表示されます。 



fuji xerox 


ブリン5—の設定 


ファウスの設定 

ファクスの設定 
回锶種別 ( P : 


ダイヤル種別妙 
受信モード < P : 

発信元名妙 

発信元ファクス番号©: 


公衆回線 




ブッシュ 




ファクス 


説明 

説明 

説明 

酬 


ファりスの設定 

ファクスを設定します。 

それぞれの頂 g に設定されてい納容はプリ 
ン$—から取待されました。ファクス棵能を使用 
しない埸合は、[ファクス棵能を使用しない]の 
チ:！:ッウボックスを 3M 折して、はへ]をクリックして 
ください。 


く戻る(旦 ） |l A へ妙 〉 I I キャンセ^ね） 


12 必要に応じてファクス設定を行います。 

補足： 

ファクス機能を使用しない場合は、[ファクス機能を使用しない]チェックボックスを選択します。 

13 [次へ]をクリックします。 
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14 ワイヤレス設定を確認して、 [適用] をクリックします。 



ブリンターの設定 
設定を確認 


無線 LAN の目二 


SSIDXt^t* . 

ネ'クトワー的イラ: Inf restructure 
[セキュリティー] 

ブロ トコル: WPA2-PSK-AES 


孑ンデッうス： 

/《スワード:**** 


: =IP アドレスの設定=: 


IP 動作モード:デュアルスタック 

鱗■定 


パネルに使用す S 言語：日本語 


3 


設定を確認 

設定を確謅してく热、。 

悚作パネルの言語を変更す S 塌合は、言語 
を還折して傲い。 


[ く戻 5® ]匚 適用 | I キャン咖ね） j 


15 [はい] をクリックしてプリンターを再起動します。 



「設定が変更されました j 画面が表示されます。 



ブリン5—の設定 
設定が変更されました 


2-ティリティによブリンタ-への設定牾報の送信力、完了しました。 

ブリンターの電源を切/入して数分待ってから毆定内容をブリント]をクリックして設定を確! S してく妫い。 
[ 設定丙容 f ラリ：7卜 j 

D 欠へ]をりリツ5し、設蚩ナ呦指示【こ従って弓Iき続きブリンターの設定をしてください。 


匚次へ (£0 > | 

16 プリンターが再起動し、ワイヤレスネットワークが確立するまで数分待ちます。 

補足： 

[新しい八ードウエアの検出ウイザード]が表示された場合は[キャンセル]をクリックしてくださ 
い0 

17 [設定内容をプリント] をクリックします。 
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システム設定リストで 「Link Quality 」 に 「 Good 」、「 Acceptable 』 または 「 Low 」 と表示さ 
れていることを確認します。 

補足： 

「Link Quality 」 が 「No Reception 」 の場合、ワイヤレス設定が正しく構成されているか確認してく 
ださい。ワイヤレス設定を再設定するには、 「設定が変更されました」 画面で[次へ]をクリックし、 
その後 [戻る] をクリックします。 

19 [次へ]をクリックします。 

20 「セットアップを確認する」画面が表示されるまで指示に従います。 

21 LCD ディスプレイにエラーが表示されていないことを確認し、[インス!-ールの開始]をク 
リックします。 

エラーが発生した場合は、[トラブルシューテイングガイド]をクリックして指示に従ってくだ 
さい。 



22 [使用許諾契約]の内容に同意する場合は、[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次 
へ]をクリックします。 

23 インス！ルするプリンターが「プリンターを選択 j 画面に表示されているかどうかを確認し 
て、[次へ]をクリックします。 

補足： 

インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されていない場合は、次の手順を 
行ってください。 

[最新の情報に更新]をクリックして情報を更新する。 

[プリンターの追加]をクリックしてプリンターの詳細を手入力する。 
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24 「プリンター情報の入力」画面で必要な項目を選択し、[次へ]をクリックします。 

25 インス！ルするソフトウェアを選択し、 [インス! >ー ル] をクリックします。 

26 [完了] をクリックしてこの ツー ルを終了します。 

ワイヤレス接続の設定はこれで完了です。 

詳細セットアップを使用してワイヤレス設定を構成する 

詳細セットアップを行うために、 「ワイヤレス設定」 画面を表示します。 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 

參「ワイヤレス設定 j 画面を表示する 

1 ソフトウェアパック CD - ROM をコンピューターの CD / DVD ドライブに挿入すると、かんたん 
インス！ルナビ（ビデオ）が自動的に起動します。 



2 [セットアップを開始する] をクリックします。 

3 [プリンターを接続する] をクリックします。 

4 [ワイヤレス接続] を選択し、 [次へ] をクリックします。 
設定方法の選択画面が表示されます。 
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5 [詳細設定]を選択します。 



♦次の項目から接続方法を選択します 

•「 Ethernet ケーブル」 （92 ぺージ） 

.「 WPS-PINj (97 ぺージ） 

•「 WPS-PBCj (99 ぺージ） 

• 「操作パネル」（101ベージ） 

•「CentreWare Internel : Services 」（102 ぺージ） 
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♦ Ethernet ケーブル 

1 [ Ethernet ケーブル] を選択し、[次へ]をクリックします。 

2 指示に従い、[次へ]をクリックします。 

[設定管理ツール] 画面が表示されます。 

3 設定するプリンターを「プリンターを選択』画面で選択してから、[次へ]をクリックします。 

補足： 

設定するプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されていない場合は、次の手順を行ってくだ 
さい。 

[最新の情報に更新] をクリックして情報を更新する。 

[IP アドレスを入力] をクリックしてプリンターの詳細を手入力する。 


4 SSID を入力します。 


tx 設定管理ツール 

□区! 


fuji xerox ^ 


ブリン5—の設定 
無線 LAN の設定 


SSID ( D )：[ 

IX 明 




無線 LAN© 設定 

® Infrastructure <P 

OAd Hoc ( H ) 

IX 明 

フリントの SSID と無線 LAN 設定は、正常に 
機能するようにネットワークの無線 LAN 設定と 
一致させる必要があります。一度こ©ブリンタ 
一で SSID を変更すると、コンビューターの SSID 



ブ□卜]ル®: | 設定しない~ 

インデックス妙 [1 _ 

パスヮ-ド砂 |— 

1¢明 

を変更 U ： プリンターの新しい SSID と一致させ 
るまで、プリン信で•きなくなります。 


[ <戻る® ][ 次へ(沙> \ I キャンセル ( G ) J 

補足： 

SSID の記載場所については、アクセスポイントの説明書を参照してください。アドホック接続の場合 
は、コンピューターのアドホック接続を設定したときに指定した SSID を使用してください。 

5 [ネットワークタイプ] を選択します。 

6 セキュリティー設定を行い、[次へ]をクリックします。 

[IP アドレスの設定]画面が表示されます。 
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7 ネットワーク環境に応じて [IP 動作モード] を選択します。 

[ IPv 4] を選択した場合は、下記の設定を行います。 
a [種類] を選択します。 

[種類] で [手動で設定] を選択した場合は、下記の項目を入力します。 

プリンタ—の [|p アドレス] 

[サブネットマスク] 

[ゲートウェイアドレス] 

[デュアルスタック] を選択した場合、下記の設定を行います。 
a [ IPv 4 の設定] の設定を行います。 

[ IPv 6 の設定] で [手動で設定] チ I ックボックスを選択した場合は、下記の項目を入力 
します。 

プリンターの [IP アドレス] 

[ゲートウェイアドレス] 


補足： 

IPv 4 アドレスと IPv 6 アドレスの両方をインターネット通信用に使用する場合に、[デュアルスタック] 
を選択します。 
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8 [次へ]をクリックします。 

[ファクスの設定]画面が表示されます。 


hi ): 二し UU ソール _ _ 

fuji xerox » » 


ブリン!! 一の 設定 

ファクスの設定 


.ファクスの設定 
回線種別(〇 
タイヤル種別⑽: 

受信モ-ド < P : 

発 f 言元名 ( Id ): 

発信元ファクス番号 (£> 








説明 

説明 

説明 

酬 


ファりスの設定 

方クスを設定します。 

それぞれの項目に設定されている内容はプリ 
>5-から取得されました。ファクス棵能を使用 
しない埸合は、[ファクス機能を使用しない]の 
チ1ックボックスを; IS 折して、 D 欠へ]をクリックして 
く热、 


<戻る ( g ) |1 ;欠へ妙 〉I I キ V ンセル ( S ) 


9 必要に応じてファクス設定を行います。 

補足： 

ファクス機能を使用しない場合は、 [ファクス機能を使用しない] チェックボックスを選択します。 
10 [次へ]をクリックします。 

11 ワイヤレス設定を確認して[適用]をクリックします。 



ブリン！;一の設定 

設定を確認 


:=無線 LAN の目 


SSID：(»»«»* _ 

ネ'クトワー抑イ I?：Inf restructure 
[セキュリティー] 

ブロ トコル: WPA2-PSK-AES 


線容 ™ 


: =IP アドレスの設定=: 


IP 動作モード:デュアルスタック 


設定を確認 

設定を確 IS してください。 


を議場 合は、 言語 


パネルに使用する言語：日本語 




<戻る©) ]| 適用 


Iキャン乜ぬ） 
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12 [はい]をクリックしてプリンターを再起動します。 



「設定が変更されました」 画面が表示されます。 



13 プリンターが再起動し、ワイヤレスネットワークが確立するまで数分待ちます。 

14 [次へ]をクリックします。 

15 「セットアップを確認する」 画面が表示されるまで指示に従います。 

16 操作パネルからシステム設定リストを印刷します。 

「システム設定リストを印刷する」 （181 ページ） を参照してください。 

システム設定リストで 「Link Quality 」 に 「 Good 」、「 Acceptable 」 または 「 Low 」 と表示さ 
れていることを確認します。 

補足： 

「Link Quality 」 が 「No Reception 」 の場合、ワイヤレス設定が正しく構成されているか確認してく 
ださい。ワイヤレス設定を再設定するには、 [戻る] をクリックします。 
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18 LCD ディスプレイに エラー が表示されていないことを確認し、[インス!-ールの開始]をク 
リックします。 

エラーが発生した場合は、[トラブルシューテイングガイド]をクリックして指示に従ってくだ 
さい。 



19 [使用許諾契約] の内容に同意する場合は、 [使用許諾契約の条項に同意します] を選択し、[次 
へ]をクリックします。 

20 インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されているかどうかを確認し 
て、[次へ]をクリックします。 

補足： 

インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されていない場合は、次の手順を 
行ってください。 

[最新の情報に更新] をクリックして情報を更新する。 

[プリンターの追加] をクリックしてプリンターの詳細を手入力する。 

21 「プリンター情報の入力」画面で必要な項目を設定し、[次へ]をクリックします。 

22 インス！ルするソフトウェアを選択し、[インス!>ール]をクリックします。 

23 [完了]をクリックしてこのツールを終了します。 

ワイヤレス接続の設定はこれで完了です。 
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• WPS-PIN 

補足： 

WPS-PIN ( Wi-n Protected Setup-Personal Identification Number ) は、プリンターおよびコン 
ピューターに割り当てられた PIN を入力してワイヤレス設定に必要なデバイスを認証、登録する方法です。 
この設定（アクセスポイントから実行）は、ご使用のワイヤレスルーターのアクセスポイントが WPS に対 
応している場合にのみ利用できます。 

WPS - PIN を始める前に、ワイヤレスアクセスポイントのウェブページで PIN を入力する必要があります。詳 
細についてはアクセスポイントの説明書を参照してください。 

1 [ WPS - PIN ] を選択し、[次へ]をクリックします。 

2 「セットアップを確認する」画面が表示されるまで指示に従います。 

3 LCD ディスプレイに エラー が表示されていないことを確認し、 [インス! -ー ルの開始] をク 
リックします。 

エラー が発生した場合は、 [トラブル シュー ティングガイド] をクリックして指示に従ってくだ 
さい。 



4 [使用許諾契約] の内容に同意する場合は、 [使用許諾契約の条項に同意します] を選択し、[次 
へ]をクリックします。 
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5 インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されているかどうかを確認し 
て、[次へ]をクリックします。 

補足： 

インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されていない場合は、次の手順を 
行ってください。 

[最新の情報に更新]をクリックして情報を更新する。 

[プリンターの追加]をクリックしてプリンターの詳細を手入力する。 

6 「プリンター情報の入力 j 画面で必要な項目を設定し、[次へ]をクリックします。 

7 インス！ルするソフトウェアを選択し、[インス!>ール]をクリックします。 

8 [完了]をクリックしてこのツールを終了します。 

ワイヤレス接続の設定はこれで完了です。 

WPS - PIN の操作を完了し、プリンターを再起動したら、ワイヤレス LAN 接続は完了です。 


プリンターの接続とソフトウェアのインス I ル 


98 


• WPS-PBC 

補足： 

WPS-PBC ( Wi-R Protected Setup-Push Button Configuration ) は、ワイヤレスルーターからアクセ 
スポイントのボタンを押し、操作パネル上で WPS - PBC 設定を実行することによってワイヤレス設定に必 
要なデバイスを認証、登録する方法です。この設定は、アクセスポイントが WPS に対応している場合にの 
み利用できます。 

1 [ WPS - PBC ] を選択し、[次へ]をクリックします。 

2 「セットアップを確認する』画面が表示されるまで指示に従います。 

3 LCD ディスプレイに エラー が表示されていないことを確認し、 [インス! -ー ルの開始] をク 
リックします。 

エラー が発生した場合は、 [トラブル シュー ティングガイド] をクリックして指示に従ってくだ 
さい。 


Macromedia Flash 



かんたんインストールナビ 

ホーム >乜ットアッゴを閉始する >1 z ットアップを確する 


これでブリンターのハードウエアの準備15完了で 
す。 

右下の[インストールの開始]ボタンを押してソフト 
ウエアのインスト ー J レ手順 I こ進んでください。 


操作ノ くネル I こエラーが表示される場合は以下のリ 
ンクをクリックしてください。 

トラブ』レシユーティンヴガイド 


n ホ闲旬.本才から取り出す 
□ ブリンターを捺結する 
H 用 is をセットする 


，獅讎現 


戻る 


也 前へ 


[^> インストールの開始 


4 [使用許諾契約] の内容に同意する場合は、 [使用許諾契約の条項に同意します] を選択し、[次 
へ]をクリックします。 
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5 インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されているかどうかを確認し 
て、[次へ]をクリックします。 

補足： 

インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されていない場合は、次の手順を 
行ってください。 

[最新の情報に更新] をクリックして情報を更新する。 

[プリンターの追加] をクリックしてプリンターの詳細を手入力する。 

6 「プリンター情報の入力 j 画面で必要な項目を設定し、[次へ]をクリックします。 

7 インス！ルするソフトウェアを選択し、[インス!>ール]をクリックします。 

8 [完了]をクリックしてこのツールを終了します。 

ワイヤレス接続の設定はこれで完了です。 

補足： 

ワイヤレス LAN アクセスポイントでの WPS - PBC の操作については、ワイヤレス LAN アクセスポイントに 
付属の取扱説明書を参照してください。 

WPS - PBC の操作を完了し、プリンターを再起動したら、ワイヤレス LAN 接続は完了です。 
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•操作パネル 

1 [操作パネル] を選択し、[次へ]をクリックします。 

2 「セットアップを確認する j 画面が表示されるまで指示に従います。 

3 LCD ディスプレイに エラー が表示されていないことを確認し、 [インス!-ールの開始] をク 
リックします。 

エラー が発生した場合は、 [トラブルシューテイングガイド] をクリックして指示に従ってくだ 
さい。 



4 [使用許諾契約] の内容に同意する場合は、 [使用許諾契約の条項に同意します] を選択し、[次 
へ]をクリックします。 

5 インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されているかどうかを確認し 
て、[次へ]をクリックします。 

補足： 

インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されていない場合は、次の手順を 
行ってください。 

[最新の情報に更新] をクリックして情報を更新する。 

[プリンターの追加] をクリックしてプリンターの詳細を手入力する。 

6 「プリンター情報の入力」画面で必要な項目を設定し、[次へ]をクリックします。 

7 インス！ルするソフトウェアを選択し、 [インス! > ール] をクリックします。 
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8 [完了] をクリックしてこのツールを終了します。 
ワイヤレス接続の設定はこれで完了です。 


•CentreWare Internet Services 

[CentreWare Internet Services ] を選択し、[次へ]をクリックします。 

2 「セットアップを確認する j 画面が表示されるまで画面上の指示に従います。 

3 LCD ディスプレイに エラー が表示されていないことを確認し、 [インス! -ー ルの開始] をク 
リックします。 

エラー が発生した場合は、 [トラブル シュー ティングガイド] をクリックして指示に従ってくだ 
さい。 



4 [使用許諾契約] の内容に同意する場合は、 [使用許諾契約の条項に同意します] を選択し、[次 
へ]をクリックします。 

5 インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されているかどうかを確認し 
て、[次へ]をクリックします。 

補足： 

インス！ルするプリンターが「プリンターを選択」画面に表示されていない場合は、次の手順を 
行ってください。 

[最新の情報に更新] をクリックして情報を更新する。 

[プリンターの追加] をクリックしてプリンターの詳細を手入力する。 
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6 「プリンター情報の入力」画面で必要な項目を設定し、[次へ]をクリックします。 

7 インス！ルするソフトウェアを選択し、 [インス!>ール] をクリックします。 

8 [完了] をクリックしてこのツールを終了します。 

ワイヤレス接続の設定はこれで完了です。 

CerrtreWare Irrternel : Services の操作を完了し、プリンターを再起動したら、ワイヤレス LAN 
接続は完了です。 

コンピューターに新規ワイヤレスネットワーク環境をセットアップす 
る（コンピューターにワイヤレス接続をセットアップする必要がある 
場合） 

•DHCP ネットワークの場合： 

1 コンピューターのワイヤレス接続設定を行います。 

補足： 

. コンピューターにインス I ル可能なワイヤレスアプリケーションを使用してワイヤレス設定を変更 
することも可能です。 

Windows XP および Windows Server 2003の場合： 
a [コントロールパネル] から [ネットワーク接続] を選択します。 

[ワイヤレスネットワーク接続] を右クリックして [プロパティ] を選択します。 
c [ワイヤレスネットワーク] タブを選択します。 

d [ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成する] のチェックボックスが選択さ 
れていることを確認します。 

補足： 

[詳細設定] ウィンドウ（手順 f ) および [ワイヤレスネットワークのプロパティ] ウィンドウ（手順 
h ) のワイヤレス設定を控えておいてください。あとでこれらの設定が必要になる場合があります。 

e [詳細設定] ポタンをクリックします。 

f [コンピュータ相互 （ad hoc ) のネットワークのみ] を選択して [詳細設定] ダイアログ 
ボックスを閉じます。 

g [追加] ボタンをクリックして [ワイヤレスネットワークのプロパティ] を表示します。 
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h [アソシエーション] タブで次の情報を入力して [0 K ] をクリックします。 

[ネットワーク名 （ SSID )] : 「 xxxxxxxx 」 （ xxxxxxxx は使用するワイヤレスデバイスの 
SSID を示します。） 

[ネットワーク認証]:[オープンシステム] 

[データの暗号化]:[無効] 



[上へ] ポタンをクリックして、新しく追加した SSID を一覧の最上部に移動します。 

j [ OK ] をクリックして [ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ] ダイアログボックス 
を閉じます。 

Windows Vista の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 

[ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 
d [ネットワークに接続] を選択します。 

e 利用可能なネットワークの一覧に表示されているネットワーク項目から [ xxxxxxxx ] 
( xxxxxxxx は使用するワイヤレスデバイスの SSID を示します。）を選択して、 [接続] を 
クリックします。 

f 接続に問題がないことを確認してからダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。 
Windows Server 2008の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 
b [ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 
d [ネットワークに接続] を選択します。 

e 利用可能なネットワークの一覧に表示されているネットワーク項目から [ xxxxxxxx ] 
( xxxxxxxx は使用するワイヤレスデバイスの SSID を示します〇)を選択して、 [接続] を 
クリックします。 

f 接続に問題がないことを確認してからダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。 
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Windows Server 200 8 R 2 および Windows 7 の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 
b [ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 
d [ネットワークに 接続]を選択します。 

e 利用可能なネットワークの一覧に表示されているネットワーク項目から [XXXXXXXX] 
(xxxxxxxx は使用するワイヤレスデバイスの SSID を示します。）を選択して、[接続]を 
クリックします。 

2 AutolP によって割り当てられたプリンターの IP アドレスを確認します。 
a 操作パネルで仕様設定ボタンを押します。 

仕様 設定を選択し、®ポタンを押します。 
c ネットワーク 設定を選択し、®ボタンを押します。 

TCP / IP を選択し、©ボタンを押します。 
e IPv 4 を選択し、®ポタンを押します。 
f IP アドレスを選択し、®ボタンを押します。 

(規定の IP アドレス範囲：169.254 . xxx . yyy ) 


IP アドレス 



1 

169 

1.12541.10001.10411 




3 コンピューターの IP アドレスが DHCP から割り当てられたものであることを確認します。 



4 ウェブブラウザーを起動します。 
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5 アドレスバーにプリンターの IP アドレスを入力し、 Enter キーを押します。 
CentreWare Internet Services が表示されます。 




□一般 



IPv6(U ンクローカルアドレス 

製 S 名称: FUJI XEROX DocuPrint CM200 fW 

場所 
速格先 

状靈: づリ'ノト 下声主す 


I 最新の m 報!こ更新 J 

CocvriQht (C) Fuji Xerox Co.. Ltd. 2011 


fuji xerox 0 


CentreWare Internet Services でプリンターのワイヤレス設定を行います。 

7 プリンターを再起動します。 

8 コンピューターのワイヤレス設定を復元します。 

補足： 

コンピューターの 0 S にワイヤレス設定ソフトウェアが含まれている場合は、それを使用してワイヤレ 
ス設定を変更してください。下記の指示を参照してください。 

Windows XP および Windows Server 2003の場合： 
a [コントロールパネル] から [ネットワーク接続] を選択します。 
b [ワイヤレスネットワーク接続] を右クリックして [プロパティ] を選択します。 
c [ワイヤレスネットワーク] タブを選択します。 

d [ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成する] のチェックボックスが選択さ 
れていることを確認します。 

e [詳細設定] をクリックします。 

f プリンターはアドホックモードまたはインフラモードのいずれかに設定できます。 
アドホックモードの場合： 

[コンピュータ相互 （ad hoc ) のネットワークのみ] を選択してダイアログボックスを閉 
じます。 

インフラモードの場合： 

[アクセスポイント（インフラストラクチヤ）のネットワークのみ] を選択してダイア ロ 
グボックスを閉じます。 

g [追加] をクリックして [ワイヤレスネットワークのプロパティ] を表示します。 
h プリンターに送信する設定を入力して [ OK ] をクリックします。 

[上へ] ボタンをクリックして、設定を一覧の最上部に移動します。 
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j [ OK ] をクリックして [ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ] ダイアログボックス 
を閉じます。 

Windows Vista の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 

[ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 
d [ネットワークに接続] を選択します。 
e ネットワークを選択して [接続] をクリックします。 

f 接続に問題がないことを確認してからダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。 
Windows Server 2008の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 
b [ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 

[ネットワークに接続] を選択します。 
e ネットワークを選択して [接続] をクリックします。 

f 接続に問題がないことを確認してからダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。 
Windows Server 2008 R 2 および Windows 7の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 

[ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 
d [ネットワークに接続] を選択します。 
e ネットワークを選択して [接続] をクリックします。 
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• 固定 IP ネットワークの場合： 

1 コンピューターのワイヤレス接続設定を行います。 

補足： 

コンピューターの 0 S にワイヤレス設定ソフトウェアが含まれている場合は、それを使用してワイヤレス設 
定を変更してください。下記の指示を参照してください。 

Windows XP および Windows Server 2003の場合： 
a [コントロールパネル] から [ネットワーク接続] を選択します。 

[ワイヤレスネットワーク接続] を右クリックして [プロパティ] を選択します。 
c [ワイヤレスネットワーク] タブを選択します。 

d [ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成する] のチェックボックスが選択さ 
れていることを確認します。 

補足： 

手順 f 、 手順卜では、あとで復元できるよう必ず現在のワイヤレスコンピューター設定をメモしておい 
てください。 

e [詳細設定] ポタンをクリックします。 

f [コンピュータ相互 （ad hoc ) のネットワークのみ] を選択して [詳細設定] ダイアログ 
ボックスを閉じます。 

g [追加] ボタンをクリックして [ワイヤレスネットワークのプロパティ] を表示します。 
h [アソシェーション] タブで次の情報を入力して [ OK ] をクリックします。 

[ネットワーク名 （ SSID )] : 「 xxxxxxxx 」 （ xxxxxxxx は使用するワイヤレスデバイスの 
SSID を示します。） 

[ネットワーク認証]:[オープンシステム] 

[データの暗号化]:[無効] 



[上へ] ボタンをクリックして、新しく追加した SSID を一覧の最上部に移動します。 

[ OK ] をクリックして [ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ] ダイアログボックス 
を閉じます。 
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Windows Vista の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 
b [ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 
d [ネットワークに接続] を選択します。 

e 利用可能なネットワークの一覧に表示されているネットワーク項目から [XXXXXXXX] 
(xxxxxxxx は使用するワイヤレスデバイスの SSID を示します。）を選択して、 [接続] を 
クリックします。 

f 接続に問題がないことを確認してからダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。 
Windows Server 2008の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 
b [ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 

[ネットワークに接続] を選択します。 

e 利用可能なネットワークの一覧に表示されているネットワーク項目から [ xxxxxxxx ] 
(xxxxxxxx は使用するワイヤレスデバイスの SSID を示します。）を選択して、 [接続] を 
クリックします。 

f 接続に問題がないことを確認してからダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。 
Windows Server 2008 R 2 および Windows 7の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 
b [ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 

[ネットワークに接続] を選択します。 

e 利用可能なネットワークの一覧に表示されているネットワーク項目から [ xxxxxxxx ] 
(xxxxxxxx は使用するワイヤレスデバイスの SSID を示します。）を選択して、 [接続] を 
クリックします。 

2 コンピューターの IP アドレスを確認します。 
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3 プリンターの IP アドレスを設定します。 

「 IP アドレスを割り当てる （ IPv 4 モードの場合 ) j (71 ぺージ） を参照してください。 

4 ウェブブラウザーを起動します。 

5 アドレスパーにプリンターの IP アドレスを入力し、 Enter キーを押します。 
CentreWare Internet Services が表示されます。 



CentreWare Internet Services でプリンターのワイヤレス設定を変更します。 

7 プリンターを再起動します。 

8 コンピューターのワイヤレス設定を復元します。 

補足： 

コンピューターの 0 S にワイヤレス設定ソフトウェアが含まれている場合は、それを使用してワイヤレ 
ス設定を変更してください。 0 S に搭載されているツールでワイヤレス設定を変更することも可能で 
す。下記の指示を参照してください。 

Windows XP および Windows Server 2003の場合： 
a [コントロールパネル] から [ネットワーク接続] を選択します。 

[ワイヤレスネットワーク接続] を右クリックして [プロパティ] を選択します。 
c [ワイヤレスネットワーク] タブを選択します。 

d [ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成する] のチェックボックスが選択さ 
れていることを確認します。 

e [詳細設定] をクリックします。 

f プリンターはアドホックモードまたはインフラモードのいずれかに設定できます。 
アドホックモードの場合： 

[コンピュータ相互 （ad hoc ) のネットワークのみ] を選択してダイアログボックスを閉 
じます。 

インフラモードの場合： 

[アクセスポイント（インフラストラクチヤ）のネツトワークのみ] を選択してダイア ロ 
グボックスを閉じます。 
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g [追加] をクリックして [ワイヤレスネットワークのプロパティ] を表示します。 
h プリンターに送信する設定を入力して [0 K ] をクリックします。 

[上へ] ボタンをクリックして、設定を一覧の最上部に移動します。 

j [ OK ] をクリックして [ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ] ダイアログボックス 
を閉じます。 

Windows Vista の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 

[ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 
d [ネットワークに接続] を選択します。 
e ネットワークを選択して [接続] をクリックします。 

f 接続に問題がないことを確認してからダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。 
Windows Server 2008の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 
b [ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 

[ネットワークに接続] を選択します。 
e ネットワークを選択して [接続] をクリックします。 

f 接続に問題がないことを確認してからダイアログボックスの [閉じる] をクリックします。 
Windows Server 2008 R 2 および Windows 7の場合： 
a [コントロールパネル] を表示します。 

[ネットワークとインターネット] を選択します。 
c [ネットワークと共有センター] を選択します。 
d [ネットワークに接続] を選択します。 
e ネットワークを選択して [接続] をクリックします。 
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■共有印刷を設定する 

プリンターに付属しているソフトウェアパック CD - ROM または Windows Point and Print やピ 
アツーピアを使用して、ネットワーク上でプリンターを共有することができます。ただし、 
Microsoft が提供する方法を使用した場合は、ソフトウェアパック CD - ROM と一緒にインス！ 
ルされる SimpleMonitor やその他のプリンターユーティリティは使用できません。 

ネットワーク上のプリンターを使用するには、プリンターを共有して、ネットワーク上のすべての 
コンピューターに対応ドライパーをインストールしてください。 

補足： 

共有印刷を行う場合は別途イーサネットケーブルをお買い求めください。 

•Windows XP、Windows XP 64-bit Edition、Windows Server 
2003、 Windows Server 2003 x64 Edition の場合 

1 [スタート] — [プリンタと fax ] をクリックします。 

2 プリンターのアイコンを右クリックして [プロパティ] を選択します。 

3 [共有] タブから [このプリンタを共有する] を選択して、 [共有名] テキストボックスに名前 
を入力します。 

4 [追加ドライバー] をクリックして、このプリンターを使用するすべてのネットワーククライア 
ントの 0 S を選択します。 

5 [ OK ] をクリックします。 

こ'使用のコンピューターにファイルがない場合は、サーバー 0 S の CD を挿入するよう求めら 
れます。 

6 [適用] をクリックしてから、 [ OK ] をクリックします。 


♦Windows Vista および Windows Vista 64-bit Edition の場合 

1 [スタート] — [コントロールパネル] — [八ードウエアとサウンド] — [プリンタ] をク 

リックします。 

2 プリンターのアイコンを右クリックして [共有] を選択します。 

3 [共有オプションの変更] ボタンをクリックします。 

4 「続行するにはあなたの許可が必要です 」と表示されます。 

5 [続行] ポタンをクリックします。 

6 [このプリンタを共有する] チェックボックスを選択して、 [共有名] テキストボックスに名前 
を入力します。 

7 [追加ドライバ] を選択して、このプリンターを使用するすべてのネットワーククライアントの 
0 S を選択します。 

8 [ OK ] をクリックします。 

9 [適用] をクリックしてから、 [ OK ] をクリックします。 


プリンターの接続とソフトウェアのインス！ル| 112 


•Windows Server 2008 および Windows Server 2008 64-bit 
Edition の場合 


1 [スタート] — [コントロールパネル] — [八ードウエアとサウンド] — [プリンタ] をク 

リックします。 

2 プリンターのアイコンを右クリックして [共有] を選択します。 

3 [このプリンタを共有する] チェックボックスを選択して、 [共有名] テキス ト ボックスに名前 
を入力します。 


4 [追加ドライバー] をクリックして、このプリンターを使用するすべてのネットワーククライア 
ントの 0 S を選択します。 

5 [ OK ] をクリックします。 

6 [適用] をクリックしてから、 [ OK ] をクリックします。 


參 Windows 7、 Windows 7 64-bit Edition、Windows Server 2008 
R2 の場合 

1 [スタート] — [デバイスとプリンター] をクリックします。 

2 プリンターのアイコンを右クリックして [プリンターのプロ パ テイ] を選択します。 

3 [共有] タブで [このプリンタを共有する] チェックボックスを選択して、 [共有名] テキスト 
ボックスに名前を入力します。 

4 [追加ドライバー] をクリックして、このプリンターを使用するすべてのネットワーククライア 
ントの 0 S を選択します。 

5 [ OK ] をクリックします。 

6 [適用] をクリックしてから、 [ OK ] をクリックします。 

プリンターが共有されていることを確認するには： 

[プリンタ]、[プリンタと FAX ] または [デバイスとプリンター] フォルダーのプリンターが 
共有されていることを確認します。プリンターアイコンの下に共有アイコンが表示されていれ 
ば共有されています。 

[ネットワーク] または [マイネットワーク] を開き、サーパーのホスト名を確認してプリン 
ターに割り当てた共有名が表示されているかどうかを確認します。 

これでプリンターが共有されました 。 Point and Print またはピアツーピアを用いてネットワークク 
ライアントにプリンターをインストールすることができます。 


Point and Print 

Point and Prirrt は、リモートプリンターへの接続を可能にする Microsoft Windows のテクノロ 
ジーです。自動的にプリンタードライバーをダウンロードしてインストールします。 
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•Windows XP、Windows XP 64-bit Edition、Windows Server 
2003、 Windows Server 2003 x64 Edition の場合 


1 クライアントコンピューターの Windows デスクトップ上で [マイネットワーク] をダブルク 
リックします。 

2 サーパーコンピューターのホスト名を探し、ホスト名をダブルクリックします。 


3 共有プリンターの名前を右クリックして[接続]をクリックします。 


フ;■イル©通集® *SW> feR[^\iD(A) ツ-ル®ヘルプ (U> 

〇 戻 5， Q ^ 杉 | ■▼ | 輕: wwh 酒 

アドレス必丄 9 ■■■■» 


本，トワー5タスク 
^ ネ 9 W -5 ブレ'-ス Sifflw す S 
ぬ ネ S トワ-ゥ 招 核 m 〒す 5 
タ ホー/^^規寶*フ_^のネ卜 

^ホーム/小規模オフィス® 1 
レスネ9トワ'■•彼セ9トアガ t 

も ワル-ブのコンピユ-拽表 

■I ネ'ン トワ- 5 (^8. 依して(•垮__ 
一 UPnP 7•ハマスのアイコンを表； r 




ショ-咖卜 ( WP 成® 
プロパティ® 


も 
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Q マイ降231ント 
〇 共有ドキュメント 



サーバーコンピューターからクライアントコンピューターに、ドライバー情報がコピーされ、 
新しいプリンターが [プリンタと FAX ] に追加されるのを待ちます。コピーにかかる時間は 
ネットワークのトラフィック量によって異なります。 


[マイネットワーク] を閉じます。 


テス トぺー ジを印刷してインス トー ルを検証します。 
a [スタート] — [プリンタと FAX ] をクリックします。 

インス！ルしたプリンターを選択します。 
c [ファイル] — [プロパティ] をクリックします。 

[全般] タブで [テスト ページの 印刷] をクリックします。 

テストべージが問題なく印刷されていればインス！ルは完了です。 
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•Windows Vista および Windows Vista 64-bit Edition の場合 

1 [スタート] — [ネットワーク] をクリックします。 

2 サーバーコンピューターのホスト名を探してダブルクリックします。 

3 共有プリンターの名前を右クリックして[接続]をクリックします。 

4 [インス!■'ール] をクリックします。 

5 [ユーザーアカウント制御] ダイア ロ グボックスで [続行] をクリックします。 

サーバーからクライアントコンピューターにドライパーがコピーされるまで待ってください。 
新しいプリンターが [プリンタ] フォルダーに追加されます。この作業にかかる時間はネット 
ワークのトラフィック量によって異なります。 

6 テストページを印刷してインストールを検証します。 

a [スタート]—[コントロールパネル] 4 [八ードウエアとサウンド] をクリックします。 
b [プリンタ] を選択します。 

c 作成したプリンターを右クリックして [プロパティ] を選択します。 

[全般] タブで [テスト ページの 印刷] をクリックします。 

テストページが問題なく印刷されていればインス！ルは完了です。 

•Windows Server 2008 および Windows Server 2008 64-bit 
Edition の場合 

1 [スタート] — [ネットワーク] をクリックします。 

2 サーバーコンピューターのホスト名を探し、ホスト名をダブルクリックします。 

3 共有プリンターの名前を右クリックして[接続]をクリックします。 

4 [インス!>ール] をクリックします。 

5 サーバーからクライアントコンピューターにドライバーがコピーされるまで待ってください。 
新しいプリンターが [プリンタ] フォルダーに追加されます。この作業にかかる時間はネット 
ワークのトラフィック量によって異なります。 

テストぺージを印刷してインストールを検証します。 
a [スタート] 4 [コントロールパネル] をクリックします。 
b [八ードウエアとサウンド] を選択します。 
c [プリンタ] を選択します。 

d 作成したプリンターを右クリックして [プロパティ] を選択します。 
e [全般] タブで [テスト ページの 印刷] をクリックします。 

テストページが問題なく印刷されていればインストールは完了です。 
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•Windows 7x Windows 7 64-bit Edition、Windows Server 2008 
R2 の場合 

1 [スタート] — [ネットワーク] をクリックします。 

2 サーバーコンピューターのホスト名を探し、ホスト名をダブルクリックします。 

3 共有プリンターの名前を右クリックして [接続] をクリックします。 

4 [インス!■'ール] をクリックします。 

5 サーバーからクライアントコンピューターにドライバーがコピーされるまで待ってください。 
新しいプリンターが [デバイスとプリンター] フォルダーに追加されます。この作業にかかる 
時間はネットワークのトラフィック量によって異なります。 

6 テストページを印刷してインストールを検証します。 

a [スタート] 4 [デバイスとプリンター] をクリックします。 
b 作成したプリンターを右クリックして [プリンターのプロパティ] を選択します。 
c [全般] タブで [テストページの印刷] をクリックします。 

テストページが問題なく印刷されていればインストールは完了です。 


ピアツーピア 

ピアツーピアを用いる場合は、プリンタードライバーを各クライアントコンピューターにインス 
I ルします。クライアントコンピューターでは、このドライバーに変更を行ったりプリントジョ 
ブの操作ができます。 
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•Windows XP、Windows XP 64-bit Edition、Windows Server 
2003、 Windows Server 2003 x64 Edition の場合 

1 [スタート] — [プリンタと fax ] をクリックします。 

[プリンタのインス [ —ノレ ] (Windows Server 2003 /Windows Server 2003 x 64 Edition 
の場合は [プリンタの追加]) をクリックして [プリンタの追加ウイザード] を起動します。 

3 [次へ]をクリックします。 

4 [ネットワークプリンタ、またはほかのコンピュータに接続されているプリンタ] を選択し、 
[次へ]をクリックします。 

5 [プリンタを参照する] をクリックしてから、[次へ]をクリックします。 

6 プリンターを選択して、[次へ]をクリックします。プリンターが一覧に表示されない場合は、 
[戻る] をクリックしてテキス ト ボックスにプリンターのパスを入力します。 



例：¥¥<サーバーホスト名>¥<共有プリンター名> 


サーバーホスト名とは、ネットワークに詢 i 別されるサーバーコンピューターの名前です。共有 
プリンター名とは、サーバーのインストールプロセスで割り当てられた名前です。 


新しいプリンターの場合は、プリンタードライバーのインストールを求められることがありま 
す。利用可能なシステムドライバーがない場合は、ドライバーがある場所を指定してください。 

7 このプリンターを通常使うプリンターとして設定する場合は [はい] を選択し、次に[次へ] 
をクリックします。 

8 [完了] をクリックします。 
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•Windows Vista および Windows Vista 64-bit Edition の場合 

1 [スタート] — [コントロールパネル] — [八ードウエアとサウンド] — [プリンタ] をク 

リックします。 

2 [プリンターの追加] をクリックして [プリンターの追加] ウィザードを起動します。 

3 [ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します] を選択します。プリン 

夕 _ が _ 覧に表示されていれば、プリンタ _ を選択して[次へ]をクリックします。一覧に表 
示されていない場合、 [探しているプリンタはこの一覧にはありません] を選択して [共有プリ 
ンタを名前で選択する] テキス ト ボックスにプリンターのパスを入力し、[次へ]をクリックし 
てください。 


◎ #プリンタ ® iiJIl 




プリンタ名または TCP/IP アドレスでプリンタを検索 
©ブリン タを参照する⑽ 

众 卄お-^"、 .^1 女々於~7?•二■ス, C 、 


¥Vserver¥pr inter 


. TCP / IP アドレスまたはホスト名を使っ 


参照 (E) … 


:ブリンクを追力 D す⑽ 


次へ ( N ) | [ キ V ン fel レ 


例：¥¥<サーバーホスト名>¥<共有プリンター名> 

サーバーホスト名とは、ネットワーク上で識別されるサーパーコンピューターの名前です。共 
有プリンター名とは、サーバーのインストールプロセスで割り当てられた名前です。 


新しいプリンターの場合は、プリンタードライバーのインストールを求められることがありま 
す。利用可能なシステムドライバーがない場合は、ドライパーがある場所を指定してください。 

4 プリンター名を確認してから、このプリンターを通常使うプリンターとして使用するかどうか 
を選択し、[次へ]をクリックします。 

5 インス！ルを検証する場合は [テスト ページの 印刷] をクリックします。 

6 [完了] をクリックします。 

テストページが問題なく印刷されていればインス I ルは完了です。 
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•Windows Server 2008 および Windows Server 2008 64-bit 
Edition の場合 


1 [スタート] — [コントロールパネル] — [八ードウエアとサウンド] — [プリンタ] をク 

リックします。 

2 [プリンターの追加] をクリックして [プリンターの追加] ウィザードを起動します。 

3 [ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します] を選択します。プリン 

夕一が一覧に表示されていれば、プリンタ _ を選択して[次へ]をクリックします。一覧に表 
示されていない場合、 [探しているプリンタはこの一覧にはありません] を選択して [共有プリ 
ンタを名前で選択する] テキス ト ボックスにプリンターのパスを入力し、[次へ]をクリックし 
てください。 

例：¥¥<サーバーホスト名>¥<共有プリンタ_名> 

サーバーホスト名とは、ネットワーク上で識別されるサーバーコンピューターの名前です。共 
有プリンター名とは、サーバーのインストールプロセスで割り当てられた名前です。 


新しいプリンターの場合は、プリンタードライバーのインストールを求められることがありま 
す。利用可能なシステムドライバーがない場合は、ドライバーがある場所を指定してください。 

4 プリンター名を確認してから、このプリンターを通常使うプリンターとして使用するかどうか 
を選択し、[次へ]をクリックします。 

5 プリンターを共有するかどうかを選択します。 

6 インス！ルを検証する場合は [テスト ページの 印刷] をクリックします。 

7 [完了] をクリックします。 

テストべージが問題なく印刷されていればインス I - _ルは完了です。 
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•Windows 7x Windows 7 64-bit Edition、Windows Server 2008 
R2 の場合 

1 [スタート] — [デバイスとプリンター] をクリックします。 

2 [プリンターの追加] をクリックして [プリンターの追加] ウィザードを起動します。 

3 [ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します] を選択します。プリン 

ターが一覧表示されていれば、プリンターを選択して[次へ]をクリックします。一覧に表示 
されていない場合、 [探しているプリンタはこの一覧にはありません] を選択してください。 
[共有プリンターを名前で選択する] をクリックしてテキス ト ボックスにプリンターのパスを入 
力し、[次へ]をクリックしてください。 

例：¥¥<サーパーホスト名>¥<共有プリンター名> 

サーバーホスト名とは、ネットワークに謁 i 別されるサーバーコンピューターの名前です。共有 
プリンター名とは、サーバーのインストールプロセスで割り当てられた名前です。 


新しいプリンターの場合は、プリンタードライバーのインストールを求められることがありま 
す。利用可能なシステムドライバーがない場合は、利用可能なドライバーのパスを指定してく 
ださい。 

4 プリンター名を確認して、[次へ]をクリックします。 

5 プリンターを通常使うプリンターとして使用するかどうかを選択します。 

6 インス！ルを検証する場合は [テスト ページの 印刷] をクリックします。 

7 [完了] をクリックします。 

テストべージが問題なく印刷されていればインス I - _ルは完了です。 
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プリンタードライバーをインス!-ールする （MacOS 

X ) 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「操作パネルでワイヤレス設定を行う」（122ページ） 

• 「ドライバーおよびソフトウェアをインス！ルする』（127ページ） 
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■操作パネルでワイヤレス設定を行う 

操作パネル上でワイヤレス設定を構成できます。 

注記： 

ワイヤレス設定の際に WPS 以外を用いる場合は、あらかじめ、システム管理者に SSID とワイヤレス通信 
の暗号設定の情報を確認しておいてください。 

ワイヤレス設定を行う前に、プリンターからイーサネットケープルが抜かれていることを確認してくださ 
い。 

補足： 

操作パネルでワイヤレス設定を構成する前に、コンピューター上でワイヤレス設定を行ってください。詳細 
についてはセットアップガイドを参照してください。 

ワイヤレス LAN 機能の仕様の詳細については、 「ワイヤレス設定を行う」 （83 ページ） を参照してください。 
ワイヤレス設定を構成する方法は下記から選択できます。 


手動で設定可能なネットワーク 

アクセスポイント（インフラストラクチャ）を使用したネットワー 
ク 


コンピユーター相互（アドホック）のネットワーク 

自動セットアップで使用する方 

WPS - PIN * 1 

法 

WPS - PBC * 2 


” WPS-PIN は、プリンターおよびコンピューターに割り当てられた PIN を入力してワイヤレス設定に必 
要なデバイスを認証、登録する方法です。この設定（アクセスポイントから実行）は、ご使用のワイヤ 
レスルーターのアクセスポイントが WPS に対応している場合にのみ利用できます。 


* 2 WPS-PBC (Wi-Fi Protected Setup-Push 巳 utton Configuration) は、ワイヤレスルー ターから ア 
クセスポイントのボタンを押し、操作ノ（ネル上で WPS-PBC 設定を実行することによってワイヤレス 
設定に必要なデバイスを認証、登録する方法です。この設定は、アクセスポイントが WPS に対応して 
いる場合にのみ利用できます。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「手動セットアップ j (122 ページ） 

• 「アクセスポイントを使用して自動セットアップする j (124 ページ） 

手動セットアップ 

ワイヤレス設定を手動で構成し、アクセスポイント（インフラストラクチャー）を使用したネット 
ワークまたはコンピューター相互（アドホック）のネットワークにプリンターを接続できます。 
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•アクセスポイントネットワークに接続する 

ワイヤレスルーターなどのアクセスポイントからワイヤレス設定を行うには： 

1 操作パネルで 仕様設定 ボタンを押します。 

2 仕様 設定を選択し、 ::$) ボタンを押します。 

3 ネットワーク 設定を選択し、;^)ボタンを押します。 

4 無線 LAN 設定を選択し、:;^)ボタンを押します。 

5 手動設定を選択し、:: g ) ポタンを押します。 

6 SSID を入力し、:：^)ポタンを押します。 

テンキーを使用して任意の値を入力し、4または►ボタンを押して力ーソルを移動します。 
Infrastructure を選択し、ボタンを押します。 

8 暗号化のタイプを選択し、 ( g :: i ボタンを押します。 

注記： 

ネットワークトラフィックを保護するため、必ずサボートされている暗号化方式を使用してください。 

9 WEP キーまたはパスフレーズを入力して： o ') ボタンを押します。 

テンキーを使用して任意の値を入力し、◄または►ボタンを押して力ーソルを移動します。 

手順8で暗号化のタイプに WEP (64 Bit ) または WEP (128 Bit ) を選択した場合は 、 WEP 
キーの入力後に送信キーを選択してください。 

10 プリンターが再起動し、ワイヤレスネットワークが確立するまで数分待ちます。 

11 操作パネルからシステム設定リストを印刷します。 

「システム設定リストを印刷する」 （181 ページ） を参照してください。 

12 システム設定リストで 「Link Quality 」 に 「 Good 」、「 Acceptable 」 または 「 Low 」 と表示さ 
れていることを確認します。 

補足： 

「Link Quality 」 が 「No Reception 」 の場合、ワイヤレス設定が正しく構成されているか確認してく 
ださい。 
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•アドホック接続の使い方 

アクセスポイントを介さず、プリンターとコンピューターを直接ワイヤレス通信させるアドホック 
接続のワイヤレス設定を行うには： 

1 操作パネルで 仕様設定 ボタンを押します。 

2 仕様 設定を選択し、: : g ) ボタンを押します。 

3 ネットワーク 設定を選択し、ボタンを押します。 

4 無線 LAN 設定を選択し、ボタンを押します。 

5 手動設定を選択し、ポタンを押します。 

6 SSID を入力し、:;^)ボタンを押します。 

テンキーを使用して任意の値を入力し、4または►ボタンを押して力ーソルを移動します。 

7 Ad-hoc を選択し、::〇*)ボタンを押します。 

8 暗号化のタイプを選択し、:ボタンを押します。 

注記： 

ネットワークトラフィックを保護するため、必ずサボートされている暗号化方式を使用してください。 

9 WEP キーを入力して:ボタンを押します。 

テンキーを使用して任意の値を入力し、◄または►ボタンを押して力ーソルを移動します。 

10 送信キーを選択します。 

11 プリンターが再起動し、ワイヤレスネットワークが確立するまで数分待ちます。 

12 操作パネルからシステム設定リストを印刷します。 

「システム設定リストを印刷する」 （181 ページ） を参照してください。 

13 システム設定リストで 「Link Quality 」 に 「 Good 」、「 Acceptable 」 または 「 Low 」 と表示さ 
れていることを確認します。 

補足： 

「Link Quality 」 が 「No Reception 」 の場合、ワイヤレス設定が正しく構成されているか確認してく 
ださい。 

アクセスポイントを使用して自動セットアップする 

ワイヤレスルーターなどのアクセスポイントが WPS をサボートしている場合は、セキュリティー 
設定を自動的にすることができます。 
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•WPS-PBC 

補足： 

WPS-PBC は、ワイヤレスルーターからアクセスポイントのボタンを押し、操作パネル上で WPS-PBC 設定 
を実行することによってワイヤレス設定に必要なデバイスを認証、登録する方法です。この設定は、アクセ 
スポイントが WPS に対応している場合にのみ利用できます。 

1 操作パネルで仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、::. $) ボタンを押します。 

3 ネットワーク 設定を選択し、:: X )ポタンを押します。 

4 無線 LAN 設定を選択し、::ボタンを押します。 

5 WPS 設定を選択し、:ボタンを押します。 

6 プッシュボタ ンを選択し、:〇*)ボタンを押します。 

7 はいを選択し、:ボタンを押します。 

8 アクセスポイントの WPS ボタンを数秒間押したままにします。 

9 プリンターが再起動し、ワイヤレスネットワークが確立するのを待ちます。 

10 操作パネルからシステム設定リストを印刷します。 

「システム設定リストを印刷する j (181ページ） を参照してください。 

システム設定リストで 「 Link 〇 uality 」 に 「 Good 」、「 Acceptable 」 または 「 Low 」 と表示さ 
れていることを確認します。 

補足： 

「Link Quality 」 が 「No Reception 」 の場合、ワイヤレス設定が正しく構成されているか確認してく 
ださい。 
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•WPS-PIN 

補足： 

WPS - PIN は、プリンターおよびコンピューターに割り当てられた PIN を入力してワイヤレス設定に必要なデ 
バイスを認証、登録する方法です。この設定（アクセスポイントから実行）は、ご使用のワイヤレスルー 
ターのアクセスポイントが WPS に対応している場合にのみ利用できます。 

WPS - PIN を始める前に、ワイヤレスアクセスポイントのウェブページで PIN を入力する必要があります。詳 
細については、アクセスポイントのマニュアルを参照してください。 

1 操作パネルで仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

3 ネットワーク 設定を選択し、:;^)ポタンを押します。 

4 無線 LAN 設定を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

5 WPS 設定を選択し、:ボタンを押します。 

6 PIN コードを選択し、ボタンを押します。 

7 操作パネルに表示された PIN を書きとどめます。 

8 PIN コード設定開始を選択し、ボタンを押します。 

9 SSID 選択画面が表示されたら、 SSID を選択し、ボタンを押します。 

10 ワイヤレスアクセスポイントのウェブぺージに PIN を入力します。 

11 プリンターが再起動し、ワイヤレスネットワークが確立するのを待ちます。 

12 操作パネルからシステム設定リストを印刷します。 

「システム設定リストを印刷する」 （181 ページ） を参照してください。 

13 システム設定リストで 「 Link 〇 uality 」 に 「 Good 」、「 Acceptable 」 または 「 Low 」 と表示さ 
れていることを確認します。 

補足： 

「Link Quality 」 が 「No Reception 」 の場合、ワイヤレス設定が正しく構成されているか確認してく 
ださい。 


プリンターの接続とソフトウェアのインス!-ール| 126 


■ ドライバーおよびソフトウェアをインス I -ールする 

ここでは 、 Mac OS X 10.6 を例に説明します。 

1 Mac OS X でソフトウェアパック CD - ROM を起動します。 

2 インス！ラーアイコンをダブルクリックします。 

3 [はじめに] 画面の [続ける] をクリックします。 

4 [使用許諾契約] の表示言語を選択します。 

5 [使用許諾契約] を読んでから、 [続ける] をクリックします。 

6 [使用許諾契約] の内容に同意する場合は、 [同意する] をクリックしてインス トー ルを続行し 
ます。 

7 [インス! >ー ル先の選択] 画面が表示された場合は [続ける] をクリックします。 

8 [インス! -ー ル] をクリックして標準インス！ルを実行します。 

9 管理者の名前とパスワードを入力して、 [ OK ] をクリックします。 

10 [インス! >ー ルを続ける] をクリックします。 

11 [再起動] をクリックしてインス！ルを完了します。 

プリンターを追加する （ MacOSX 10.5/1 0.6 の場合） 

♦ USB 接続を使用する場合 

1 プリンターとコンピューターの電源を切ります。 

2 プリンターとコンピューターを USB ケーブルで接続します。 

3 プリンターとコンピューターの電源を入れます。 

4 [システム環境設定] を表示して [プリントとファクス] をクリックします。 

5 USB プリンターが [プリントとファクス] に追加されていることを確認します。 

USB プリンターが表示されていない場合は、次の手順を実行してください。 

6 プラス （+) サインをクリックしてから、 [デフオルト] をクリックします。 

7 [プリンタ名] の一覧から USB 接続プリンターを選択します。 

[名前]、[場所]、[ドライバ] は自動で入力されます。 

8 [追加] をクリックします。 
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參 Bonjour を使用する場合 

1 プリンターの電源を入れます。 

2 コンピューターがネットワークに接続されていることを確認します。 

有線接続を使用する場合は、プリンターがイーサネットケーブルでネットワークに接続されて 
いることを確認してください。 

ワイヤレス接続を使用する場合は、コンピューターとプリンターがワイヤレス接続されている 
ことを確認してください。 

3 [システム環境設定] を表示して [プリントとファクス] をクリックします。 

4 プラス （+) サインをクリックしてから、 [デフオルト] をクリックします。 

5 [プリンタ名] の一覧から Bonjour 接続プリンターを選択します。 

[名前]、[ドライバ] は自動で入力されます。 

6 [追加] をクリックします。 

參 IP 印刷を使用する場合 

1 プリンターの電源を入れます。 

2 コンピューターがネットワークに接続されていることを確認します。 

有線接続を使用する場合は、プリンターがイーサネットケーブルでネットワークに接続されて 
いることを確認してください。 

ワイヤレス接続を使用する場合は、コンピューターとプリンターがワイヤレス接続されている 
ことを確認してください。 

3 [システム環境設定] を表示して [プリントとファクス] をクリックします。 

4 プラス （+) サインをクリックしてから、 [IP] をクリックします。 

5 [プロトコル] に [LPD (Line Printer Daemon)] を選択します。 

6 プリンターの IP アドレスを [アドレス] に入力します。 

[名前]、[ドライバ] は自動で入力されます。 

補足： 

IP 印刷を使用する印刷設定の場合は、キュー名は空白表示となり、指定する必要はありません。 

7 [追加] をクリックします。 
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プリンターを追加する （Mac QS X 1 0.4 の場合） 

參 USB 接続を使用する場合 

1 プリンターとコンピューターの電源を切ります。 

2 プリンターとコンピューターを USB ケーブルで接続します。 

3 プリンターとコンピューターの電源を入れます。 

4 [プリンタ設定ユーティリティ] を開始します。 

補足： 

[プリンタ設定ユーティリティ] は [アプリケーション] の [ユーティリティ] フォルダーにありま 
す。 

5 USB プリンターが [プリンタリスト] に追加されていることを確認します。 

USB プリンターが表示されていない場合は、次の手順を実行してください。 

6 [追加] をクリックします。 

7 [プリンタブラウザ] ダイアログボックスで [デフォルトブラウザ] をクリックします。 

8 [プリンタ名] の一覧から USB 接続プリンターを選択します。 

[名前]、[場所]、[使用するドライバ] は自動で入力されます。 

9 [追加] をクリックします。 

• Bonjour を使用する場合 

1 プリンターの電源を入れます。 

2 コンピューターがネットワークに接続されていることを確認します。 

有線接続を使用する場合は、プリンターがイーサネットケーブルでネットワークに接続されて 
いることを確認してください。 

ワイヤレス接続を使用する場合は、コンピューターとプリンターがワイヤレス接続されている 
ことを確認してください。 

3 [プリンタ設定ユーティリティ] を開始します。 

補足： 

[プリンタ設定ユーティリティ] は [アプリケーション] の [ユーティリティ] フォルダーにありま 
す。 

4 [追加] をクリックします。 

5 [プリンタブラウザ] ダイアログボックスで [デフォルトブラウザ] をクリックします。 

6 [プリンタ名] の一覧から Bonjour 接続プリンターを選択します。 

[名前]、[使用するドライバ] は自動で入力されます。 

7 [追加] をクリックします。 

129 |プリンターの接続とソフトウェアのインストール 


• IP 印刷を使用する場合 

1 プリンターの電源を入れます。 

2 コンピューターがネットワークに接続されていることを確認します。 

有線接続を使用する場合は、プリンターがイーサネットケーブルでネットワークに接続されて 
いることを確認してください。 

ワイヤレス接続を使用する場合は、コンピューターとプリンターがワイヤレス接続されている 
ことを確認してください。 

3 [プリンタ設定ユーティリティ] を開始します。 

補足： 

[プリンタ設定ユーティリティ] は [アプリケーション] の [ユーティリティ] フォルダーにありま 
す。 

4 [追加] をクリックします。 

5 [プリンタブラウザ] ダイアログボックスで [IP プリンタ] をクリックします。 

6 [プロトコル] に [LPD (Line Printer Daemon )] を選択します。 

7 プリンターの IP アドレスを [アドレス] に入力します。 

[名前]、[使用するドライバ] は自動で入力されます。 

補足： 

IP 印刷を使用する印刷設定の場合は、キュー名は空白表示となり、指定する必要はありません。 

8 [追加] をクリックします。 
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印刷の基本操作 


5 


本章には下記の項目を記載します： 

• 「用紙について」（132ページ） 

• 「対応用紙」 （137 ページ） 

• 「用紙のセツトのしかた』 （142 ページ） 

• 「用紙のサイズと種類を設定する j (166 ページ） 

• 「印刷する」 （169 ページ） 

• r Web Services on Devices ( WSD ) で印刷する」 （185 ページ) 
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用紙について 


ここには下記の項目を記載します： 

• 「用紙の使用ガイドライン」 （133 ページ） 

• 「自動原稿送り装置ガイドライン j (134 ページ） 

• 「使用できない用紙」 （135 ページ） 

• 「用紙の保管ガイドライン』 （136 ベージ） 

適正でない用紙を使用した場合、紙づまりや印字品質の低下、故障、および装置破損の原因になる 
ことがあります。 

本機に適した用紙を使用してください。 

推奨用紙以外の用紙を使用する場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にこ'相談く 
ださい。 


印刷の基本操作 
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■用紙の使用ガイドライン 

プリンターのトレイはさまさ'まな用紙サイズ、用紙種類、特殊用紙に対応しています。用紙をセッ 
卜する際はこれらのガイドラインに従ってください。 

封筒は、用紙トレイ ( MPF ) および用紙トレイ （ PSI ) から印刷できます。 

トレイにセットする前に用紙や特殊用紙をよくさばきます。 

台紙からラベルを取り外したラベル紙に印刷しないでください。 

必ず紙の封筒を使用し、窓、金属クリップ、開封部に糊のついた封筒は使用しないでください。 
封筒は必ず片面印刷してください。 

封筒印刷時にしわやエンボスができることがあります。 

用紙ガイド（サイドガイド）にある用紙上限線を超える量の用紙をセットしないでください。 
用紙サイズに合わせて用紙ガイド（サイドガイド）を調整します。 

紙づまりが頻発する場合、新しい用紙を使用してください。 


△警告： 

電気を通しやすい紙（折り紙/カーボン紙/導電性コーティングを施された紙など）を使用しないでくださ 
い。ショートして火災の原因となるおそれがあります。 


参照： 

• 「用紙トレイ （ MPF ) に用紙をセツトする」 （145 ページ) 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に用紙をセツトする」 （154 ページ） 

• 「用紙トレイ （ MPF ) に封筒をセツトする」 （149 ページ) 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に封筒をセツトする」 （155 ページ） 

• 「ユーザ— 定義の用紙に印刷する」（ 17 8ページ） 
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■自動原稿送り装置ガイドライン 

自動原稿送り装置は下記の原稿サイズに対応しています。 

幅：148〜215.9 mm (5.83〜 8.50 インチ） 

長さ： 210〜 355_6 mm (8.27〜14.00インチ） 

重量の範囲は60〜1 05 g / m 2 です。 

自動原稿送り装置に原稿をセットする際は次のガイドラインに従ってください。 

原稿の上側が先にプリンターに入るように上向きに原稿をセットしてください。 

原稿は必ずほぐしてから自動原稿送り装置にセットしてください。 

原稿に合わせて原稿ガイドを調整してください。 

原稿送りトレイには必ずインクが完全に乾いた状態の原稿を挿入してください。 

用紙上限線を越える量の原稿をセットしないでください。 64 g / m 2 の原稿は最大で15枚まで 
セツトできます。 



自動原稿送り装置には下記のような原稿はセツトできません。これらは必ず原稿ガラスにセツトしてくださ 


い。 


& 

カールした紙 

□ 

穴のあいた紙 

P 1 

厚紙 


折り目、折れ、破けのある紙 

g 

切り貼りした紙 


カーボン紙 
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■使用できない用紙 

本機は、さまさ'まな種類の用紙に対応しています。ただし、用紙によっては印刷品質の低下や紙づ 
まり、プリンターの損傷の原因となるものがあります。 

使用できない用紙は次のとおりです。 

厚すぎるまたは薄すぎる用紙（坪量が60 g / m 2 未満または163 g / m 2 以上） 

OHP フィルム 
• フォトべー パー 

トレ —シングぺーパー 
電飾フィルム 

インクジェット専用紙、インクジェット用 OHP フィルム、インクジェット用郵便はがき 

静電気で密着している用紙 

貼り合わせた用紙、のり付けされた用紙 

紙の表面が特殊コーティングされた用紙 

表面加工したカラー用紙 

感熱紙 

感光紙 

力ーボン紙またはノンカーボン紙 

和紙、さ'ら紙、繊維質の用紙など、表面がなめらかでない用紙 

凹凸や止め金、窓、剥離紙つきののりのある封筒 

中身が封入された封筒またはクッシヨン入りの封筒 

タックフィルム 

水転写紙 

布地転写紙 

ミシン目のある紙 

レザック紙（凹凸処理を施した紙） 

折り紙や力ーボン含有紙などの導電性をもつ紙 
しわや折れ、破れのある用紙 
湿った、または濡れた用紙 

波打っている用紙、反っている（力 _ ルしている）用紙 
ホチキス、クリップ、リポン、テープなどがついた用紙 
—度使用した後（一部のラベルを剥がした後）のラベル紙 
他のプリンターやコピー機で一度印刷された用紙 
ベタのうら紙（うら面全体に印刷されている用紙） 


△警告： 

電気を通しやすい紙（折り紙/カーボン紙/導電性コーティングを施された紙など）を使用しないでくださ 
い。ショートして火災の原因となるおそれがあります。 
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■用紙の保管ガイドライン 

いつもきれいな印刷ができるようにするため、良好な用紙保管条件を確保してください。 

用紙は比較的湿度が少ない冷暗所に保管してください。ほとんどの用紙は、紫外線 （ UV ) や 
可視光線によって損傷しやすくなっています。太陽光や蛍光灯の光に含まれる紫外線は特に用 
紙品質に悪影響があります。用紙に当たる可視光線の強度、暴露期間は可能な限り小さくして 
ください。 

温度および相対湿度を一定に保ってください。 

屋根裏、キッチン、ガレージ、地下室は印刷用紙の保管場所に適しません。 

用紙は棚、キャビネットなどに平らに置いて保管してください。 

用紙を保管、取り扱いする場所では飲食を控えてください。 

プリンターにセットするときまで用紙パッケージを開封しないでください。用紙はもとのパッ 
ケージにいれたままにしてください。ほとんどの市販の用紙では、用紙を湿度変化から守るた 
めに包装紙に内張りが施されています。 

用紙は使用するときまで袋に入れておき、使用しない用紙は袋に戻して劣化防止のために再度 
封をしてください。特殊用紙には、ジッパーの付いたビニール袋に入っているものがあります。 
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対応用紙 


適正でない用紙を使用した場合、紙づまりや印字品質の低下、故障、および装置破損の原因になる 
ことがあります。 

本機に適した用紙を使用してください。 

注記： 

水、雨、蒸気などの水分により、印刷面の画像がはがれることがあります。詳細については、弊社プリン 
夕ーサポートデスク、または販売店にご相談ください。 


137 


印刷の基本操作 



■使用できる用紙 

本機でご利用いただける用紙種類は次のとおりです。 

用紙トレイ ( MPF ) 

用紙サイズ A 4 たて (210 x 297 mm ) 

B 5 たて （182 x 257 mm ) 

A 5 たて (148 x 210 mm ) 

8.5 x 11インチ（レター）たて 

8.5 x 14インチ（リーガル）たて 

8.5 x 13インチたて 
7.25 x 10.5インチたて 
封筒 C 5 たて （162 x 229 mm ) 

封筒モナークたて （3.875 x 7.5 インチ） 

封筒モナークよこ （7.5 x 3.875 インチ）* 
封筒#10たて （4.125 x 9.5 インチ） 

封筒 DL たて （110 x 220 mm ) 

封筒 DL よこ (220 x 11 0 mm ) * 

はがきたて(100 x 148 mm ) 

往復はがきたて （148 x 200 mm ) 

封筒洋形2号たて(114 x 162 mm ) 

封筒洋形2号よこ （1 62 x 114 mm ) * 

封筒洋形3号たて （98 x 148 mm ) 

封筒洋形3号よこ (148 x 98 mm ) * 

封筒洋形4号たて （1 05 x 235 mm ) 

封筒洋形6号たて （98 x 190 mm ) 

封筒長形3号たて (120 x 235 mm ) 

封筒長形4号たて （90 x 205 mm ) 

封筒洋長形3号たて （1 20 x 235 mm ) 

封筒角形3号たて (216 x 277 mm ) 

ューザー定義： 

幅： 76.2 〜215.9 mm (3 〜 8.5 インチ） 
長さ：127〜355.6 mm (5 〜14インチ) 
用紙種類 普通紙 （60 〜90 g / m 2 ) 

上質紙 （81 〜105 g / m 2 ) 

厚紙 （106 〜163 g / m 2 ) 

コート紙1 (60 〜105 g / m 2 ) 

コート紙2 (106 〜 163 g / m 2 ) 

封筒 
ラベル紙 

再生紙 （60 〜105 g / m 2 ) 

郵便はがき 
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用紙容量_標準紙150枚_ 

* 封筒モナーク、封筒 D し封筒洋形2号、封筒洋形3号はフラップが開いた状態でよこ置きに対応しま 
す0 
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用紙トレイ ( PSI ) 


用紙サイズ 

A 4 たて （210 x 297 mm ) 

B 5 たて (182 x 257 mm ) 

A 5 たて （148 x 210 mm ) 

8.5 x 11インチ（レター）たて 

8.5 x 14インチ（リーガル）たて 

8.5 x 13インチたて 

7.25 x 10.5インチたて 

封筒 C 5 たて （162 x 229 mm ) 

封筒モナークたて （3.875 x 7.5 インチ） 

封筒#10たて （4.125 x 9.5 インチ） 

封筒 DL たて (1 10 x 220 mm ) 

往復はがきたて （148 x 200 mm ) 

封筒洋形4号たて （1 05 x 235 mm ) 

封筒洋形6号たて （98 x 190 mm ) 

封筒長形3号たて （1 20 x 235 mm ) 

封筒長形4号たて （90 x 205 mm ) 

封筒洋長形3号たて (120 x 235 mm ) 

封筒角形3号たて (216 x 277 mm ) 

ユーザー 定義： 

幅： 76.2〜215.9 mm (3 〜 8.5 インチ） 

長さ：1 90.5 - 355.6 mm (7.5 〜14インチ） 

用紙種類 

普通紙 （60 〜90 g / m 2 ) 

上質紙 （81 〜105 g / m 2 ) 

厚紙 （106 〜163 g / m 2 ) 

コート紙1 (60 〜105 g / m 2 ) 

コート紙2 (106 〜 163 g / m 2 ) 

封筒 

ラベル紙 

再生紙 （60 〜105 g / m 2 ) 

郵便はがき 

用紙容量 

標準紙10枚 


補足： 

たて、よこは用紙送り方向を示し、たては短辺方向送り、よこは長辺方向送りを意味します。 
本機ではインクジエットプリント用紙は使用しないでください。 

参照： 

• r 用紙トレイ ( MPF ) に用紙をセットする」 （145 ぺージ） 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に用紙をセットする」 （154 ページ） 

• 「用紙トレイ （ MPF ) に封筒をセットする j (149 ページ） 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に封筒をセットする」 （155 ページ） 

• 「用紙トレイ （ MPF ) にはがきをセットする」 （152 ページ） 

• 「用紙トレイ （ PSI ) に往復はがきをセツトする」 （158 ページ） 
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プリンタードライバーで選択した用紙サイズ、用紙種類と異なる用紙を使用すると、紙づまりの原 
因となります。印刷が正しく行われるよう、正しい用紙サイズ、用紙種類を選択してください。 
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用紙のセツトのしかた 

用紙を正しくセツトすることは紙づまりの防止につながります。 

用紙をセツトする前に、用紙の推奨印刷面を確認してください。通常、この情報は用紙のパツケー 
ジに記載されています。 

補足： 

トレイに用紙をセツトしたら、操作パネルで同じ用紙種類を指定してください。 


印刷の基本操作 
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■容量 

用紙トレイ （ MPF ) の容量は次のとおりです。 
標準紙150枚 

16.2 mm (0.64 インチ）の厚紙 
• コーティング紙1枚 
はがき10枚 
封筒5枚 

16.2 mm (0.64インチ）のラベル紙 
用紙トレイ ( PSI ) の容量は次のとおりです。 
標準紙10枚またはその他の用紙1枚 


143 


印刷の基本操作 


■用紙の寸法 

用紙トレイ （ MPF ) では、下記寸法におさまる用紙が利用可能です。 
幅： 76.2〜 215_9 mm (3.00〜8.50インチ） 

長さ：127〜 355_6 mm (5.00〜14.00インチ） 

用紙トレイ （ PSI ) では、下記寸法におさまる用紙が利用可能です。 
幅： 76.2〜 215_9 mm (3.00 〜8.50インチ） 

長さ：190.5〜355.6 mm (7.50〜1 4.00 インチ） 


印刷の基本操作 


■用紙トレイ ( MPF ) に用紙をセツトする 

補足： 

紙づまり防止のため、印刷中には用紙トレイ （ PSI ) を取り外さないでください。 
本機ではインクジエツトプリント用紙は使用しないでください。 

1 フロントカバーを開きます。 



補足： 

はじめて用紙トレイ （ MPF ) を使用する際は、指示シートを引っ張ってフロントカバーを開いてくだ 
さい0 
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2 用紙トレイ ( PSI ) を引き抜きます。 



はじめて用紙トレイ ( MPF ) を使用する際は、テープで用紙トレイ （ PSI ) に取り付けられている指示 
シートを取り外します。 

用紙トレイ ( PSI ) を使用する前に指示シートの内容をお読みください。 



3 用紙セットバーを手前に最後まで引っ張ります。 



4 用紙ガイド（エンドガイド）を手前に最後まで引っ張ります。 
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5 最大幅に合わせて用紙ガイド（サイドガイド）を調整します。 



6 用紙をセツトする前に、用紙を前後にほぐし、よくさばいてください。平らな面で用紙の四辺 
を整えます。 



7 用紙は、推奨印刷面を上にした状態で上辺から先に用紙トレイ ( MPF ) にセツトしてくださ 

い。 
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印刷の基本操作 









8 用紙の辺にあわせて用紙ガイド（サイドガイド）が軽く当たるよう、調節します。 



9 用紙ガイド（エンドガイド）が用紙に当たるまで奥にスライドさせます。 



補足： 

用紙のサイズによっては、まず用紙セツトバーを奥に最後までスライドさせてから、用紙ガイド（エ 
ンドガイド）をつまみ用紙に当たるまで奥にスライドさせます。 



印刷の基本操作 
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10 用紙トレイ （ MPF ) 上の印に合わせて、用紙トレイ （ PSI ) をプリンターにセツトします。 




11 セットした用紙が普通紙ではない場合は、プリンタードライバーで用紙種類を選択します。 
ユーザー定義用紙を用紙トレイ （ MPF ) にセットした場合は、プリンタードライバーを使用し 
て用紙サイズ設定を指定する必要があります。 

補足： 

プリンタードライバーでの用紙サイズ、種類の設定の詳細についてはプリンタードライバーのヘルプ 
を参照してください。 


補足： 

標準サイズ用紙の場合は、まず用紙ガイドを調整してから用紙をセツトしてください。 

用紙トレイ （ MPF ) に封筒をセツトする 

補足： 

封筒に印刷する場合は、必ずプリンタードライバーで封筒設定を指定してください。指定しないと、印刷画 
像が180度回転します。 
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印刷の基本操作 









♦封筒#10、封筒 DL 、 封筒モナーク、封筒洋形2/3/4/6号、封筒洋長形3 
号をセットする場合 

フラップを折り、印刷面が上、封筒のフラップ側が下を向き、フラップが右側になるよう封筒を 
セツトします。 



しわが付かないようにするため、封筒 DL 、 封筒モナーク、封筒洋形2号、封筒洋形3号は印刷面 
を上にし、フラップは開いた状態で自分の方を向くようにセツトすることをお勧めします。 



封筒を長辺送り（よこ）方向にセツトする場合は、必ずプリンタードライバーでよこ方向を指定してくださ 
い。 


印刷の基本操作 
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參封筒 C 5、 封筒長形3/4号、封筒角形3号をセツトする場合 

印刷面が上、フラップは開いた状態で自分の方を向くように封筒をセツトします。 



窓付きの封筒や裏地がコーディングされた封筒は使用しないでください。紙づまりやプリンターの損傷の原 
因となる恐れがあります。 

補足： 

封筒をパッケージから取り出してすぐに用紙トレイ （ MPF ) にセットしないと、封筒が反って（カールし 
て）しまう可能性があります。紙づまりを防止するため、用紙トレイ ( MPF ) にセツトする際には、次の 
ように封筒を平らにしてください。 



それでも封筒が正しく給紙されない場合は、下図のように封筒のフラップを少し曲げてみてください。 
曲げる量は 5 mm (0.20 インチ）以内とします。 
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印刷の基本操作 










封筒などの正しい給紙方向を確認するには、プリンタードライノの封筒/用紙セットナビの内容を参照し 
てください。 

用紙トレイ （ MPF ) にはがきをセツトする 

補足： 

はがきに印刷する場合は、最適な印刷結果を得るため、必ずプリンタードライバーではがき設定を指定して 
ください。 

「かもめ一る」や年賀状などの再生紙はがきは、使用できない場合があります。 

參はがきをセツトする場合 

はがきをさばいてから、印刷面を上にして、上辺が先に入るようにはがきをセツトします。 



はがきが下向きに力ールしている場合は、平らになるように矯正し、セツト枚数を5枚以下にして 
ください。（これでも上手く給紙できない場合にはセツトするはがきの枚数を減らしてください。） 



印刷の基本操作 
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•往復はがきをセツトする場合 

往復はがきをさばいてから、印刷面を上にして、左辺が先に入るように往復はがきをセツトします。 



往復はがきが下向きに力ールしている場合は、平らになるように矯正し、セット枚数を5枚以下に 
してください。（これでも上手く給紙できない場合にはセツトするはがきの枚数を減らしてくださ 
い。） 



補足： 

はがきなどの正しい給紙方向を確認するには、プリンタードライバーの封筒/用紙セットナビの内容を参照 
してください。 
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■用紙トレイ （ PSI ) に用紙をセツトする 

補足： 

紙づまり防止のため、印刷中には用紙トレイ （ PSI ) を取り外さないでください。 
本機ではインクジェットプリント用紙は使用しないでください。 

1 フロントカバーを開きます。 



2 用紙トレイ （ PSI ) を前にスライドさせてから、用紙トレイ （ PSI ) を用紙トレイ ( MPF ) 上の 
印に合わせます。 



3 最大幅に合わせて用紙ガイド（サイドガイド）を調整します。 



4 用紙をセツトする前に、用紙を前後にほぐし、よくさばいてください。平らな面で用紙の四辺 
を整えます。 


印刷の基本操作 
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5 用紙は、推奨印刷面を上にした状態で上辺から先に用紙トレイ （ PSI ) にセツトしてください。 



6 用紙の辺にあわせて用紙ガイド（サイドガイド）が軽く当たるよう、調節します。 



7 セットした用紙が普通紙ではない場合は、プリンタードライバーで用紙種類を選択します。 
ユーザー定義用紙を用紙トレイ ( PSO にセツトした場合は、プリンタードライバーを使用し 
て用紙サイズ設定を指定する必要があります。 


補足： 


プリンタードライバーでの用紙サイズ、種類の設定の詳細についてはプリンタードライバーのヘルプを参照 
してください。 


用紙トレイ （ PSI ) に封筒をセツトする 

補足： 

封筒は最後まで完全に挿入してください。最後まで完全に挿入していない場合、用紙トレイ （ MPF ) に 
セツトされている用紙が給紙されます。 

封筒に印刷する場合は、必ずプリンタードライバーで封筒設定を指定してください。指定しないと、印刷画 
像が180度回転します。 
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印刷の基本操作 








♦封筒#10、封筒 DL 、 封筒モナーク、封筒洋形4/6号、封筒洋長形3号を 
セットする場合 

フラップを折り、印刷面が上、封筒のフラップ側が下を向き、フラップが右側になるよう封筒を 
セツトします。 



印刷の基本操作 


156 




參封筒 C 5、 封筒長形3/4号、封筒角形3号をセツトする場合 

印刷面が上、フラップは開いた状態で自分の方を向くように封筒をセツトします。 



注記： 

窓付きの封筒や裏地がコーディングされた封筒は使用しないでください。紙づまりやプリンターの損傷の原 
因となる恐れがあります。 

補足： 

封筒をパッケージから取り出してすぐに用紙トレイ （ PSI ) にセットしないと、封筒が反って（力ールして) 
しまう可能性があります。紙づまりを防止するため、用紙トレイ ( PSI ) にセツトする際には、次のように 
封筒を平らにしてください。 



それでも封筒が正しく給紙されない場合は、下図のように封筒のフラップを少し曲げてみてください。 
曲げる量は 5 mm (0.20インチ）以内とします。 
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封筒などの正しい給紙方向を確認するには、プリンタードライバーの封筒/用紙セツトナビの内容を参照し 
てください。 

用紙トレイ （ PSI ) に往復はがきをセツトする 

補足： 

往復はがきに印刷する場合は、最適な印刷結果を得るため、必ずプリンタードライバーで往復はがき設定を 
指定してください。 

印刷面を上にして、左辺が先に入るように往復はがきをセツトします。 



往復はがきなどの正しい給紙方向を確認するには、プリンタードライバーの封筒/用紙セツトナビの内容を 
參照してください。 


印刷の基本操作 
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■ 手動両面印刷 （ Windows 版プリンタードライバーのみ） 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「コンピューター上での操作』（160ページ） 

• 「用紙トレイ （ MPF ) に用紙をセツトする」 （161 ページ） 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に用紙をセツトする j (163 ベージ） 

補足： 

反っている（力ールしている）用紙に印刷する場合は、用紙を平らにしてからトレイに挿入してくださし、。 

手動両面印刷を開始する際は指示ウィンドウが表示されます。このウィンドウは、一度閉じてしま 
うと再度開くことはできませんので、両面印刷が完了するまではこのウィンドウを閉じないでくだ 
さい0 
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コンピューター上での操作 

ここでは、 Microsoft ® Windows ® XP のワードパッドを例に説明します。 

補足： 

プリンターの[プロパティ]/ [印刷設定] ダイアログボックスを表示する方法は、アプリケーションソフ 
トウェアによって異なります。対象アプリケーションソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

1 [ファイル] メニューから [印刷] を選択します。 

2 [プリンタの選択] の一覧ボックスからプリンターを選択し、 [詳細設定] をクリックします。 
[印刷設定] ダイアログボックスの [用紙/出力] タブが表示されます。 

3 [両面] から [短辺とじ] または [長辺とじ] のいずれかを選択して両面印刷ページの印刷方法 
を決定します。 



3 


4 


5 


4 [用紙サイズ] から印刷する文書のサイズを選択します。 

5 [用紙種類] から、使用する用紙の種類を選択します。 

6 [0 K ] をクリックして [印刷設定] ダイアログボックスを閉じます。 

7 [印刷] ダイアログボックスで [印刷] をクリックし、印刷を開始します。 

注記： 

手動両面印刷を開始する際は指示ウィンドウが表示されます。このウィンドウは、一度閉じてしまうと再度 
開くことはできませんので、両面印刷が完了するまではこのウインドウを閉じないでください。 


印刷の基本操作 
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用紙トレイ （ MPF ) に用紙をセツトする 

1 原稿読み取り部を上げてください。 



2 まず偶数ページ（うら面）から印刷します。 

6ページの文書の場合、うら面は6ページ目、4ページ目、2ページ目の順番に印刷されます。 

うら面べージの印刷が完了すると、 データ 令 LED が点滅し、 片面のプリントが終わりましたと 
いうメッセージが LCD ディスプレイに表示されます。 



3 うら面ページの印刷が終了したら、排出トレイから用紙を取り出します。 

補足： 

折れたり反ったりしている（力ールしている）用紙は紙づまりの原因になります。用紙を整えてから 
セツトしてください。 
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印刷の基本操作 







4 印刷した用紙をそのまま重ねて（白紙の面が上になるように）用紙トレイ （ MPF ) にセツトし 
て、: 〇7)ボタンを押します。 

ページは、1ページ目 （2 ページ目のうら面)、3ページ目 （4 ページ目のうら面)、5ページ 
目 （6 ページ目のうら面）の順番で印刷されます。 



文書に様々な用紙サイズが含まれている場合には両面印刷はできません。 


印刷の基本操作 
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用紙トレイ （ PSI ) に用紙をセツトする 

1 原稿読み取り部を上げてください。 



2 まず偶数ページ（うら面）から印刷します。 

6ページの文書の場合、うら面は6ページ目、4ページ目、2ページ目の順番に印刷されます。 

うら面ページの印刷が完了すると、 データ 令 LED が点滅し 片面のプリントが終わりました とい 
うメッセージが LCD ディスプレイに表示されます。 



3 うら面ページの印刷が終了したら、排出トレイから用紙を取り出します。 

補足： 

折れたり反ったりしている（力ールしている）用紙は紙づまりの原因になります。用紙を整えてから 
セツトしてください。 
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印刷の基本操作 






4 印刷した用紙をそのまま重ねて（白紙の面が上になるように）用紙トレイ ( PSI ) にセットし 
て、::.?ボタンを押します。 

ページは、1ページ目 （2 ページ目のうら面)、3ページ目 （4 ページ目のうら面)、5ページ 
目 （6 ページ目のうら面）の順番で印刷されます。 



文書に様々な用紙サイズが含まれている場合には両面印刷はできません。 


印刷の基本操作 


164 




■排出延長トレイの使い方 

排出延長トレイは、印刷の完了後に用紙がプリンターから落ちないように設計されています。 

長い文書を印刷する際は、事前に排出延長トレイが完全に伸ばされていることを確認してください。 



補足： 

排出トレイから封筒や小型用紙を弓 I き抜く際は、原稿読み取り部を上げてください。 
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印刷の基本操作 




用紙のサイズと種類を設定する 

用紙をセツトする際は、印刷の前に操作パネルで用紙のサイズと種類を設定してください。 
ここでは、操作パネルで用紙のサイズと種類を設定する方法を説明します。 

参照： 

• 「プリンタ—メ ニュ— について」 （ 314 ページ） 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「用紙サイズを設定する」 （167 ページ） 

• 「用紙種類を設定する j (168 ページ） 


印刷の基本操作 
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■用紙サイズを設定する 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 用紙トレイ設定を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

3 用紙トレイを選択し、:ボタンを押します。 

4 用紙サイズを選択し、:;^)ボタンを押します。 

5 セットした用紙に合った正しい用紙サイズを選択し、:.0*)ボタンを押します。 
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印刷の基本操作 


■用紙種類を設定する 

注記： 

用紙種類の設定は実際にトレイにセツトされている用紙のものと一致しなければなりません。一致していな 
い場合、印刷品質の問題が発生するおそれがあります。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 用紙トレイ設定を選択し、: g ) ボタンを押します。 

3 用紙トレイを選択し、:ボタンを押します。 

4 用紙種類を選択し、ポタンを押します。 

5 セットした用紙に合った正しい用紙種類を選択し、:: g ) ボタンを押します。 


印刷の基本操作 


168 


印刷する 


ここでは、コンピューターから文書を印刷する方法およびジョブを中止する方法を説明します。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「コンピューターから印刷する j (170 ページ） 

• 「プリントジョブを中止する」 （171 ページ） 

• 「印刷オプションを選択する」 （173 ページ） 

• 「ユーザー定義の用紙に印刷する』 （178 ページ） 

• 「プリントジョブの状態を確認する j (180 ページ） 

• 「レポートページを印刷する」081ページ） 

• 「プリンター設定」 （182 ぺージ） 
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■コンピューターから印刷する 

プリンターの機能をすべて活用するためにプリンタードライバーをインストールしてください。ア 
プリケーシヨンから [印刷] を選択すると、プリンタードライバーのウィンドウが開きます。印刷 
するファイルに適した設定をします。ドライバーから選択した印刷設定は、操作パネルまたは設定 
管理ツールから選択されたデフォルト設定に優先します。 

[印刷] ダイアログボックスから [プロパティ]/ [詳細設定] をクリックすると、印刷設定を変更 
することができます。プリンタードライバーウィンドウの使い方がわからない場合は、ヘルプを参 
照してください。 

ここでは 、 Windows XP のワードパッドを例に説明します。 

アプリケーションから印刷ジョブを実行するには： 


1 印刷するファイルを開きます。 

2 [ファイル] メニューから [印刷] を選択します。 

3 ダイアログボックスで正しいプリンターが選択されているか確認します。必要に応じて印刷設 
定を変更してください（印刷対象べージや部数など）。 

4 [用紙サイズ]、[用紙種類]、[用紙セット方向] など、最初の画面では変更できない印刷設定を 
変更する場合は、 [詳細設定] をクリックします。 

[印刷設定] ダイア ロ グボックスが表示されます。 

5 印刷設定を行います。詳細については [ヘルプ] をクリックしてください。 

6 [ OK ] をクリックして [印刷設定] ダイアログボックスを閉じます。 

7 [印刷] をクリックして、選択したプリンターにジョブを送信します。 


印刷の基本操作 
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■プリントジョブを中止する 

プリントジョブの中止にはいくつかの方法があります。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「操作パネルから中止する j (171 ページ） 

• 「コンピューターからジョブを中止する （ Windows)j (171 ぺージ) 


操作パネルから中止する 

印刷開始後にジョブを中止するには： 

1 ©(ストップ）ポタンを押します。 

補足： 

印刷が中止されるのは現在印刷しているジョブのみです。後続のジョブは引き続きすべて印刷されま 
す。 

コンピューターからジョブを中止する （ Windows ) 

參タスクバーからジョブを中止する 

印刷するジョブを送信すると、小さなプリンターアイコンがタスクバーの右端に表示されます。 

1 このプリンターアイコンをダブルクリックします。 

プリン ト ジョブの一覧がプリンターウィンドウに表示されます。 

2 中止するジョブを選択します。 

3 Delete キーを押します。 

4 [プリンタ] ダイアログボックスで [はい] をクリックし、プリントジョブを中止します。 
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參デスクトップからジョブを中止する 

1 プログラムをすべて最小化してデスクトップを表示します。 

[スタート] 4 [プリンタと FAX ] (Windows XP の場合）をクリックします。 

[スタート] — [プリンタと FAX ] (Windows Server ® 2003の場合）をクリックします。 

[スタート] — [デバイスとプリンター] (Windows 7および Windows Server 2008 R 2 の 
場合）をクリックします。 

[スタート] — [コントロールパネル] — [八ードウエアとサウンド] — [プリンタ] 
(Windows Vista ® および Windows Server 2008の場合）をクリックします。 

利用可能なプリンターの一覧が表示されます。 

2 ジョブ送信時に選択したプリンターをダブルクリックします。 

プリントジョブの一覧がプリンターウィンドウに表示されます。 

3 中止するジョブを選択します。 

4 Delete キーを押します。 

5 [プリンタ] ダイアログボックスで [はい] をクリックし、プリントジョブを中止します。 
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■印刷オプションを選択する 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「印刷設定を選択する （ Windows)j (173 ぺージ） 

• 「個別ジョブにオプションを選択する （ Windows )」（174 ページ） 

• 「個別ジョブにオプションを選択する (Mac OS X)j (176 ページ） 

印刷設定を選択する ( Windows ) 

印刷設定は、ジョブに対して特に指定し直さない限りすべてのプリントジョブに適用されます。例 
えば、ほとんどのジョブに両面印刷を行う場合は、このオプションを印刷設定に設定します。 

印刷設定を選択するには： 

1 [スタート] — [プリンタと FAX ] (Windows XP の場合）をクリックします。 

[スタート] 4 [プリンタと FAX ] (Windows Server 2003の場合）をクリックします。 

[スタート] — [デバイスとプリンター] (Windows 7および Windows Server 2008 R 2 の 
場合）をクリックします。 

[スタート] — [コントロールパネル] — [八ードウエアとサウンド] — [プリンタ] 

(Windows Vista および Windows Server 2008の場合）をクリックします。 

利用可能なプリンターの一覧が表示されます。 

2 プリンターのアイコンを右クリックして [印刷設定] を選択します。 

プリンタ—の [印刷設定] 画面が表示されます。 

3 ドライパーのタブで選択を行い、 [ OK ] をクリックして変更を保存します。 

補足： 

Windows 版プリンタードライバーのオプションの詳細については、プリンタードライバーの各タブで [へ 
ルプ] をクリックしてヘルプを確認してください。 
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個別ジョブにオプションを選択する ( Windows ) 

個別のジョブに対して特定の印刷オプションを使用する場合は、プリンターにジョブを送信する前 
にドライバー設定を変更してください。例えば、画像印刷時に写真モードを使用する場合、ジョブ 
を実行する前にドライバーでこの設定を選択します。 

1 アプリケーションで任意の文書または画像を開いている状態で、 [印刷] ダイアログボックスを 
開きます。 

2 プリンターを選択して [詳細設定] をクリックし、プリンタードライバーを開きます。 

3 ドライバーのタブで選択を行います。 

補足： 

Windows では、現在の印刷オプションに名前をつけて保存し、他のプリントジョブに適用することが 
できます。 [用紙/出力]、[グラフイックス]、[レイアウト]、[スタンプ/フォーム] タブで選択を行 
し、、 [用紙/出力] タブの [お気に入り] で [保存] をクリックしてください。詳細については [ヘル 
プ] をクリックしてください。 

4 [ OK ] をクリックして選択を保存します。 

印刷します。 

個々の印刷オプションについては次の表を参照してください。 
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Windows の印刷オプション 


OS 


ドライバータブ 印刷オプション 


Windows XP 
Windows XP x 64bit 
Windows Server 2003 

Windows Server 2003 
x 64bit 

Windows Vista 
Windows Vista x 64bit 
Windows Server 2008 

Windows Server 2008 
x 64bit 

Windows Server 2008 
R2 

Windows 7 
Windows 7 x 64bit 


[ 用紙 / 出力 ] タブ 


[グラフイツクス] タブ 


お気に入り 

両面 

カラーモード 
部数 

ソート n 部ごと] 

用紙 

用紙サイズ 
用紙種類 
用紙セツト方向 
封筒/用紙セツトナビ 
プリンターの状態 
標準に戻す_ 

カラーモード 
画質調整モード 
おすすめ画質タイプ 
インテント 
スクリーン 
•トナー節約 
バーコードモード 
画質調整 
カラーバランス 
プロファイル指定 
標準に戻す 


[ レイアウト ] タブ 原稿の向き 

まとめて1枚 
• 印字方向 

こ 枠線 

。ポスター/混在原稿 
出力用紙サイズ 
倍率を指定する 
とじしろ/プリント位置 
標準に戻す 


Windows XP [ スタンプ / フォーム ] タ スタンプ 


Windows Server 2003 ブ 
Windows Vista 
Windows Server 2008 
Windows 7 


新規文字列 
新規ビットマップ 
編集 
削除 

最初のぺージのみ 
•フォー厶 
使用しない 
-フォーム作成/登録 
オーバーレイ文字 
へッダー / フッター 印刷 
標準に戻す 
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個別ジョブにオプションを選択する （ MacOSX ) 

個別のジョブに対して印刷設定を選択するには、プリンターにジョブを送信する前にドライバー設 
定を変更してください。 

1 アプリケーションで文書を開いている状態で [ファイル] をクリックして、次に [プリント] 
をクリックします。 

2 [プリンタ] からプリンターを選択します。 

3 表示されたメニューおよびドロップダウンリストから任意の印刷オプションを選択します。 

補足： 

MacOS ® X では、 [ プリセット ] メニュー画面から [ 別名で保存 ] をクリックして現在のプリンター 
設定を保存できます。複数のプリセットを作成してそれぞれに名前とプリンター設定を設定して保存 
できます。特定のプリンター設定を使用して印刷するには、 [ プリセット ] メニュー画面から任意の保 
存済みプリセットをクリックしてください。 

4 [プリント] をクリックして印刷します。 

Mac OS X 版プリンタードライバーの印刷オプション： 

次の表では 、 Mac OS X 10.6テキストエディットを例として使用しています。 

Mac OS X の印刷オプション 


項目 

印刷オプション 

部数 
。丁合い 
ページ 
用紙サイズ 
方向 

レイアウト 

ページ数/枚 
レイアウト方向 
境界線 

ページの方向を反転 
左右反転 

カラー • マッチング 

ColorSync 
製造元のマッチング 

用紙処理 

プリントするページ 
ページの順序 
用紙サイズに合わせる 
出力用紙サイズ 
縮小のみ 

表紙 

表紙をプリント 
表紙のタイプ 
• 課金情報 

スケジューラ 

書類をプリント 
優先順位 
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項目 

印刷オプション 

プリンタの機能 

• 1 . 詳細設定 
カラーモード 
原稿180 °回転 

-トナー節約 
バーコードモード 

2. カラーバランス 
低濃度 （ C ) 

中濃度 （ C ) 

高濃度 （ C ) 

低濃度 （ M ) 

中濃度 （ M ) 

高濃度 （ M ) 

低濃度 （ Y ) 

中濃度 （ Y ) 

高濃度 （ Y ) 

低濃度 （ K ) 

中濃度 （ K ) 

高濃度 （ K ) 

3. 出力の設定 
用紙種類 

4. その他の設定 
白紙節約 


一覧 
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■ ユーザー定義の用紙に印刷する 

ここでは、プリンタードライパーからユーザー定義用紙に印刷する方法を説明します。 

ユーザー定義用紙をセットする方法は、標準紙をセットする方法と同じです。 

参照： 

• r 用紙トレイ ( MPF ) に用紙をセットする j (145 ベージ） 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に用紙をセットする」 （154 ページ） 

• 「用紙のサイズと種類を設定する」 （166 ページ） 

ユーザー定義サイズを設定する 

印刷する前に、プリンタードライバーでユーザー定義サイズを設定します。 

補足： 

プリンタードライバーおよび操作パネルで用紙サイズを設定する際は、必ず実際に使用する用紙と同じサイ 
ズを指定してください。異なるサイズを設定した場合、装置破損の原因になることがあります。幅の小さい 
用紙を使用する場合にサイズを大きく設定した場合は、特に装置破損の危険が大きくなります。 

♦Windows 版プリンタードライバーの場合 

Windows 版プリンタードライバーでは、 [ユーザー定義用紙] ダイアログボックスからユーザー定 
義サイズを設定します。ここでは 、 Windows XP を例にこの手順を説明します。 

Windows XP 以降の OS では、管理者パスワードが必要となるため、管理者権限を持ったユーザー 
のみが設定を変更できます。管理者権限のないユーザーは内容の閲覧のみ許可されます。 

1 [スタート] — [プリンタと FAX ] をクリックします。 

2 プリンターのアイコンを右クリックして [プロパティ] を選択します。 

3 [初期設定] タブを選択します。 

4 [ユーザー定義用紙] をクリックします。 

5 [設定 一覧]からユーザー定義する設定項目を選択します。 

6 [設定の変更] で短辺、長辺の長さを指定します。直接入力または上下矢印ボタンで値を指定で 
きます。短辺の長さは、指定範囲内であっても長辺の長さを超えることはできません。長辺の 
長さは、指定範囲内であっても短辺の長さを下回ることはできません。 

7 用紙に名前を付ける場合は、 [用紙名をつける] チェックボックスを選択して [用紙名] に名前 
を入力します。用紙名は半角14文字または全角7文字まで使用できます。 

8 別のユーザー定義を行う場合は、手順5から7を繰り返します。 

9 [ OK ] を二回クリックします。 

ユーザー定義の用紙に印刷する 

Windows または Mac OS X のプリンタードライバーを使用して印刷する場合は次の手順を実行し 
てください。 
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•Windows 版プリンタードライバーの場合 

ここでは 、 Windows XP のワードパッドを例に手順を説明します。 

補足： 

プリンターの [ プロパティ ]/ [ 印刷設定 ] ダイアログボックスを表示する方法は、アプリケーションソフ 
トウェアによって異なります。対象アプリケーションソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

1 [ファイル] メニューから [印刷] を選択します。 

2 プリンターを選択し、 [詳細設定] をクリックします。 

3 [用紙/出力] タブを選択します。 

4 [用紙サイズ] から印刷する文書のサイズを選択します。 

5 [用紙種類] から使用する用紙の種類を選択します。 

6 [レイアウト] タブをクリックします。 

7 [出力用紙サイズ] から定義したサイズを選択します。手順4で [用紙サイズ] から定義したサ 
イズを選択した場合は、 [原稿サイズと同じ] を選択してください。 

8 [ OK ] をクリックします。 

9 [印刷] ダイアログボックスで [印刷] をクリックし、印刷を開始します。 

• Mac OS X 版プリンタードライバーの場合 

ここでは 、 Mac OS X 10.6のテキストェディットを例に手順を説明します。 

1 [ファイル] メニューから[ページ 設定] を選択します。 

2 [対象プリンタ] からプリンターを選択します。 

3 [用紙サイズ] から [カスタムサイズを管理] を選択します。 

4 [カスタム用紙サイズ] ウィンドウで [+] をクリックします。 

新しく作成した設定「名称未設定」が一覧に表示されます。 

5 「名称未設定」をダブルクリックして設定の名前を入力します。 

6 [用紙サイズ] の [幅] および [高さ] のボックスに印刷する文書のサイズを入力します。 

7 必要に応じて [プリントされない領域] を指定します。 

8 [ OK ] をクリックします。 

9 新しく作成した用紙サイズが [用紙サイズ] で選択されていることを確認し、 [ OK ] をクリッ 
クします。 

10 [ファイル] メニューから [プリント] を選択します。 

11 [プリント] をクリックして印刷を開始します。 
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■プリントジョブの状態を確認する 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「状態を確認する （ Windows のみ)」 （180 ぺージ） 

•「CentreWare Internet Services で状態を確認する （Windows および Mac OS X)j (180 
ページ） 

状態を確認する （ Windows のみ） 

SimpleMonitor でプリンターの状態を確認することができます。画面右下のタスクバーで 
SimpleMonitor プリンターアイコンをダブルクリックしてください。 [プリンター選択] ウィンド 
ウが表示され、プリンター名、プリンター接続ポー ト、 プリンターの状態、機種名が表示されます。 
[ステータス] 欄でプリンターの現在の状態を確認できます。 

[設定] ポタン： [設定] ウィンドウを表示し、 SimpleMonitor 設定を変更することができます。 

[プリンター選択] ウィンドウの一覧から任意のプリンター名をクリックしてください。 [プリン 
ターの状態] ウィンドウが表示されます。プリンターの状態およびプリ ント ジョブの状態を確認す 
ることができます。 

SimpleMonitor の詳細についてはヘルプを参照してください。ここでは、 Windows XP を例に説 
明します。 

1 [スタート] — [すべてのプログラム] をクリックします。 

2 [Fuji Xerox ] を選択します。 

3 [Fuji Xerox プリンターソフトウェア] を選択します。 

4 プリンターを選択します。 

[SimpleMonitor for Japan ] を選択します。 

[プリンター選択] ウィンドウが表示されます。 

6 —覧から任意のプリンター名をクリックしてください。 

[プリンターの状態] ウィンドウが表示されます。 

7 [ヘルプ] をクリックします。 

参照： 

.「SimpleMonitor (Windows のみ）」 （56 ぺージ） 

CentreWare Internet Services で状態を確認する （Windows お 
よび MacOSX ) 

プリンターに送信したプリン ト ジョブの状態は CentreWare Internet Services の [ジョブ] タブ 
で確認できます。 

参照： 

• 「プリンター管理ソフトウェア」 （51 ページ） 
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■ レポートぺージを印刷する 

様々なレポートおよびリストを印刷することができます。各レポートおよびリストの詳細について 

は 「レポート/リスト」 （31 5ページ） を参照してください。 

ここでは、システム設定リストを例にレポートページを印刷するための2つの方法について説明し 
ます。 


システム設定リストを印刷する 

詳細なプリンター設定を確認するには、システム設定リストを印刷してください。 

操作パネル 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 

1 仕様設定 ボタンを押します。 

2 レポ ー ト/リストを選択し、:ボタンを押します。 

3 システム設定リスト を選択し、:; g ) ボタンを押します。 

システム設定リストが印刷されます。 

設定管理 ツール 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 

補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 


[スタート] — [すべてのプログラム] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — こ'使用のプリンタ ー— [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス I ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [ プリンター名 ] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが表示されます。 

2 [設定/レポート] タブをクリックします。 

ぺージ左側の一覧から [レポート/リスト] を選択します。 

[レポート/リスト] ページが表示されます。 

4 [システム設定リスト] をクリックします。 

システム設定リストが印刷されます。 
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■プリンター設定 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「操作パネルからプリンター設定を変更する」 （182 ページ） 

• 「設定管理ツールからプリンター設定を変更する j (183 ページ） 

• 「表示言語の設定を変更する」 （183 ページ） 

操作パネルからプリンター設定を変更する 

操作パネルからメニュー項目と設定値を選択できます。 

最初に操作パネルからメニューに入ると、メニュー項目の一覧が表示されます。各メニュー項目の 
右に表示されている値はデフォルト設定を示すものです。これらの値が工場設定値です。 

新しい設定値をデフォルトメニュー設定として選択するには： 

1 仕様設定 ボタンを押します。 

2 任意のメニューを選択し、::〇タボタンを押します。 

3 任意のメニューまたはメニュー項目を選択し、:か .) ボタンを押します。 

メニュ_を選択した場合はそのメニューが開き、メニュ_項目の一覧が表示されます。 

メニュー項目を選択した場合は、そのメニュー項目のデフォルト設定値が八イライト表示さ 
れます。 

各メニュー項目には、メニュー項目の値一覧があります。値は以下となります。 

設定を示す語句 
変更可能な数値 
オン • オフ設定 

4 任意の値を選択します。 

5 :: ボタンを押して設定値を有効化します。 

前の画面のメニュー項目の右に有効化した設定値が表示され、現在のユーザーデフォルトのメ 
ニュー設定であることが示されます。 

6 その他の項目の設定を行う場合は任意のメニューを選択します。七（戻る）または◄ボタンを押 
して前のメニューに戻ります。 

設定を終了する場合は 仕様設定 ボタンを押してから匕（戻る）または◄ボタンを押して 機能を 
選択してください 画面に戻ってください。 

これらの設定は、新しい設定値を選択するか工場設定を復元するまで有効となります。 

ドライバーで行った設定はその前に行った変更よりも優先されます。この場合は、操作パネルのデ 
フォルト値を変更してください。 
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設定管理ツールからプリンター設定を変更する 

設定管理ツールから、メニュー項目および設定値を選択できます。 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

補足： 

これらの設定は、新しい設定を選択するか工場設定を復元するまで有効となります。 

新しい設定値を選択するには： 

[スタート]—[すべてのプログラム ] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — こ'使用のプリンタ_ — [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス！ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [ プリンター名 ] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが表示されます。 

2 [メンテナンス] タブをクリックします。 

3 任意のメニュー項目を選択します。 

各メニュー項目には、メニュー項目の値一覧があります。値は以下となります。 

設定を示す語句 
変更可能な数値 
オン • オフ設定 

4 任意の値を選択して、 [新しい設定を適用] または [新しい設定を適用して本体を再起動] ボタ 
ンをクリックします。 

ドライパーで行った設定はその前に行った変更よりも優先され、設定管理ツールのデフォルト 
値の変更が必要になる場合があります。 

表示言語の設定を変更する 

操作パネルで異なる言語を表示するには： 

•操作パネル 

1 仕様設定 ボタンを押します。 

2 パネル表示 言語を選択し、:.〇«)ボタンを押します。 

3 任意の言語を選択し、>9ボタンを押します。 
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•設定管理 ツール 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 


1 [スタート] — [すべてのプログラム] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — こ、使用のプリンタ_ — [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス！ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [ プリンター名 ] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが表示されます。 

2 [メンテナンス] タブをクリックします。 

3 ページ左側の一覧から [システム設定] を選択します。 

[システム設定] ページが表示されます。 

4 [パネル表示言語] から任意の言語を選択し、 [新しい設定を適用] ボタンをクリックします。 
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Web Services on Devices ( WSD ) で印刷する 


ここでは、 WSD によるネットワーク印刷に関する詳細を説明します。 WSD とは 、 Windows 
Vista、Windows Server 2008 、 Windows Server 2008 R 2 、Windows 7 における 
Microsoft の新しいプロトコルです。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「印刷サービスの役割を追加する」 （186 ページ） 

• 「プリンターのセツトアップ」 （187 ページ） 
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■ 印刷サービスの役割を追加する 

Windows Server 2008または Windows Server 2008 R 2 をこ'使用の場合は、印刷サービスの 
役割を Windows Server 2008または Windows Server 2008 R 2 クライアントに追加する必要 
があります。 

•Windows Server 2008の場合： 

1 [スタート] — [管理ツール] — [サーバーマネージヤー] をクリックします。 

2 [操作] メニューから [役割の追加] を選択します。 

3 [役割の追加ウイザード] の [サーバーの役割] ウィンドウで [印刷サービス] チェックボック 
スを選択してから、[次へ]をクリックします。 

4 [次へ]をクリックします。 

5 [プリントサーバー] チェックボックスを選択し、[次へ]をクリックします。 

6 [インス! ■'ー ル] をクリックします。 

•Windows Server 2008 R 2 の場合： 

1 [スタート] — [管理ツール] — [サーバーマネージヤー] をクリックします。 

2 [操作] メニューから [役割の追加] を選択します。 

3 [役割の追加ウイザード] の [サーバーの役割] ウィンドウで [印刷とドキュメントサービス] 

チェックボックスを選択してから、[次へ]をクリックします。 

4 [次へ]をクリックします。 

5 [プリントサーバー] チェックボックスを選択し、[次へ]をクリックします。 

6 [インス! ■'ー ル] をクリックします。 
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■プリンターのセットアップ 

プリンターに付属しているソフトウェアパック CD-ROM または [プリンタの追加] ウィザードを 
使用して、ネットワーク上に新しいプリンターをインストールすることができます。 

ここでは、 Windows Vista を例に説明します。 

[プリンタの追加]ウィザードを使用してプリンタードライバーをイン 
ストールする 

1 [スタート] — [コントロールパネル] — [八ードウェアとサウンド] — [プリンタ] 

(Windows Server 2008 R 2 および Windows 7の場合は [スタート] — [デバイスとプリ 
ンター]) をクリックします。 

2 [プリンタのインス!-ール] をクリックして [プリンタの追加] ウィザードを起動します。 

3 [ネットワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します] を選択します。 

4 利用可能なプリンターの一覧から、使用するプリンターを選択して[次へ]をクリックします。 

補足： 

利用可能なプリンターの一覧では、 WSD プリンターは [ http://IP アドレス/ ws /] と表示されます。 
一覧に WSD プリンターが表示されない場合は、手動でプリンターの IP アドレスを入力して WSD プリン 
ターを作成してください。プリンターの IP アドレスの手動入力を行う場合は次の手順に従ってくださ 
し、。 Windows Server 2008 R2 の場合、 WSD プリンターを作成するには管理者グループのメンバー 
として ロ グオンする必要があります。 

1 [探しているプリンタはこの一 覧 にはありません ] をクリックします。 

[TCP/IP アドレスまたはホスト名を使ってプリンタを追加する ] を選択して[次へ]をクリックし 
ます。 

3 [ デバイスの種類 ] から [Web サービスデバイス ] を選択します。 

4 [ホスト名または IP アドレス ] テキストボックスにプリンターの IP アドレスを入力して[次へ]を 
クリックします。 

Windows Server 2008 R2 または Windows 7 で [ プリンタの追加 ] ウィザードからドライバーをイ 
ンス I ルする際は、事前に下記のいずれかを行ってください。 

Windows Update がコンピューターをスキヤンできるようにインターネット接続を確立する。 
事前にコンピューターにプリンタードライバーを追加する。 

5 プリンタードライバーのインストールを求める画面が表示された場合は、プリンタードライ 
パーをコンピューターにインストールします。管理者のパスワードまたは確認を求める画面が 
表示された場合は、パスワードを入力するか確認を行ってください。 

6 ウィザードでその他の手順を行ってから、 [完了] をクリックします。 

7 テストページを印刷してプリンターのインストールを検証します。 

a [スタート] 4 [コントロールパネル] 4 [八ードウェアとサウンド] — [プリンタ] 
(Windows Server 2008 R 2 および Windows 7の場合は [スタート] — [デバイスと 
プリンター]) をクリックします。 

インストールしたプリンターを右クリックし、 [プロパティ] をクリックします 
(Windows Server 2008 R 2 および Windows 7の場合は [プリンターのプロパティ])。 

c [全般] タブで [テストページの印刷] をクリックします。テストページが問題なく印刷さ 
れていればインストールは完了です。 
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コピーする 
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本章には下記の項目を記載します： 

• 「コピー用の用紙をセツトする j (190ページ） 

• 「原稿を用意する』 （191 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う j (192 ページ） 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ) 
• 「コピーオプションを設定する」 （195 ベージ） 

• 「デフオルト設定を変更する」 （21 5ページ） 
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コピー用の用紙をセツトする 


印刷、ファクス、コピーのいずれの場合も用紙をセツトする方法は同じです。 

参照： 

• 「使用できる用紙」（ 138 ページ） 

• 「用紙のセツトのしかた」 （142 ページ） 
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原稿を用意する 


コピー、スキヤン、またはファクス送信する原稿を原稿ガラスまたは自動原稿送り装置にセットし 
ます。自動原稿送り装置の場合はひとつのジョブにつき 64 g / m 2 の原稿を最大15枚までセットで 
き、原稿ガラスを使用する場合は一度に1枚ずつセットします。 

注記： 

148.0 x 21 0.0 mm (5.83 x 8.27 インチ）以下、または21 5.9 x 355.6 mm (8.5 x 14 インチ）以上の原稿、 
複数の異なるサイズの原稿、冊子、パンフレット、透明紙など特殊な性質を持つ原稿は自動原稿送り装置に 
セットしないでください。 

力ーボン紙、裏力ーボン紙、コーディング紙、薄質半透明紙、薄紙、折り目、力ールのある紙、巻紙、破れ 
た紙は自動原稿送り装置では使用できません。 

ホチキス、クリップのついた紙、糊、インク、修正液など粘着性物質、溶剤などのついた紙は自動原稿送り 
装置で使用しないでください。 

補足： 

特にカラーまたはグレースケールの画像の場合、最適なスキヤン品質を得るには自動原稿送り装置ではなく 
原稿ガラスを使用してください。 


191 


コピーする 



原稿ガラスからコピーを行う 


補足： 

• コピーの場合はコンピューターとの接続は必要ありません。 

自動原稿送り装置に原稿がセツトされていないことを確認してください。自動原稿送り装置に原稿が検出さ 
れると、原稿ガラスの原稿よりも優先されてしまいます。 

原稿ガラスに汚れがあると、コピーした用紙に黒い点が写ることがあります。最適な結果を得るには、使用 
前に原稿ガラスを清掃してください。詳細については 「原稿読み取り部の清掃」 （429 ページ） を参照して 
ください。 

原稿ガラスからコピーを行うには： 

1 原稿カバーを開きます。 



2 原稿ガラス上に原稿を下向きにセツトし、原稿ガラスの左上隅にある調整ガイドに合わせます。 


A 主意： 

書籍などの厚手の原稿をコピーするとき、原稿を強く押さえないでください。原稿ガラスが割れてケ 
ガの原因となるおそれがあります。 



3 原稿カパーを閉じます。 

補足： 

コピー中に原稿カバーを開いたままにしておくと、コピー品質が悪くなったりトナー消費量が上昇す 
ることがあります。 

本や雑誌のページをコピーする場合は、ヒンジがストッパーにおさまるまで原稿カバーを持ち上げて、 
原稿カバーを閉じます。厚みが 20 mm 以上ある本や雑誌の場合は、原稿カバーが開いた状態でコピー 
してください。 
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4 コピーボタンを押します。 

5 部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

設定をクリアするには、リセットクボタンを使用します。 

6 〇(スタート）ボタンを押してコピーを開始します。 

補足： 

原稿のスキヤン中に® (ストップ） ボタンを押せばいつでもコピージョブを中止できます。 
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自動原稿送り装置からコピーを行う 


注記： 

自動原稿送り装置に用紙を15枚以上セツトしたり、原稿受けに15枚以上排紙しなぃでくださぃ。15枚を超 
える前に原稿受けから用紙を取り出してくださぃ。そうしなぃと原稿が損傷することがあります。 

補足： 

特にカラーまたはグレースケールの画像の場合、最適なスキヤン品質を得るには自動原稿送り装置ではなく 
原稿ガラスを使用してくださぃ。 

コピーの場合はコンピューターとの接続は必要ありません。 

自動原稿送り装置には下記のような原稿はセツトできません。これらは必ず原稿ガラスにセツトしてくださ 
い0 


& 

力ールした紙 

□ 

穴のあいた紙 

0 

厚紙 


折り目、折れ、破けのある紙 

§ 

切り貼りした紙 


カーボン紙 


自動原稿送り装置からコピーを行うには： 

1 64 g / m 2 の原稿を最大で15枚まで、上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセット 
します。その後、正しい原稿サイズに合わせて原稿ガイドを調整します。 



リーガルサイズの原稿をコピーする場合は必ず原稿ガイドを使用してください。 

2 コピーボタンを押します。 

3 部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

設定をクリアするには、リセットクボタンを使用します。 

4 〇(スタート）ボタンを押してコピーを開始します。 

補足： 

原稿のスキヤン中に® (ストップ） ボタンを押せばいつでもコピージョブを中止できます。 
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コピーオプションを設定する 

<>( スタート） ボタンを押してコピーを行う前に、現在のコピージョブに下記のオプションを設定 

してください。 

補足： 

コピージョブの完了後は、画面が 機能を選択してくださいに 戻るか（オートリセットまたは(戻る）ボタ 
ンを押す)、 リセット 々ボタンを押すか、コピーボタンを再度押すまで、コピーオプションは保持されます。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「部数」 （196 ページ） 

• 「カラー」 （197 ベージ） 

• 「ソート/スタック」 （198 ページ） 

• 「倍率選択」（199ページ） 

• 「原稿のサイズ j (201 ページ） 

• 「原稿の種類」 （202 ページ） 

• 「濃度」 （203 ぺージ） 

• 「シャープネス j (204 ページ） 

• 「地色除去」 （205 ページ） 

• 「カラーバランス R 」（206 ぺージ） 

• 「カラーバランス Gj (207 ぺージ） 

• 「カラーバランス Bj (208 ページ） 

• 「グレーバランス」 （209 ぺージ） 

• 「2アップ j (210 ぺージ） 

• 「上下枠消し量 j (21 2ページ） 

• 「左右枠消し量 j (21 3ページ） 

• 「中消し量」 （2 14ぺージ） 
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■部数 

部数は 1 部から 99 部までの範囲で指定できます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う j (194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピー ボタンを押します。 

3 テンキーで部数を入力します。 

4 必要に応じてコピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

5 〇( スター ト）ボタンを押してコピーを開始します。 
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■カラー 

カラーまたは白黒コピーのモードを選択できます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピーボタンを押します。 

3 カラーモード ボタンを押して任意のカラーモードを選択します。 

4 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

5 〇(スタート）ポタンを押してコピーを開始します。 
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■ソート/スタック 

コピー出力をソートすることができます。例えば、これらの3ページの原稿を2部コピーする場 
合、3ページの完全な原稿が印刷されたあとに2部目が印刷されます。 




補足： 

大量の文書をコピーすると、メモリーの容量を使い切ってしまう場合があります。メモリー不足が発生した 
場合は、操作パネルでソート （1 部毎）をスタック（ページ毎）にしてソートを中止してください。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピーボタンを押します。 

3 ソート/スタックを選択し、::ボタンを押します。 

4 任意の設定を選択し、::ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク〇の付いた値は工場設定値です。 


スタック（ページ毎 r 

コピージョブをソートしません。 

ソー ト （1 部毎） 

コピー ジョブを ソー トします。 


5 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

. 1 ■コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇(スタート）ポタンを押してコピーを開始します。 
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■倍率選択 

コピーした画像のサイズは 25% から 400% の範囲で拡大 • 縮小できます。 

補足： 

縮小コピーを行うと、コピー原稿の下部に黒線がでることがあります。 

この項目は、2アップがオフまたは手動に設定されている場合にのみ利用可能となります。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピー ボタンを押します。 

3 倍率選択を選択し、:: g ) ポタンを押します。 

4 任意の設定を選択し、:::〇*)ボタンを押します。 

參 mm 系列 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

200 % 

141% A 5— A 4 
122% A 5— B 5 
100 %* 

81% B 5^ A 5 
70% A 4— A 5 
50% 
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♦インチ系列 


200 % 

154% 8.5^14" 

129% 5.5x8.5"^ レター 
100 %* 

78% リーガル — レター 
64% 1 1x17"^ レター 
50% 


補足： 

テンキーを使用して25%から400%の間で任意のズーム比率を入力したり、►ボタンと◄ボタンで1%きさ' 
みにズーム比を上下させることも可能です。ズーム比の詳細については次の表を参照してください。 


コピー原稿 

A5 

B5 

A4 

原稿 




A5 

100% 

122% 

141% 

B5 

81% 

100% 

115% 

A4 

70% 

86% 

100% 


用紙をセツトする方法は用紙のサイズと方向によって異なります。詳細については 「用紙トレ 

イ （MPF) に用紙をセツトする」 （145 ぺージ） または 「用紙トレイ (PSI) に用紙をセツト 
する」 （154 ページ） を参照してください。 

セツト可能な用紙については 「使用できる用紙」 （138 ページ） を参照してください。 

5 必要に応じて部数、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• r コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇( スター ト）ポタンを押してコピーを開始します。 
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■原稿のサイズ 

デフオルトの原稿サイズを指定できます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う j (194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピー ボタンを押します。 

3 原稿のサイズを選択し、:;;〇* *)ボタンを押します。 

4 任意の設定を選択し、: : g ) ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 


A 4 (210 x 297 mm )* 
A 5 (148 x 210 mm ) 
B 5 (182 x 257 mm ) 
8.5 x 1 1"(レター） 
8.5 x 13" 

8.5 x 14"( リーガル） 
7.25 x 10.5" 


5 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 1 ■コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇( スター ト）ポタンを押してコピーを開始します。 
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■原稿の種類 

コピー画質を選択できます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピー ボタンを押します。 

3 原稿の種類を選択し、:;^)ボタンを押します。 

4 任意の設定を選択し、:::〇*)ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 


文字 

テキストを含む原稿に適しています。 

文字/写真* 

テキストと写真/グレー階調の両方を含む原稿に適しています。 

写真 

写真を含む原稿に適しています。 

5 必要に応じて部数、 

コピーサイズなどのコピー設定をカスタマイズします。 


参照： 

. 「コピーオプションを設定する」〇 9 5ページ） 

6 < j > (スタート）ポタンを押してコピーを開始します。 
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■濃度 

コピー濃度レベルを調整すれば、原稿よりも薄いコピーや、原稿よりも濃いコピーを作ることがで 
きます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」（194ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピーボタンを押します。 

3 濃度を選択し、:: g ) ポタンを押します。 

4 任意の設定を選択し、:： g ) ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 


ラすく 2 

コピーを原稿よりも薄くします。濃い原稿に適しています。 

うすく 1 

ふつう* 

標準的な活字や印刷された文書に適しています。 

こく 1 

コピーを原稿よりも濃くします。薄い原稿や淡い鉛筆の書き込みに 

こく 2 

適しています。 


5 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 (スタート）ポタンを押してコピーを開始します。 
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■シャープネス 

シャープネスを調整すれば原稿よりもシャープなコピーや、原稿よりもソフトなコピーを作ること 
ができます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きに セッ トして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピーボタンを押します。 

3 シャープネスを選択し、:：^)ボタンを押します。 

4 任意の設定を選択し、::ん)ボタンを押します。 


補足： 

アスタリスク 

(*) の付いた値は工場設定値です。 

つよく 2 

コピーを原稿よりもシャープにします。 

つよく 1 

ふつう* 

原稿と同じシャープネスでコピーを行います。 

よわく 1 

コピーを原稿よりもソフトにします。 

よわく 2 


5 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇( スター ト） ポタンを押してコピーを開始します。 
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■地色除去 

原稿の背景を抑えてコピー原稿のテキストを強調することができます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う j (194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピー ボタンを押します。 

3 地色除去を選択し、:: .$) ポタンを押します。 

4 オンを選択し、:: g ) ボタンを押します。 

5 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇( スター ト）ボタンを押してコピーを開始します。 
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■カラーバランス R 

レツドのデフォルトのカラーパランスレベルを -2 から2の範囲で指定できます。 
1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、::ボタンを押します。 

3 コピーの 初期値設定を選択し、ボタンを押します。 

4 カラーバランス R を選択し、ボタンを押します。 

5 任意の値を選択し、:ボタンを押します。 
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■カラーバランス G 

グリーンのデフオルトのカラーバランスレベルを -2 から2の範囲で指定できます。 
1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、::ボタンを押します。 

3 コピーの 初期値設定を選択し、:ボタンを押します。 

4 カラーバランス G を選択し、ボタンを押します。 

5 任意の値を選択し、::〇»)ボタンを押します。 
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■カラーバランス B 

ブルーのデフオルトのカラーパランスレベルを -2 から2の範囲で指定できます。 
1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、::ボタンを押します。 

3 コピーの 初期値設定を選択し、ボタンを押します。 

4 カラーバランス B を選択し、:ボタンを押します。 

5 任意の値を選択し、:ボタンを押します。 
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■グレーバランス 

デフオルトのグレーバランスレベルを -2 から2の範囲で指定できます。 

補足： 

このオプシヨンは白黒コピーの場合にのみ有効になります。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、ボタンを押します。 

3 コピーの初期値設定を選択し、:;; ok ) ボタンを押します。 

4 グレーバランスを選択し、〔ふ)ポタンを押します。 

5 任意の値を選択し、〔を)ボタンを押します。 


209 


コピーする 


■ 2 アップ 

2つの元画像を1枚の用紙に合わせて印刷することができます。 



丫 



11111111 

CM 

111111111 

1111 

I - 

llllf 


自動： 

1ページに収ま 
るように自動的 
にぺージを縮小 
します。 


ID 力ードコピー 


手動 


ページの両面を元の倍率選択メニューの設定に 
サイズ（100%)の応じてページをユーザー定 
まま1ページに印義サイズに縮小します。 
刷します。 


1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カパーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」（194ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」（192ページ） 

2 コピーボタンを押します。 

3 2アップを選択し、:ボタンを押します。 

4 任意の設定を選択し、〔〇*)ボタンを押します。 

補足： 


アスタリスク （*) 

の付いた値は工場設定値です。 

オフ* 

2アップ印刷をしません。 

自動 

2ページの原稿を1枚の用紙に合わせて自動的に縮小して印刷する 
ことができます。 

ID カードコピー 

原稿の両面を元のサイズで1枚に印刷します。 

手動 

原稿の両面を 倍率 選択で指定したサイズで1枚に印刷します。 
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5 必要に応じて部数、コピーサイズ（オフまたは手動の場合のみ)、コントラスト、画質などのコ 
ピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

• 1 ■コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇( スター ト）ポタンを押してコピーを開始します。 

原稿ガラス使用時に2アップが自動、 ID カードコピー、手動のいずれかに設定されている場 
合、 LCD ディスプレイに、次の原稿があるかどうかを確認するメッセージが表示されます。は 
いまたはいいえを選択し、:〇*)ボタンを押します。 

はいを選択した場合は、次の原稿を原稿ガラスにセットして続けるまたは取り消しを選択して、 
:_ボタンを押します。 
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■上下枠消し量 

コピー原稿の上下の余白を指定できます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピーボタンを押します。 

3 上下枠消し量を選択し、:;;〇*)ボタンを押します。 

4 ▲または▼ボタンを押すかテンキーで任意の値を選択し、:: 0*) ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

4 mm 70.2 inch * _1 mm /0.1 インチきざみの値を指定します。 

0-50 mm /0.0-2.0 inch 

5 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

. 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇( スター ト）ボタンを押してコピーを開始します。 
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■左右枠消し量 

コピー原稿の左右の余白を指定できます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピーボタンを押します。 

3 左右枠消し量を選択し、:;;〇*)ボタンを押します。 

4 ▲または▼ボタンを押すかテンキーで任意の値を選択し、:: 0*) ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

4 mm 70.2 inch * _1 mm /0.1 インチきざみの値を指定します。 

0-50 mm /0.0-2.0 inch 

5 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

. 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇(スタート）ボタンを押してコピーを開始します。 
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■中消し量 

コピー原稿の中間の余白を指定できます。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 コピーボタンを押します。 

3 中消し量を選択し、::こ)ボタンを押します。 

4 ▲または▼ボタンを押すかテンキーで任意の値を選択し、::0*)ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

Omm 70.0 inch * _1 mm /0.1 インチきざみの値を指定します。 

0-50 mm /0.0-2.0 inch 

5 必要に応じて部数、コピーサイズ、画質などのコピー設定をカスタマイズします。 

参照： 

. 「コピーオプションを設定する」（195ページ） 

6 〇(スタート）ボタンを押してコピーを開始します。 
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デフォルト設定を変更する 

カラーモード、画質などのコピーメニューのオプションは、最も頻繁に使用するモードに設定でき 
ます。 

自分のデフォルト設定を作成するには： 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、:ボタンを押します。 

3 コピーの初期値設定を選択し、:ボタンを押します。 

4 任意のメニュー項目を選択し、:ボタンを押します。 

5 任意の設定を選択するかテンキーで値を入力し、(〇りボタンを押します。 

6 必要に応じて手順4と手順5を繰り返します。 

7 前の画面に戻るには、 tD (戻る）ポタンを押します。 
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本章には下記の項目を記載します： 

• 「スキャンの概要 j (21 8ページ） 

•「 USB で接続したコンピューターへのスキャンを行う」 （219 ページ) 
• 「ネットワーク上のスキャナーの使い方 j (225 ぺージ） 

•「 USB 記憶デバイスにスキャンする j (249 ぺージ） 

• 「スキャン画像を添付した電子メールを送信する』 （250 ページ） 

• 「スキヤンオプションを調整する」 （254 ぺージ） 
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スキヤンの概要 


本機を使用すれば、写真やテキストをコンピューター上で編集可能な画像に変換することができま 
す。 

スキャンに使用する解像度の設定は、スキャンする原稿の種類や、コンピューターへのスキャン後 
の画像または文書の使用方法によって異なります。最適な結果を得るには、推奨設定を使用してく 
ださい。 


種類 

解像度 

文書 

300 dpi 白黒または200 dpi グレースケールまた 
はカラー 

低品質の文書または文字の小さい文書 

400 dpi 白黒または300 dpi グレースケール 

写真および画像 

100〜200 dpi カラーまたは200 dpi グレース 
ヶール 

インクジェットプリンターの画像 

150〜300 dpi 

高解像度プリンターの画像 

300〜600 dpi 


上の表の推奨解像度を越えたスキャンを行うとアプリケーシヨンの容量を超えてしまう可能性があ 
ります。上の表の推奨解像度以上の解像度が必要な場合は、画像をスキャンする前にプレビューと 
トリミングを行って画像のサイズを縮小してください。 
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USB で接続したコンピューターへのスキヤンを行う 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「操作パネルからスキヤンを行う」（220ページ） 

•「 TWAIN ドライバーを使用してスキヤンを行う」 (221 ぺージ） 

•「 WIA ドライバーを使用してスキヤンを行う」 （223 ページ） 
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■操作パネルからスキャンを行う 

ここでは、 Microsoft ® Windows ® XP を例に説明します。 

補足： 

USB ケーブルでプリンターがコンピューターに接続されていることを確認してください。 

コンピューター上のスキャンボタンマネージャーを使用してスキャンした画像ファイルの出力先を設定して 
おく必要があります。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カパーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う j (194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 スキャナーボタンを押します。 

3 スキャナー (PC 保存）を選択し、::.〇»)ボタンを押します。 

4 必要に応じてスキャン設定を設定します。 

少（スタート）ボタンを押します。 

スキャンした画像ファイルが生成されます。 

補足： 

• コンピューターの画面に以下のダイアログボックスが表示された場合は、 [Express Scan 
Manager - Btype ] を選択して [ OK ] をクリックしてください。 [Express Scan Manager - 
Btype ] を選択する際に [この動作には常にこのプログラムを使う] チェックボックスを選択すると、 
以後はプログラム選択ウィンドウが表示されずに選択したアプリケーションが自動的に使用されるよ 
うになります。 



参照： 

• 「スキヤンボタンマネージヤー」 （ 60 ぺージ) 
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■ TWAIN ドライバーを使用してスキャンを行う 

本機は画像スキャンのための TWAIN (Tool Without An Interesting Name ) ドライバーに対応し 
ています 。 TWAIN とは Windows XP 、 Windows Server ® 2003、 Windows Server 2008、 
Windows Server 2008 R 2 、Windows Vista®、Windows 7 、 Mac OS ® X 10.4/10.5/10.6 が 
提供する標準コンポーネントのひとつで、さまさ'まなスキャナーで使用できます。ここでは、 
Windows XP を例に説明します。 

補足： 

USB ケーブルでプリンターがコンピューターに接続されていることを確認してください。 

本機をネットワークプリンターとして使用する場合は、 USB ケーブルの代わりにネットワークプロトコル 
を使用して原稿をスキャンすることも可能です。 

ここでは、画像スキャンの方法を Microsoft クリップオーガナイザーを例に説明します。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動 原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

[スタート ] j [すべてのプログラム] — [Microsoft Office ] ^ [Microsoft Office 
2010 ツール] — [Microsoft クリップオーガナイザー]をクリックします。 

3 [ファイル] — [オーガナイザーにクリップを追加]—[スキャナーまたはカメラから]をク 

リックします。 

4 [スキャナーまたはカメラから図を挿入]ダイアログボックスの[デバイス]から TWAIN デバ 
イスを選択します。 

5 [カスタム挿入]をクリックします。 

6 スキャン設定を選択して[プレビュー]をクリックし、プレビューイメージを表示します。 

補足： 

[読み取り方法] で [原稿送り装置] を選択すると [プレビュー] はグレー表示され無効となります。 
画面はご使用の 0 S によって異なる場合があります。 
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7 [画質調整]および[画像編集]タブから任意のプロパティを選択します。 

8 [スキヤン]をクリックしてスキヤンを開始します。 

スキヤンした画像ファイルが生成されます。 
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■ WIA ドライバーを使用してスキヤンを行う 

本機は、画像スキヤンのための Windows Image Acquisition ( WIA ) ドライバーにも対応してい 
ます。 WIA とは、 Windows XP 以降の 0 S が提供する標準コンポーネントのひとつで、デジタル 
カメラやスキヤナーで使用できます。 TWAIN ドライバーとは異なり、 WIA ドライバーでは画像を 
スキヤンした後に追加ソフトウェアを使用することなく簡単に画像を処理することができます。 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

補足： 

USB ケーブルでプリンターがコンピューターに接続されていることを確認してください。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う j (194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 Windows のペイントなどの描画ソフトウェアを起動します。 

補足： 

Windows Vista を使用している場合は、ペイントではなく Windows Photo Gallery を使用してくだ 
さい。 


3 [ファイル] — [カメラまたはスキャナから取り込み] (Windows Server 2008 R 2 および 
Windows 7の場合は[ペイント] ボタン — [カメラまたはスキャナーから取り込み])をク 
リックします。 

WIA ウィンドウが表示されます。 

補足： 

画面はご使用の OS によって異なる場合があります。 



4 スキャン設定を選択して [スキヤンした画像の品質の調整]をクリックし、[詳細プロパティ] 
ダイアログボックスを表示します。 

5 明度やコントラストなど任意のプロパティを選択して、 [ OK ] をクリックします。 

6 [スキヤン]をクリックしてスキヤンを開始します。 
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7 [ファイル]メニューから[名前を付けて保存]をクリックします。 
8 画像の名前を入力し、ファイル形式と画像の保存先を選択します。 


スキヤンする 


ネットワーク上のスキャナーの使い方 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「概要」 （226 ページ） 

• 「ログイン名とパスワードを確認する」 （228 ページ） 

• 「文書の保存先を指定する」 （230 ページ） 

• 「プリンター設定を行う j (241 ベージ） 

• 「ネットワークにスキヤンファイルを送信する」 （248 ぺージ） 
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■概要 

ネットワークスキャン （ PC/ サーバー）機能を使用すれば、文書をスキャンして FTP または SMB 
プロトコルからネットワークコンピューターに送信することができます。 


コンピューター 



FTP サーバー 





〇〇 

/ 一‘ 、 



〇〇 

r 11 ~\ 



〇〇 

'」 


SMB の場合 



CentreWare Internet Services または宛先表ツールを使用して、サーバーの種類とスキャンした 
文書の保存先を選択できます。 

ネットワークスキャン （ PC/ サーバー）機能を使用するには下記の項目が必須となります。 

SMB の場合 

SMB 経由でデータを転送するには、コンピューターにフォルダー共有機能のある下記のオペ 
レーティングシステムのいずれかが搭載されている必要があります。 

Mac OS X の場合 、 Mac OS X に共有ユーザーアカウントが必要です。 


Windows Server 2003 
Windows Server 2008 
Windows Server 200 8 R2 
Windows XP 
Windows Vista 
Windows 7 

Mac OS X 10.4/10.5/10.6 
FTP の場合 

FTP 経由でデータを転送するには、下記のいずれかの FTP サーバーと FTP サーバーへのアカ 
ウント（ログイン名とパスワード）が必要です。 

Windows Server 2003、 Windows Server 2008、 Windows Server 2008 R2 、 
Windows Vista または Windows 7 

Microsoft Internet Information Services 6.0 の FTP サービス 


Windows XP 

Microsoft Internet Information Server 3.0/4.0 または Internet Information 
Services 5_0/5_l の FTP サービス 

Mac OS X 

Mac OS X 10.4.2/10.4.4/10.4.8/1 0.4.9/10.4.10/10.4.11/10.5/10.6 の FTP サービ 

ス 
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FTP サービスの設定方法については、システム管理者に問い合わせてください。 


ネットワークスキャン （ PC / サーパー）機能を使用するには下記の手順に従ってください。 

1 ■ログイン名とパスワードを確認する」 (228 ページ） 



「文書の保存先を指定する」 （230 ベージ) 



「プリンター設定を行う」 （241 ぺージ) 



「ネットワークにスキヤンフアイルを送信する」 （248 ぺージ) 
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■ ログイン名とパスワードを確認する 


SMB を使用する場合 

ネットワークスキャン （ pc / サーパー）機能には、有効な認証パスワードが設定されたューザーロ 
グインアカウントが必要です。ログインユーザー名とパスワードを確認してください。 



ユーザーログインにパスワードを使用していない場合は、下記の手順でユーザーログインアカウン 
卜のパスワードを作成する必要があります。 


♦Windows XP の場合： 

1 [スタート] — [コントロールパネル] — [ユーザーアカウント] をクリックします。 

2 [アカウントを変更する] をクリックします。 

3 アカウントを選択します。 

4 [パスワードを作成する] をクリックしてユーザーログインアカウントのパスワードを設定しま 
す。 

•Windows Server 2003 の場合： 

1 [スタート] — [管理ツール] — [コンピュータの管理] をクリックします。 

[口ーカルユーザーとグループ] をクリックします。 

3 [ユーザー] をダブルクリックします。 

4 アカウントを右クリックしてから [パスワードの設定] を選択します。 

補足： 

アラートメッセージが表示されたら、メッセージを確認して[続行]をクリックします。 

5 ユーザーログインアカウントのパスワードを設定します。 
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•Windows Vista および Windows 7 の場合： 

1 [スタート] — [コントロールパネル] をクリックします。 

2 [ユーザーアカウントと家族のための安全設定] をクリックします。 

3 [ユーザーアカウント] をクリックします。 

4 アカウントの [アカウントのパスワードの 作成]をクリックしてユーザーログインアカウント 
のパスワードを設定します。 

•Windows Server 2008 および Windows Server 2008 R2 の場合： 

1 [スタート] — [コントロールパネル] をクリックします。 

2 [ユーザーアカウント] をクリックします。 

3 [ユーザーアカウント] をクリックします。 

4 アカウントの [アカウントのパスワードの 作成]をクリックしてユーザーログインアカウント 
のパスワードを設定します。 

參 Mac OS X 1 0.4/1 0.5/10.6 の場合： 

1 [システム環境設定]—[アカウント] をクリックします。 

2 アカウントを選択します。 

3 [パスワードを変更] を選択します。 

4 [新しいパスワード] にユーザーログインアカウントのパスワードを入力します。 

5 [確認] にパスワードを 再 入力します。 

6 [パスワードを変更] をクリックします。 

ログインユーザー名とパスワードを確認したら 「文書の保存先を指定する」 （230 ページ） に進んで 
ください。 

FTP を使用する場合 

ネットワークスキャン （ pc / サーパー）機能には、ユーザー名とパスワードが必要です。ユーザー 
名とパスワードについては、システム管理者に問い合わせてください。 
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■文書の保存先を指定する 

SMB を使用する場合 

下記の手順により、スキャンした文書を保存するフォルダーを共有してください。 


スキヤンする 



•Windows XP Home Edition の場合： 

1 コンピューター上の任意のディレクトリーにフォルダーを作成します（フォルダー名の例： 

MyShare )。 

2 フォルダーを右クリックしてから [プロパティ] を選択します。 

3 [共有] タブをクリックして、 [ネットワーク上でこのフォルダを共有する] を選択します。 

4 [共有名] ボックスに共有名を入力します。 

補足： 

設定手順で使用するため、共有名をメモしておいてください。 



補足： 

下記の画面が表示されたら [危険を認識した上で、ウイザードを使わないでファイルを共有する場合 
はここをクリックしてください。] をクリックして [ファイル共有を有効にする] を選択し、 [0 K ] を 
クリツクします。 
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ファイル共有の有効 


上 


このコンピュータの共有をネットワーク tz ットアッブウィザードを使わないで•有幼 
にする埸合、この]ンピュータはインターネットからの攻埜を受けやすくなる可能 
性があります。コンピュータを f 呆諸するためにネットワークセットアップウィザード 
を実行することを強く推奨します。 

〇ウイザ'-ドを使ってフ7イル共有を有効にする（推奨） 


( (み ファ<1ル異看％有雨に奇盔 ) 


0K 
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キャンセル 


5 [ネットワークユーザーによるファイルの変更を許可する] を選択します。 

6 [適用] をクリックしてから、 [0 K ] をクリックします。 

補足： 

サブフォルダーを追加する場合は、作成した共有フォルダーに新規フォルダーを作成してください。 
例：フォルダー名： MyShare 、 第二階層フォルダー名： MyPic 、 第三階層フォルダー名 : John 
ディレクトリーは MyShare \ MyPic \ John と表示されます。 

フォルダーを作成したら 「プリンター設定を行う」 （241 ページ） に進んでください。 
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•Windows XP Professional Edition の場合： 


1 コンピューター上の任意のディレクトリーにフォルダーを作成（フォルダー名の例： 
MyShare ) し、フォルダーをダブルクリックします。 


2 [ツール] から [フォルダオプション] を選択します。 



偏集© 

◎ 民 5 . 公. 多 


お気に入り® 
検索.: 


アドレス 1 :. Q: 1 己 C：¥Documents and Settings¥admin 

名首 , 



ネットワークドライブの割り当て ( N ).. 
ネットワークドライブの切断⑪… 
同期迄〉... 


フォルタオプション(か... 


サイズ ttSI 


3 [表示] タブをクリックして、 [簡易ファイルの共有を使用する（推奨)] チェックボックスの選 
択を解除します。 



4 [ OK ] をクリックしてウィンドウを閉じます。 

5 フォルダーを右クリックしてから [プロパティ] を選択します。 

6 [共有] タブを選択して、 [このフォルダを共有する] を選択します。 
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7 [共有名] ボックスに共有名を入力します。 

補足： 

設定手順で使用するため、共有名をメモしておいてください。 



8 [アクセス許可] をクリックしてフォルダーの書き込み権限を作成します。 

9 [追加] をクリックします。 

10 [詳細設定] をクリックしてユーザーログイン名を検索するか、 [選択するオブジェクト名を入 
力してください] ボックスにユーザーログイン名を入力して [名前の確認] をクリックして確 
認します（ユーザーログイン名の例： MySelf )。 

補足： 

ユーザーログイン名を 「 Everyone 」 にしないでください。 



11 [ OK ] をクリックします。 
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12 入力したユーザーログイン名をクリックします。 [フルコントロール] チェックボックスを選 
択してください。これにより、このフォルダーに文書を送信する権限が付与されます。 


フルコントロール 
変更 
I 売み•取り 


〔 OK I [ キャンセル [ 適用⑻ ] 


I 通 d(£) … I |_| 
MySelf のアクセス I 牛可 (£) 許可 拒否 


成 Everyone 
C MySelf 


0ループ名または:1ーザー名 ( Q ): 


共有アクセス許可 


13 [0 K ] をクリックします。 

14 [適用] をクリックしてから、 [0 K ] をクリックします。 

補足： 

サブフォルダーを追加する場合は、作成した共有フォルダーに新規フォルダーを作成してください。 
例：フォルダー名： MyShare 、 第二階層フォルダー名： MyPic 、 第三階層フォルダー名 ： John 
ディレクトリーは MyShare \ MyPic \ John と表示されます。 

フォルダーを作成したら 「プリンター設定を行う j (241 ページ） に進んでください。 


MyShare のアクセス許可 


□ □□ 

000 
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•Windows Server 2003 の場合： 


1 コンピューター上の任意のディレクトリーにフォルダーを作成します（フォルダー名の例： 

MyShare )。 

2 フォルダーを右クリックしてから [プロパティ] を選択します。 

3 [共有] タブをクリックして、 [このフォルダを共有する] を選択します。 

4 [共有名] ボックスに共有名を入力します。 

補足： 

次の設定手順で使用するため、共有名をメモしておいてください。 



5 [アクセス許可] をクリックしてフォルダーの書き込み権限を付与します。 

6 [追加] をクリックします。 

7 [詳細設定] をクリックしてユーザーログイン名を検索するか、 [選択するオブジェクト名を入 
力してください] ボックスにユーザーログイン名を入力して [名前の確認] をクリックして確 
認します（ユーザーログイン名の例： MySelf )。 

補足： 

ユーザーログイン名を 「 Everyone 」 にしないでください。 



8 [ OK ] をクリックします。 
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フルコントロール 
変更 
塵売み取り 


0K _ _キャンセル_ _適用せ〉 


技 Everyone 

C MySelf 


|[ ： lilP ： 一 J 則除® _ 

MySelf (0ァ5セス許可® 許可 拒否 


共有アクセス許可| 

のトブ名または：！-ザ-名©): 


2i>Si 


入力したユーザーログイン名をクリックします。 [フルコントロール] チェックボックスを選 
択してください。これにより、このフォルダーに文書を送信する権限が付与されます。 


10 [ OK ] をクリックします。 

11 必要に応じてその他の設定を行い、 [適用]、 [ OK ] をクリックします。 

補足： 

サブフォルダーを追加する場合は、作成した共有フォルダーに新規フォルダーを作成してください。 
例：フォルダー名： MyShare 、 第二階層フォルダー名： MyPic 、 第三階層フォルダー名 ： John 
ディレクトリーは MyShare \ MyPic \ John と表示されます。 

フォルダーを作成したら 「プリンター設定を行う」 （241 ページ） に進んでください。 


nnn 

0圏 
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•Windows Vista、Windows 7、 Windows Server 2008、 Windows 
Server 2008 R2 の場合： 

1 コンピューター上の任意のディレクトリーにフォルダーを作成します（フォルダー名の例： 

MyShare )。 

2 フォルダーを右クリックしてから [プロパティ] を選択します。 

3 [共有] タブをクリックして、 [詳細な共有] を選択します。 

Windows Vista の場合、 [ユーザーアカウント制御] ダイアログボックスが表示されたら 
[続行]をクリックします。 



4 [このフォルダを共有する] チェックボックスを選択します。 

5 [共有名] ボックスに共有名を入力します。 

補足： 

次の設定手順で使用するため、共有名をメモしておいてください。 
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6 [アクセス許可] をクリックしてフォルダーの書き込み権限を付与します。 

7 [追加] をクリックします。 


フルコントロール 
変更 
_売み•取り 


OK II キやンセル| 適用^) 


アウセス制御とアりセス許可の註細奋表 TT ； します。 


mm ... | 1 則除 ( b ) 

MySelf のアクセス許可 (£) 許可 拒否 


ai Everyone 

足 MySelf 


; MyShare のアクセス許可 


共有アクセス許可 [_ 


ヴ ルー ブ名または ユーザー 名(〇> 


[詳細設定] をクリックして ユーザー ログイン名を検索するか、 [選択するオブジェクト名を入 
力してください] ボックスに ユーザー ログイン名を入力して [名前の確認] をクリックして確 
認します （ユーザー ログイン名の例： MySelf )。 

補足： 

ユーザーログイン名を 「 Everyone 」 にしないでください。 



9 [0 K ] をクリックします。 

10 入力したユーザーログイン名をクリックします。 [フルコントロール] チェックボックスを選 
択してください。これにより、このフォルダーに文書を送信する権限が付与されます。 


11 [ OK ] をクリックします。 

12 [ OK ] をクリックして [詳細な共有] ダイアログボックスを編集します。 

13 [閉じる] をクリックします。 

補足： 

サブフォルダーを追加する場合は、作成した共有フォルダーに新規フォルダーを作成してください。 
例：フォルダー名： MyShare 、 第二階層フォルダー名： MyPic 、 第三階層フォルダー名 : John 
ディレクトリーは MyShare \ MyPic \ John と表示されます。 

フォルダーを作成したら 「プリンター設定を行う」 （241 ページ） に進んでください。 
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• Mac OS X 10.4 の場合： 

[移動] メニューから [ホーム] を選択します。 

2 [パブリック] をダブルクリックします。 

3 フォルダーを作成します（フォルダー名の例： MyShare )。 

補足： 

次の設定手順で使用するため、フォルダー名をメモしておいてください。 

4 [システム環境設定] を開いて [共有] をクリックします。 

5 [パーソナルファイル共有] チェックボックスを選択し 、 [Windows 共有] チェックボックス 
をクリックします。 

♦ Mac OS X 1 0.5/10.6 の場合： 

1 コンピューター上の任意のディレクトリーにフォルダーを作成します（フォルダー名の例： 

MyShare )。 

補足： 

次の設定手順で使用するため、フォルダー名をメモしておいてください。 

2 作成したフォルダーを選択し、 [ファイル] から [情報を見る] を選択します。 

3 [共有フォルダ] チェックボックスを選択します。 

4 [共有とアクセス権] を開きます。 

5 プラス （+) サインをクリックします。 

6 共有するアカウントを指定し、 [選択] をクリックします。 

7 アカウントの [アクセス権] を [読み/書き] に設定します。 

8 必要に応じて手順5〜7を繰り返して、ウィンドウを閉じます。 

9 [システム環境設定] を開いて [共有] をクリックします。 

10 [ファイル共有] チェックボックスを選択し、 [オプション] をクリックします。 

11 [SMB を使用してファイルやフォルダを共有] (Mac 0 SX 10.6の場合は [SMB 

( Windows ) を使用してファイルやフォルダを共有]) チェックボックスおよびアカウント名 
を選択します。 

12 アカウントのパスワードを入力してから、 [ OK ] をクリックします。 

13 [完了] をクリックします。 

FTP を使用する場合 

文書の保存先については、システム管理者に問い合わせてください。 
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■プリンター設定を行う 

CerrtreWare Irrternel ; Services または宛先表ツールを使用して、ネットワークスキャン ( PC / 
サーバー）機能を使用するようプリンター設定を指定できます。 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 

CentreWare Internet Services から 

1 ウェブブラウザーを起動します。 

2 アドレスパーにプリンターの IP アドレスを入力し、 Enter キーを押します。 

プリンタ—のウェブ ページが 表示されます。 

補足： 

プリンターの IP アドレス確認方法については 「 IP 設定を検証する」 （74 ページ） を参照してください。 

3 [アドレス帳] タブをクリックします。 

ユーザー名とパスワードが必要な場合は、正しいユーザー名とパスワードを入力してください。 



4 [ネットワークスキヤン （ PC / サーバー）] で [ PC / サーバー宛先表] をクリックします。 
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5 未登録のラインにある [新規登録] をクリックします。 



[ PC / サーバー宛先表を登録] ページが表示されます。 


番号 01 

1一名称(ゴリンターに表示されます） 

2 ー ネットヮーク種頷 
3 一 ip アドレス（または d > s 名〉 

4ー ボート番号 
5 一□ヴィン名 

6ーパスヮード 
( ーバスワードの確認 
8一共有名 


9ーサブディレクトリパス(任意） 

フィールドへの記入の際は下記のように情報を入力してください。 


1 

名称（プリンターに表示 
されます） 

宛先表に表示する名前を入力します。 

2 

ネットワーク種類 

FTP サーバーを使用する場合は [FTP サーバー]を選択してくださ 
い0 

コンピューターの共有フォルダーに文書を保存する場合は [ SMB ] 

を選択してください。 


* FTP サ ー J 卜 — v 


JFTPC 2 L 5000- 65535), SMB (139 ; 5000- 65535) 


例: SXIB (共有フォルダー） 
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3 IP アドレス（または 

DNS 名） 

共有しているコンピューターまたは FTP サーバーのサーバー名また 
は IP アドレスを入力してください。 

下記は一例です。 

[ FTP サーバー] の場合： 

サーバー名： myhost . example.com 
( myhost : ホスト名、 example . com : ドメイン名） 

IP アドレス：192.168. 1.1 00 
[ SMB ] の場合： 

サーバー名 ： myhost 

IP アドレス： 192.1 68.1.100 

4 ポート番号 

サーバーポート番号を入力してください。分からない場合は 、 FTP 
には「21」、 SMB には「139」のデフォルト値を入力してくださ 

い0 

5 ログイン名 

コンピューターの共有フォルダーまたは FTP サーバーへのアクセス 
権のあるユーザーアカウント名を入力してください。 

6 パスワード 

上記のログイン名のパスワードを入力してください。 

補足： 

ネットワークスキャン （ PC / サーバー）機能を使用するには有 
効なパスワードが設定されている必要があります。使用するユー 
ザーログインアカウントに有効なパスワードが設定されているこ 
とを確認してください。（ユーザーログインアカウントへのパス 
ワード設定方法については、 「ログイン名とパスワードを確認す 
る」 （228 ページ） を参照してください。） 

7 パスワードの確認 

確認のためパスワードを再入力してください。 
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8 共有名 

[ SMB ] の場合のみ。 

Windows オペレーテイングシステムの場合は、受信側コンピュー 
ター上でスキャン文書を保存するフォルダーの共有名を入力してく 
ださい。 

Mac OS の場合は、受信側コンピューター上でスキャン文書を保存 
するフォルダー名を入力してください。 

9 サブディレクトリパス （ 

任意） 

[ SMB ] の場合 

サブフォルダーを作成せずに直接共有フォルダーにスキャン文書を 
保存する場合は、空白にしてください。 

共有フォルダー下に作成したフォルダーにスキャン文書を保存する 
場合は、下記のようにパスを入力してください。 

例：共有フォルダー名： MyShare 、 第二階層フォルダー名： 

MyPic 、 第三階層フォルダー名 ： John 

デイレクトリーは MyShare \ MyPic \ John と表示されます。 

P 一 | MyShare (共有フォルダー） 
k P ~~| MyPic 

L p | John 

この例の場合、下記のように入力します。 

サブデイレクトリパス： \ MyPic\John 
[ FTP サーバー]の場合 

スキャン文書を保存するサーバーパスを入力してください。 

補足： 

[ネットワーク種類]で [ SMB ] を選択した場合のみ、日本語入 
力が可能です。 


補足： 

[ログイン名]には日本語を使用できません。 

設定を行ったら 「ネットワークにスキャンファイルを送信する j (248 ベージ） に進んでください。 
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宛先表ツールから 


1 [スタート] — [すべてのプログラム ] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — こ、使用のプリンタ _ — [宛先表ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のファクスドライバーがコンピューターにインス！ルされている場合は、プリンターを選択す 
るウィンドウが表示されます。この場合、[機器の名称]に一覧表示されているプリンターから任意の 
名称をクリックしてください。 

操作制限設定を有効に設定している場合は[パスワードの確認]ウィンドウが表示されます。この場 
合は、指定したパスワードを入力して [0 K ] をクリックしてください。 

2 [データの取得に成功しました。] 画面で [0 K ] をクリックします。 

3 [ツール]-> [新規作成[本体の宛先表]]-> [サーバー] をクリックします。 



[サーバーアドレス] ダイア ロ グボックスが表示されます。 
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2 


3 


4 


5 


6 


8 


9 


10 


フイールドへの記入の際は下記のように情報を入力してください。 


1 

宛先名 

宛先表に表示する名前を入力します。 

2 

転送 プロトコル 

コンピューターの共有フォルダーに文書を保存する場合は [コン 
ピューター] を選択してください。 

FTP サーバーを使用する場合は [サーバー] を選択してください。 

3 

コンピューター設定ウイ 
ザード 

このボタンをクリックすると、いくつかの手順を導くウィザード画 
面が開きます。 

ウィザードの手順を完了したら、 [サーバーアドレス] の設定が自動 
的に行われます。詳細については、 [ヘルプ] ボタンをクリックして 
ください。 

4 

サーバー /IP アドレス 

共有しているコンピューターまたは FTP サーバーのサーバー名また 
は IP アドレスを入力してください。 

下記は一例です。 

[コンピューター] の場合： 

サーバー名： myhost 

IP アドレス： 192.1 68.1.100 
[サーバー] の場合： 

サーバー名： mynost . example.com 
( myhost : ホスト名、 example . com : ドメイン名） 

IP アドレス： 192.1 68.1.100 

5 

共有名 

[コンピューター] の場合のみ。 

受信側コンビューターの共有フォルダー名を入力してください。 
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6 保存場所 

[コンピューター]の場合 

サブフォルダーを作成せずに直接共有フォルダーにスキャン文書を 
保存する場合は、空白にしてください。 

共有フォルダー下に作成したフォルダーにスキャン文書を保存する 
場合は、下記のようにパスを入力してください。 

例：共有フォルダー名： MyShare 、 第二階層フォルダー名： 

MyPic 、 第三階層フォルダー名 ： John 

デイレクトリーは MyShare \ MyPic \ John と表示されます。 

P —| MyShare (共有フォルダー） 
k 1 ^| MyPic 

L P | John 

この例の場合、下記のように入力します。 

保存場所： \ MyPic\John 
[サーバー]の場合 

スキャン文書を保存するパスを入力してください。 

補足： 

[転送プロトコル]で[コンピューター]を選択した場合のみ、 
日本語入力が可能です。 

7 ユーザー 名 

コンピューターの共有フォルダーまたは FTP サーバーへのアクセス 
権のあるユーザーアカウント名を入力してください。 

8 ログインパスワード 

上記のログイン名のパスワードを入力してください。 

補足： 

ネットワークスキャン （ PC / サーバー）機能を使用するには有 
効なパスワードが設定されている必要があります。使用するユー 
ザーログインアカウントに有効なパスワードが設定されているこ 
とを確認してください。（ユーザーログインアカウントへのパス 
ワード設定方法については、 「ログイン名とパスワードを確認す 
る」 （228 ページ） を参照してください。） 

9 ログインパスワードの確 

認 

確認のためパスワードを再入力してください。 

10 ポー ト番号 

ポート番号を入力してください。分からない場合は、 SMB には 
「139 」、 FTP は「21」のデフォルト値を入力してください。 


補足： 

[ユーザー名] には日本語を使用できません。 

設定を行ったら 「ネットワークにスキャンファイルを送信する j (248 ぺージ） に進んでください。 
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■ネットワークにスキャンファイルを送信する 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットします。 

参照： 

. 「自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」（192ページ） 

2 スキャナー ボタンを押します。 

3 スキャナー（ネットワーク） を選択し、ボタンを押します。 

4 スキャン保存 先を選択し、〔〇*)ボタンを押します。 

5 PC (ネットワーク） または サーバー （ FTP )、 あるいは宛先表を検索を選択して::ボタンを押し 
ます。 

PC ( ネットワーク）： SMB プロトコルを使用してコンピューター上にスキャン画像を保存しま 
す。 

サーバー ( FTP ): FTP プロトコルを使用してサーバー上にスキャン画像を保存します。 

宛先表を検索：宛先表に登録されているサーバーアドレスを選択します。 

6 スキャンファイルの保存先を選択し、::^)ボタンを押します。 

7 必要に応じてスキャンオプションを選択します。 

8 少 （スタート） ボタンを押してスキヤンファイルを送信します。 
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USB 記憶デバイスにスキヤンする 


スキャナー （USB メモリー保存）機能を使用すれば、スキャンした文書のデータを USB 記憶デバ 
イスに保存することができます。文書をスキャンして保存するには下記の手順に従ってください。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きに セットして 原稿 カバー を閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う j (194 ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 USB 記憶デバイスをプリンターの USB 差込口に挿入します。 



USB メモリーが表示されます。 

3 スキャン保存 先を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

4 ルートフォル ダまたはファイル保存先フォルダーを選択し、:; g : i ボタンを押します。 

5 必要に応じてスキャンオプションを選択します。 

少 （スタート） ポタンを押します。 

スキャンが完了すると、原稿ガラスを使用している場合は、 LCD ディスプレイに、次の原稿が 
あるかどうかを確認するメッセージが表示されます。いいえまたははいを選択し、 X )ボタンを 
押します。 

はいを選択した場合は、次の原稿を原稿ガラスにセットして続けるまたは取り消しを選択して、 
ボタンを押します。 
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スキャン画像を添付した電子メールを送信する 

プリンターでスキャンした画像を添付した電子メールを送信するには、下記の手順に従ってくださ 
い。 

CentreWare Irrternel : Services から電子メールの宛先表を設定します。詳細については 

「ファクス/電子メールの宛先表を設定する」 （251 ページ） を参照してください。 
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■ファクス/電子メールの宛先表を設定する 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 

1 ウェブブラウザーを起動します。 

2 アドレスパーにプリンターの IP アドレスを入力し、 Enter キーを押します。 

プリンタ—のウェブ ページが 表示されます。 

補足： 

プリンターの IP アドレス確認方法については 「| p 設定を検証する」 （74 ページ） を参照してください。 

3 [アドレス帳] タブをクリックします。 

ユーザー名とパスワードが必要な場合は、正しいユーザー名とパスワードを入力してください。 

4 [ファクス/メール] で [アドレス] をクリックします。 
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5 未登録のラインにある [新規登録] をクリックします。 


Internet Services 


UJI XEROX Doa 
日 ■•フ w ス^*-ル 
‘ r □ ァドレス 

hfl ファクスヴルーゴ 
D メ'■ル5ル'-ゴ 
; H メール本文を編集 
EH& ネットワークスキャン (PC. サーバー 
し. n pc. サ―パ-宛先表 



& ファクス/メール 

a 個人アドレスを登録 


番号 

001 

名称 

1 1 

電話番号 

1 1 

メールアト"レス 

1 1 


新しい設定を適用 II 元に戻す][戻る I 


fuji xerox 麵） 

■^ l . Ml I l 8 | 

[個人アドレスを登録] ページが表示されます。 

6 [名称]、[電話番号]、[メールアドレス] フィールドに名前、ファクス番号、電子メールアド レ 
スを入力します。 

7 [新しい設定を適用] ボタンをクリックします。 
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■スキャンファイルを添付した電子メールを送信する 

補足： 

スキャナー（メール送信）機能を使用するには、まず SMTP (Simple Mail Transfer Protocol ) サーバー 
情報を設定する必要があります。 SMTP とは、電子メール送信のためのプロトコルです。詳細については 
セットアップガイドを参照してください。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセツトします。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置からコピーを行う j (194ページ） 

• 「原稿ガラスからコピーを行う」 （192 ページ） 

2 スキャナー ボタンを押します。 

3 スキャナー（メール送信） を選択し、::ボタンを押します。 

4 メールアドレスを選択し、:: g ) ボタンを押します。 

5 下記の設定を選択し、ボタンを押します。 

キー入力： 直接電子メールアドレスを入力し、::.ボタンを押します。 

宛先表： 電子メ _ ルの宛先表に登録されている電子メ _ ルアドレスを選択し、〔0$ボタンを押し 
ます。 

メールグループ： 電子メールグループに登録されている電子メールグループを選択し、〔0*)ボタ 
ンを押します。 

宛先表を検索： 電子メ _ ルの宛先表から検索するテキストを入力し、 ) ボタンを押します。一 
覧から電子メールアドレスを選択し、:、〇りボタンを押します。 

補足： 

操作パネルで 宛先 表を選択するにはあらかじめ登録を行っておく必要があります。 

6 必要に応じてスキャンオプションを選択します。 

7 〇( スタート） ボタンを押して電子メールを送信します。 
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スキヤンオプションを調整する 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「スキヤンの初期設定を変更する」 （255 ページ） 

• 「個別ジョブのスキャン設定を変更する』 （257 ページ) 
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■スキャンの初期設定を変更する 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「スキャンした画像のファイル形式を設定する」 （255 ページ） 

• 「カラーモードを設定する」 （255 ページ） 

• 「スキャン解像度を設定する」 （256 ページ） 

• 「元原稿のサイズを設定する」 （256 ページ） 

• 「自動でバックグラウンド変動を抑制する」 （256 ページ） 

すべての出荷時設定の一覧については、 「初期値設定」 （339 ベージ） を参照してください。 

スキャンした画像のファイル形式を設定する 

スキャンした画像のファイル形式を指定するには： 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、：:ボタンを押します。 

3 スキャナーの初期値設定を選択し、ボタンを押します。 

4 ファイル 形式を選択し、:：ボタンを押します。 

5 ファイル形式を選択し、:；^ ) ボタンを押します。 

利用可能なファイル形式： 

PDF (工場出荷時の設定） 

• TIFF 

• JPEG 

カラーモードを設定する 

画像はカラーまたは白黒のいずれかでスキャンできます。白黒を選択すると、スキャン画像のファ 
イルサイズが大幅に抑えられます。カラーでスキャンした画像のファイルサイズは、白黒でスキャ 
ンした同じ画像のファイルサイズよりも大きくなります。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、 ::$) ボタンを押します。 

3 スキャナーの初期値設定を選択し、〔ん)ボタンを押します。 

4 カラーモードを選択し、:^)ボタンを押します。 

5 以下のオプションのいずれかを選択して、ポタンを押します。 

白黒： 白黒モードでスキャンします。 ファイル 形式が PDF または TIFF に設定されている場 
合にのみ利用可能です。 

カラー：カラーモードでスキヤンします。（工場出荷時の設定） 
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スキャン解像度を設定する 

スキャン画像の用途に応じてスキャン解像度を変更することができます。スキャン解像度は、ス 
キャン画像ファイルのサイズと画質の両方に影響を及ぼします。スキャン解像度が高いほど、ファ 
イルサイズは大きくなります。 

スキャン解像度を選択するには： 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、:ボタンを押します。 

3 スキャナーの初期値設定を選択し、:ボタンを押します。 

4 解像度を選択し、:; g) ボタンを押します。 

5 以下のオプシヨンのいずれかを選択して、:ボタンを押します。 

200 x 200 dpi :最低解像度、最小ファイルサイズのファイルを生成します。（工場出荷時 
の設定） 

300 x 300 dpi :中程度の解像度、中程度のファイルサイズのファイルを生成します。 
400 x 400 dpi :高い解像度、大きいファイルサイズのファイルを生成します。 

600 x 600 dpi :最高解像度、最大ファイルサイズのファイルを生成します。 

元原稿のサイズを設定する 

元原稿のサイズを指定するには： 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、::^)ボタンを押します。 

3 スキャナーの初期値設定を選択し、ボタンを押します。 

4 原稿のサイズを選択し、 ) ボタンを押します。 

5 用紙サイズを選択してスキャン範囲を決定し、〔を)ボタンを押します。 

工場出荷時設定は A 4 (210 x 297 mm ) です。 

自動でバックグラウンド変動を抑制する 

新聞など背景が暗い原稿のスキャンを行う際、本機は_動的に背景を検出して画像出力時に背景を 
白くすることができます。 

自動抑制をオン/オフするには： 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、:ボタンを押します。 

3 スキャナーの初期値設定を選択し、)ボタンを押します。 

4 地色除去を選択し、:：ポタンを押します。 

5 オンまたはオフを選択し、〔0*)ボタンを押します。 

工場出荷時設定はオンです。 
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■個別ジョブのスキャン設定を変更する 

コンピューターへのスキャンを行う 

コンピューターへのスキャンを行う際に一時的にスキャン設定を変更するには： 

1 スキャナー ボタンを押します。 

2 スキャンデータの保存先を選択して:〔を)ボタンを押します。 

3 任意のメニュー項目を選択し、:ボタンを押します。 

4 任意の設定を選択するかテンキーで値を入力し、 〔 0*) ボタンを押します。 

5 必要に応じて手順3と手順4を繰り返します。 

6 ぐ〉 （スタート） ボタンを押してスキャンを開始します。 

スキャン画像を電子メールで送信する 

スキャン画像を電子メール送信する際に一時的にスキャン設定を変更するには： 

1 スキャナー ボタンを押します。 

2 スキャナー（メール送信） を選択し、:、〇»)ボタンを押します。 

3 電子メ ールの宛先を選択し、:〔〇りボタンを押します。 

4 任意のメニュー項目を選択し、:ボタンを押します。 

5 任意の設定を選択するかテンキーで値を入力し、(〇りボタンを押します。 

6 必要に応じて手順4と手順5を繰り返します。 

7 < j > (スタート） ボタンを押してスキヤンを開始します。 
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本章には下記の項目を記載します： 

• 「電話回線を接続する」（260ページ） 

• 「ファクスの初期設定を行う」 （261 ページ） 

• 「ファクスを送信する j (265 ぺージ） 

• 「ファクスを時刻指定送信する j (276 ページ） 

• 「ドライバーからファクス送信する（ダイレクトファクス）」 （277 ページ) 
• 「ファクスを受信する j (283 ページ） 

• 「自動ダイヤル」 （292 ページ） 

• 「その他のファクス使用方法」 （300 ページ） 

• 「音の設定を行う」 （304 ベージ） 

• 「ファクス設定を行う」 （307 ベージ） 

• 「設定オプションを変更する」 （311 ページ） 

• 「レポートを印刷する」 （31 2ぺージ） 
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電話回線を接続する 


補足： 

本機を DSL (デジタル加入者回線）に直接接続しないでください。プリンターが損傷する可能性がありま 
す。 DSL を使用する場合は、適切な DSL フィルターを使用する必要があります。 DSL フィルターについ 
てはサービスプロバイダーにお問い合わせください。 



補足： 

電話線は4芯のものを使用してください。プリンター付属の電話線は4芯です。接続先の電話 
線差込口も4芯対応であることを推奨します。 

2 電話機や留守録装置をプリンターに接続し、電話線を八ンドセットコネクター（て）に接続し 
ます。 


八ンドセツトコネクター 
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ファクスの初期設定を行う 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「発信元情報を設定する」 （262 ページ） 

• 「日時を設定する j (263 ペー■ジ） 

• 「時間表示形式を変更する』 （264 ページ） 
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■発信元情報を設定する 

送信先にこちらのファクス番号を表示することが求められる場合があります。本機から送信した各 
ページの上部にはファクス番号、送信者名、会社名を含む発信元情報が表示されます。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、::.ポタンを押します。 

3 ファクス 設定を選択し、:：^)ボタンを押します。 

4 発信元ファクス 番号を選択し、（〇*)ボタンを押します。 

5 テンキーでファクス番号を入力します。 

補足： 

入力する番号を間違えた場合は 、 C (クリア） ボタンを押して最後に入力した番号を消去できます。 

6 LCD ディスプレイに表示されている番号が正しければ:;^:|ボタンを押します。 

7 発信 元 名を選択し、:: .$) ボタンを押します。 

8 テンキーで個人名または会社名を入力します。 

テンキーを使用して半角英数字を入力します。「1」、「*」、「#」ボタンを使用して特殊記号も入 
力できます。 

テンキーを使用して半角英数字を入力する方法については、 「テンキーの使い方」 （358 ベー 
ジ） を参照してください。 

9 LCD ディスプレイに表示されている名前が正しければ:;^;)ボタンを押します。 

10 前の画面に戻るには、戻る）ポタンを押します。 
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■日時を設定する 

補足： 

プリンターの電源喪失があった場合には再度正しい日時を設定しなければならない場合があります。 
1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

3 システム 設定を選択し、:;^)ボタンを押します。 

4 時刻設定を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

5 日付 設定を選択し、:: g ) ポタンを押します。 

6 テンキーを使用して正しい日付を入力するか、正しい日付を選択します。 

補足： 

入力する番号を間違えた場合は、◄ボタンを押してやり直してください。 

7 LCD ディスプレイに表示されている日付が正しければ:；; ot ) ボタンを押します。 

8 時刻設定を選択し、〔0*)ボタンを押します。 

9 テンキーを使用して正しい時刻を入力するか、正しい時刻を選択します。 

10 LCD ディスプレイに表示されている時刻が正しければ:；^:|ボタンを押します。 

11 前の画面に戻るには、<3(戻る）ポタンを押します。 
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■時間表示形式を変更する 

12 時間形式または 24 時間形式のいずれかで現在時刻を設定できます。 
1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:ボタンを押します。 

3 システム設定を選択し、:：^)ボタンを押します。 

4 時刻設定を選択し、 ::_) ボタンを押します。 

5 時刻書式を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

6 任意の形式を選択し、ボタンを押します。 

7 前の画面に戻るには、戻る）ポタンを押します。 
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ファクスを送信する 

プリンターからファクスを送信することができます。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「自動原稿送り装置に原稿をセツトする j (266 ページ) 
• 「原稿ガラスに原稿をセツトする j (267 ページ） 

• 「解像度」 (268 ページ) 

• 「原稿の種類」 （269 ベージ） 

• 「濃度」 （270 ぺージ） 

•「ポーズを入れる』 （271 ぺージ） 

• 「ファクスを自動送信する」 （272 ページ） 

• 「手動でファクスを送信する」 （273 ページ） 

• 「送信を確認する』 （274 ページ） 

• 「自動リダイヤル』 （275 ページ） 
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■自動原稿送り装置に原稿をセツトする 

注記： 

自動原稿送り装置に用紙を15枚以上セツトしたり、原稿受けに15枚以上排紙しないでください。15枚を超 
える前に原稿受けから用紙を取り出してください。そうしないと原稿が損傷することがあります。 

補足： 

特にグレースケールの画像の場合、最適なスキャン品質を得るには自動原稿送り装置ではなく原稿ガラスを 
使用してください。 

自動原稿送り装置には下記のような原稿はセツトできません。これらは必ず原稿ガラスにセツトしてくださ 
い。 


& 

力ールした紙 

□ 

穴のあいた紙 

0 

厚紙 


折り目、折れ、破けのある紙 

g 

切り貼りした紙 


カーボン紙 


1 原稿の上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセツトしてください。その後、正し 
い原稿サイズに合わせて原稿ガイドを調整します。 



2 「解像度」 （268 ページ） を参照して解像度を調整します。 
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■原稿ガラスに原稿をセツトする 


1 原稿カバーを開きます。 



2 原稿ガラス上に原稿を下向きにセツトし、原稿ガラスの左上隅にある調整ガイドに合わせます。 


△ rt 意： 

書籍などの厚手の原稿をスキャンするとき、原稿を強く押さえないでください。原稿ガラスが割れて 
ケガの原因となるおそれがあります。 



3 「解像度」 （268 ページ） を参照して解像度を調整します。 

4 原稿カパーを閉じます。 

補足： 

自動原稿送り装置に原稿がセットされていないことを確認してください。自動原稿送り装置に原稿が検出さ 
れると、原稿ガラスの原稿よりも優先されてしまいます。 

本や雑誌のページをファクス送信する場合は、ヒンジがストッパーにおさまるまで原稿カバーを持ち上げ 
て、原稿カバーを閉じます。厚みが 20 mm 以上ある本や雑誌の場合は、原稿カバーが開いた状態でファク 
ス送信してください。 
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■解像度 

ファクス送信に使用する解像度を指定するには： 

1 ファクス ボタンを押します。 

2 解像度を選択し、:8ボタンを押します。 

3 任意のメニユー項目を選択し、ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 


標準 t 

通常サイズの文字を含む原稿に適しています。 

高画質 

小さい文字や微細な線の入った原稿やドットマトリックスプリン 
ターで印刷した原稿に適しています。 

超高画質 (203 x 392 dpi ) 

超高画質 (406 x 392 dpi ) 

精緻なディテールを含む原稿に適しています。超高画質モードは、 
受信側の機械も超局画質の解像度に対応している場合にのみ有効で 
す0 
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■原稿の種類 

現在のファクスジヨブのデフオルト原稿種類を選択するには： 
1 ファクス ボタンを押します。 

2 原稿の 種類を選択し、::ボタンを押します。 

3 任意の設定を選択し、ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク〇の付いた値は工場設定値です。 


文字* 

テキスト原稿に適しています。 

写真 

写真を含む原稿に適しています。 
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■濃度 

コントラストを調整してファクス送信データを原稿よりも明るくしたり暗くしたりするには： 
1 ファクス ボタンを押します。 

2 濃度を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

3 任意の設定を選択し、::^)ボタンを押します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 


うすく 2 

ファクス送信データを原稿よりも薄くします。濃い原稿に適してい 

ラすく1 

ます。 

ふつう* 

標準的な文書に適しています。 

こく1 

ファクス送信データを原稿よりも濃くします。薄い原稿や淡い鉛筆 

こく 2 

の書き込みのある原稿に適しています。 
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■ ポーズを入れる 

電話機によっては、アクセスコードをダイヤルして発信音がするまで待たなければならない場合が 
あります。アクセスコードを使用するためにはポーズを入れる必要があります。例えば、アクセス 
コード「9」を入力して、ファクス番号を入力する前に リダイアル/ポーズ ボタンを押します。ポー 
ズが入ると、 LCD ディスプレイに「-」が表示されます。 
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■ファクスを自動送信する 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置に原稿をセットする」 （266 ページ） 

• 「原稿ガラスに原稿をセットする」 （267 ページ） 

2 ファクス ボタンを押します。 

3 原稿に応じたファクス設定を行います。 

参照： 

• 「解像度」（268ページ） 

• 「濃度」 （270 ページ） 

4 下記のいずれかの方法でファクス番号を指定できます。 

宛先を選択し、»ボタンを押します。キー入力を選択し、ポタンを押します。テンキーで 
送信先のファクス機のファクス番号を入力し、〔〇*)ボタンを押します。 

ワンタッチボタンを押してから:;^)ボタンを押します。 

宛先表 ボタンを押して、▼ボタンで すべての宛先、ファクスグループ、 検索のいずれかを選 
択し:》りボタンを押します。 


すべての宛先 

登録されているファクス番号の一覧が表示されます。►ボタンを押し 
て送信先を選択し、み)ボタンを押します。 

ファクスグループ 

►ボタンを押して送信先を選択し、®ボタンを押します。 

検索 

宛先表からファクス番号を検索します。検索するテキストを入力し 
て®ボタンを押します。►ボタンを押して送信先を選択し、®ボタ 
ンを押します。 


リダイヤルする際は リダイアル/ポーズ ポタンを押し、:::〇*)ポタンを押します。 

短縮 ボタンを押します。テンキーで01〜99の短縮宛先番号を入力し、ボタンを押します。 

補足： 

ワンタッチボタンを使用するには、01〜08の短縮宛先番号を登録しておく必要があります。番号を登 
録する方法の詳細については、 「短縮宛先の番号を登録する」 （294 ページ） を参照してください。 

5 <$> (スタート） ボタンを押します。 

原稿ガラスを使用する場合は、 LCD ディスプレイに次の原稿があるかどうか確認するメッセー 
ジが表示されます。はいまたはいいえを選択し、:さりボタンを押します。 

はいを選択した場合は、次の原稿を原稿ガラスにセットして続けるを選択し、::^)ボタンを押し 
てください。 

6 番号がダイヤルされ、送信先ファクス機が受信可能な状態であればプリンターがファクス送信 
を開始します。 

補足： 

ファクス送信中に®(ストップ）ボタンを押すとファクスジョブを中止できます。 
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■手動でファクスを送信する 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置に原稿をセットする」 （266 ベージ） 

• 「原稿ガラスに原稿をセットする」（267ページ） 

2 ファクス ボタンを押します。 

3 原稿に応じたファクス設定を行います。 

参照： 

• 「解像度」（268ページ） 

• 「濃度」 （270 ページ） 

4 オンフックを選択し、:^*)ボタンを押します。 

5 オンを選択し、: g) ボタンを押します。 

6 テンキーで送信先のファクス機のファクス番号を入力します。 

自動原稿送り装置に原稿をセットした場合は〇( スタート） ポタンを押します。 

自動原稿送り装置に原稿をセットしていない場合は スタート） ポタンを押し、任意の設 
定を選択して: 0 K ) ボタンを押します。 

補足： 

フアクス送信中に©(ストップ）ボタンを押すとフアクスジョブを中止できます。 
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■送信を確認する 

最後のページの送信が正常に完了すると、プリンターからビープ音が鳴り待機モードに戻ります。 
ファクス送信中に問題があった場合は LCD ディスプレイに エラー メッセージが表示されます。 

エラーメッセージが表示されたら®ボタンを押してメッセージをクリアし、再度原稿を送信してみ 
てください。 

ファクス送信後に毎回自動的に確認レポートを印刷するようにプリンターを設定することができま 
す。 


参照： 

• 「送信 レポート」 （327 ぺ ー ジ） 

• 「ファクス同 報 レポート」 （328 ページ) 
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■自動リダイヤル 

ダイヤルした番号が話し中または応答がない場合、本機はリダイヤル設定で指定された時間ごとに 
自動的にリダイヤルを行います。 

ダイヤル間隔およびダイヤル回数を変更する場合は、 「リダイヤル間隔」 （324 ページ） および 「リ 
ダイヤル回数」 （324 ぺージ） を参照してください。 

補足： 

手動で番号を入力して話し中だった場合は、自動リダイヤルは行われません。 
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ファクスを時刻指定送信する 


時刻指定送信モードを使用すれば、スキャンした文書を保存して指定時間に送信することができま 
す。 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセットして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置に原稿をセットする」 （266 ページ） 

• 「原稿ガラスに原稿をセットする」 （267 ページ） 

2 ファクス ボタンを押します。 

3 原稿に応じたファクス設定を行います。 

参照： 

• 「解像度」（268ページ） 

• 「濃度」 （270 ページ） 

4 時刻指定 送信を選択し、:〔ん)ボタンを押します。 

5 オンを選択し、: g ) ボタンを押します。 

6 テンキーを使用して開始時刻を入力するか、▲または▼ボタンを押して開始時刻を選択しん)ボ 
タンを押します。 

7 宛先を選択し、: 〔 ok ) ボタンを押します。 

8 キー入力を選択し、::: g ) ポタンを押します。 

9 テンキーで送信先のファクス機の番号を入力し、::ボタンを押します。 

短縮宛先やファクスグループ番号も使用できます。 

参照： 

• 「自動ダイヤル」（292ページ） 

10 〇(スタート）ボタンを押します。 

時刻指定送信モードを有効化すると、ファクス送信する文書はすべてメモリーに保存され指定時間 
に送信されます。時刻指定送信モードでフアクス送信が完了すると、メモリー内のデータは消去さ 
れます。 
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ドライバーからファクス送信する（ダイレクトファク 
X) 

ファクスドライパーを使用すれば Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムまたは Mac 
OS ® X を搭載したコンピューターから直接ファクス送信が可能です。 

補足： 

ダイレクトファクスで送信できるのは白黒データのみです。 

ここには下記の項目を記載します： 

•「Windows の場合 j (278 ぺージ） 

•「 MacOSX の場合」 （281 ぺージ） 
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ファクスを使用する 



■ Windows の場合 

補足： 

ここでは 、 Windows XP のワードパッドを例に説明します。ウィンドウ名およびボタン名は、ご使用の OS 
およびアプリケーションによつて下記手順の記載とは異なる場合があります。 

この機能を使用するには、ファクスドライバーをインストールする必要があります。 

参照： 

• 1 ■プリンタードライバーをインストールする （ Windows )」（77 ページ） 

1 ファクスで送信するファイルを開きます。 

2 アプリケーションから印刷ダイアログボックスを開き、ファクスドライバーを選択します。 

3 [詳細設定]をクリックします。 
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4 ファクス設定を行います。詳細についてはドライパーの [ヘルプ] をクリックしてください。 


補足： 

ここで行った設定は当該ファクスジョブにのみ適用されます。 



5 [0 K ] をクリックして [印刷設定] ダイアログボックスを閉じます。 

6 [印刷] をクリックします。 

[ファクス送信の設定/確認] ダイア ロ グボックスが表示されます。 
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7 以下のいずれかの方法で送信先を指定します。 

名前とファクス番号を直接入力する。 

My ファクス宛先表または本体の宛先表から宛先を選択する。 

My ファクス宛先表または本体の宛先表以外のデータベースから宛先を選択する。 

宛先の指定方法の詳細については、 [ヘルプ] をクリックしてファクスドライパーのヘルプを参 
照してください。 



補足： 

ファクスサービスがパスワードでロックされている場合は、ファクス送信前に [認証] の [暗証番号] 
フイールドにパスワードを入力します。 

8 [送信開始] をクリックします。 
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■ Mac OS X の場合 

補足： 

ここでは 、 Mac OS X 10.6 のテキストエディットを例に説明します。ウィンドウ名およびボタン名は、ご 
使用の 0 S およびアプリケーションによって下記手順の記載とは異なる場合があります。 

Mac OS X 10.4.1 1で USB 接続を使用する場合 、 CUPS (Common Unix Printing System ) ソフトウエ 
アをバージョン 1.2.12 以降にアップグレードしてください。 CUPS ウェブサイトからダウンロード可能で 
す。 

この機能を使用するには、ファクスドライバーをインストールする必要があります。 

参照： 

• 1 ■プリンタードライバーをインス！ルする （ MacOSX )」（121 ページ） 

1 ファクスで送信するファイルを開きます。 

2 アプリケーションから印刷ダイアログボックスを開き、ファクスドライバーを選択します。 



3 ファクス設定を行います。 

補足： 

ここで行った設定は当該ファクスジョブにのみ適用されます。 

4 [プリント] をクリックします。 

[宛先] ダイアログボックスが表示されます。 
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5 以下のいずれかの方法で送信先を指定します。 

送信先を直接指定します。 
a 名前とファクス番号を直接入力します。 

[宛先リストに追加] をクリックします。 

または 

コンピュ _ 夕 _ に保存された宛先表から宛先を選択します。 
a [宛先表を開く] をクリックします。 

[宛先表] ダイアログボックスが表示されます。 

宛先を選択して [宛先リストに追加] をクリックします。 
c [閉じる] をクリックします。 



補足： 

ファクスサービスがパスワードでロックされている場合は、ファクス送信前に[認証]の[暗証番号] 
フイールドにパスワードを入力します。 

6 [0 K ] をクリックします。 
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ファクスを受信する 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「受信モードに ついて j (284 ページ） 

• 「ファクス受信用の用紙をセツトする」 （285 ページ） 

• 「ファクス専用モードでファクスを自動受信する」 （286 ぺージ） 

• 「電話モードで手動でファクスを受信する j (287 ぺージ） 

• 「電話/ファクス切替モードまたは留守番電話接続モードでファクスを自動受信する」 (288 
ページ） 

• 「外付け電話機を使用して手動でファクスを受信する」 （289 ページ） 

• 「メモリーにファクスを受信する」 （290 ぺージ） 

• 「ポーリング受信」 （291 ページ） 
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■受信モードについて 

受信モードには、ファクス専用モード、電話モード、電話/ファクス切替モード、留守番電話接続 
モー■ドの4つがあります。 

補足： 

電話/ファクス切替 モードまたは 留守番電話接続 モードを使用するには、プリンター背面の八ンドセツトコ 
ネクター（て）に外付け電話機または留守録装置を接続してください。 

メモリーの空き容量がないとファクスを受信できません。不要な文書はメモリーから削除してください。 

参照： 

• 「ファクス専用モードでファクスを自動受信する」（286ページ） 

• 「電話モードで手動でファクスを受信する」 （287 ページ） 

• 「電話/ファクス切替モードまたは留守番電話接続モードでファクスを自動受信する」 （288 ページ） 

• r 留守録装置の使い方」 （302 ページ） 


ファクスを使用する 


284 


■ファクス受信用の用紙をセツトする 

用紙トレイ （ PSI ) または用紙トレイ （ MPF ) に用紙をセツトする方法は、印刷、ファクス、コ 
ピーいずれの場合でも同じです。ただし、ファクス受信時に使用できる用紙はレター、 A 4、 リーガ 
ルサイズのみです。 


参照： 

• 「用紙トレイ （ MPF ) に用紙をセツトする j (145 ページ) 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に用紙をセツトする」 （154 ページ） 

• 1 ■用紙のサイズと種類を設定する」 （166 ページ） 
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■ファクス専用モードでファクスを自動受信する 

プリンターは工場設定では ファクス専用 モードになっています。 

着信すると、指定時間経過後にプリンターが自動的にファクス受信動作に入り、ファクスを受信し 
ます。 

着信後にプリンターがファクス受信動作に入るまでの時間を変更する場合は、 「ファクスモード呼 
出時間」 （323 ぺージ） を参照してください。 
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■電話モードで手動でファクスを受信する 

外付け電話機の受話器を上げて〇(スタート）ボタンを押せばファクスを受信できます。 
プリンターはファクス受信を開始し、受信が完了すると待機モードに戻ります。 
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■電話/ファクス切替モードまたは留守番電話接続モードで 
ファクスを自動受信する 

電話/ファクス切替モードまたは留守番電話接続モードを使用するには、プリンター背面の八ンド 
セットコネクター （ r ) に外付け電話機を接続してください。 

電話/ファクス切替モードでは、プリンターに着信があると、電話/ファクス呼出時間で指定され 
た時間、外付け電話機が鳴り、その後自動的にファクスが受信されます。 

留守番電話接続モードでは、発信者がメッセージを残すと、留守録装置に通常通りメッセージが保 
存されます。プリンターがファクストーンを検出した場合は自動的にファクスの受信が開始されま 
す。 


補足： 

ファクスモード 呼 出時 間を設定している状態で留守録装置をオフにした場合、またはプリンターに留守録装 
置が接続されていない場合は、プリンターは所定の時間が経過すると自動的にファクス受信動作に入りま 
す。 


参照： 

• 「留守録装置の使い方」 （302 ページ) 
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■外付け電話機を使用して手動でファクスを受信する 

この機能は、外付け電話機をプリンター背面の八ンドセットコネクター （ D に接続して使用して 
いる場合に実行すると便利です。プリンターを操作することなく、外付け電話機で通話中の相手か 
らファクスを受信することができます。 

外付け電話機で電話を受けファクス！ンが聞こえた場合、外付け電話機で2桁のキーを押すか才 
ンフックをオフにして0(スタート）ボタンを押してください。 

プリンターが文書を受信します。 

2桁のキーを押す場合は、ゆっくりと順番にボタンを押してください。それでも送信元からファク 
ストーンが聞こえる場合は、もう一度2桁のキーを押してみてください。 

工場設定ではリモート受信はオフとなっています。2桁の数字は任意の数字に変更できます。コー 
ド変更の詳細については 「リモート受信トーン」 （325 ページ） を参照してください。 

補足： 

外付け電話機のダイヤル方式は DTMF に設定してください。 
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■メモリーにファクスを受信する 

こ、使用のプリンターはマルチタスキングデバイスですので、コピーや印刷をしながらファクス受信 
が可能です。コピー中、または印刷中であったり、用紙*トナー切れのときにファクスを受信する 
と、ファクスデータはメモリーに保存されます。コピ ー 、印刷が完了またはトナーカートリッジを 
交換すると、自動的にファクスの印刷が開始されます。 


ファクスを使用する 
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■ポーリング受信 

好きなときに送信元ファクス機からファクスを受信できます。 

1 ファクス ボタンを押します。 

2 ポーリング 受信を選択し、: : g : i ポタンを押します。 

3 オンを選択し、ボタンを押します。 

4 送信元のファクス番号を入力し、:::〇*)ボタンを押します。 

補足： 

送信元ファクス番号の入力方法については、 「ファクスを自動送信する」（272ページ） を参照してく 
ださい。 

少（スタート）ボタンを押します。 


291 


ファクスを使用する 


自動ダイヤル 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「短縮宛先」 （293 ぺージ） 

• 「短縮宛先の番号を登録する」 （294 ページ） 

• 「短縮宛先を使用してファクスを送信する j (295 ページ） 

• 「ファクスグループ』 （296 ぺージ） 

• 「ファクスグループを 設定す る」 （297 ページ） 

• 「ファクスグループを 編集す る」 （298 ページ） 

• 「ファクスグループを使用してファクスを送信する（マルチアドレス送信)」 （299 ページ) 


ファクスを使用する 
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■短縮宛先 

最大で99件の短縮宛先を保存できます （01 〜99)。 
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■短縮宛先の番号を登録する 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:: $) ボタンを押します。 

3 宛先表を選択し、〔ふ)ボタンを押します。 

4 短縮宛先を選択し、::ボタンを押します。 

5 01〜99の任意の短縮宛先番号を選択し、ボタンを押します。 

6 宛先名を選択し、ボタンを押します。 

7 名前を入力し、ボタンを押します。 

8 電話番号を選択し、ポタンを押します。 

9 テンキーで登録する番号を入力し、::: g ) ボタンを押します。 

番号の間にポーズを入れるには、 リダイアル/ポーズ ボタンを押します。 LCD ディスプレイに 
「_」が表示されます。 

10 設定を適用を選択し、::ボタンを押します。 

11 実行しますか？ と表示されていることを確認し、はいを選択して::ボタンを押します。 

12 続けてファクス番号を登録する場合は手順 5 〜 11 を繰り返してください。 

13 前の画面に戻るには、戻る）ポタンを押します。 

補足： 

操作パネルから短縮宛先を登録•編集する際は、宛先名には半角英数字のみ入力できます。宛先名に日本語 
を入力したい場合は 、 CentreWare Internet Services または宛先表ツールから編集してください 0 
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■ 短縮宛先を使用してファクスを送信する 

1 原稿を上側が先に入るように上向きに自動原稿送り装置にセットするか、1枚の原稿を原稿ガ 
ラスに下向きにセツトして原稿カバーを閉じます。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置に原稿をセットする」 （266 ページ） 

• 1 ■原稿ガラスに原稿をセットする」 （267 ページ） 

2 短縮宛先番号を入力するには、ファクスボタンを押してから下記のいずれかを行ってください。 
宛先を選択し、ボタンを押します。短縮宛先を選択し、: : g : i ボタンを押します。 

短縮ボタンを押します。 

3 テンキーで01〜99の短縮宛先番号を入力します。 

LCD ディスプレイに、対応する番号の登録名が一時的に表示されます。 

4 ボタンを押します。 

5 原稿に応じたファクス設定を行います。 

参照： 

• 「解像度」 （268 ページ） 

• 「濃度」 （270 ページ） 

6 少（スタート）ボタンを押します。 

7 メモリーに文書がスキャンされます。 

原稿ガラスを使用する場合は、 LCD ディスプレイに次の原稿があるかどうか確認するメッセー 
ジが表示されます。次の原稿をセットする場合ははいを、すぐにファクス送信を開始する場合 
はいいえを選択して::〇りボタンを押します。 

8 短縮宛先に登録されたファクス番号が自動的にダイヤルされます。受信側ファクス機が応答す 
ると原稿が送信されます。 

補足： 

1桁目にアスタリスク n を使用すれば複数の宛先に原稿を送信できます。例えば、「〇*」と入力すると〇1 
〜09に登録された宛先に送信できます。 
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■ファクスグループ 

複数の宛先に同じ原稿を送信することが多い場合は、宛先グループを作成できます。最大6つのグ 
ループが作成可能です。これにより、ファクスグループを使用して同じ原稿をグループ内の宛先す 
ベて に送信することができます。 

補足： 

フアクスグループを別のフアクスグループに含めることはできません。 
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■ ファクスグループを設定する 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:: $) ボタンを押します。 

3 宛先 表を選択し、:ボタンを押します。 

4 ファクス グループを選択し、:ボタンを押します。 

5 01〜06の任意のファクスグループ番号を選択し、:ボタンを押します。 

6 グループ名を選択し、ボタンを押します。 

7 名前を入力し、ボタンを押します。 

8 短縮番号を選択し、: X )ポタンを押します。 

9 短縮宛先番号を選択し、ボタンを押します。 

10 設定を適用を選択し、: $) ボタンを押します。 

11 実行しますか？ と表示されていることを確認し、はいを選択して:ボタンを押します。 

12 続けてファクスグループを登録する場合は手順5〜11を繰り返してください。 

13 前の画面に戻るには、 1 ^(戻る）ポタンを押します。 

補足： 

操作パネルからファクスグループを登録 • 編集する際は、グループ名には半角英数字のみ入力できます。グ 
ループ名に日本語を入力したい場合は 、 CentreWare Internet Services または宛先表ツールから編集し 
てください。 
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■ ファクスグループを編集する 

選択したグループから特定の短縮宛先を削除したり新しい番号を追加することができます。 

1 仕様設定 ボタンを押します。 

2 仕様 設定を選択し、: :. g ) ボタンを押します。 

3 宛先 表を選択し、:;ボタンを押します。 

4 ファクス グループを選択し、 ) ポタンを押します。 

5 編集するファクスグループ番号を選択し、 ( g ) ポタンを押します。 

6 グループの名前を変更するには： 

a グループ 名を選択し、 （ op ポタンを押します。 
b 新しい名前を入力し、:； g ) ボタンを押します。 
c 設定を 適用を選択し、:ボタンを押します。 

実行しますか？ と表示されていることを確認し、はいを選択して::〇りボタンを押します。 

7 グループ内の短縮宛先番号を変更するには： 
a 短縮番号を選択し、:::〇*)ボタンを押します。 

任意の短縮宛先を選択または選択を解除し、〔0*)ボタンを押します。 
c 設定を 適用を選択し、 （ ok) ボタンを押します。 

実行しますか？ と表示されていることを確認し、 はいを 選択して(を)ボタンを押します。 

補足： 

グループ内の短縮宛先をすべて削除してもグループ自体は削除されません。 

8 グループを削除するには： 

a C (クリア） ボタンを押します。 

b 実行します かと表示されていることを確認し、はいを選択して:ボタンを押します。 

9 他のグループの編集または新規グループの登録を行う場合は手順5〜8を繰り返します。 
10 前の画面に戻るには、戻る）ポタンを押します。 


ファクスを使用する 
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■ファクスグループを使用してファクスを送信する（マルチア 
ドレス送信） 

複数宛先への送信や予約送信にファクスグループを使用できます。 

希望の操作の手順に従ってください（予約送信については 「ファクスを時刻指定送信する」 (276 
ページ） を参照してください）。 

ひとつの操作で複数のファクスグループを使用できます。ファクスグループを選択して任意の操作 
手順を行ってください。 

プリンターが自動原稿送り装置または原稿ガラスにセツトされた原稿を自動でスキャンし、グルー 
プに含まれている番号をダイヤルします。 
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ファクスを使用する 


その他のファクス使用方法 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「親展受信の使い方」 (301 ページ） 

• 「留守録装置の使い方 j (302 ぺージ） 

• 「コンピューターのモデムの使い方」 （303 ページ) 


ファクスを使用する 
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■親展受信の使い方 

部外者に受信ファクスを閲覧されたくない場合は、親展受信を使用して親展受信をオンにすれば 
ユーザー不在時の受信データ印刷を制限することができます。親展受信では、すべての受信ファク 
スはメモリーに保存されます。モードをオフにすると保存されたファクスデータが印刷されます。 

補足： 

操作を行う前に、操作制限設定が有効に設定されていることを確認してください。 

親展受信をオンにするには： 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:: . g ) ポタンを押します。 

3 パネル操作制限で指定したパスワードを入力し、::ボタンを押します。 

4 セキュリ ティーを選択し、:: : g : i ポタンを押します。 

5 親展受信を選択し、ポタンを押します。 

6 親展受信設定を選択し、さ^ボタンを押します。 

7 有効を選択し、:ボタンを押します。 

8 待機モードに戻るには、仕様設定ボタンを押します。 

親展受信でファクスを受信すると、データがメモリーに保存されジョブ状態画面の親展受信表 
示でファクス受信が通知されます。 

補足： 

親展受信設定が有効に設定されている状態でびスワードを変更する場合は、手順1から手順5までを実 
施してください。パスワード設定を選択し、:〇«〇ボタンを押します。新しいパスワードを入力し、 fon ) ボ 
タンを押します。 

受信した文書を印刷するには： 

1 ジョブ確認ボタンを押します。 

2 親展受信を選択し、: : g ) ポタンを押します。 

3 パスワードを入力し、:ボタンを押します。 

メモリーに保存されたファクスデータが印刷されます。 

親展受信をオフにするには： 

「親展受信をオンにするには：」 (301 ページ） の手順 1 〜 6 に従って親展受信設定メニューを表 
/」、しま"^ " 〇 

2 無効を選択し、ボタンを押します。 

3 前の画面に戻るには、戻る）ポタンを押します。 
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ファクスを使用する 


■留守録装置の使い方 



上の図のように留守録装置は直接プリンターの背面に接続できます。 

プリンターを 留守番電話接続 モードに設定し 留守番電話呼出時間 設定で留守録装置が応答する 
までの時間を指定してください。 

留守録装置が応答すると、ファクス！ - _ンが検出された場合にプリンターが回線を取りファク 
ス受信を開始します。 

留守録装置がオフの場合、指定時間呼び出し音が鳴ったあとにプリンターが自動的にファクス 
受信動作に入りファクスを受信します。 

受話器を上げてファクス！ - _ンが聞こえた場合、下記を行うとプリンターがファクスを受信し 
ます。 

オンフックをオンに設定し（送信側から声またはファクス！ンが聞こえます）、〇(ス 
タート）ボタンを押して受話器を置く。 

2桁のリモート受信コードを押して受話器を置く。 


ファクスを使用する 
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■コンピューターのモデムの使い方 



ファクスまたはダイヤルアップインターネッ ト 接続にコンピューターのモデムを使用する場合は、 
上の図のようにコンピューターのモデムを直接留守録装置のついたプリンター背面に接続してくだ 
さい。 

プリンターを 留守番電話接続 モードに設定し 留守番電話呼出時間 設定で留守録装置が応答する 
までの時間を指定してください。 

コンピューターのモデムのファクス受信機能をオフにしてください。 

プリンターがファクスの送受信を行っている場合はコンピューターのモデムを使用しないでく 
ださい。 

コンピューターのモデムからファクス送信する際はモデムとファクスアプリケーションの指示 
にしたがってください。 
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音の設定を行 5 


ここには下記の項目を記載します： 

• 「スピーカーの音量」 （305 ぺージ) 
• 「呼び出し音の音量 j (306 ページ) 


ファクスを使用する 
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■スピーカーの音量 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、::こ)ボタンを押します。 

3 ファクス設定を選択し、: g ) ボタンを押します。 

4 ラインモニター音を選択し、:；^；)ボタンを押します。 
5 任意の音量を選択し、::;〇«)ポタンを押します。 

6 電源スイッチを入れ直して再起動します。 
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ファクスを使用する 


■呼び出し音の音量 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、::こ)ボタンを押します。 

3 ファクス設定を選択し、:ボタンを押します。 
4 電話呼出音を選択し、ボタンを押します。 

5 任意の音量を選択し、:ポタンを押します。 

6 電源スイッチを入れ直して再起動します。 


ファクスを使用する 


ファクス設定を行う 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「ファクス設定オプションを変更する」 （308 ページ) 
• 「利用可能なファクス設定オプション」 （309 ページ) 
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■ファクス設定オプションを変更する 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:: g ) ポタンを押します。 

3 ファクス設定を選択し、:: g ) ボタンを押します。 

4 任意のメニュー項目を選択し、ボタンを押します。 

5 任意の設定を選択するかテンキーで値を入力します。 

6 :〔〇«)ポタンを押して設定を確定します。 

7 必要に応じて、手順4〜6を繰り返します。 

8 前の画面に戻るには、 tD (戻る）ポタンを押します。 

利用可能なメニュー項目の詳細については 「利用可能なファクス設定オプション」 （309 ページ） を 

参照してください。 
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■ 利用可能なフアクス設定オプション 

ファクスのシステム設定には下記の設定オプションが使用できます。 


オプション 

内容 

受信モード 

電話 自動ファクス受信がオフになります。外付け電話機の受話器 

を上げてリモート受信コードを押し、0 ( スタート） ボタン 
を押せばファクスを受信できます。 

ファクス専用* 自動的にファクスを受信します。 

電話/ファクス切 プリンターに着信があると、 電話/ファクス呼出時 間で指定 

替 された時間、外付け電話機が鳴り、その後自動的にファクス 

が受信されます。着信がファクスではない場合は、内部ス 
ピーカーから着信が電話着信であることを示すビープ音が鳴 
ります。 

留守番電話接続 本機は留守録装置と電話回線を共有できます。このモードで 

は、プリンターはファクス信号を監視し、ファクス！ ' — ンが 
検出された場合に回線を取得します。 


ファクスモード呼 着信後にプリンターがファクス受信動作に入るまでの間隔を設定します。 

出時間 


電話/ファクス呼 外付け電話機への着信後にプリンターがファクス受信動作に入るまでの間隔を設 
出時間 定します。 


留守番電話呼出時 留守録装置への着信後にプリンターがファクス受信動作に入るまでの間隔を設定 
間 します。 


ラインモニター音 接続が行われるまで内部スピーカーからの音声で通信状況を監視するラインモニ 
ターの 音量を設定します。 


電話呼出音 

受信モードが電話/ファクス切替に 設定されているとき に 内部スピーカーから電 


話着信を知らせる呼び出し音の音量を設定します。 

回線種別 

回線種別を設定します。 

ダイヤル種別 

発信方法を設定します。 

再送信間隔 

送信試行の間隔を指定します。 

リダイヤル回数 

送信先ファクス番号が話し中の場合のリダイヤル試行回数を指定します。「0」を 
入力すると、リダイヤルは行われません。 

リダイヤル間隔 

リダイヤル試行の間隔を指定します。 

受信フイ ルター 

宛先表に登録されているファクス番号からのファクスのみを受信してその他の番 
号からのファクスを拒否するかどうかを設定します。 

リモート受信 

受話器を取ってから外付け電話機でリモート受信コードを押してファクスを受信 
するかどうかを設定します。 

リモート受信卜一 
ン 

リモート受信を開始するための2桁のリモート受信コードを指定します。 

発信元記録 

ファクスのヘッダーに発信元情報を印刷するかどうかを設定します。 

発信元名 

ファクスのヘッダーに印刷される発信元名を設定します。30文字までの半角英数 
字が使用できます。 


発信元ファクス番 ファクスのヘッダーに印刷されるプリンターのファクス番号を設定します。 

C3 


送信シート _ファクスにカバーページを添付するかどうかを設定します。 

プレフィックス利 局番ダイヤル番号を設定するかどうかを指定します。 

用 


プレフイツクス番 最長5桁の局番ダイヤル番号を設定します。すべての自動ダイヤル番号の前にこ 
号 の番号がダイヤルされます。構内自動交換機 （ PABX ) にアクセスする場合に便利 

です。 
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オプション 

内容 

用紙節約 

ページ全体が出力用紙におさまらない場合にページ下部のテキストまたは画像を 
切り捨てるかどうかを設定します。 自動縮小す るを選択すると、出力用紙におさ 
まるようファクスページが自動的に縮小されページ下部の画像やテキストは切り 
捨てられません。 

ECM 

ECM を有効化するかどうかを設定します。 ECM を使用するには、必ず受信側の 
機械も ECM に対応している必要があります。 

フック検出レベル 
調整 

外付け電話機のフック検出レベルを選択できます。 

モデムスピード 

ファクス送信または受信エラーが発生した場合にファクスモデム速度を指定しま 
す。 

通信管理レポート 

ファクス送受信50件ごとに通信管理レポートを自動で印刷するかどうかを設定し 
ます。 

送信レポート 

ファクス送信ごと、またはエラー発生時に送信レポートを印刷するかどうかを設 
定します。 

ファクス同報レ 
ポート 

複数の宛先へのファクス送信ごと、またはエラー発生時にファクス同報レポート 
を印刷するかどうかを設定します。 


•プレフィックス利用 

補足： 

プレフィックス利用は、 外部回線番号にファクス送信する環境のみをサボートします。 プレフィックス利用 
を使用するには、操作パネルから下記のことを行う必要があります。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、ボタンを押します。 

3 ファクス 設定を選択し、:；;〇*)ボタンを押します。 

4 回線種別を選択し、ポタンを押します。 

5 内線を選択し、ボタンを押します。 

6 ^(戻る）ポタンを押して前のメニューに戻ります。 

7 プレフィックス 利用を選択し、（〇*)ボタンを押します。 

8 オンを選択し、^)ポタンを押します。 

9 <3( 戻る）ポタンを押して前のメニューに戻ります。 

10 プレフィックス 番号を選択し、:〔〇*)ボタンを押します。 

11 〇〜9までの半角数字、「*」、「#」で局番を5桁以内で入力します。 

12 LCD ディスプレイに表示されている局番ダイヤル番号が正しければ:；;〇*)ボタンを押します。 

13 電源スイッチを入れ直して再起動します。 
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設定オプションを変更する 

ファクス設定のオフションは、最も頻繁に使用する値をデフォルトとして設定できます。 
お好みのデフォルト設定を作成するには： 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 初期値設定を選択し、ボタンを押します。 

3 ファクスの初期値設定を選択し、ボタンを押します。 

4 任意のメニュー項目を選択し、:〔〇*)ボタンを押します。 

5 任意の設定を選択するかテンキーで値を入力し、〔〇*)ポタンを押します。 

6 必要に応じて手順4と手順5を繰り返します。 

7 前の画面に戻るには、戻る）ボタンを押します。 
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レポートを印刷する 


以下のレポートはファクスを使用する際に役立ちます： 

• 通信管理レポート 

このレポートには、最近50件のファクス送受信情報が記載されます。 

プロ ト コル モニター 

このレポートには、最後にファクス送信したときのプロトコルの状態が記載されます。 

• 送信レポート 

このレポートには、ファクスジヨブの詳細が記載されます。 

ファクス同報 レポー ト 

このレポートには、ファクスを複数宛先に送信した際の全宛先と各宛先の送信結果が記載され 
ます。 


補足： 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 

レポートまたはリストを印刷するには： 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 レポート/リストを選択し、ボタンを押します。 

3 印刷するレポートまたはリストを選択して:； §) ボタンを押します。 

選択したレポートまたはリストが印刷されます。 

補足： 

送信レポート、ファクス同報レポートは上記の手順で手動印刷することはできません。これらはファクス 
ジョブ完了後に設定に従って印刷されます。これらの印刷設定の詳細については、 「送信レポート」 (327 
ページ） または 「ファクス同報レポート」 （328 ページ） を参照してください。 
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9 

操作パネルメニューとテンキーの使い方 


本章には下記の項目を記載します： 

• 「プリンターメニューについて j (314ページ） 

• 「パネル操作制限機能』 （352 ぺージ） 

• 「プリンターの操作を制限する j (355 ページ） 

• 「節電モードの移行時間を設定する」 （356 ページ) 
• 「工場設定にリセットする」 （357 ページ） 

• 「テン キーの 使い方 j (358 ぺージ） 
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操作パネルメニューとテンキーの使い方 


プリンターメニューについて 

管理者ではないユーザーは、仕様設定メニューへのアクセスが制限されることがあります。これに 
より、権限のないユーザーが不注意で操作パネルを使用して管理者が設定したデフォルトのメ 
ニュー設定を変更してしまうという事態が防止されます。ただし、プリンタードライバーを使用し 
て個別のプリントジョブの設定を変更することは可能です。プリンタードライバーから選択した印 
刷設定は、操作パネルから選択したデフオルトのメニュー設定に優先します。 


操作パネルメニューとテンキーの使い方 
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■ レポート/リスト 

レポート/リストから 様々なレポ ート および一覧を印刷できます。 

補足： 

操作制限設定が有効に設定されている場合、レポ ート/ リス ト メニューに入る際にパスワードが求められま 
す。この場合は、指定したパスワードを入力して foii ) ボタンを押してください。 

レポート/リストは、英語で印刷されます。 

システム設定リスト 

目的： 

プリンター名、シリアル番号、印刷枚数、ネットワーク設定などの情報の一覧を印刷する。 

パネル設定リスト 

目的： 

操作パネルメニューのすべての設定の詳細な一覧を印刷する。 

ジョブ履歴レポート 

目的： 

処理されたジョブの詳細な一覧を印刷する。一覧には最新の50件のジョブが記載されます。 

エラー履歴レポート 

目的： 

紙づまりや重大なエラーの詳細な一覧を印刷する。 

プロトコルモニター 

目的： 

モニターされたプロトコルの詳細な一覧を印刷する。 

通信管理レポート 

目的： 

最近送受信したファクスのレポートを印刷する。 
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■メーター確認 

印刷したページ数の合計を確認するには、メーター確認を使用します。 
値： 


メーター 1 

カラー印刷の合計枚数を表示します。 

メーター 2 

モノクロ印刷の合計枚数を表示します。 

メーター 3 

通常は使用しません。 

メーター 4 

カラー印刷とモノクロ印刷の合計枚数を表示します（メーター 1 + 
メーター 2)。 


操作パネルメニューとテンキーの使い方 
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■仕様設定 

各種プリンター機能の設定には仕様設定を使用します。 

補足： 

操作制限設定 が 有効 に設定されている場合、 仕様設定 メニューに入る際にパスワードが求められます。この 
場合は、指定したパスワードを入力して foK ) ボタンを押してください。 

宛先表 

宛先表 メニューを使用して短縮宛先およびファクスグループの設定を行います。 

參短縮宛先 

目的： 

最大で99件の短縮宛先を保存する。 

補足： 

最初の8件のエントリーが操作パネルのワンタッチボタンに割り当てられます。 

参照： 

• 「短縮宛先の番号を登録する」 （294 ページ） 

參ファクスグループ 

目的： 

ファクス送信先の グループを 作成し2桁の グループ 番号に登録する。最大6つのファクス グループ 
が登録可能です。 

参照： 

• 「ファクスグループを 設定す る」 （297ページ） 

ネットワーク設定 

ネットワークからプリンターに送信したジョブに関わるプリンター設定の変更は、ネットワーク設 
定メニューから行います。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 
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• Ethernet 設定 

目的： 

イーサネットの通信速度および二重設定を指定する。この変更はプリンターの再起動後に有効にな 
ります。 

値： 


自動* 

自動的にイーサネツト設定を検出します。 

10 BASE-T 半二重 

1 OBASE-T 半二重を使用します。 

10 BASE-T 全二重 

1 OBASE-T 全二重を使用します。 

100 BASE-TX 半二重 

1 OOBASE-TX 半二重を使用します。 

100 BASE-TX 全二重 

1 OOBASE-TX 全二重を使用します。 


補足： 

この項目は、プリンターが有線ネットワークに接続されている場合にのみ表示されます。 

參無線状態 

目的： 

ワイヤレス信号強度についての情報を表示する。ワイヤレス接続の状態を改善するための変更を操 
作パネルで行うことはできません。 

値： 


通信可能（強） 

信号強度が良好であることを示します。 

通信可能（中） 

信号強度が良好ではありませんが、通信が確立できる状態であるこ 
とを示します。 

通信可能 （弱） 

最低限の信号強度があることを示します。 

通信不能 

信号が受信されていないことを示します。 


補足： 

この項目は、プリンターがワイヤレスネットワークに接続されている場合にのみ表示されます。 
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•無線 LAN 設定 

目的： 

ワイヤレスネットワークインターフェイスを設定する。 
値： 


319 


操作パネルメニューとテンキーの使い方 



手動設定 SSID ワイヤレスネットワークを識別する名前を指定します。32文字まで 

の半角英数字が使用できます。_ 

Infrastructure ワイヤレスルーターなどのアクセスポイントからワイヤレス設定を 
行う際に選択します。_ 

使用しない 使用しないは、 WEP 、 WPA - PSK - TKIP 、 WPA - 

PSK - AES 、 WPA 2- PSK - AES からセキュリティ 
方法を選択せずにワイヤレス設定を行う際に指定 
します。___ 

WEP (64 Bit ) ワイヤレスネットワークから使用する WEP 64 bit 

キーを指定します。10文字の16進数を入力して 
ください。_ 

Transmit キー WEP Key 1 、 WEP Key 2、 

WEP Key 3 、 WEP Key 4 から 

送信キーを指定します。_ 

WEP (128 Bit ) ワイヤレスネットワークから使用する WEP 

1 28 bit キーを指定します。26文字の16進数を 
入力してください。_ 

Transmit キー WEP Key 1 ' WEP Key 2、 

WEP Key 3 、 WEP Key 4 から 

送信キーを指定します。_ 

WPA - PSK - WPA - PSK - TKIP のセキュリティ方法を使用して 

TKIP _ワイヤレス設定を行う際に選択します。 _ 

パスフレーズ 暗号化方式に WPA - PSK-TKIP 

の入力 が選択されている場合のみ、8 

文字から63文字の半角英数字の 
_パスフレーズを指定します。_ 

WPA - PSK - WPA - PSK - AES のセキュリティ方法を使用して 

AES _ワイヤレス設定を行う際に選択します。 _ 

パスフレーズ 暗号化方式に WPA - PSK-AES 

の入力 が選択されている場合のみ、8 

文字から63文字の半角英数字の 
_パスフレーズを指定します。 

WPA 2- PSK - WPA 2- PSK - AES のセキュリティ方法を使用し 

AES てワイヤレス設定-行う際に選択します。 _ 

パスフレーズ 暗号化方式に WPA 2- PSK-AES 

の入力 が選択されている場合のみ、8 

文字から63文字の半角英数字の 
_パスフレーズを指定します。_ 

Ad-hoc ワイヤレスルーターなどのアクセスポイントを使用せずにワイヤレ 

ス設定を行う際に選択します。_ 

使用しない 使用しないは、 WEP からセキュリティ方法を選 

択せずにワイヤレス設定を行う際に指定します。 

WEP (64 Bit ) ワイヤレスネットワークから使用する WEP 64 bit 

キーを指定します。10文字の16進数を入力して 
ください。_ 

Transmit キー WEP Key 1 、 WEP Key 2、 

WEP Key 3 、 WEP Key 4 から 

送信キーを指亨します。_ 

WEP (128 Bit ) ワイヤレスネットワークから使用する WEP 

1 28 bit キーを指定します。26文字の16進数を 
入力してください。_ 

Transmit キー WEP Key 1 、 WEP Key 2、 

WEP Key 3 、 WEP Key 4 から 

送信キーを指定します。_ 


操作パネルメニューとテンキーの使い方 I 320 





WPS 設定 プッシュボタ プッシュボタ いいえ* WPS-PBC のセキュリティ方法 

ン ン設定開始 を無効化します。 


はい WPS-PBC のセキュリティ方法 

を使用してワイヤレス設定を行 
います。 


PIN コード PIN コード 設 自動的にプリンターに割り当てられた PIN コード 

定開始 を使用してワイヤレス設定を行います。 


PIN コードプ PIN コードを印刷します。コンピューターに PIN 

リント コードを入力するときに確認してください。 


補足： 

この項目は、プリンターがワイヤレスネットワークに接続されている場合にのみ表示されます。 

•無線 LAN 設定リセット 

目的： 

ワイヤレスネットワーク設定を初期化する。この機能を実行してプリンターを再起動すると、すべ 
てのワイヤレスネットワーク設定が工場設定にリセットされます。 

値： 


いいえ* 

ワイヤレス設定をリセツトしません。 

はい 

ワイヤレス設定をリセツトします。 


補足： 

この項目は、プリンターがワイヤレスネットワークに接続されている場合にのみ表示されます。 

• TCP/IP 

目的： 

TCP/IP 設定を行う。この変更はプリンターの再起動後に有効になります。 

値： 


IP 動作モード 

デュアルスタック* 

IPv4 と IPv6 の両方を使用して IP アドレスを設定 
します。 


IPv 4 


IPv4 を使用して IP アドレスを設定します。 

IPv 4 

アドレス取得 
方法 

DHCP/Autol 

D* 

自動的に IP アドレスを設定します。 



BOOTP 

BOOTP を使用して IP アドレスを設定します。 



RARP 

RARP を使用して IP アドレスを設定します。 



DHCP 

DHCP を使用して IP アドレスを設定します。 



パネル 

操作パネルで入力した IP アドレスを有効化しま 
す。 


IP アドレス 


プリンターに割り当てられる IP アドレスを手動で 
設定します。 


サブネットマスク 

手動でサブネットマスクを設定します。 


ゲー トウェイアドレス 

手動でゲートウェイアドレスを設定します。 


補足： 

IPv6 設定を行うには、 CentreWare Internet Services を使用してください 0 
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♦プロトコル 

目的： 

各プロトコルを有効化または無効化する。この変更はプリンターの再起動後に有効になります。 
値： 


LPD 

無効 

Line Printer Daemon ( LPD ) ポートを無効化します 0 


有効# 

LPD ポートを有効化します。 

Port 9100 

無効 

Port 9100 ポートを無効化します。 


有効# 

Port 9100 ポートを有効化します。 

WSD 

無効 

WSD ポートを無効化します。 


有効# 

WSD ポートを有効化します。 

SNMP 

無効 

簡易ネットヮーク管理プロトコル ( SNMP ) UDP ポートを 
無効化します。 


有効# 

SNMP UDP ポートを有効化します。 

エラーメ _ ル通知 

無効 

エラーメール通知機能を無効化します。 


有効* 

エラーメール通知機能を有効化します。 

Internet 

Services 

無効 

プリンター内蔵の CentreWare Internet Services への ア 
クセスを無効化します。 


有効# 

プリンター内蔵の CentreWare Internet Services への ア 
クセスを有効化します。 

LLTD 

無効 

LLTD を無効化します。 


有効* 

LLTD を有効化します。 

Bonjour ( mDNS ) 

無効 

Bonjour ( mDNS ) を無効化します。 


有効# 

Bonjour ( mDNS ) を有効化します。 


補足： 

WSD は、 Web Services on Devices の略称です。 

參 NV メモリー初期化 

目的： 

不揮発性メモリー （ NVM ) に保存されている有線ネットワークデータを初期化する。この機能を実 
行してプリンターを再起動すると、すべての有線ネットワーク設定が工場設定にリセットされます。 

値： 


はい 

NVM に保存されている有線ネットワークデータを初期化します。 

いいえ* 

NVM に保存されている有線ネットワークデータを初期化しません。 


ファクス設定 

基本ファクス機能の設定には ファクス設定 メニューを使用します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 
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•受信モード 

目的： 

デフオルトのファクス受信モードを選択する。 
値： 


電話 

自動ファクス受信がオフになります。外付け電話機の受話器を上げ 
てリモート受信コードを押し、0 (スタート） ボタンを押せばファク 
スを受信できます。 

ファクス専用* 

自動的にファクスを受信します。 

電話/ファクス切替 

プリンターに着信があると、 電話/ファクス呼出時 間で指定された 
時間外付け電話機が鳴り、その後自動的にファクスが受信されます。 
着信がファクスではない場合は、内部スピーカーから着信が電話着 
信であることを示すビープ音が鳴ります。 

留守番電話接続 

本機は留守録装置と電話回線を共有できます。このモードでは、プ 
リンターはファクス信号を監視し、ファクス！ ' — ンが検出された場 
合に回線を取得します。 


參ファクスモード呼出時間 

目的： 

着信後にプリンターがファクス受信動作に入るまでの間隔を設定する。この間隔は〇〜255秒の範 
囲で指定できます。デフォルト設定は0秒です。 

•電話/ファクス呼出時間 

目的： 

外付け電話機への着信後にプリンターがファクス受信動作に入るまでの間隔を設定する。この間隔 
は〇〜255秒の範囲で指定できます。デフォルト設定は6秒です。 

參留守番電話呼出時間 

目的： 

留守録装置への着信後にプリンターがファクス受信動作に入るまでの間隔を設定する。この間隔は 
〇〜255秒の範囲で指定できます。デフォルト設定は21秒です。 

參ライン モニター 音 

目的： 

接続が行われるまで内部スピーカーからの音声で送信状況を監視するラインモニターの音量を設定 
する。 

値： 


オフ 

ラインモニターの音量をオフにします。 

小 

ラインモニターの音量を設定します。 

中* 

大 
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•電話呼出音 

目的： 

受信 モードが電話/ファクス 切替に設定されているときに内部スピーカーから電話着信を知らせる 
呼び出し音の音量を設定する。 

値： 

-オフ_呼び出し音の音量をオフにします。_ 

小 呼び出し音の音量を設定します。 

中 

太* 


•回線種別 

目的： 

回線種別を設定する。 
値： 


公衆回線# 

回線種別を公衆回線に設定します。 

内線 

回線種別を内線に設定します。 


•ダイヤル種別 

目的： 

発信方法を設定する。 
値： 


プッシュ*_発信方法をプッシュに設定します0 _ 

ダイヤ 4(10 PPS ) 発信方法をダイヤルポーズ （1 秒当たり 10 パルス）に設定します。 

ダイヤノ I (20 PPS ) 発信方法をダイヤルポーズ （1 秒当たり 20 パルス）に設定します。 


參再送信間隔 

目的： 

送信試行の間隔を3〜255秒の範囲で指定する。デフォルト設定は8秒です。 

•リダイヤル回数 

目的： 

送信先ファクス番号が話し中の場合のリダイヤル試行回数を〇〜9の範囲で指定する。「0」を入力 
すると、リダイヤルは行われません。デフォルト設定は「3」です。 

•リダイヤル間隔 

目的： 

リダイヤル試行の間隔を1〜15分の範囲で指定する。デフォルト設定は1分です。 


操作パネルメニューとテンキーの使い方 


324 






•受信フィルター 

目的： 

宛先表に登録されているファクス番号からのファクスのみを受信してその他の番号からのファクス 
を拒否する。 

値： 


オフ* 

不明な番号からのファクスを拒否しません。 

オン 

不明な番号からのファクスを拒否します。 

補足： 

受信フイルターを使用する前に、 

必ず宛先表に受信するファクス番号を登録してください。 

參リ モート 受信 

目的： 

受話器を取ってから外付け電話機でリモート受信コードを押してファクスを受信する。 

値： 

オフ* 

外付け電話機でリモート受信コードを押してファクスを受信しませ 
ん〇 

オン 

外付け電話機でリモート受信コードを押してファクスを受信します。 


•リモート受信!-ーン 

目的： 

リモート受信を開始するための2桁のリモート受信コードを指定する。 


參発信元記録 

目的： 

ファクスのヘッダーに発信元情報を印刷する。 
値： 


オフ 

ファクスのヘッダーに発信元情報を印刷しません。 

オン* 

ファクスのヘッダーに発信元情報を印刷します。 


•発信元名 

目的： 

ファクスのヘッダーに印刷される発信元名を設定する。30文字までの半角英数字が使用できます。 

•発信元ファクス番号 

目的： 

ファクスのヘッダーに印刷されるプリンターのファクス番号を設定する。 
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•送信シート 

目的： 

ファクスにカバーベージを添付するかどうかを設定する。 
値： 


オフ* 

ファクスにカバーページを添付しません。 

オン 

ファクスにカバーぺージを添付します。 


•プレフィックス利用 

目的： 

局番ダイヤル番号を設定するかどうかを選択する。 
値： 


オフ* 

局番ダイヤル番号を設定しません。 

オン 

局番ダイヤル番号を設定します。 


•プレフィックス番号 

目的： 

最長5桁の局番ダイヤル番号を設定する。すべての自動ダイヤル番号の前にこの番号がダイヤルさ 
れます。構内自動交換機 （ PABX ) にアクセスする場合に便利です。 

•用紙節約 

目的： 

ベージ全体が出力用紙におさまらない場合にページ下部のテキストまたは画像を切り捨てるかどう 
かを設定する。 

値： 


オフ 

ページ下部の余剰部分を切り捨てずに印刷します。 

オン 

ページ下部の余剰部分を切り捨てます。 

自動縮小する* 

出力用紙におさまるようページを自動縮します。 


• ECM 

目的： 

エラー補正モード ( ECM ) を有効化するかどうかを設定する。 ECM を使用するには、必ず受信側 
の機械も ECM に対応している必要があります。 

値： 


オフ 

ECM を無効化します。 

オン* 

ECM を有効化します。 
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•フック検出レベル調整 

目的： 

外付け電話機のフック検出レベルを選択する。 
値： 


低 

中* 

高 


參モデムスピード 

目的： 

ファクス送信または受信エラーが発生した場合にファクスモデム速度を指定する。 

値： 

2.4 Kbps 
4.8 Kbps 

9.6 Kbps 

1 4.4 Kbps _ 

33.6 Kbps * _ 

•通信管理レポート 

目的： 

フアクス送受信50件ごとに通信管理レポートを自動で印刷するかどうかを設定する。 
値： 


自動プリント* 

ファクス送受信50件ごとに通信管理レポートを自動で印刷します。 

プリントしない 

通信管理レポートを自動で印刷しません。 


•送信レポート 

目的： 

ファクス送信ごと、またはエラー発生時に送信レポートを印刷するかどうかを設定する。 
値： 


外付け電話機のフック検出レベルを低にします。 
外付け^:話機のフック検出レベルを中にします。 
外付け電話機のフック検出レベルを高にします。 


常にプリント 

フアクス送信後に毎回送信レポートを印刷します。 

エラー 時にプリント* 

エラー発生時にのみ送信レポートを印刷します。 

プリントしない 

フアクス送信後に送信レポートを印刷しません。 
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•ファクス同報レポート 

目的： 

複数の宛先へのファクス送信ごと、またはエラー発生時にファクス同報レポートを印刷するかどう 
かを設定する。 

値： 


常にプリント* 

ファクス送信後に毎回ファクス同報レポートを印刷します。 

エラー 時にプリント 

エラー発生時にのみファクス同報レポートを印刷します。 

プリントしない 

複数の宛先へのファクス送信後にファクス同報レポートを印刷しま 
せん。 


システム設定 

各種プリンター機能の設定には システム設定 メニューを使用します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

參節電移行時間 

目的： 

節電モードへ移行する時間を指定する。 

値： 


低電カタイマー 

5分* 

ジョプ完了後にプリンターが低電カモードに入るまでの時間 


5-30 分 

を指定します。 

スリープタイマー 

6分* 

低電カモードに入ってからスリープモードに入るまでの時間 


1-6分 

を指定します。 


ジョブ完了の5分後にプリンターを低電カモードにするには、 低電カ タイマーに 5 を入力します。 
これにより電力消費は少なくなりますが、プリンターのウォームアツプ時間は長くなります。プリ 
ンターが部屋の照明と電源回路を共有しており、照明のちらつきがある場合は 5 を入力してくださ 
い。 

常時プリンターを使用する場合は大きな値を選択してください。これにより、ほとんどの場合、最 
小のウォームアツプ時間でプリンターを利用できます。節電とウォームアツプ時間のバランスを取 
りたい場合は、低電カモードの値を5〜30の間に設定してください。 

コンピューターからデータを受信すると、プリンターは自動的に節電モードから待機モードに戻り 
ます。低電カモードでは、操作パネルのどのボタンを押した場合にもプリンターは待機モードに戻 
ります。スリープモードでは、節電®ボタンを押せばプリンターは待機モードに戻ります。 
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•オートリセット 

目的： 

指定した期間に設定を指定しなかった場合にコピー、スキャン、またはファクスの設定を自動的に 
工場出荷時設定にリセットし待機モードに戻る。 

値： 

45秒* 

1分 
2分 
3分 
4分 

•エラータイムアウト 

目的： 

異常停止したジョブが中止されるまでの時間を指定する。タイムアウトするとプリンターはジョブ 
を中止します。 

値： 


オフ 


エラータイムアウトを無効化します。 

オン 

60秒* 

3-300 秒 

異常停止したジョブが中止されるまでの時間を指定します。 


•ジョブタイムアウト 

目的： 

コンピューターからデータを受信するまでプリンターが待機する時間を指定する。タイムアウトす 
るとプリンターはジョブを中止します。 

値： 


オフ 


ジョブタイムアウトを無効化します。 

オン 

30秒* 

コンピューターからデータを受信するまでプリンターが待機 


5-300 秒 

する時間を指定します。 
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•時刻設定 

目的： 

プリンタ—の日時、タイムゾーンを設定する。 
値： 


日付設定 

現在の日付を指定します。 

時刻設定 

現在の時刻を指定します。 

日付書式 

yy / mm / dd * 

日付表示形式を指定します。 


mm / dd/yy 



dd / mm/yy 


時刻書式 

12 H * 

時刻表示形式を指定します。 


24 H 


タイムゾーン 

タイムゾーンを指定します。 


•報知音 

目的： 

稼働時または警告メッセージが表示されたときにプリンターから発される報知音の設定を行う。 
値： 


パネル操作音 

オフ* 

操作パネルの入力が正しいと報知音を発しません。 


小 

操作パネルの入力が正しいと指定されたボリュームで報知音 


中 

" を発します。 


大 


パネル警告音 

オフ* 

操作パネルの入力を誤っている場合でも報知音を発しませ 
ん〇 


小 

操作ノ 又ネルの入力 が誤っていると指定されたボリュームで報 


中 

知音を発します。 


大 


オートリセツト通 
知音 

オフ* 

プリンターがオートクリアを実行する前に報知音を発しませ 
ん〇 


小 

プリンターがオートクリアを実行する前に指定されたボ 


中 

リュームで5秒間報知音を発します。 


大 


ジョブ終了音 

オフ 

ジョブ完了時に報知音を発しません。 


小 

ジョプが完了すると指定されたボリュームで報知音を発しま 


中* 

す0 


大 


異常警告音 

オフ 

問題が発生した場合でも報知音を発しません。 


小 

問題が発生すると指定されたボリュームで報知音を発しま 


中* 

す0 


大 
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用紙切れ警告音 オフ_プリンターが用紙切れの場合でも報知音を発しません。_ 

/JV プリンターが用紙切れになると指定されたボリュー厶で報知 

中* 音を発し汞す。 

_大_ 

すべての音 オフ_すべての報知音を無効化します。_ 

小_すべての報知音のボリュームを一度に設定します。 

中_ 

大 


• mm / inch 

目的： 

操作パネルに表示される数値の単位を指定する。 
値： 


ミリ ( mm )* _デフオルトの単位を指定します。 

インチ （) 


參トナー残少警告メッセージ 

目的： 

トナー残量が少なくなったときに警告メッセージを表示するかどうかを指定する。 
値： 


オフ 

トナー残量が少なくなったときに警告メッセージを表示しません。 

オン* 

トナー残量が少なくなったときに警告メッセージを表示します。 


メンテナンス 

不揮発性メモリー （ NVM ) の初期化、用紙種類の調整、セキュリティー設定にはメンテナンスメ 
ニューを使用します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

參フ アーム ウェア ver 

目的： 

コントローラーのパージョンを表示する。 
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•用紙種類調整 

目的： 

用紙種類を調整する。 
値： 


普通紙 

薄め* 


厚め 

ラベル紙 

薄め* 


厚め 


♦ BTR 電圧調整 

目的： 

転写口ール ( BTR ) の最適な印刷電圧設定を指定する。電圧を下げるにはマイナスの値を、上げる 
にはプラスの値を設定します。 

工場設定は必ずしもすべての用紙種類について最適な出力結果を生みません。出力した印刷に斑紋 
が見られた場合は電圧を上げ、白点がある場合は電圧を下げてみてください。 

補足： 

印刷品質はここで選択した値によって変化します。 

値： 


普通紙 

0* 

-3 -+3 

上質紙 

0* 


-3 -+3 

厚紙 

0* 


-3 -+3 

コー ト紙1 

0* 


-3 -+3 

コー ト紙2 

0* 


-3 -+3 

ラベル紙 

0* 


-3 -+3 

再生紙 

0* 


-3 -+3 

封筒 

0* 


-3 -+3 

郵便はがき 

0* 


-3 -+3 


操作パネルメニューとテンキーの使い方 I 332 


























•定着温度調整 

目的： 

定着装置の最適な印刷温度設定を指定する。温度を下げるにはマイナスの値を、上げるにはプラス 
の値を設定します。 

工場設定は必ずしもすべての用紙種類について最適な出力結果を生みません。印刷した紙が力ール 
している場合は温度を下げ、紙に正しくトナーが定着していない場合は温度を上げてください。 

補足： 

印刷品質はここで選択した値によって変化します。 

値： 


普通紙 

0* 


-3 -+3 

上質紙 

0* 


-3 -+3 

厚紙 

0* 


-3 -+3 

コー ト紙1 

0* 


-3 -+3 

コー ト紙2 

0* 


-3 -+3 

ラベル紙 

0* 


-3 -+3 

再生紙 

0* 


-3 -+3 

封筒 

0* 


-3 -+3 

郵便はがき 

0* 


-3 -+3 

參自動レジ調整 


目的： 


カラーレジスト レー 

シヨンを自動的に調整するかどうかを指定する。 

値： 


オフ 

カラーレジストレーシヨンを自動で調整しません。 

オン* 

カラーレジストレーシヨンを自動で調整します。 
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•カラーレジ補正 

目的： 

カラーレジストレーシヨンを自動で調整する。 

カラーレジストレーシヨンは、プリンターの初期セツトアップ時またはプリンターの設置場所変更 
時に行う必要があります。 

値： 


自動調整 はい カラーレジストレーシヨンを自動で補正します。_ 

いいえ* カラーレジストレーシヨンを自動で補正しません。 


•現像器クリーニング 

目的： 

デベロッパーモーターを回転させ、トナーカートリッジのトナーを動かす。 
値： 


はい 

新しいトナーカートリツジのトナーを動かします。 

いいえ* 

新しいトナーカートリツジのトナーを動かしません。 


•トナー帯電除去 

目的： 

寿命に達する前に交換する必要がある場合にトナーカートリツジを使い切る、または新しいトナー 
力ートリツジのトナーを動かす。 

値： 


イェロー （ Y ) 

はい 

イエローのトナーカートリッジのトナーを清掃します。 


いいえ* 

イエローのトナーカートリッジのトナーを清掃しません。 

マゼンタ （ M ) 

はい 

マゼンタのトナーカートリッジのトナーを清掃します。 


いいえ* 

マゼンタのトナーカートリッジのトナーを清掃しません。 

シアン （ C ) 

はい 

シアンのトナーカートリッジのトナーを清掃します。 


いいえ* 

シアンのトナーカートリッジのトナーを清掃しません。 

ブラック （ K ) 

はい 

ブラックのトナーカートリッジのトナーを清掃します。 


いいえ* 

ブラックのトナーカートリッジのトナーを清掃しません。 


• BTR リフレッシュモード 

目的： 

用紙の力ールや剥離放電への対策を実行するかどうかを指定する。 
値： 


オフ* 

用紙の力ールや剥離放電への対策を自動で実行しません。 

オン 

用紙の力ールや剥離放電への対策を自動で実行します。 
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♦ NV メモリー初期化 

目的： 

システム設定の NVM 、 ファクスの宛先表データ、電子メールの宛先表データを初期化する。この 
機能を実行してプリンターを再起動すると、ネットワークの設定を除くすべてのメニュー設定また 
はデータが工場設定にリセットされます。 

参照： 

• 「工場設定にリセットする」 （357 ページ） 

値： 


ユーザー 情報 （ 

はい 

宛先表のファクス番号エントリーを初期化します。 

フアクス） 

いいえ* 

宛先表のファクス番号エントリーを初期化しません。 

ユーザー 情報（ス 
キヤン） 

はい 

宛先表の電子メールおよびサーバーアドレスのエントリーを 
初期化します。 


いいえ* 

宛先表の電子メールおよびサーバーアドレスのエントリーを 
初期化しません。 

システムパラメ ー 

はい 

システム設定を初期化します。 

ター 

いいえ* 

システム設定を初期化しません。 


♦カスタムモード 

目的： 

非純正トナーカートリッジを使用する場合に設定する。（品質を保証するものではありません。） 

補足： 

非純正のトナーカートリッジを使用すると、一部のプリンター機能が使用できなくなり、印刷品質、プリン 
ターの信頼性が低下する可能性があります。弊社は本機に新品の弊社製トナーカートリッジのみを使用する 
ことを推奨します。弊社は、非純正のトナーカートリッジを使用した結果生じたいかなる問題に対しても保 
証を行いません。 

非純正トナーカートリツジをご使用になる前には、必ずプリンターを再起動してください。 

値： 


オフ* 

非純正トナーカートリッジを使用しない場合に選択します。 

オン 

非純正トナーカートリッジを使用する場合に選択します。 


參高度補正 

目的： 

プリンター設置場所の高度を指定する。 

感光体帯電の際の放電現象は気圧によって異なります。プリンターの使用場所の高度を指定するこ 
とによって調整が行われます。 

補足： 

誤った高度調整設定を行うと、印刷品質の低下やトナー残量表示異常の原因となります。 

値： 


Om * _ プリンター設置場所の高度を指定します。 

1000 m 

2000 m 

3000 m 
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セキュリティー 

パスワードを設定してメニューへのアクセスを制限するにはセキュリティーを使用します。これに 
より、不注意による設定変更が防止されます。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

參パネル操作制限 

目的： 

パスワードによって仕様設定およびレポート/リストへのアクセスを制限する。 

参照： 

• 「パネル操作制限機能」 （352 ページ） 

補足： 

サービス制限のすべての項目を使用許可に、親展受信設定を無効に設定している場合操作制限設定に無効を 
選択できます。 

値： 


操作制限設定 

無効 s 

パスワードによって仕様設定およびレポート/リストへのア 
クセスを制限しません。 


有効 

パスワードによって仕様設定およびレポート/リストへのア 
クセスを制限します。 

パスワード設定 

0000 -9999 

仕様設定およびレポート/リストにアクセスするためのパス 
ワードを設定または変更します。 


參サービス 制限 

目的： 

各サービスを有効化するか、サービスの使用にパスワードを要求するかを指定し、パスワードを設 
定または変更する。 

参照： 

• 「プリンターの操作を制限する」（ 355 ページ） 

補足： 

サービス制限の項目には、操作制限設定が有効に設定されている場合にしかアクセスできません。 

値： 


コピー 

使用許可# 

コピーサービスを有効化します。 


使用禁止 

コピーサービスを無効化します。 


パスワード 

コピーサービスを有効化しますが、パスワードは要求しま 
す。 


バスワード（力 
ラー) 

コピーサービスをカラーモードで有効化しますが、パスワー 
ドは要求します。 

フアクス 

使用許可* 

ファクスサービスを有効化します。 


使用禁止 

ファクスサービスを無効化します（プリンターはファクスを 
送受信しません)。 


パスワード 

ファクスサービスを有効化しますが、ファクス送信にパス 
ワードを要求します（ファクス受信にはパスワード不要)。 
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スキャナー 

使用許可 t 

スキャナーサービスを有効化します。 


使用禁止 

スキャナーサービスを無効化します。 


パスワード 

スキャナーサービスを有効化しますが、パスワードは要求し 
ます。 

パスワード設定 

0000 -9999 

コピー、ファクス、スキャナーのサービスを使用するのに 
必要なノ《スワードを設定または変更します。 


•親展受信 

目的： 

受信ファクスの印刷にパスワードを要求するかどうかを設定し、パスワードを設定または変更する。 
親展受信設定を有効に設定している場合、受信したファクスは保存され操作パネルで正しいパス 
ワードが入力されると印刷されます。 

補足： 

親展受信の項目には、操作制限設定が有効に設定されている場合にしかアクセスできません。 

値： 


親展受信設定 

無効 s 

受信ファクスの印刷にパスワードを要求しません。 


有効 

受信ファクスの印刷にパスワードを要求します。 

パスワード設定 

0000 -9999 

受信ファクスを印刷するためのパスワードを設定または変更 
します。 


スキャナー （ メール送信） 

スキャナー（メール 送信）メニューを使用して送信元を編集します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

參送信元編集 

目的： 

送信元の編集を有効化または無効化する。 

値： 


無効 

送信元の編集を無効化します。 

有効# 

送信元の編集を有効化します。 


USB 設定 

USB コネクターに関わるプリンター設定を変更するには、 USB 設定を使用します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 
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•ポート起動 

目的： 

USB インターフェイスを有効化または無効化する。 
値： 


無効 

USB インターフェイスを無効化します。 

有効* 

USB インターフェイスを有効化します。 
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■初期値設定 

初期値設定メニューを使用してプリンターのデフオルトのコピー、スキヤン、ファクス設定を行い 
ます。 

コピーの 初期値設定 

コピーの 初期値設定メニューを使用してさまさまなコピー機能を設定します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

♦カラーモード 

目的： 

カラーと白黒のどちらでコピーを行うかを設定する。 

値： 


白黒 

白黒モードで印刷します。 

カラー* 

カラーモードで印刷します。 

參ソート/スタック 


目的： 


コピー ジョブを ソー トする。 


値： 


スタック（ページ 毎 r 

コピージョブをソートしません。 

ソー ト （1 部毎） 

コピージョブをソートします。 
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參倍率選択 

目的： 

デフォルトのコピー拡大/縮小比率を設定する。 
値： 

mm 系列 


200 %_ 

141% A 5-> A 4 
122% A 5-> B 5 
100 %* 

81% B 5^ A 5 
70% A 4^ A 5 
50% 


インチ系列 


200 % _ 

154% 8.5"— 14" 

129% 5.5 x 8.5 M -> レター 
100 %* 

78%リーガル — レター 
64% 1 1 x 1 7"— レター 
50% 


補足： 

テンキーを使用して25%から400%の間で任意のズーム比率を入力したり、►ボタンと碡ボタンで1%きさ' 
みにズーム比を上下させることも可能です。 

この項目は、2アップがオフまたは手動に設定されている場合にのみ利用可能となります。 

•原稿のサイズ 

目的： 

デフオルトの原稿サイズを指定する。 

値： 


A 4 (210 x 297 mm )* 
A 5 (148 x 210 mm ) 
B 5 (182 x 257 mm ) 
8.5 x 11"( レター） 
8.5 x 13" _ 

8.5 x 14"( リーガル） 
7.25 x 10.5" 
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•原稿の種類 

目的： 

コピー画質を選択する。 
値： 


文字 

テキストを含む原稿に適しています。 

文字/写真》 

テキストと写真/グレー階調の両方を含む原稿に適しています。 

写真 

写真を含む原稿に適しています。 


•濃度 

目的： 

デフオルトのコピー濃度レベルを設定する。 

値： 

コピーを原稿よりも薄くします。濃い原稿に適しています。 

標準的な活字や印刷された文書に適しています。 

コピーを原稿よりも濃くします。薄い原稿や淡い鉛筆の書き込みに 
適しています。 

•シャープネス 

目的： 

デフオルトのシャープネスレベルを設定する。 

値： 

つよく 2 
つよく1 
-ふつう* 

よわく1 
よわく 2 

•地色除去 

目的： 

原稿の背景を抑えてコピー原稿のテキストを強調する。 

値： 

オフ 
オン 

•カラーバランス R 

目的： 

レツドのデフオルトのカラーバランスレベルを -2 から2の範囲で指定する。工場出荷時のメニュー 
設定は0です。 
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背景を抑制しません0 _ 

原稿の背景を抑えてコピー原稿のテキストを強調します。 


コピーを原稿よりもシャープにします。 

原稿と同じシャープネスでコピーを行います。 
コピーを原稿よりもソフトにします。 


ラすく 2 
ラすく1 
ふつう* 
こく1 
こく 2 







•カラーバランス G 

目的： 

グリーンのデフオルトのカラーパランスレベルを -2 から2の範囲で指定する。工場出荷時のメ 
ニュー設定は0です。 

♦カラーバランス B 

目的： 

ブルーのデフオルトのカラーパランスレベルを -2 から2の範囲で指定する。工場出荷時のメニュー 
設定は0です。 

•グレーバランス 

目的： 

デフオルトのグレーバランスレベルを -2 から2の範囲で指定する。工場出荷時のメニュー設定は0 
です。 

補足： 

このオプシヨンは白黒コピーの場合にのみ有効になります。 

參2アップ 

目的： 

2ページの原稿を1枚の用紙に合わせて印刷する。 

値： 


オフ* 

2アップ印刷をしません。 

自動 

2ページの原稿を1枚の用紙に合わせて自動的に縮小して印刷する 
ことができます。 

ID カードコピー 

原稿の両面を元のサイズで1枚に印刷します。 

手動 

原稿の両面を倍率選択で指定したサイズで1枚に印刷します。 

•上下枠消し量 


目的： 

上下の余白の値を指定する。 
値： 


4 mm 70.2 inch * _ 1 mm /0.1 インチきざみの値を指定します。 

0-50 mm /0.0-2.0 inch 


參左右枠消し量 

目的： 

左右の余白の値を指定する。 
値： 


4 mm 70.2 inch * _1 mm / CU インチきざみの値を指定します。 

0-50 mm /0.0-2.0 inch 
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•中消し量 

目的： 

中間の余白の値を指定する。 

値： 

OmmVO-O inch * _1 mm / O.l インチきざみの値を指定します。 

0-50 mm /0.0-2.0 inch 


スキャナーの初期値設定 

スキャナーの初期値設定 メニューを使用してさまざまなスキャナー機能を設定します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

參スキャナー （ネッ トワーク） 

目的： 

ネットワークサーパーまたはコンピューターにスキヤンした画像を保存する。 

値： 


pc (ネットワーク r 

SMB (Server Message Block ) プロトコルを使用してコンピユー 
ターにスキャンした画像を保存します。 

サーバー ( FTP ) 

FTP プロトコルを使用してサーバー上にスキャン画像を保存しま 
す0 


•ファイル形式 

目的： 

スキヤンした画像のファイル形式を指定する。 
値： 


PDF * 

TIFF 

JPEG 


♦カラーモード 

目的： 

カラーモードを設定する。 
値： 


白黒 

白黒モードでスキヤンします。 ファイル 形式が PDF または TIFF に 
設定されている場合にのみ利用可能です。 

カラー* 

カラーモードでスキヤンします。 
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•カラーボタン設定 

目的： 

カラーモードポタンにカラーモードを割り当てる。 
値： 


白黒ポタン 

白黒* 

カラーモードに白黒が選択されている場合は白黒でスキャン 
します。 


グレ ー スケ ー ル 

カラーモードに白黒が選択されている場合はグレースケール 
でスキャンします。 

カラー ボタン 

カラー* 

カラーモードに カラーが 選択されている場合はカラーでス 
キャンします。 


カラー （写真） 

カラーモードに カラーが 選択されている場合はカラー（写 
真）でスキャンします。写真の画像に適しています。 


•解像度 

目的： 

デフオルトのスキャン解像度を指定する。 
値： 

200 x 200 dpi * 

300 x 300 dpi 
400 x 400 dpi 

600 x 600 dpi 一 

•原稿のサイズ 

目的： 

デフオルトの原稿サイズを指定する。 

値： 


A 4 (210 x 297 mm )* _ 

A 5 (148 x 210 mm ) 

B 5 (182 x 257 mm ) 

8.5 x 1 1"( レター） 

8.5 x 13" 

8.5 x 14"( リーガル） 

7.25 x 10.5" 

•濃度 

目的： 

デフオルトのスキャン濃度レベルを設定する。 
値： 


うすく 2 

スキャン画像を原稿よりも薄くします。濃い原稿に適しています。 

うすく1 



ふつう* 

標準的な活字や印刷された文書に適しています。 
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こく 1 
こく 2 


スキャン画像を原稿よりも濃くします。薄い原稿や淡い鉛筆の書き 
込みに適しています。 


•シャープネス 

目的： 

デフオルトのシャープネスレベルを設定する。 

値： 

つよく 2 
つよく1 
_ふつう* 

よわく1 
よわく 2 

•地色除去 

目的： 

原稿の背景を抑えてスキャン画像のテキストを強調する。 
値： 


オフ 

背景を抑制しません。 

オン* 

原稿の背景を抑えてスキャン画像のテキストを強調します。 


•上下枠消し量 

目的： 

上下の余白の値を指定する。 

値： 

2 mm 70.1 inch * _1 mm/0.1 インチきざみの値を指定します。 

0-50 mm /0.0-2.0 inch 


參左右枠消し量 

目的： 

左右の余白の値を指定する。 

値： 

2 mm 70.1 inch * 1 mm/0.1 インチきざみの値を指定します。 

0-50 mm /0.0-2.0 inch 


スキャン画像を原稿よりもシャープにします。 

原稿と同じシャープネスでスキャンを行います。 
スキヤン画像を原稿よりもソフトにします。 
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•中消し量 

目的： 

中間の余白の値を指定する。 
値： 


OmmVO-O inch * 
0-50 mm /0.0-2.0 inch 

lmm / O.l インチきざみの値を指定します。 

參 TIFF 形式 

目的： 

TIFF ファイル形式を指定する。 

値： 

TIFF V 6* 

TTN 2 

•画像圧縮率 

目的： 

画像圧縮レベルを指定する。 

値： 


高く 

画像圧縮レベルを高くに設定します。 

ふつう* 

画像圧縮レベルをふつうに設定します。 

低く 

画像圧縮レベルを低くに設定します。 


♦メールサイズ制限 

目的： 

送信可能な最大電子メールサイズを50〜16384キロパイトの範囲で指定する。デフォルト設定は 
2048キロバイトです。 

ファクスの初期値設定 

ファクスの初期値設定 メニューを使用してさまさまなファクス機能を設定します。 

補足： 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 
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•解像度 

目的： 

フアクス送信に使用する解像度レベルを指定する。 
値： 


標準$ 

通常サイズの文字を含む原稿に適しています。 

高画質 

小さい文字や微細な線の入った原稿やドットマトリックスプリン 
ターで印刷した原稿に適しています。 

超高画質 （203 x 392 dpi ) 

精緻なディテールを含む原稿に適しています。超高画質モードは、 

超高画質 (406 x 392 dpi ) 

受信側の機械も超 B 画質解像度に対応している場合にのみ有効です。 


•原稿の種類 

目的： 

デフオルトの原稿種類を指定する。 
値： 


文字》 

テキストを含む原稿に適しています。 

写真 

写真を含む原稿に適しています。 


•濃度 

目的： 

デフオルトのファクス濃度レベルを設定する。 
値： 


ファクス送信データを原稿よりも薄くします。濃い原稿に適してい 
ます。 

標準的な活字や印刷された文書に適しています。 

ファクス送信データを原稿よりも濃くします。薄い原稿や淡い鉛筆 
の書き込みに適しています。 

參時刻指定送信 

目的： 

この機能を使用すれば、ファクス送信を開始する時間を設定できます。時刻指定送信モードを有効 
化すると、ファクス送信する文書はすべてメモリーに保存され指定時間に送信されます。時刻指定 
送信モードでファクス送信が完了すると、メモリー内のデータは消去されます。 

値： 

21:00 VPM 9:0 CT 指定時間にファクスを送信する場合はファクス送信開始時間を指定 

0:00 - 23:59 / AM / PM 1 :〇〇 - します。 

12:59 


うすく 2 
うすく1 
ふつう* 
こく1 
こく 2 
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■用紙トレイ設定 

用紙トレイ設定メニューを使用して、用紙トレイ （ MPF ) にセツトされている用紙のサイズと種類 
を設定してください。 
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用紙トレイ 

補足： 

• アスタリスク （*) 
目的： 

用紙トレイ （ MPF ) 
値： 


用紙サイズ 


の付いた値は工場設定値です。 

にセツトした用紙を指定する。 


A 4 (210 x 297 mm )* 

A 5 (148 x 210 mm ) 

B 5 (182 x 257 mm ) 

8.5 x 11"( レター） 

8.5 x 13" 

8.5 x 14"( リーガル）_ 

7.25 x 10.5" 

封筒#10 (4.1 ><9.5")_ 

封筒モナーク (3.9 x 7.5 n ) 

封筒モナークよこ 
封筒 DL (110 x 220 mm ) 

封筒 DL よこ_ 

封筒 C 5 (162 x 229 mm ) 

はがき （100 x 148 mm > _ 

往復はがき (148 x 220 mm ) 

封筒洋形2号 （114 x 162 mm ) 

封筒洋形2号よこ 

封筒洋形3号 (98 x 148 mm ) 

封筒洋形3号よこ 

封筒洋形4号 （105 x 235 mm ) 

封筒洋形6号 (98 x 190 mm ) 

封筒洋長形3号 (120 x 235 mm ) 

封筒長形3号 （120 x 235 mm ) 

封筒長形4号 （90 x 205 mm ) _ 

封筒角形3号 (216 x 277 mm ) 

297 mm */ l 1 -7 in ユーザー 定義サイ 

ch * _ズの用紙の長さを 

1 27 - 指定します。 

355 mm /5.0- 
1 4.0 inch 

よこ（ X ) 21 0 mm 78.3 inc ユーザー 定義サイ 

h * _ズの用紙の幅を指 

yy _ 定しまデ。 

215 mm /3.0- 
8.5 inch 


ユーザー定義サイたて （ Y ) 
ズ 
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用紙種類 普通紙 

上質紙 
厚紙 


コート紙1 
U — 卜紙2 


ラペル紙 
再生紙 
封筒 

郵便はがき 
普通紙（ラら） 

上質紙（うら） 

厚紙（うら） 

コート紙1(うら） 

コート紙2(うら） 

再生紙（ラら） 

郵便はがき（うら） 

ポップアップ _オフ _ 画面を表示しません。_ 

オン* 用紙トレイ （ MPF ) に用紙をセットしたときに、 用紙サイ 

ズ、 用紙 種類の設定を要求する画面が表示されます。 


補足： 

対応する用紙サイズについての詳細は、 「使用できる用紙」 （138 ページ） を参照してください。 


操作パネルメニューとテンキーの使い方 


350 





















■ ノ K ネル表 7F 言語 

補足： 

English に設定した場合、プリンタードライバーや弊社ソフトウェアは英語版を使用してください。なお、 
英語版のプリンタードライバーは、 「製品情報の入手方法」 （423 ページ） を参照して弊社のホームページ 
からダウンロードしてください。 

アスタリスク （*) の付いた値は工場設定値です。 

目的： 

操作パネルで使用する言語を設定する。 

参照： 

• 「表示言語の設定を変更する」 （183 ページ） 

値： 


English 

日本語* 
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パネル操作制限機能 

この機能は、権限のないユーザーが操作パネルメニューの管理者設定を変更できないようにするも 
のです。ただし、プリンタードライバーを使用して個別のプリントジョブの設定を選択することは 
可能です。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「パネル操作制限を有効化する」 （353 ページ） 

• 「パネル操作制限を無効化する」 （354 ページ） 
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■パネル操作制限を有効化する 


1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:か)ボタンを押します。 

3 セキュリティーを選択し、:，)ポタンを押します。 

4 パネル操作制限を選択し、::〇りポタンを押します。 

5 操作制限設定を選択し、が)ボタンを押します。 

6 有効を選択し、を ) ボタンを押します。 

7 必要に応じてパスワード設定を選択し、テンキーでパスワードを変更してから、〇りボタンを押 
します。 

補足： 

パスワードは忘れないでください。パスワードのリセットには下記の手順を行ってください。ただし、宛先 
表の設定が消去されます。 

1 プリンターの電源を切ります。 

2 仕様設定ボタンを押しながらプリンターの電源を入れます。 

操作制限 設定が有効の状態でパスワードを変更する場合は手順1〜2を実行し、現在のパスワードを入力し 
て: W ) ボタンを押してください。そして手順 3 から 4 を実行し、パ スワード 設定を選択して: ok ) ボタンを押 
します。新しいパスワードを入力してボタンを押します。これでパスワードが変更されま— f _。 
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■パネル操作制限を無効化する 

補足： 

サービス制限の すべての 項目を使用許可に、親展受信設定を無効に 設定している場合 操作制限設定に無効を 
選択できます。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、:か)ボタンを押します。 

3 パスワードを入力し、:;^)ボタンを押します。 

4 セキュリティーを選択し、::〇*)ボタンを押します。 

5 パネル操作制限を選択し、 :《) ボタンを押します。 

6 操作制限設定を選択し、ボタンを押します。 

7 無効を選択し、ボタンを押します。 
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プリンターの操作を制限する 

コピーロック、ファクスロック、スキヤナーロックのオプションを有効化すると、コピー、ファク 
ス、スキヤンの操作が制限されます。 

コピーロックを例に、以下にオプションの有効化•無効化の方法について説明します。ファクス 
ロック、スキヤナーロックにも同じ手順を行います。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、::ヂ)ボタンを押します。 

3 セキュリティーを選択し、 ) ボタンを押します。 

4 パネル操作制限を選択し、ボタンを押します。 

5 操作制限設定を選択し、ボタンを押します。 

6 有効を選択し、::.?*)ボタンを押します。 

7 必要に応じてパスワード設定を選択し、テンキーでパスワードを変更してからん' ) ボタンを押 
します。 

8 戻る）ボタンを押します。 

9 サービス制限を選択し、 X )ボタンを押します。 

10 コピーを選択し、;^)ボタンを押します。 

11 以下のオプションのいずれかを選択して、ポタンを押します。 

• 使用許可 
使用禁止 
• パスワード 

パスワード（カラー）（コピーロックにのみ利用可能） 
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節電モードの移行時間を設定する 

プリンタ— の節電移行時間を設定することができます。プリンターは指定時間後に節電モードに切 
り替わります。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、::ポタンを押します。 

3 システム設定を選択し、:^)ボタンを押します。 

4 節電移行時間を選択し、ボタンを押します。 

5 低電カタイマーまたはスリープタイマーを選択し、:;^)ボタンを押します。 

6 ▼または▲ボタンを押すかテンキーで任意の値を選択し、::〇*)ボタンを押します。 

低電カタイマーは 5 〜 30 分、スリープタイマーは 1 〜 6 分の範囲で選択できます。 

7 前の画面に戻るには、 tD (戻る）ポタンを押します。 
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工場設定にリセットする 


NV メモリ ー 初期化を実行してプリンターを再起動すると、メニュー設定値やデータが工場設定に 
リセットされます。 

補足： 

下記の手順ではネットワーク設定は初期化されません。 

有線ネットワークを初期化するには、 「NV メモリー初期化」 （322 ページ） を参照してください。 
ワイヤレスネットワークを初期化するには、 「無線 LAN 設定リセット」 （321 ページ） を参照してくださ 
い0 

1 仕様設定 ボタンを押します。 

2 仕様 設定を選択し、::ポタンを押します。 

3 メンテナンスを選択し、 〔〇*) ボタンを押します。 

4 NV メモリ ー 初期化を選択し、:ボタンを押します。 

5 メニュー設定値を初期化する場合は、 システムパラメーターを 選択し、:^ボタンを押します。 

補足： 

ファ クスの宛先表データを初期化する場合は、 ユーザー 情報（ファクス）を選択し、 ® ボタンを押しま 
す。 

電子メ ールの宛先表データを初期化する場合は、 ユーザー 情報（スキャン）を選択し、 ( g ) ボタンを押しま 
す。 

6 はいを選択し、::ボタンを押します。 

プリンターが自動的に再起動して設定が適用されます。 
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テンキーの使い方 


本機の使用中に、数値の入力が必要な場合があります。例えば、パスワードを入力する際は4桁の 
数値を入力します。 

名前の登録が必要な場合もあります。例えば、ファクスの初期設定を行う際は発信元名を入力しま 
す。短縮宛先やファクスグループ番号を保存する場合にも、名称の登録が必要です。 














































■文字を入力する 

文字の入力を求められたら、 LCD ディスプレイに正しい文字が表示されるまでボタンを押します。 
例えば、「0」を入力する場合は6を押します。 

6を押すたびに、 LCD ディスプレイに表示される文字が m 、 n 、 〇、 M 、 N 、 0、6と変わりま 
す。 

文字の入力を続けるには最初の手順を繰り返してください。 

終了したら:ん)ボタンを押してください。 


キー 

割り当てられている数字、文字、記号 


1 

1 @ 空白）¥&()「'#$ % ' - A 

ド；：？， + */ = [] u < > 

2 

a b c A B C 2 


3 

d e f D E F 3 


4 

g h i G H 1 4 


5 

j k 1 J K L 5 


6 

m n o M N 0 6 


7 

pqrsPQRS 7 


8 

t u v T U V 8 


9 

wxyzWXYZ 9 


0 

0 


* 

- 


# 

(空白） &() 
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■数値または名前を変更する 

数値または名前の入力を間違えた場合には C (クリア）ボタンを押して最後の桁•文字を消去して 
から、正しい数値または文字を入力してください。 
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困ったときには 


10 


本章には下記の項目を記載します： 

• 「紙づまりの処理」 （362 ページ） 

• 「プリンターに関する基本的な問題」 （376 ページ） 

• 「表示に関する問題」 （377 ページ） 

• 「印刷に関する問題」 （378 ページ） 

• 「印刷品質に関する問題」 （380 ページ） 

• 「コピーに関する問題」 （397 ぺージ） 

• 「コピー品質に関する問題」 （398 ページ） 

• 「カラーレジストレーシヨンを調整する」 （399 ぺージ） 

• 「ファクスの問題」 （404 ページ） 

• 「スキヤンの問題」 （406 ぺージ） 

• 「スキヤナードライバー/プリンターユーティリティの問題」 （408 ぺージ) 
• 「その他の問題」 （409 ぺージ） 

• 「プリンターメッセージについて」 （410 ページ） 

• 「サボートデスクへのご相談 j (41 9ページ） 

• 「情報を確認する j (420 ページ） 

• 「カスタムモード」 （424 ぺージ） 
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紙づまりの処理 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「紙づまりの防止」 （363 ページ） 

• 「紙づまりの発生箇所を特定する」 （364 ページ） 

• 「自動原稿送り装置から紙づまりを処理する」 （365 ページ） 

• 「プリンター前部から紙づまりを処理する」 （369 ページ） 

• 「プリンター後部から紙づまりを処理する」 （370 ページ） 

• 「排出トレイから紙づまりを処理する」 （372 ページ） 

• 「紙づまりの問題」 （375 ページ） 

紙づまりは、適切な用紙を使用し正しくセツトすることによって防止できます。 

参照： 

• 「用紙に ついて」 （132 ページ） 

• 「対応用紙」 （137 ページ） 

補足： 

大量の用紙を購入する前にサンプルを試してみることをお勧めします。 


困ったときには 


362 




■紙づまりの防止 

推奨紙をご使用ください。 

正しい用紙セットの方法については 「用紙トレイ （MPF) に用紙をセットする j (145 ぺージ) 
および 「用紙トレイ （PSI) に用紙をセットする j (154 ぺージ） を参照してください。 

用紙をセットしすぎないようにしてください。用紙は用紙ガイド（サイドガイド）の用紙上限 
線を超えないようにしてください。 

しわや折れ、湿り、力ールのある用紙はセットしないでください。 

セットする前に用紙をほぐし、よくさばいて平坦にしてください。用紙がつまった場合、用紙 
トレイ ( MPF ) または用紙トレイ （ PSI ) から1枚ずつ用紙を給紙してください。 

カット、トリミングした用紙は使用しないでください。 

異なるサイズ、質量、種類の用紙を混ぜて使用しないでください。 

用紙は推奨印刷面が上を向くように挿入してください。 

用紙は保管に適した環境に保管してください。 

プリントジョブの実行中に用紙トレイ （ PSI ) を取り外さないでください。 

プリンターのケーブルがすべて正しく接続されていることを確認してください。 

用紙ガイドを締め付けすぎると紙づまりの原因となる場合があります。 

参照： 

• 「用紙に ついて」 （132 ページ） 

• 「対応用紙」 （137 ページ） 

• 「用紙の保管ガイドライン」 （136 ページ） 
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■ 紙づまりの発生箇所を特定する 


△主意： 

機械内部に詰まった用紙や紙片は無理に取り除かないでください。特に、定着装置やローラー部に用紙が 
巻き付いているときは無理に取らないでください。ケガややけどの原因となるおそれがあります。ただち 
に電源スイッチを切り、弊社プリンターサポートデスクまたは販売店にこ'連絡ください。 


注言3 : 

工具などの装置を使用して詰まった紙を取り出さないでください。プリンターが損傷する可能性がありま 
す0 


次の図に、用紙経路の中で紙づまりが発生しやすい場所を示しています。 



1排出トレイ 

2 

転写ドラム 

3 

レバー 

4 

背面 カバー 

5 

トップカバー 

6 

フロント カバー 

7 用紙トレイ ( MPF ) 

8 

用紙トレイ ( PSI ) 
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■ 自動原稿送り装置から紙づまりを処理する 

自動原稿送り装置を使用して紙づまりが発生した場合、下記の手順でつまりを除去してください。 

注記： 

感電防止のため、メンテナンス実施前に必ずプリンターの電源を切って電源コンセントから電源コードを抜 
いてください。 

やけど防止のため、印刷直後には詰まった紙を取り除かないでください。使用後は定着装置が非常に高温に 
なっています。 


補足： 

LCD ディスプレイに表示されたエラーを解決するには、用紙経路から用紙をすべて取り除く必要がありま 
す。 


1 トップカバーを開きます。 
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3 紙を引っ張りにくい場合は原稿送りトレイを開きます。 


4 



原稿受けから詰まった紙を除去します。 
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6 トップカバーを閉じ、原稿を自動原稿送り装置にセツトしなおします。 



補足： 

リーガルサイズの原稿を印刷する場合は必ず原稿ガイドを調整してください。 

7 原稿受けから詰まった紙を除去できない、または詰まった紙が確認できない場合は、原稿力 
バーを 開きます。 
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下図に示す矢印の方向に慎重に引き抜いて、原稿送り口ーラーまたは給紙部分から紙を除去し 
ます。 
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■プリンター前部から紙づまりを処理する 

補足： 

LCD ディスプレイに表示されたエラーを解決するには、用紙経路から用紙をすべて取り除く必要がありま 
す。 

1 用紙トレイ （ PSI ) を引き抜きます。 



2 プリンターの前部から詰まった紙を取り除きます。 



注記： 

用紙トレイ ( PSI ) に力をかけすぎないでください。プリンターまたはプリンター内部が損傷する可能性が 
あります。 
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■プリンター後部から紙づまりを処理する 

注記： 

感電防止のため、メンテナンス実施前に必ずプリンターの電源を切って電源コンセントから電源コードを抜 
いてください。 

やけど防止のため、印刷直後には詰まつた紙を取り除かないでください。使用後は定着装置が非常に高温に 
なっています。 


補足： 

LCD ディスプレイに表示されたエラーを解決するには、用紙経路から用紙をすべて取り除く必要がありま 
す。 


1 背面カバーの八ンドルを押して背面カバーを開きます。 



2 レバーを上げます。 
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4 レバーを元の位置まで下げます。 



背面カバーを閉じます。 
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■排出トレイから紙づまりを処理する 

注記： 

感電防止のため、メンテナンス実施前に必ずプリンターの電源を切って電源コンセントから電源コードを抜 
いてください。 

やけど防止のため、印刷直後には詰まつた紙を取り除かないでください。使用後は定着装置が非常に高温に 
なっています。 


補足： 

LCD ディスプレイに表示されたエラーを解決するには、用紙経路から用紙をすべて取り除く必要がありま 
す。 


1 背面カバーの八ンドルを押して背面カバーを開きます。 



2 レバーを上げます。 
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3 プリンターの後部から詰まった紙を取り除きます。用紙経路に紙がない場合は、プリンターを 
正面から見て排出トレイを確認します。 




5 排出トレイから詰まった紙を取り除きます。 
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6 原稿読み取り部を下げて閉じます。 



7 レバーを元の位置まで下げます。 



8 背面カバーを閉じます。 
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■紙づまりの問題 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「用紙送り失敗による紙づまり j (375 ページ) 
• 「用紙重なりによる紙づまり」 （375 ページ） 

用紙送り失敗による紙づまり 


問題 

処置 

用紙トレイからの紙送りが失敗 
する。 

用紙トレイ （ PSI ) から用紙を取り出し、用紙トレイ ( MPF ) に正 
しく用紙が挿入されていることを確認、してください。 


ご使用の用紙に応じて下記の処置のいずれかを実施してください。 
厚紙の場合は163 g / m 2 以下のものを使用します。 

薄紙の場合は60 g / m 2 以上のものを使用します。 

•封筒の場合は 「用紙トレイ （ MPF ) に封筒をセツトする」 (149 
ページ） または 「用紙トレイ ( PSI ) に封筒をセツトする」 (155 

ジ） で指示されているとおりに正しく用紙トレイ （ MPF ) ま 
たは用紙トレイ （ PSI ) に挿入されているか確認します。 


封筒が変形している場合は、変形をなおすか別の封筒を使用してく 
ださい。 


手動両面印刷を行う場合、用紙が力ールしていないか確認してくだ 
さい0 


用紙をよくさばいてください。 


用紙が湿っている場合は用紙を裏返してください。 


それでも問題が解決しない場合は、湿っていない用紙を使用してく 
ださい。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 

用紙重なりによる紙づまり 


問題 

処置 

用紙トレイから、用紙が重なつ 
て給紙される。 

用紙トレイ （ PSI ) から用紙を取り出し、用紙トレイ ( MPF ) に正 
しく用紙が挿入されていることを確認、してください。 


用紙が湿っている場合は湿っていない用紙を使用してください。 


用紙をよくさばいてください。 

複数の原稿のスキャン実行中に 
スキャンを中止すると、自動原 
稿送り装置に紙づまりが発生す 
る。 

詰まりを除去してください。 

参照： 

• 「自動原稿送り装置から紙づまりを処理する」（365ページ） 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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プリンターに関する基本的な問題 

プリンターの問題には簡単に解決できるものもあります。プリンターに問題が発生した場合は下記 
を確認してください。 

電源コードがプリンターに接続されており、正しく電源コンセントにつながれている。 
プリンターの電源が入っている。 

電源コンセントのブレーカーがオンで電気が通っている。 

コンセントにつながれているその他の電気機器が作動している。 

プリンターをワイヤレス接続でコンピューターに接続している場合、プリンターとネットワー 
ク間にイーサネットケーブルが接続されていない。 

上記をすべてチェックしても問題が解決しない場合は、プリンターの電源を切って10秒間待って 
から再度電源を入れてください。多くの場合はこれで問題が解決します。 
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表示に関する問題 


問題 

処置 

プリンターの電源を入れても 

LCD ディスプレイに何も表示さ 
れず、ずっと富士ゼロックスの 
ロゴが表示される、またはバッ 
クライトが点灯しない。 

プリンターの電源を切り、10秒待ってから電源を入れなおしてくだ 
さい。 LCD ディスプレイにセルフテストメッセージが表示されま 
す。テストが完了したら機能を選択してください画面が表示されま 
す。 

操作パネルから変更したメ 
ニュー設定が反映されない。 

プリンタードライバー、プリンターユーティリティでの設定は操作 
パネルで行った設定よりも優先します。 

操作パネルではなくプリンタードライバー、プリンターユーティリ 
ティのメニュー設定を変更してみてください。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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印刷に関する問題 


問題 

処置 

ジョブが印刷されない、または 
誤った文字が印刷される。 

ジョブを送信する前に LCD ディスプレイに機能を選択してくださ 
い画面が表示されていることを確認してください。 


プリンターに用紙がセツトされているか確認してください。 


正しいプリンタードライバーを使用していることを確認してくださ 
い0 


正しいイーサネツトケープルまたは USB ケーブルがプリンターに 
しっかりと接続されていることを確認してください。 


正しい用紙サイズが選択されていることを確認してください。 


プリントスプーラーを使用している場合は、スプーラーが停止して 
いないか確認してください。 


仕様設定からプリンターのインターフェイスを確認してください。 

使用するホストインターフェイスを決定してください。システム設 
定リストを印刷して現在のインターフェイス設定が正しいことを確 
認します。システム設定リストを印刷する方法については 「システ 

ム設定リストを印刷する」 （181 ページ） を参照してください。 

用紙送りが失敗する、または用 
紙が重なって給紙される。 

ご使用の用紙がプリンターの仕様に適合していることを確認してく 
ださい。 

参照： 

• 1 ■使用できる用紙」 （138 ページ） 


セツトする前に用紙をよくさばいてください。 


用紙が正しくセツトされているか確認してください。 


用紙ガイドが正しく調整されているか確認してください。 


用紙トレイ （PSI) がしっかりと挿入されているか確認してくださ 
い0 


用紙をセツトしすぎないようにしてください。 


用紙をセツトする際、用紙トレイ (PSI) または用紙トレイ （MPF) 

に無理に押し込まないようにしてください。 

斜めになったり曲がったりする可能性があります。 


用紙が反っていない（力ールしていない）か確認してください。 


ご使用の用紙の推奨印刷面を正しくセツトしてください。 

参照： 

• 1 ■用紙のセツトのしかた」 （142 ページ） 


用紙を裏返したり方向を変えたりして、給紙が改善されるか確認し 
てください。 


異なる用紙種類を混ぜ合わせないでください。 


異なる用紙サイズを混ぜ合わせないでください。 


用紙をセツトする前に、用紙束の一番上と一番下の反った（力ール 
した）紙を取り除いてください。 


用紙は必ず空になってからセツトしてください。 

印刷後、封筒が折れている。 

「用紙トレイ （MPF) に封筒をセツトする」 （149 ページ） または 
「用紙トレイ (PSI) に封筒をセツトする」 （155 ページ） の指示に 
従って、封筒が正しくセツトされているか確認してください。 
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問題 

処置 

予期しない場所で改ページされ 
ている。 

設定管理ツールの [メンテナンス] タブにある [システム設定] メ 
ニューで、 [ジョブタイムアウト] の値を上げてください。 

CentreWare Internet Services の [プロトコル 設定]メニューで 
タイムアウト値を上げてください。 

用紙が排出トレイにきちんと排 
出されない。 

用紙トレイ （ PSI )、 用紙トレイ （ MPF ) の用紙を裏返してくださ 
い0 


プリンターが両面印刷をしない。プリンタードライバーの [用紙/出力] タブの [両面] から [短辺 



とじ] または [長辺とじ] を選択してください。 

印刷したバーコードがうまく読 
み取れない。 

[カラー] モード印刷だと精度が低いためうまく読み取れないことが 
あります。 [白黒] モードを使用してバーコードを印刷してくださ 
い0 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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印刷品質に関する問題 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「印刷がうすい j (381 ページ) 

• 「トナー汚れまたは印刷はがれがある/うら面にしみがでる j (382 ページ） 

• 「まばらな点/画像のぼやけがある j (383 ページ） 

• 「何も印刷されない」 （384 ページ） 

• 「筋がでる」 （385 ページ） 

• 「等間隔にカラーの斑点がある」 （386 ページ） 

• 「たて方向に白抜けがある」 （387 ページ） 

• 「斑紋がある」 （388 ページ） 

•「ゴーストがある」 （389 ぺージ） 

• 「ぼんやりしている」 （390 ぺージ） 

• 「キャリア現象 （ BCO ) がある」 (391 ページ） 

• 「斜線が入る」 （392 ページ） 

• 「紙が折れている/しみがある』 （393 ページ） 

• 「上部の余白が間違っている」 （394 ページ） 

. 「カラーレジストレーシヨンがずれている」 （395 ページ） 

• 「紙に突出/凹凸がある」 （396 ベージ） 

補足： 

ここで説明する手順には、設定管理ツールまたは SimpIeMonitor を使用するものがあります。設定管理 
ツールを使用する手順は、操作ノ《ネルからも実行可能です。 

参照： 

• 「プリンターメニューについて」 （314ぺ ー ジ） 

• 「設定管理ツール （ Windows のみ)」 （55 ベージ） 

•「SimpIeMonitor (Windows のみ）」 （56 ぺージ） 
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■印刷がうすい 



問題 

処置 

印刷がうすい。 

トナーカートリッジの残量が少ないか、交換の必要があることが考 
えられます。各トナーカートリッジのトナー残量を確認してくださ 
い0 

1 SimpleMonitor の [プリンターの 状態]ウインドウで [消耗品] 
タブからトナー残量を確認します。 

2必要に応じてトナーカートリッジを交換します。 

用紙に湿気がないこと、正しい用紙が使用されていることを確認し 
てください。 

そうでない場合は、プリンターの推奨用紙を使用してください。 


参照： 

• r 使用できる用紙」（138ページ） 

プリンタードライバーで [用紙種類] の設定を変更してみてくださ 
い。 

1 プリンタードライバーの [印刷設定] の [用紙/出力] タブで、 
[用紙種類] 設定を変更します。 

プリンタードライバーの [トナー 節約]を無効化してください。 

1 プリンタードライバーの [印刷設定] の [グラフ イッ クス] タブ 
で、 [トナー節約] チェックボックスの選択が外れていることを 
確認します。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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■ トナー汚れまたは印刷はがれがある/うら面にしみがでる 

ABC . 

DEf • 


問題 

処置 

トナー汚れまたは印刷はがれが 
ある0 

印刷のうら面に汚れがある。 

用紙表面にムラがある可能性があります。プリンタードライバーで 
[用紙種類] の設定を変更してみてください。例えば、普通紙を厚紙 
に変更します。 

1 プリンタードライバーの [印刷設定] の [用紙/出力] タブで、 
[用紙種類] 設定を変更します。 


正しい用紙が使用されていることを確認してください。 

そうでない場合は、プリンターの推奨用紙を使用してください。 


参照： 

• 「使用できる用紙 」 d 38 ページ） 


定着装置の温度を調節してください。 

1 設定管理ツールを起動し、 [メンテナンス] タブの [定着温度 調 
整] をクリックします。 

2 ご使用の用紙に合わせて値を選択し、固定温度を調節します。 

3 [新しい設定を適用] ボタンをクリックします。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 


困ったときには 
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■まばらな点/画像のぼやけがある 


ABC 

DEF 


問題 

処置 

印刷にまばらな点やボケがある。 

トナーカートリッジが正しくセットされているか確認してください。 


参照： 

• r トナーカートリッジを取り付ける」 （439 ページ） 


非純正品のトナーカートリッジをご使用の場合は、純正品のトナー 
力一トリッジをセットしてください。 


定着装置を清掃してください。 

1 用紙トレイ ( MPF ) に用紙を1枚セットして、紙全体にベタ画像 
を印刷します。 

2 印刷した用紙を印刷面を下にしてセットし、白紙の紙を印刷しま 
す0 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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■何も印刷されない 



この問題については、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相談ください。 


困ったときには 
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■筋がでる 



この問題については、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相談ください。 
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■等間隔にカラーの斑点がある 


ABC 

DEF 


この問題については、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相談ください。 


困ったときには 
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■たて方向に白抜けがある 


/E0 
[)E = 


問題 

処置 

印刷にたて方向の 白 抜けがある。 

プリンター内部を清掃してテスト印刷をしてください。 

1 清掃棒を使用してプリンター内部を清掃します。 

2 プリンタードライバーの [プロパテイ] ウインドウで [テスト 
ページの印刷] をクリックします。 


参照： 

• r 本機内部の清掃」 （432 ページ） 

補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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■斑紋がある 


問題 

処置 

印刷に斑紋がある。 

転写ロールを調節してください。 

1 設定管理ツールを起動し、 [メンテナンス] タブの [ BTR 電圧調 
整] をクリックします。 

2 ご使用の用紙種類に合わせて設定します。 

3 [新しい設定を適用] ボタンをクリックします。 

非推奨用紙を使用している場合は、プリンターに推奨されている用 
紙を使用してください。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 


困ったときには 
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■ゴーストがある 



印刷にゴーストがある。 転写口ールを調節してください。 

1 設定管理ツールを起動し、 [診断] タブの [チャートのプリント] 
をクリックします。 

2 [ゴースト確認チャート] ボタンをクリックします。 

ゴースト確認チャートが印刷されます。 

3 [メンテナンス] タブの [ BTR リフレッシュモード] をクリック 
します。 

4 [オン] の横のチェックボックスを選択して、 [新しい設定を適 
用] ボタンをクリックします。 

5 [診断] タブの [チャートのプリント] をクリックします。 

6 [ゴースト確認チャート] ボタンをクリックします。 

_ゴースト確認チャートが印刷されます。_ 

用紙表面にムラがある可能性があります。プリンタードライバーで 
[用紙種類] の設定を変更してみてください。例えば、普通紙を厚紙 
に変更します。 

1 プリンタードライバーの [印刷設定] の [用紙/出力] タブで、 
[用紙種類] 設定を変更します。 

定着装置の温度を調節してください。 _ 

1 設定管理ツールを起動し、 [メンテナンス] タブの [定着温度調 
整] をクリックします。 

2 ご使用の用紙に合わせて値を選択し、固定温度を調節します。 

_3 [新しい設定を適用] ボタンをクリックします。_ 

非推奨用紙を使用している場合は、プリンターに推奨されている用 
紙を使用してください。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 


389 


困ったときには 















■ぼんやりしている 


ABC 
D E F 


問題 

処置 

印刷がぼんやりしている。 

全体の印刷がうすい場合は、弊社プリンターサポートデスク、また 
は販売店にご相談ください。 


印刷が部分的にうすい場合は [現像器クリーニング] を開始してく 
ださい。 

1 設定管理ツールを起動し、 [診断] タブの [現像器クリーニング] 

をクリックします。 

2 [開始] ボタンをクリックします。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 


困ったときには 
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■キャリア現象 （ BCO ) がある 


ABC 
D 蛭 F 



問題 

処置 

キャリア現象 ( BCO ) が発生し 
ている。 

プリンターを高地に設置する場合は、設置場所の高度を設定してく 
ださい。 

1 設定管理ツールを起動し、 [メンテナンス] タブの [高度補正] 

をクリックします。 

2 プリンター設置場所の高度に近い値を選択します。 

3 [新しい設定を適用] ボタンをクリックします。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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■斜線が入る 


ABC 

DEF 


問題 

処置 

印刷に斜線が入っている。 

トナーカートリッジの残量が少ないか、交換の必要があることが考 
えられます。各トナーカートリッジのトナー残量を確認してくださ 
い0 

1 SimpleMonitor の [プリンターの 状態]ウインドウで [消耗品] 
タブからトナー残量を確認します。 

2 必要に応じてトナーカートリッジを交換します。 

[現像器クリーニング] を開始してください。 


1 設定管理ツールを起動し、 [診断] タブの [現像器クリーニング] 
をクリックします。 


2 [開始] ボタンをクリックします。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 


困ったときには 
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■ 紙が折れている/しみがある 



印刷した用紙が折れている。 正しい用紙が使用されていることを確認してください。 

印刷した用紙にしみがある。 そうでない場合は、プリンタ-の推奨用紙を使用してください。 

折れ、紙しわが過度に発生する場合は、新しいパッケージから用紙 
を取り出し、使用してください。 

参照： 

• 「使用できる用紙」（ 138 ページ） 

—. _「用紙について j (132 ページ）_ 

封筒の場合、折れが封筒の四辺から 30 mm の範囲内かどうか確認し 
てください。 

折れが封筒の四辺から 30 mm の範囲内であれば正常な状態であり、 

プリンターに異常はありません。 

そうでない場合は次の処置を行ってください。 

220 mm 以上の長さがあり長辺にフラップがついた封筒#10の場 
合は、別のサイズの封筒を使用してください。 

220 mm 以上の長さがあり短辺にフラップがついた封筒 C 5 の場 
合は、フラップが開いた状態で上向きに用紙トレイ （ MPF ) に 
セットしてください。 

220 mm 以下の長さの封筒モナークまたは封筒 DL の場合は、フ 
ラップが開いた状態で上向きに用紙トレイ （ MPF ) に長辺送り方 
向でセットしてください。 

問題が解決しない場合は別のサイズの封筒を使用してください。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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■ 上部の余白が間違つている 


ABC 

DEF 


問題 

処置 

上部の余白が間違っている。 

ご使用のアプリケーションで余白が正しく設定されているか確認し 
てください。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 


困ったときには 
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■カラーレジストレーシヨンがずれている 


^ K 

ABC 

OEF 


問題 

処置 

カラーレジストレーシヨンがず 
れている。 

自動カラーレジ補正を実行してください。 

1 設定管理ツールを起動し、 [メンテナンス] タブの [カラーレジ 
補正] をクリックします。 

2 [する] の横にあるチェックボックスの選択を外します。 

3 [自動調整] の横にある [開始] ボタンをクリックします。 


CTD センサーを清掃してください。 

1 CTD センサーを清掃します。 

2 設定管理ツールを起動し、 [メンテナンス] タブの [カラーレジ 
補正] をクリックします。 

3 [する] の横にあるチェックボックスの選択を外します。 

4 [自動調整] の横にある [開始] ボタンをクリックします。 


参照： 

• 「カラートナー濃度 （ CTD ) センサーの清掃」 （435 ページ） 


カラーレジチヤートを印刷し、カラーレジストレーシヨンを手動で 
補正してください。 

1 設定管理ツールを起動し、 [メンテナンス] タブの [カラーレジ 
補正] をクリックします。 

2 [する] の横にあるチェックボックスの選択を外します。 

3 [カラーレジチヤート印刷] の横にある [開始] ボタンをクリッ 
クします。 

カラーレジチヤートが印刷されます。 

4 チヤート上の直線の値を確認します。 

5 設定管理ツールで各色の値を選択します。 

6 [新しい設定を適用] ボタンをクリックします。 

7 [カラーレジチヤート印刷] の横にある [開始] ボタンをクリッ 
クして、カラーレジチヤートを再度印刷します。 


参照： 

• 「カラ—レジストレ—シヨンを調整する」（399ページ） 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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■紙に突出/凹凸がある 


ABC # 

DEF 


問題 

処置 

印刷面に突出/凹凸ができた。 

定着装置を清掃してください。 

1用紙トレイ ( MPF ) に用紙を1枚セツトして、紙全体にベタ画像 
を印刷します。 

2 印刷した用紙を印刷面を下にしてセツトし、白紙の紙を印刷しま 
す0 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 


困ったときには 
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コピーに 関する問題 


問題 

処置 

自動原稿送り装置に セツ トした 
原稿を コピーで きない。 

トップカバーがしっかりと閉じていることを確認してください。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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コピー品質に関する問題 


問題 


処置 


自動原稿送り装置から取ったコ 
ピーに線や筋が入る。 



原稿読み取りガラスに異物がついていると、スキヤンする際に自動 
原稿送り装置から送られる紙が異物の上を通るため画像に線や筋が 
できます。 


糸くずのでない布で原稿読み取りガラスを清掃してください。 

参照： 

• 「原稿読み取り部の清掃」 （429 ページ） 


原稿ガラスから取ったコピーに 
点がある。 

原稿ガラスに異物がついていると、スキヤンする際に異物によって 
画像に点ができます。 

糸くずのでない布で原稿ガラスを清掃してください。 

参照： 

• r 原稿読み取り部の清掃」 （429ページ） 

原稿のうら面がコピーに映り込 

コピーメニューで地色除去を有効化してください。 

む。 

地色除去のオン•オフの詳細については、 去」 （205 ぺ一 

ジ） を参照してください。 

明るい色が消えている、または 

コピーメニューで地色除去を無効化してください。 

コピー原稿が白い。 

地色除去のオン.オフの詳細については、 涂去」 （205 ぺ一 

ジ） を参照してください。 

画像が薄すぎる/濃すぎる。 

コピーメニューの濃度のオプシヨンを使用してください。 

画像を薄くする、または濃くする方法の詳細については 「濃度」 

(203 ページ） を参照してください。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 


困ったときには 
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カラーレソ人トレーシヨンを調整する 

ここでは、最初にプリンターを設置する際、または設置場所を変更した後にカラーレジストレー 
シヨンを調整する方法を説明します。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「カラーレジ補正を実行する」 （400 ページ） 

• 「カラーレジ チャー トを印刷す る」 (401 ベー ジ） 

• 「値を決定する」 （402 ベージ） 

• 「値を入力する」 （403 ぺージ） 
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困ったときには 



■カラーレジ補正を実行する 

カラーレジ補正を実行すると、自動的にカラーレジストレーシヨンが補正されます。 

操作パネル 

1 仕様設定 ボタンを押します。 

2 仕様 設定を選択し、:: .§) ボタンを押します。 

3 メンテナンスを選択し、（〇*)ボタンを押します。 

4 カラーレジ 補正を選択し、::ボタンを押します。 

5 自動 調整を選択し、ポタンを押します。 

6 はいを選択し、: g ) ボタンを押します。 

カラーレジ補正が実行されます。 

設定管理 ツール 

ここでは、 Microsoft ® Windows ® XP を例に説明します。 

[スタート] — [すべてのプログラム] — [Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — ご使用のプリンタ_ — [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス！ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [プリンター名] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが開きます。 

2 [メンテナンス]タブをクリックします。 

3 ページ左側の一覧から [カラーレジ補正] を選択します。 

[カラーレジ補正] ページが表示されます。 

4 [する] の横にあるチェックボックスの選択を外します。 

5 [自動 調整]の横にある [開始] ボタンをクリックします。 

カラーレジストレーシヨンが自動で補正されます。 


困ったときには 
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■カラーレジチヤートを印刷する 


設定管理 ツール 

ここでは 、 Windows XP を例に説明します。 

[スタート]—[すべてのプログラム] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — ご使用のプリンタ_ — [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス I ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [プリンター名] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが開きます。 

2 [メンテナンス] タブをクリックします。 

3 ページ左側の一覧から [カラーレジ補正] を選択します。 

[カラーレジ補正] ページが表示されます。 

[する] の横にあるチェックボックスの選択を外します。 

5 [カラーレジチヤート印刷] の横にある [開始] ボタンをクリックします。 

カラーレジチヤートが印刷されます。 
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困ったときには 


■値を決定する 

印刷したカラーレジチヤートで、それぞれの色 （ Y 、 M 、 C ) について2つの黒線と色線が最も近く 
なっている直線を確認してください。 

最もまっすぐな線を見つけたら、各色について指示されている値 （-5 〜 +5) をメモしてください。 
「値を入力する」 （403 ベージ） に記載されている手順に従って値を入力してください。 





+5-J+3+2+10-1-2-3T-5 


C 


M 



LY 


困ったときには 
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■値を入力する 


設定管理 ツール 

設定管理ツールから、カラーレジチヤートで確認した値を入力して調整を行います。 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

[スタート] — [すべてのプログラム ] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — こ'使用のプリンタ_ — [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス I ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [プリンター名] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが開きます。 

2 [メンテナンス] タブをクリックします。 

3 ページ左側の一覧から [カラーレジ補正] を選択します。 

[カラーレジ補正] ページが表示されます。 

[する] の横にあるチェックボックスの選択を外します。 

5 カラーレジチヤートで確認した値を選択し、 [新しい設定を適用] ポタンをクリックします。 

6 [カラーレジチヤート印刷] の横にある [開始] ポタンをクリックします。 

新しい値でカラーレジチヤートが印刷されます。 

注記： 

カラーレジチヤートを印刷した後は、プリンターモーターの回転が止まるまでプリンターの電源を切らない 
でください。 
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ファクスの問題 


問題 

処置 

プリンターが作動しない 。 LCD 
ディスプレイに何も表示されな 
し、。ボタンが作動しない。 

電源コードを接続しなおしてください。 

電源コンセントに電力が通っているか確認してください。 

ダイヤル!-ーンが鳴らない。 

電話線が正しく接続されているか確認してください。 

参照： 

• 「電話回線を接続する」（260ページ） 

別の電話機をつないでみて壁の電話線ソケットが作動しているか確 
認してください。 

メモリーに登録されている番号 
が正しくダイヤルされない。 

番号がメモリーに正しく登録されているか確認してください。 


プリンターに原稿が送られない。原稿が折れていないか、正しくセツトされているか確認してくださ 

し、。原稿が正しいサイズのものであり薄すぎず厚すぎないことを確 
-認してくださし、。_ 

トツプカバーがしっかりと閉じていることを確認してください。 


ファクスが自動で受信されない。 受信モードにファクス専用を 選択してください。_ 

用紙トレイ ( PSI ) または用紙トレイ （ MPF ) に用紙があることを 



確認してください。 

LCD ディスプレイに メモリに空きがありませんと 表示されていない 
か確認してください。 

プリンターからファクスが送信 
されない。 

送信先のファクス機がファクスを受信できる状態か確認してくださ 
い0 

受信ファクスに空白がある、ま 
たは画質が悪い。 

送信元のファクス機の不具合である可能性があります。送信元に問 
題の解決と再送信を依頼してください。 

電話線のノイズによる回線エラーである可能性があります。送信元 
に再送信を依頼してください。 

コピーを取ってお使いのプリンターに問題がないか確認してくださ 
い0 

トナーカートリッジの残量が空になっている可能性があります。卜 
ナーカートリッジを交換してください。 

参照： 

• 「トナーカートリッジを交換する J (436 ページ） 

着信ファクスの文字の一部が伸 
びている。 

送信元のファクス機に一時的な紙づまりが発生していた可能性があ 
ります。送信元に紙づまりの除去と再送信を依頼してください。 

送信した文書に線が入る。 

原稿読み取りガラスに汚れがないか確認し、清掃してください。 

参照： 

• 「原稿読み取り部の清掃」（429ページ） 

プリンターが番号をダイヤルす 
るが相手ファクス機との接続に 
失敗する。 

相手ファクス機の電源がオフ、用紙切れ、受信不可になっている場 
合があります。相手に問題の解決を依頼し、再度操作してください。 


文書がメモリーに保存されない。メモリーに文書を保存するための空き容量がなくなっている可能性 

があります。 LCD ディスプレイに メモリに空きがありません と表示 
されている場合はメモリーから不要な文書をすべて削除してから文 
書を保存するか、現在進行中のジョブ（ファクスの送受信など）が 
完了するのを待ってください。 


困ったときには 
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問題 

処置 

ページ下部に空白があり、ペー 
ジ上部に少量のテキストが印字 
されている。 

間違った用紙設定をしている可能性があります。用紙設定を修正し 
てください。 

参照： 

• r 用紙トレイ設定」 （348 ページ） 

プリンターがファクスの送受信 
をしない。 

電話線が正しく接続されているか確認してください。 

参照： 

• 「電話回線を接続する j (260 ページ） 

ファクス送受信中に頻繁にェ 
ラーが発生する。 

モデム速度を低下させてください。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、®ボタンを押します。 

3 ファクス設定を選択し、®ボタンを押します。 

4モデムスピードを選択し、®ボタンを押します。 

5 任意のメニュー項目を選択し、 ® ボタンを押します。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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スキヤンの問題 


問題 

処置 

スキャナーが作動しない。 

スキャンする原稿を原稿ガラスに下向きに、または自動原稿送り装 
置に上向きにセットしているか確認してください。 


スキャンする原稿を保持するのに十分なメモリーがない可能性があ 
ります。[プレビュー]機能で状態を確認して、スキャン解像度を下 
げてみてください。 


正しいイーサネットケープルまたは USB ケープルがプリンターに 
しっかりと接続されていることを確認してください。 


イーサネットケーブルまたは USB ケーブルに問題がないか確認し 
てください。問題のないケーブルと入れ替えてみて、必要であれば 
ケーブルを交換してください。 


スキャナーが正しく設定されていることを確認してください。使用 
するアプリケーションを確認して、スキャンジョブが正しいポート 
に送られていることを確認してください。 

プリンターのスキャン速度が非 
常に遅い。 

スキャナー （ メール送信）またはスキャナー（ネットワーク）機能使 
用時はグラフィックのスキャンはテキストよりも時間がかかります。 


スキャン画像の分析と生成に大量のメモリーが消費されるため、ス 
キャンモードでは通信速度が低下します。 


高解像度で画像をスキャンすると、低解像度でのスキャンよりも時 
間がかかります。 

自動原稿送り装置で用紙送りが 
失敗する、または用紙が重なっ 
て給紙される。 

原稿の用紙種類がプリンターの仕様に適合していることを確認して 
ください。 

参照： 

• r 原稿を用意する」 （191 ページ） 

• r 自動原稿送り装置からコピーを行う」 （194 ページ） 


自動原稿送り装置に用紙が正しくセットされているか確認してくだ 
さい0 


原稿ガイドの調整が正しく行われているか確認してください。 


原稿枚数が自動原稿送り装置の最大容量を超えていないか確認して 
ください。 


用紙が反っていない（力ールしていない）か確認してください。 


自動原稿送り装置にセットする前に用紙をよくさばいてください。 

自動原稿送り装置を使用してス 
キャンするとスキャンされた 
データに縦じまが入る。 

原稿読み取りガラスを清掃してください。 

参照： 

• r 原稿読み取り部の清掃」 （429 ページ） 

原稿ガラスでスキャンするとス 
キャンされたデータに汚れがで 
きる。 

原稿ガラスを清掃してください。 

参照： 

• r 原稿読み取り部の清掃」 （429 ページ） 

画像が曲がっている。 

原稿が自動原稿送り装置または原稿ガラスにまっすぐセットされて 
いることを確認してください。 

自動原稿送り装置を使用してス 
キャンすると斜線がギザギザに 
なる。 

原稿が厚紙である場合は原稿ガラスからスキャンしなおしてくださ 
い0 


困ったときには 
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問題 

処置 

スキャナー（メール送信）または 
スキャナー（ネットワーク）機能 
を使用すると、スキャンデータ 
が指定出力先に正しく送られな 
い0 

CentreWare Internet Services で、下記の設定が正しく行われて 
いるか確認してください。 

スキャナー（メール送信） 

[アドレス帳] — [アドレス] で下記の設定を確認してください。 
メールアドレス 

スキャナー（ネットワーク） 

[アドレス帳] — [PC/ サーバー宛先表] で下記の設定を確認して 
ください。 

名称（プリンターに表示されます） 

ネットワーク種類 

IP アドレス（または DNS 名） 

ポート番号 
ログイン名 
パスワード 
共有名 

サブディレクトリパス（任意） 

Windows Server® 2003 コン 
ピューター上で WIA を使用して 
スキヤンできない。 

コンピューター上で WIA を有効化してください。 

WIA を有効化するには： 

1 [スタート] をクリックし、 [管理ツール] にポインタを合わせて 
[サービス] をクリックします。 

2 [Windows Image Acquisition ( WIA )] を右クリックし、 [プ 
ロバティ] をクリックして [スタートアップの種類] が [手動] 
または [自動] に設定されていることを確認します。 

3 [OK] をクリックします。 

4 [Windows Image Acquisition ( WIA )] をクリックして、 [開 
始] をクリックします。 

Windows Server 2008 または 
Windows Server 2008 R2 コ 
ンピューター上で TWAIN また 
は WIA を使用してスキヤンでき 
ない0 

コンピューターにデスクトップエクスペリエンス機能をインス 1 
ルしてください。 

デスクトップエクスペリエンスをインス 1 ルするには： 

1 [スタート] をクリックし、 [管理ツール] にポインタを合わせて 
[サーバーマネージャ] をクリックします。 

2 [機能] で [機能の追加] をクリックします。 

3 [デスクトップエクスペリエンス] チェックボックスを選択して 
ください。 

4 ウィンドウが表示されたら、画面に表示される指示に従います。 

5 [次へ]をクリックし、 [インストール] をクリックします。 

6 コンピューターを再起動します。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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スキャナードライバー/プリンターユーテイリテイの 
問題 


問題 

処置 

宛先表データをプリンターから 
宛先表ツールに読み込めない。 

USB ケーブルまたはイーサネットケーブルでコンピューターとプリ 
ンターが正しく接続されていることを確認してください。 

プリンターの電源が入っていることを確認してください。 

プリンタードライバーがコンピューターにインス1-ールされている 
ことを確認してください。（宛先表ツールはプリンタードライバーか 
ら宛先表を読み込みます。） 


TWAIN ドライバーがプリンター正しいイーサネットケープルまたは USB ケープルがプリンターに 
に接続できない。 しっかりと接続されていることを確認してください。 



プリンターの電源が入っているか確認してください。プリンターの 
電源が入っている場合は、電源スイツチを入れ直して再起動してく 
ださい。 

スキャナーアプリケーションが実行中の場合はアプリケーションを 
いったん終了して再起動し、再度スキャンを実行してみてください。 

スキャナードライバーがコン 
ピューター上に登録されておら 
ず、スキャンポタンマネー 
ジャーからアクセスできない。 

スキャナードライバーをインス1ルしてください。ドライバーが 
すでにインス1ルされている場合は、アンインストールしてから 
再インス1ルしてください。 

スキャンボタンマネージャーか 
らプリンターで原稿をスキャン 
できない。 

USB ケーブルでコンピューターとプリンターが正しく接続されてい 
ることを確認してください。 

プリンターの電源が入っているか確認してください。プリンターの 
電源が入っている場合は、電源スイツチを入れ直して再起動してく 
ださい。 

スキャナーアプリケーションが実行中の場合はアプリケーションを 
いったん終了して再起動し、再度スキャンを実行してみてください。 


スキャンボタンマネージャーか_十分な八ードディスク容量があるか確認してください。_ 

S 画像フアイルを作成できない。コンピューターからスキャンボタンマネージャーをアンインストー 



ルして再インストールしてください。 

スキヤンボタンマネージヤーを 
初期化できない。 

コンピューターからスキャンボタンマネージャーをアンインス1 
ルして再インストールしてください。 

スキヤンボタンマネージヤーを 
実行できない。 

コンピューターからスキャンボタンマネージャーをアンインス1 
ルして再インストールしてください。 

スキヤンボタンマネージヤーで 
予期しないエラーが発生した。 

コンピューターからスキャンボタンマネージャーをアンインス1 
ルして再インストールしてください。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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その他の問題 


問題 

処置 

プリンター内部で結露が発生し 
た0 

これは通常、冬に部屋を暖めた数時間後に起こります。また、相対 
湿度が85%以上の場所でプリンターを使用した場合にも起こりま 
す。湿度を調節するか、適切な環境にプリンターを移動してくださ 
い0 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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プリン ター メ ツセージについて 


プリンターの LCD ディスプレイには、プリンターの現在の状態を示すメッセージが表示され ます。 
また、解決する必要があるプリンターの問題も表示され ます。 ここでは、メッセージに含まれるエ 
ラーコードとその意味、メッセージをクリアする方法について説明し ます。 

注記： 

エラーメッセージが表示された場合、プリンターに残っている出カデータやプリンターのメモリーに蓄積さ 
れている情報は安全ではありません。 


エラーコード 

対処方法 

005-121 

トップカバーを開きます。詰まった紙を除去してトップカバーを閉じます。 

005-301 

参照： 

• 「自動原稿送り装置から紙づまりを処理する」（365ページ） 

009-950 

指定されたトナーカートリッジを交換してください。 

009-951 

参昭： 

009-952 

. 1 ■トナーカートリッジを交換する」 （436 ページ） 

009-953 

010-397 

プリンターの電源を入れなおしてください。それでも解決しない場合は、弊社プリン 

016-315 

_ターサボートデスク、または販売店にご相談ください。 

016-317 

参照： 

016-372 

• 「オンラインサービス」（458ページ） 

016-501 

016-502 

016-503 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。サーバー管理者に問い合わせて、 

SMTP サーバー設定が正しいか確認してください。 

016-504 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。サーバー管理者に問い合わせて、 

POP3 サーバーのユーザー名およびパスワードが正しく設定されているか確認してく 
ださい。 

016-506 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 SMTP サーバーアドレスおよび電子 
メールの宛先が正しく設定されているか確認してください。 

016-507 

@>ポタンを押してメッセージをクリアします。サーバー管理者に問い合わせて、 

SMTP サーノ \：—に使用するユーザー名およびパスワードが正しく設定されているか確 
認してください。 

016-718 

@ボタンを押してメッセージをクリアします。プリンターがジョブを実行していない 
ときに再試行してください。 

016-719 

@ポタンを押して現在のジョブを中止してください。プリンターがジョプを実行して 

016-720 

いないときに再試行してください。 

016-744 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。それでも解決しない場合は、弊社プリ 

016-745 

ンターサボートデスク、または販売店にご相談ください。 


参照： 

• 「オンラインサービス」（458ページ） 

016-749 

® ボタンを押して現在のジョブを中止してください。プリンターがジョブを実行して 
いないときに再試行してください。 

016-764 

@ポタンを押してメッセージをクリアします。イーサネットケーブルが正しく接続さ 
れているか確認してください。それでも解決しない場合は、 SMTP サーバー管理者に 
問い合わせてください。 
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エラーコード 

対処方法 

016-766 

@ポタンを押してメッセージをクリアします。 SMTP サーバーの IP アドレスの接続 
を確認し、サーバーが利用可能かどうか確認してください。それでも解決しない場合 
は、 SMTP サーバー管理者に問い合わせてください。 

016-767 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。受信アドレスが正しいか確認してス 
キャンを再試行してください。 

016-791 

USB 記憶デバイスを挿入し®ボタンを押してメッセージをクリアします。 

016-920 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。アクセスポイントおよびプリンターの 
ワイヤレス設定を確認してください。 

016-930 

USB 差込口からデバイスを取り外し、®ボタンを押してメッセージをクリアします。 

016-931 

016-981 

® ポタンを押して現在のジョブを中止してください。原稿を少なくして再度コピーし 
てみてください。 

016-985 

添付ファイルのサイズが設定よりも大きくなっています。®ボタンを押してメッセー 
ジをクリアします。下記を試してみてください。 

メールサイズ 制限を大きくする。 

解像度設定を下げる。 

スキヤンした画像のファイル形式を変更する。 

017-970 

メモリーの容量に空きがなくなっている可能性があります。®ポタンを押してメッ 
セージをクリアします。下記を試してみてください。 

メモリーに保存されているデータを削除する。 

解像度設定を下げる。 

原稿枚数を少なくする。 

017-980 

® ポタンを押してメッセージをクリアします。プリンターがジョプを実行していない 

017-981 

^ときに再試行してください。 

017-988 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。インターフェイスケーブルがしっかり 
と接続されていること、またはコンピューターに問題がないかを確認してください。 

018-338 

プリンターの電源を入れなおしてください。それでも解決しない場合は、弊社プリン 
夕ーサポートデスク、または販売店にご相談ください。 


参照： 

• 「オンラインサービス」（458ページ） 

024-340 

プリンターの電源を入れなおしてください。それでも解決しない場合は、弊社プリン 

024-360 

夕ーサポートデスク、または販売店にご相談ください。 

024-371 

参照： 

. 「オンラインサービス」（458ページ） 

024-958 

指定用紙をセットし、®ボタンを押してメッセージをクリアします。 

参照： 

. 「用紙トレイ （ MPF ) に用紙をセットする」 （145 ページ） 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に用紙をセットする」 （154 ページ） 

024-963 

® ボタンを押してメッセージをクリアし指定された用紙をセットします。画面に指示 
が表示された場合は指示に従います。 


参照： 

. 「用紙トレイ （ MPF ) に用紙をセットする」 （145 ページ） 

• 「用紙トレイ ( PSI ) に用紙をセットする」 （154 ページ） 

026-720 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 USB 記憶デバイスに十分な容量があ 
ることを確認してください。 
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エラーコード 

対処方法 

026-721 

® ポタンを押してメッセージをクリアします。 USB 記憶デバイスに書込禁止の設定 

026-722 

がされていないか、ディスクに問題がないかを確認してください。 

026-723 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。データを保存するパスとファイル名が 
長すぎないか確認してください。 

026-750 

@ポタンを押してメッセージをクリアします。インターフェイスケーブルがしっかり 
と接続されていることを確認し、ご使用のアプリケーションを再起動してください。 

026-751 

® ポタンを押してメッセージをクリアします。インターフェイスケープルがしっかり 

026-752 

と接続されているか確認してください。 

027-446 

重複を避けるために IP アドレスを変更してください。プリンターの電源を入れなおし 

027-452 

てください。 

031-521 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。サーバー管理者に問い合わせて、 SMB 
サーバーへのアクセス設定が正しいか確認してください。 

031-526 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 SMB サーバーのドメイン名が正しい 
か確認してください。 DNS 接続を確認するか、転送先サーバーの名前が DNS に登録 
されているかどうかを確認してください。 

031-529 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。イーサネットケーブルが正しく接続さ 
れているか、 SMB サーバーのパスワードが正しいかを確認してください。 

031-530 

@)ボタンを押してメッセージをクリアします。 SMB サーバーのパス設定が正しいか 
確認してください。 

031-533 

® ポタンを押してメッセージをクリアします。下記を確認してください。 

指定したファイル名が他のユーザーによって使用されていないか。 

指定したファイルまたはフォルダーの名前がすでに存在するものと同じではない 
か。 

SMB サーバーに書込禁止やディスクの問題がないか。 

031-534 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 SMB サーバーに書込禁止やディスク 

031-535 

の問題がないかを確認してください。 

031-536 

031-537 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。保存場所に空き容量があることを確認 
してください。 

031-555 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。ネットワークが正しく接続されている 
か確認してください。 

031-556 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 SMB サーバーに書込禁止やディスク 
の問題がないかを確認してください。 

031-557 

® ポタンを押してメッセージをクリアします。下記を確認してください。 

指定したファイル名が他のユーザーによって使用されていないか。 

指定したファイルまたはフォルダーの名前がすでに存在するものと同じではない 
か。 

031-558 

@ボタンを押してメッセージをクリアします。サーバー管理者に問い合わせて、 SMB 
サーバーへのアクセス設定が正しいか確認してください。 

031-571 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。イーサネットケープルが正しく接続さ 
れているか確認してください。 

031-574 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 FTP サーバーのドメイン名が正しいか 
確認してください。 

031-575 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 FTP サーバーのホスト名設定が正しい 
か確認してください。 

031-576 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 FTP サーバーに書込禁止やディスクの 
問題がないかを確認してください。 


困ったときには 
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エラーコード 

対処方法 

031-578 

@ポタンを押してメッセージをクリアします。イーサネットケーブルが正しく接続さ 
れているか、 FTP サーバーのログイン名（ユーザー名）とパスワードが正しいかを確 
認してください。 

031-579 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 FTP サーバーのパス設定が正しいか確 
認してください。 

031-582 

@ボタンを押してメッセージをクリアします。 FTP サーバーに書込禁止やディスクの 
問題がないかを確認してください。 

031-584 

@ポタンを押してメッセージをクリアします。下記を確認してください。 

指定したファイル名が他のユーザーによって使用されていないか。 

指定したファイルまたはフォルダーの名前がすでに存在するものと同じではない 
か。 

FTP サーバーに書込禁止やディスクの問題がないか。 

031-585 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 FTP サーバーに削除/書込禁止やディ 

031-587 

_スクの問題がないかを確認してください。 

031-588 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 FTP サーバーに書込禁止やディスクの 
問題がないかを確認してください。 

031-589 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。保存場所に空き容量があることを確認 
してください。 

031 -594 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。サーバー管理者に問い合わせて、 FTP 
サーバーに保存中のスキヤンファイルの設定が誤っていないか確認してください。そ 
れでも解決しない場合は、弊社プリンターサボートデスク、または販売店にご相談く 
ださい。 

参照： 

• 「オンラインサービス」（ 458 ページ） 

031-598 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。 FTP サーバーに書込禁止やディスクの 
問題がないかを確認してください。 

033-503 

033-513 

® ポタンを押してメッセージをクリアします。レポートを確認して、メモリーに保存 
されている不要なデータを削除してください。 

033-517 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。ファクスロックのパスワードが正しい 
か確認してください。 

033-519 

ファク スサー ビスがロックされています。続行するには®ボタンを押してファクス 
ロックを解除してください。 

参照： 

• 「プリンターの操作を制限する」 （355 ページ） 

033-787 

@ポタンを押してメッセージをクリアします。ジョブは中止されます。 

033-788 

@ポタンを押してメッセージをクリアします。受信したファクスを削除するか、ファ 
クス送信が完了するまでしばらく待機してください。 

034-700 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、再ダイヤルが行われ 

034-701 

034-702 

た後にも エラー が表示される場合は下記を行ってみてください。 

電話線が正しく接続されているか確認する。 

宛先の番号が正しいか確認する。 

リダイヤル回数を 最大値に設定する。 

再送信間隔 または リダイヤル間隔を 長く設定する。 

参照： 

• 「電話回線を接続する」（260ページ） 
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エラーコード 

対処方法 


034-703 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、 

再ダイヤルが行われ 

034-704 

た後にもエフーが表不される場合は下記を行ってみてください。 


034-705 

舌線が正しく接 fee されているか確る。 


034-706 

メ B ノ l » リジ勺 /J イ U/TJ 口 J v 丄 L し'ひノしめ ◊ / J 1臣口， し、 9も〇 

リダイヤル回数を最大値に設定する。 

再送信間隔またはリダイヤル間隔を長く設定する。 



参照： 

• 「電話回線を接続する」（260ページ） 


034-707 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、 
た後にもエラーが表示される場合は下記を行ってみてください。 
リダイヤル回数を最大値に設定する。 

再送信間隔またはリダイヤル間隔を長く設定する。 

モデムスピードを下げる。 

再ダイヤルが行われ 

034-708 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、 
た後にもエラーが表示される場合は下記を行ってみてください。 
リダイヤル回数を最大値に設定する。 

再送信間隔またはリダイヤル間隔を長く設定する。 

モデムスピードを下げる。 

宛先の番号が利用可能か確認する。 

再ダイヤルが行われ 

034-709 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、 

再ダイヤルが行われ 

034-710 

た後にもエフーが表不される場合は下記を行ってみてください。 
リダイヤル回数を最大値に設定する。 

再送信間隔またはリダイヤル間隔を長く設定する。 


034-71 1 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、 

再ダイヤルが行われ 

034-712 

" た後にもエフーが表不される場合は下記を行ってみてください。 


034-713 

リタイヤル回数を取大値に設疋する0 

再送信間隔またはリダイヤル間隔を長く設定する。 

モデムスピードを下げる。 


034-714 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、 
た後にもエラーが表示される場合は下記を行ってみてください。 
リダイヤル回数を最大値に設定する。 

再送信間隔またはリダイヤル間隔を長く設定する。 

宛先の番号が利用可能か確認する。 

再ダイヤルが行われ 

034-715 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、 
た後にもエラーが表示される場合は下記を行ってみてください。 
リダイヤル回数を最大値に設定する。 

再送信間隔またはリダイヤル間隔を長く設定する。 

モデムスピードを下げる。 

再ダイヤルが行われ 

034-716 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、再ダイヤルが行われ 
た後にもエラーが表示される場合はジョブは中止されます。ファクス送信を再試行す 
る場合はモデムスピードを下げてください。 

034-717 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、再ダイヤルが行われ 
た後にもエラーが表示される場合はジョブは中止されます。ファクス送信を再試行し 
てください。 

034-718 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、 

再ダイヤルが行われ 

034-719 

た後にもエフーが表不される場合はジョフは中止されます。ファクス送信を再試ィ了す 
る場合はモデムスピードを下げてください。 
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エラーコード 対処方法 

034-720 ® ボタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、再ダイヤルが行われ 

た後にもエラーが表示される場合はジョブは中止されます。ファクス送信を再試行す 
る場合は下記を行つてみてください。 

モデムスピードを下げる。 

_- ECM を有効化する。_ 

034-721 @ポタンを押してメッセージをクリアします。指定された回数、再ダイヤルが行われ 

722 た後にもエラーが表示される場合はジョブは中止されます。ファクス送信を再試行す 

一 る場合はモデムスピードを下げてください。 

034-723 

034-724 _ 

034-725 _ 

034-726 _ _ _ —— 

034-727 ® ポタンを押してメッセージをクリアします。宛先の番号が利用可能か確認してくだ 

さい。指定された回数、再ダイヤルが行われた後にもエラーが表示される場合はジョ 
_プは中止されます。_ 

034-750 ® ポタンを押してメッセージをクリアします。電話線が正しく接続されているか確認 

してください。 

参照： 

_ . 「電話回線を接続する」 （260 ベージ）_ 

034-751 ® ボタンを押してメッセージをクリアします。送信先の機械がお使いのプリンターか 

らのファクスを迷惑ファクスとしてプロックしていないか確認してください。プロッ 
_クされている場合は、送信先に設定を無効化するよう依頼してください。_ 

034-752 ® ボタンを押してメッセージをクリアします。電話線が正しく接続されているか確認 

034-753 レて、，こさい。 

参照： 

_ . 「電話回線を接続する」 （260 ページ）_ 

034-754 ® ボタンを押してメッセージをクリアします。モデムスピードを下げてください。 

034-755 

034-756 

034-757 _ 

034-758 ® ボタンを押してメッセージをクリアします。電話線が正しく接続されているか確認 

してください。または、モデムスピードを下げてください。 

参照： 

_ . 「電話回線を接続する」（260ページ） _ 

034-759 _ ® ボタンを押してメッセージをクリアします。モデムスピードを下げてください。 

034-760 _ 

034-761 ® ボタンを押してメッセージをクリアします。電話線が正しく接続されているか確認 

してください。 

参照： 

_ . 「電話回線を接続する」 （260 ページ） _ 

034-762 ® ボタンを押してメッセージをクリアします。下記を試してみてください。 

モデムスピードを下げる。 

ECM を有効化する。 
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エラーコード 

対処方法 

034-763 

034-764 

034-765 

034-766 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。モデムスピードを下げてください。 

034-767 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。電話線が正しく接続されているか確認 
してください。 

参照： 

• 「電話回線を接続する」（260ページ） 

034-768 

® ボタンを押してメッセージをクリアします。モデムスピードを下げてください。 

041-340 

プリンターの電源を入れなおしてください。それでも解決しない場合は、弊社プリン 

042-358 

_ターサポートデスク、または販売店にご相談ください。 

042-372 

参照： 

061-370 

062-321 

062-360 

• 「オンラインサービス」 （458 ページ） 

062-790 

® ポタンを押してメッセージをクリアします。スキヤンしたデータは削除されますの 
で、文書のスキヤンを再試行してください。 

075-100 

用紙経路を確認してきれいにし、用紙をセットしてから®ボタンを押してメッセージ 
をクリアしてください。 

参照： 

• 「プリンター前部から紙づまりを処理する」 （369 ページ） 

075-921 

うら面（奇数）ページをセットし、®ボタンを押してください。 

参照： 

• 「手動両面印刷 （ Windows 版プリンタードライバーのみ)」 （159 ページ） 

077-100 

背面カバーを開き、詰まった紙を除去してください。 

077-104 

- 参照： 

077-106 

077-108 

077-109 

• 「プリンター後部から紙づまりを処理する」 （370 ページ） 

077-304 

背面カバーを閉じてください。 

077-900 

背面カバーを開き、詰まった紙を除去してください。 

参照： 

• 「排出トレイから紙づまりを処理する」 （372 ページ） 

077-901 

背面カバーを開き、詰まった紙を除去してください。 

参照： 

• 「プリンター後部から紙づまりを処理する」（ 37 〇ページ） 

092-310 

CTD センサーを清掃してください。 

参照： 

• 「カラートナー濃度 （ CTD ) センサーの清掃」 （435 ページ） 
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エラーコード 

092-651 

092-661 


092-910 


対処方法_ 

プリンターの電源を入れなおしてください。それでも解決しない場合は、弊社プリン 
ターサボートデスク、または販売店にご相談ください。 

参照： 

•_「 オンラインサービス」_(458ページ） _ 

CTD センサーを清掃してください。 


093-423 

093-424 

093-425 

093-426 

093-919 

093-920 

093-921 

093-922 

093-930 

093-931 

093-932 

093-933 

093-926 

093-960 

093-961 

093-962 

093-970 

093-971 

093-972 

093-973 


参照： 

• 「カラートナー濃度 （ CTD ) センサーの清掃」 （435 ページ) 

すぐに指定されたトナーカートリッジを交換してください。 

参照： 

• 「トナーカートリッジを交換する」 （436 ページ） 


指定されたトナーカートリッジを再取り付けするか交換してください。 

参照： 

• 「トナーカートリッジを交換する」 （436 ページ） 


指定されたトナーカートリッジを取り外して新品を取り付けてください。トナーカー 
トリッジを交換しない場合は印刷品質に問題が発生する可能性があります。 

参照： 

• 「トナーカートリッジを交換する」 （436 ぺージ） 

指定されたトナーカートリッジをプリンター推奨のものに交換してください。 

参照： 

• 「トナーカートリッジを交換する」 （436 ページ） 


指定されたトナーカートリッジを再度取り付けてください。 

参照： 

• 「トナーカートリッジを取り付ける」 （439 ページ） 
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エラーコード 対処方法 

116-210 プリンターの電源を入れなおしてください。それでも解決しない場合は、弊社プリン 

ターサポートデスク、または販売店にご相談ください。 


11 6-323 参照： 

11 6-325 • 「オンラインサービス」 （458 ページ） 

11 6-326 _ 

11 6-335 _ 

116-355 一 

11 6- 395 

117- 331 

11 7-332 
11 7-333 一 

11 7-334 _ 

11 7-340 _ 

11 7-342 _ 

11 7-343 _ 

11 7-344 _ 

11 7-346 _ 

11 7-348 再試行してレポートを確認してください。プリンターの電源を入れなおしてくださ 

い。それでも解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご 
相談ください。 


参照： 

_ - 「オンラインサービス」 （458 ページ） _ 

11 7-349 プリンターの電源を入れなおしてください。それでも解決しない場合は、弊社プリン 

ターサポートデスク、または販売店にご相談ください。 


117-351 参照： 

117-366 • 「オンラインサービス」 （458 ページ） 

1 24-333 

134-21 1 

191-310 _ 

1 93-700 このメッセージは、プリンターがカスタムモードであることを示します。 

補足： 

エラー コードを含まない下記のメッセージについては、下の表に記載している対処方法を参照してくださ 
い0 


エラーメッセージ 

対処方法 

USB メモリーエラー 

ファイルシステムを認識できません 

USB ポートから外して下さい 

USB 記憶デバイスを取り外し、使用可能かどうか確認してくだ 
さしヽ。©ボタンを押してメッセージをクリアします。 


補足： 

上記の推奨処置を行っても問題が解決しない場合は、弊社プリンターサポートデスク、または販売店にご相 
談ください。 
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418 

































サポートデスクへのご相談 


プリンターの修理点検についてお問い合わせの際は、発生している問題、または LCD ディスプレイ 
上の エラー メッセージをお伝えください。 

プリンターの機種名、シリアル番号をご用意いただく必要があります。プリンターの背面カバーの 
ラベルをこ'確認ください。 

注記： 

プリンターを修理に出す際は、本体に保存された宛先表データはあらかじめコンピューター上にバックアッ 
プをとり、本体のデータは削除してください。修理時にデータが失われる場合があります。次の方法で、本 
体の宛先表データのバックアップ、削除が可能です。 

本体に保存された宛先表データは、宛先表ツールを使用してお使いのコンピューターにエクスポートす 
ることができます。データのエクスポートについての詳細は宛先表ツールのヘルプを参照してください。 

本体に保存された宛朱表データは、操作パネルの NV メモリー初期化メニューを使用して削除することが 
できます。詳細については 「工場設定にリセットする」（357ページ） を参照してください。 
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情報を確認する 


ここには下記の項目を記載します： 

•「 LCD ディスプレイメッセージ」 （421 ぺージ） 

•「 SimpleMonitor からのアラート」 （422 ぺージ） 

• 「製品情報の入手方法」 （423 ベージ） 

本機には、印刷品質の維持に役立ついくつかの自動 診断 ツールをこ'用意しています。 


困ったときには 
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■ LCD ディスプレイメッセージ 

LCD ディスプレイには、各種情報や困ったときのヘルプが表示されます。エラーまたは警告状態が 
発生した場合、 LCD ディスプレイに問題発生を知らせるメッセージが表示されます。 

参照： 

. 1 ■プリンターメッセージについて」 （410 ページ） 
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■ SimpleMonitor からのアラート 

SimpleMonitor とはソフトウェアパック CD - ROM に収録されているツールで、プリントジョブ送 
信時に自動でプリンター状態をチェックします。プリンターがプリントジョブを実行できない場合、 
SimpleMonitor は自動的にコンピューターの画面上にアラートを表示してプリンターに問題がある 
ことを知らせます。 
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■製品情報の入手方法 

最新のプリンタードライバーについて 

最新のプリンタードライバーは、弊社のホームページからダウンロードできます。 

補足： 

通信費用はお客様の負担になりますのでご了承ください。 

1 プリンタードライバーの [プロパティ] ダイアログボックスで [初期設定] タブから [バー 
ジョン 情報] をクリックします。 

[Fuji Xerox ホームページ] をクリックします。 

ウェブブラウザーが起動して、弊社ホームページが表示されます。 

3 指示に従って、該当するプリンタードライバーをダウンロードします。 

補足： 

弊社のダウンロードサービスページのアドレス （ URL ) は、次のとおりです。 

http://www.fujixerox.co.jp/ 

最新のプリンタードライノの機能については、プリンタードライノのヘルプを参照してください。 

プリンターのファームウェアのバージョンアップについて 

弊社では、プリンター本体に組み込まれたソフトウェア（以下、ファームウェアと呼びます）を、 
コンピューターからパージョンアップするツールを提供しています。 

最新のファームウェアおよびパージョンアップ用ツールは、下記の弊社ホームページのアドレス 
( URL ) からダウンロードできます。 

表示されたページの指示に従って、該当するファームウェアをダウンロードしてください。 

http :// www . fujixerox . co . jp / 

補足： 

通信費用はお客様の負担になりますのでご了承ください。 
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カスタムモード 


トナーカートリッジのトナー残量がなくなると、 トナーカートリッジ （ X ) の予備を ご用意く ださい 
または トナーカートリッジ （ X ) を交換してください （ X は Y (イエロー )、 M (マゼンタ ）、 C (シ 
アン ）、 K (ブラック）のいずれか）というメッセージが表示されます。 

カスタムモードでプリンターを使用する場合は、カスタムモードを有効化し、トナーカートリッジ 
を交換してください。 

注記： 

カスタムモードでプリンターを使用すると、プリンターの本来の性能が保たれないことがあり、カスタム 
モードの使用によって生じる可能性のあるいかなる問題も弊社品質保証の範囲外となります。カスタムモー 
ドでの使用を続けると、プリンターが故障する原因となることがあります。この場合の修理は有償となりま 
すのでご注意ください。 

補足： 

カスタムモードを無効化するには、操作パネルの カスタムモードで オフを設定するか、設定管理ツールの 
[ メンテナンス ] タブの [ カスタムモード ] ページで [ オン ] の横にあるチェックボックスの選択を解除し 
てください。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「操作パネル」 （425 ぺージ） 

• 「設定管理ツール』 （426 ページ） 


困ったときには 


424 



■操作パネル 

補足： 

下記の操作を開始する前に、 LCD ディスプレイに 機能を選択してください 画面が表示されていることを確認 
してください。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 仕様設定を選択し、®ポタンを押します。 

3 メンテナンスを選択し、®ボタンを押します。 

4 カスタムモードを選択し、®ポタンを押します。 

5 オンを選択し、®ボタンを押します。 

6 トップべージが表示されるまで4ポタンを押します。 

プリンターがカスタムモードに切り替わります。 
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■設定管理 ツール 

ここでは、 Windows XP を例に説明します。 

[スタート] — [すべてのプログラム ] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — こ'使用のプリンタ_ — [設定管理ツール] をクリックします。 

補足： 

複数のプリンタードライバーがコンピューターにインス I ルされている場合は、プリンターを選択 
するウインドウが表示されます。この場合、 [プリンター名] に一覧表示されているプリンターから任 
意の名称をクリックしてください。 

設定管理ツールが開きます。 

2 [メンテナンス] タブをクリックします。 

ぺ _ ジ左側の_覧から [カスタムモード] を選択します。 

[カスタムモード] ページが表示されます。 

4 [オン] の横のチェックボックスを選択して、 [新しい設定を適用] ボタンをクリックします。 
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本章には下記の項目を記載します： 

• 「清掃について」 （428 ぺージ） 

• 「トナーカートリッジを交換する j (436 ページ） 

• 「トナーカートリッジを注文する」 （441 ぺージ） 

• 「トナーカートリッジの保管について」 （445 ぺージ) 
• 「プリンターの管理について」 （446 ページ） 

• 「トナーや用紙を節約する」 （450 ベージ） 

• 「ぺージ数を確認する」 (451 ベージ） 

• 「プリンターを移動するときは」 （452 ベージ） 
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清掃について 


ここでは、本機を良好な状態に保ち、いつもきれいな印刷ができるようにするため、プリンターの 
清掃方法について説明します。 


△警告： 

機械の性能の劣化を防ぎ安全を確保するため、清掃には指定されたものをこ’使用ください。スプレータイ 
プのクリーナーは、引火や爆発の危険がありますので、絶対に使用しないでください。 


△ 主意： 

機械の清掃を行う場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。電源 
スイッチを切らずに機械の清掃を行うと、感電の原因となるおそれがあります。 


ここには下記の項目を記載します： 

• 「原稿読み取り部の清掃」 （429 ページ） 

• 「原稿送り口ーラーの清掃 j (431 ベージ） 

• 「本機内部の清掃」 （432 ベージ） 

• 「カラートナー濃度 ( CTD ) センサーの清掃」 （435 ベージ) 
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■原稿読み取り部の清掃 

最適なコピー品質を確保するため、原稿読み取り部は常にきれいな状態に保ってください。毎日最 
初に原稿読み取り部を清掃し、必要に応じて日中にも清掃してください。 

1 糸くずのでない布またはべーパータオルを水で少し湿らせます。 

2 原稿カバーを開きます。 



3 きれいで乾燥した状態になるまで原稿ガラスおよび原稿読み取りガラスの表面を拭きます。 



2 原稿ガラスカバー 

3 原稿ガラス_ 

4 原稿読み取りガラス 
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4 きれいで乾燥した状態になるまで原稿ガラスカバーおよびフィルムの下側を拭きます。 
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■原稿送り ローラーの 清掃 

最適なコピー品質を確保するため、原稿送り口ーラーは常にきれいな状態に保ってください。定期 
的に原稿送り口ーラーを清掃してください。 

1 プリンターの電源を切ります。 

2 トップカバーを開きます。 



3 乾燥した糸くずのでない布またはべーパータオルで、きれいになるまで原稿送り口ーラーを拭 
きます。 


原稿送り口ーラーがインクのシミで汚れていると、自動原稿送り装置から給紙された紙も汚れ 
ます。この場合は、糸くずのでない布またはべーパータオルを中性洗剤または水で少し湿らせ 
て、きれいで乾燥した状態になるまで原稿送り口ーラーの汚れを取ります。 
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■本機内部の清掃 

1 プリンターの電源を切ります。 

2 サイドカバーを開きます。 



3 図のようにトナーカートリツジをしっかりとつまみます。 



4 トナーカートリッジを引き抜きます。 

注記： 

トナーをこぼさないよう、必ずトナーカートリッジはゆっくりと引き抜いてくださし、。 



5 他の 3 つのトナーカートリツジも同様に引き抜きます。 
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6 清掃棒を引き抜きます。 



7 下図のように、ツメがプリンター内部に達するまで、清掃棒をプリンターの矢印部の穴にいっ 
ぱいまで挿入し、引き抜きます。 



8 他の 3 つの穴にも同じ手順を繰り返します。 
9 清掃棒を元の位置に戻します。 
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10 該当する力一トリッジホルダーに合わせてブラックのトナーカートリッジを挿入し、トナー 
力一トリツジからカチッという音がするまでラベル中央付近をしっかりと押し込みます。 



11 他の 3 つのトナーカートリッジも同様に交換します。 
12 サイドカバーを閉じます。 
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■カラートナー濃度 （ CTD ) センサーの清掃 

CTD センサーの清掃は、 CTD センサーのアラートが [プリンターの 状態]ウィンドウまたは操作 
パネルに表示されている場合にのみ行ってください。 

1 プリンターの電源が切れていることを確認します。 

2 背面カバーの八ンドルを押して背面カバーを開きます。 



3 乾いた清潔な綿棒でプリンター内部の CTD センサーを清掃します。 
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トナーカートリッジを交換する 

純正トナーカートリッジは弊社のみが販売しています。 

本機には純正のトナーカートリッジを使用することをお勧めします。弊社は、非純正のトナーカー 
トリツジを使用した結果生じたいかなる問題に対しても保証を行いません。 


△警告： 

こぼれたトナーを電気掃除機で吸い取らないでください。 

本製品内およびトナーカートリッジ、トナー回収ボトル等に付着したトナーを電気掃除機で吸引すること 
もおやめください。 

掃除機を用いると、掃除機内部のトナーが、電気接点の火花などにより、発火または爆発するおそれがあ 
ります。 

床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水を湿らした布などで拭き取ってくださ 
い0 

大量にこぼれた場合、弊社商品センター（回収受付： TEL 0120-04-0692) にこ連絡ください。 

トナーカートリッジは、絶対に火中に投じないでください。トナーカートリッジに残っているトナーが発 
火または爆発する可能性があり、火傷のおそれがあります。使い終わった不要なトナーカートリッジは弊 
社商品センター（回収受付： TEL 0120-04-0692) にて回収いたしますので、必ず弊社商品センター（回 
収受付： TEL 0120-04-0692) にこ連絡ください。 


A 劣 意： 

トナーカートリッジは幼児の手が届かないところに保管してください。幼児がトナーを飲み込んだ場合は、 
ただちに医師に相談し指示を受けてください。 

トナーカートリッジを交換する際は、トナーが飛散しないように注意してください。また、トナーが飛散 
した場合は、トナーが皮膚や衣服に付いたり、トナーを吸引したり、または目や口に入らないように注意 
してください。 

次の事項に従って、応急処置をしてください。 

トナーが皮膚や衣服に付着した場合は、石けんを使って水でよく洗い流してください。 

トナーが目に入った場合は、目に痛みがなくなるまで15分以上多量の水でよく洗い、必要に応じて医 
師の診断を受けてください。 

トナーを吸引した場合は、新鮮な空気のところへ移動し、多量の水でよくうがいをしてください。 
トナーを飲み込んだ場合は、飲み込んだトナーを吐き出し、水でよく 口の中をすすぎ、多量の水を飲ん 
でください。すみやかに医師に相談し指示を受けてください。 


注記： 

トナーがこぼれる可能性がありますので使用済みトナーカートリッジを振らないでください。 

必ず本機に付属しているスタータートナーカートリッジを最後まで使い切ってから別売りの力一トリッジに 
交換してください。 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「概要」 （437 ベージ） 

• 「トナーカートリッジを取り外す」 （438 ページ） 

• 「トナーカートリッジを取り付ける」 （439 ぺージ） 
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■概要 

本機ではブラック （ K )、 イエロー （ Y )、 マゼンタ （ M )、 シアン （ C ) の4色のトナーカートリッジを使 
用します。 

トナーカートリツジが使用期限に達すると 、 LC D ディスプレイに下記のメッセージが表示されま 
す0 


メッセージ（例） 

処置 

093-426 

トナーカートリッジ （ K ) 

の予備をご用意ください* 

指定トナーカートリッジの残量が少なくなっています。新しい力一卜 
リッジを用意してください。 

エラーコードは、トナーカートリッジの色によって異なります。 
093-426: ブラック 

093-425: シアン 

093-424: マゼンタ 
■* 093-423: イエロー 

093-933 プリンター 
トナーカートリッジ （ K ) を 
交換してください 

指定トナーカートリッジの残量が空になっています。古いトナーカー 
トリッジを新品と交換してください。 

エラーコードは、トナーカートリッジの色によって異なります。 
093-933: ブラック 

093-932: シァン 

093-931: マゼンタ 

093-930: イエロー 


この警告は弊社純正トナーカートリッジを使用している場合のみ表示されます（カスタムモードが才 
フ）〇 


注記： 

使用済みトナーカートリッジを床やテーブルに置く際は、トナーがこぼれる可能性がありますのでトナー 
力一トリッジの下に紙を敷いてください。 

プリンターから取り外した古いトナーカートリッジは再使用しないでください。印刷品質が損なわれます。 
使用済みトナーカートリッジは振ったり衝撃を与えたりしないでください。残っているトナーがこぼれる可 
能性があります。 

トナーカートリッジはパッケージから取り出して1年以内に使い切ることをお勧めします。 
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■ トナーカートリツジを取り外す 


1 プリンターの電源を切ります。 

2 サイドカバーを開きます。 



3 取り外したトナーカートリツジを置く床やテーブルに下敷きの紙を敷きます。 
4 図のようにトナーカートリッジをしっかりとつまみます。 



注記： 

トナーをこぼさないよう、必ずトナーカートリッジはゆっくりと引き抜いてくださし、。 



6 手順3で敷いておいた紙の上にトナーカートリツジを置きます。 
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■ トナーカートリツジを取り付ける 


1 使用する色の新しいトナーカートリッジを箱から取り出し、トナーが均等になるように5、6回 
振ります。 



補足： 

交換する前に、新しいトナーカートリツジの色がハンドルの色と同じであることを確認してください。 
トナーがこぼれる可能性がありますのでトナーカートリツジの取り扱いには注意してください。 

2 トナーカートリッジからテープを取り外します。 



3 該当する力一トリッジホルダーに合わせてトナーカートリッジを挿入し、トナーカートリッジ 
からカチッという音がするまでラベル中央付近をしっかりと押し込んで交換します。 
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4 サイドカバーを閉じます。 



5 取り外したトナーカートリッジを、取り付けたトナーカートリッジが入っていた箱に入れます。 

6 こぼれたトナーに触れないよう注意し、取り外したトナーカートリツジの下に敷いていた紙を 
処分します。 
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トナーカートリッジを注文する 

ここには下記の項目を記載します： 

• 「トナーカートリッジの種類」 （442 ベージ） 

• 「トナーカートリッジを注文する時期」 （443 ページ） 

• 「使用済み消耗品の回収」 （444 ページ） 

トナーカートリツジは随時注文する必要があります。各トナーカートリツジには箱に取り付けに関 
する指示がついています。 
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■ トナーカートリッジの種類 

注記： 

弊社が推奨していないトナーカートリッジを使用された場合、装置本来の品質や性能を発揮できないおそれ 
があります。本製品には、弊社が推奨するトナーカートリッジをご使用ください。 


製品名 

商品 コー ド 

印刷可能枚数 

トナーカートリッジ（ブラック） 

CT 201757 

約700枚 

トナーカートリッジ（イエロー ） 

CT 201760 

約700枚 

トナーカートリッジ（マゼンタ） 

CT 201759 

約700枚 

トナーカートリッジ（シアン） 

CT 201758 

約700枚 

大容量トナーカートリッジ（ブラック） 

CT 201761 

約2000枚 

大容量トナーカートリッジ（イエロー ） 

CT 201764 

約1400枚 

大容量トナーカートリッジ（マゼンタ） 

CT 201763 

約1400枚 

大容量トナーカートリッジ（シアン） 

CT 201762 

約1400枚 


注記： 

印刷可能ぺージ数は、 JIS X 6932 (ISO/IEC 19798) に基づき、 A4 普通紙に片面連続印刷した場合の公表 
値です 

実際の印刷可能ページ数は、印刷内容や用紙サイズ、用紙の種類、使用環境などや、本体の電源 ON/OFF 
に伴なう初期化動作や、プリント品質保持のための調整動作などにより変動し、参考値と大きく異なること 
があります。 

補足： 

本機に付属しているスタータートナーカートリッジの印刷可能枚数は、約700枚です。 

各トナーカートリツジには箱に取り付けに関する指示がついています。 
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■ トナーカートリッジを注文する時期 

トナーカートリッジの交換時期が近づくと、 LCD ディスプレイに警告が表示されますので、交換す 
る力ートリッジを準備してください。印刷できない期間が発生しないよう、このメッセージが最初 
に表示されたときにトナーカートリッジを注文するようにしてください。トナーカートリッジの交 
換が必要になると LCD ディスプレイに エラー メッセージが表示されます。 

トナーカートリツジのご注文は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


注記： 

本機は、推奨トナーカートリツジを使用した際に最も安定した性能および印刷品質を発揮するよう設計され 
ています。本機に推奨されるトナーカートリツジを使用しないと、本機の性能および印刷品質が損なわれま 
す。また、本機が故障した際の修理も有償となります。カスタマーサボートを利用するため、また、最適な 
プリンター性能を享受するために必ず推奨トナーカートリツジを使用してください。 
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■使用済み消耗品の回収 

回収したトナーカートリッジおよびドラム（感光体）は、環境保護•資源有効活用のため、部 
品の再使用、材料としてのリサイクル、熱回収などの再資源化を行っています。 

不要となったトナーカートリッジは適切な処理が必要です。トナーカートリッジの容器は、無 
理に開けたりせず、必ず弊社または販売店にお渡しください。 
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トナーカートリツジの保管について 

トナーカートリツジは使用するときまで元の梱包材に入れて保管してください。下記環境での卜 
ナーカートリツジの保管は避けてください。 

40° C を超える温度 

湿度または温度の変化が激しい場所 

直射日光 

ほこりが多い場所 
車内（長時間） 

腐食性ガスのある場所 
潮風の当たる場所 
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プリンターの管理について 

ここには下記の項目を記載します： 

•「CentreWare Internet Services でプリンターの状態を確認 • 管理する」 (447 ページ) 
•「 SimpleMonitor でプリンターの状態を確認する （ Windows のみ）」 （448 ページ） 

• 「電子メールでプリンターの状態を確認する」 （449 ページ） 
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■ CentreWare Internet Services でプリンターの状態を確 
認 • 管理する 

プリンターを TCP/IP 環境に設置する場合、ネットワークに接続したコンピューター上で Web ブ 
ラウザーを使用してプリンター状態の確認や設定の変更ができます。また、 CentreWare Internet 
Services を使用してプリンターにセットしたトナーカートリッジや紙の残量を確認することも可能 
です。 

補足： 

プリンターを口ーカルプリンターとして使用する場合は CentreWare Internet Services は利用できませ 

ん。口ーカルプリンターの状態を確認する方法については 「 SimpleMonitor でプリンターの状態を確認す 
る （ Windows のみ)」 （448 ページ） を参照してください。 

CentreWare Internet Services を起動する 

下記手順に従って CentreWare Internet Services を起動してください。 

1 ウェブブラウザーを起動します。 

2 プリンターの IP アドレスをアドレスバーに入力し、 Enter キーを押します。 

CentreWare Internet Services ページが表示されます。 

•オンラインヘルプの使い方 

各 CentreWare Internet Services 画面で設定できる項目の詳細については、[ヘルプ]ボタンを 
クリツクしてオンラインヘルプを表示してください。 
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■ SimpleMonitor でプリンターの状態を確認する 
(Windows のみ） 

SimpleMonitor は、弊社のプリンタードライパーに搭載されているツールで、プリントジョブ送信 
時に自動でプリンター状態をチェックします。トレイの状態やトナーカートリッジの残量も確認で 
きます。 

SimpleMonitor を起動する 

タスクバーで SimpleMonitor アイコンをダブルクリックするか、アイコンを右クリックして[プ 
リンターの選択]を選択してください。 

SimpleMonitor アイコンがタスクバーに表示されていない場合は[スタート]メニューから 
SimpleMonitor を開いてください。 

ここでは、 Microsoft ® Windows ® XP を例に説明します。 

[スタート] — [すべてのプログラム ] —[Fuji Xerox ] ^ [Fuji Xerox プリンターソフト 
ウェア] — ご使用のプリンタ ー —[SimpleMonitor for Japan ] をクリックします。 

[プリンター選択]ウィンドウが表示されます。 

2 一覧から任意のプリンター名をクリックしてください。 

[プリンターの状態]ウィンドウが表示されます。 

SimpleMonitor 機能の詳細については、 SimpleMonitor のヘルプを參照してください。 

参照： 

•「SimpleMonitor (Windows のみ）」 （56 ページ） 
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■電子メールでプリンターの状態を確認する 

電子メールの送受信が可能なネットワーク環境に接続すれば、本機は指定電子メールアドレスに下 
記の情報を記載した電子メールレポートを送信することができます。 

プリンターに発生した エラー 


電子メール環境を設定する 

CentreWare Internet Services を起動し、 [プロパティ] タブでこ'使用の電子メール環境に応じて 
下記の設定を行ってください。それそれの画面で設定を完了したら、必ず [新しい設定を適用] を 
クリックしてプリンターを再起動してください。各項目の詳細については 、 CentreWare Internet 
Services 上のヘルプを參照してください。 


項目 

設定項目 

内容 

[一般設定] > [エラー 
メール通知] 

送信先メールアドレス 

プリンターに発生したエラーについて通知する電 
子メールアドレスを設定してください。 


送信する通知項目 

電子メールで送信する通知内容を設定してくださ 
い0 

[ポート起動] 

エラーメール通知 

[有効] を選択します。 

[プロトコル設定]> 

[E メール] 

SMTP サーバー設定 
本体メールアドレス 

電子メール送信に関する設定をしてください。 


SMTP サーバー アドレ 
ス 

SMTP サーバーポー ト 
番号 

SMTP 送信の認証 
送信時の認証方式 


SMTP AUTH ロ グイ 
ン名 

。パスワード 
。パスワードの確認 
POP 3 サーバー設定* 

POP 3 サーバー アド レ 
ス 

POP 3 サーバーポート 
番号 

POP 3 サーバーログイ 
ン名 

パスワード 

_-パスワードの確認_ 

* [送信時の認証方式]に POP before SMTP 方式を選択した場合 、 SMTP サーバーと POP 3 サーバー 
の両方の設定が必要になります。 
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トナーや用紙を節約する 


プリンタードライパーで設定を変更してトナーカ 

_トリッジと用紙を節約することができます。 

サプライ 

設定 

機能 

トナーカートリツ 

ジ 

プリンタードライバーの 
[グラフ ィツ クス] タブで 
[トナー節約] を有効化し 
てください。 

このチェックボックスでは、トナー消費量の少ないプ 
リントモードを選択することができます。この機能を 
使用すると、通常よりも画質が低下します。 

用紙 

プリンタードライバーの 
[レイアウト] タブの [ま 
とめて1枚] 

1枚の用紙に複数のページを印刷します。プリンター 
ドライバーが1枚の用紙に印刷できるページ数は次の 
とおりです。 

Microsoft Windows 版プリンタードライバー： 2、 
4、8、16ページ 

Mac OS ® X 版プリンタードライバー： 2、4、6、 

9、16ページ 

両面印刷設定と組み合わせれば、 [まとめて1枚] で 

1枚に32ページを印刷することができます（おもて 
に16ページ、うらに16ページ)。 
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ページ数を確認する 


合計印刷枚数は操作パネルで確認できます。メーター1(カラー印刷枚数)、メーター2 (モノクロ 
印刷枚数)、メーター 3 (通常は使用しません）、メーター 4 (メーター 1 + メーター 2) の4つの 
メーターが用意されています。 

メーター確認は正しく印刷された枚数をカウントします。片面印刷（まとめて1枚を含む）は1 
ページ、両面印刷（まとめて1枚を含む）は2ページとしてカウントされます。両面印刷時に片面 
が正常に印刷された後にエラーが発生した場合は1ページとしてカウントされます。 

アプリケーション上で ICC プロファイルによって変換されたカラーデータをカラー設定で印刷する 
場合は、モニター上で白黒のように見える場合でもカラーとして印刷されます。この場合には、 
メーター1 と メーター4 がカウントされます。 

両面印刷を行う場合は、アプリケーションの設定に応じて自動的に空白ページが挿入されます。こ 
の場合、空白ページも1ページとしてカウントされます。ただし、奇数ページ数の両面印刷を行う 
場合には、最後の奇数ページの後に挿入される空白ページはカウントされません。 

参照： 

• 「メーター確認」（316ページ） 

下記手順に従ってメーターを確認してください。 

1 仕様設定ボタンを押します。 

2 メーター確認を選択し、: > 7 ) ボタンを押します。 

3 各メーターの値を確認します。 
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プリンターを移動するときは 

1 プリンターの電源を切ります。 



2 電源コード、インターフェイスケーブルなどすベてのケーブルを抜きます。 




日常管理 


452 


























4 排出トレイに紙がある場合は取り除きます。排出延長トレイが伸びている場合は閉じます。 



5 用紙トレイ （ PSI ) または用紙トレイ ( MPF ) から用紙を取り除きます。用紙は包装して湿度 
が低くきれいな場所に保管してください。 



6 用紙トレイ （ PSI ) を押し込みます。 
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7 用紙セツトバーを奥に最後までスライドさせます。 



8 フロントカバーを閉じます。 



9 プリンターを持ち上げてゆっくりと移動します。 



10 プリンターを使用する前にカラーレジストレーシヨンを調整します。 

参照： 

• 「カラ—レジストレ—シヨンを調整する」（399ページ） 
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弊社へのお問い合わせ 

本章には下記の項目を記載します： 

• 「テクニカル サボート」 （456 ページ） 

• 「商品寿命ページ数について」 （457 ページ） 

• 「オンラインサービス」 （458 ぺージ） 

• 「商品のお問い合わせ先について」 （459 ページ) 
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テクニカルサポート 


お客様におかれましては、まず製品に付属のサポート資料、製品診断、ホームページの情報、電子 
メールサポートをご利用いただくことをお勧めいたします。それでも問題が解決しない場合は、製 
品保証による修理点検を受けるため、保証期間内に弊社電話サボートまたは認定サービス担当者に 
欠陥について通知していただく必要があります。問題を解決するため、 0 S 、 ソフトウェアプログラ 
ム、ドライバーの規定構成•設定への復元、弊社供給製品の機能検証、顧客交換装置の交換、紙づ 
まりの解消、装置の清掃、その他指示のあった作業や予防メンテナンスなどを含めたご協力をお願 
いいたします。 

お客様の製品に弊社または認定サービス担当者による遠隔からの診断、問題修復が可能な機能が搭 
載されている場合は、製品へのリモートアクセスを許可していただくようお願いすることがありま 
す。 
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商品寿命ページ数について 


ドラムユニットは交換不可な構造のため、ドラムユニットの感光体の寿命が商品寿命となりま 
す。 

商品寿命ページ数（耐用枚数）は30,000ページです。耐用枚数に到達するとエラーメッセー 
ジが表示されます。耐用枚数を超えて使用した場合、印刷品質が低下するばかりでなく、卜 
ナー漏れなどの問題を生じることもありますので、寿命を超えてのご利用はお控えください。 
寿命を大きく超えてご利用になり、所定の印刷枚数に達すると、本商品は動作を停止し、以降 
一切の印刷ができなくなります。 

耐用枚数30,000ページは、以下の条件の時のものです。使用する用紙サイズ、一度に印刷す 
るページ数、電源の ON / OFF 頻度などの条件により大きく前後する場合があります。 

※：カラー4•モノクロ 6の比率で、 A 4 用紙を一度に2ページずつ間欠印刷した場合。 
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オンラインサービス 


弊社 Web サイト ( http :// www . fujixerox . co . jp / support / index . html ) で情報を登録すれば、才 
ンラインで詳細な製品 • 消耗品の保証情報を確認し保証を有効化していただくことができます。 

プリンターの問題を解決するために弊社オンラインサボートアシスタントが、指示およびトラブル 
シューティングのためのガイドを提供いたします。これは便利で検索もできるオンラインヘルプで 
す。詳細についてはオンラインサポート 

( http :// www . fujixerox . co . jp / support / printer / docuprint _ cm 200 fw / index . html ) をご莧、た 

さい0 
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商品のお問い合わせ先について 


この商品の最新のサボート情報は、 http :// www . fujixerox . co . jp / support / index . html をこ'確認く 
ださい。 

商品のお問い合わせは、富士ゼロックスプリンターサボートデスクにお問い合わせください。（各ア 
プリケーシヨンの操作につきましては、各ソフトウェアメーカーの問い合わせ窓口にお問い合わせ 
ください。） 


フジ ゼロックス 

フリーダイヤル 0120 - 66-2209 FAX : 0120 -14-1046 

フリーダイヤル受付時間：土•日•祝日および弊社指定休業日を除く 9時〜17時30分 

フリーダイヤルは、携帯電話 • PHS および海外からはこ'利用いただけません。また、一部の IP 電話からはつながらない場 
合があります。 

お話の内容を正確に把握するため、また後に対応状況を確認するため、通話を録音させていただくことがあります。 


本機を廃却する場合は、お買い上げいただいた富士ゼロックス、各販売会社の担当営業にお問い合 
わせいただき、お申し込みください。 

担当営業が不明な場合には、プリンター回収センターで受付します。 

TEL : 0120-88-8641 FAX : 01 20-22-6993 

受付時間： 9時〜12時、13時〜17時（土、日、祝日を除く） 


弊社へのお問い合わせの際には、機種名と機械番号を確認させていただきます。 

保守サボートの問い合わせ先力ードの裏面の「機種」「機械 No .」、 もしくは商品の背面または側面 
の銀色のシールに記載されている「商品名 j 「商品コード」 r SER # j を事前にご確認ください。 
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記号 

#ボタン42 

英数字 

2アップ210, 342 
BTR 電圧調整332 
BTR リフレッシュモード334 
CentreWare Internet Services 53 
オンラインヘルプ447 
起動する447 
プリンターを管理する447 
CTD センサー 435 
C (クリア）ボタン42 
ECM 310, 326 
Internet Services 322 
LCD 42 

LCD ディスプレイ42,421 

し PD 322 

mm / inch 331 

NV メモリー初期化 335 

OK ボタン 42 

PC 保存 34 

Point and Print 113 

Port 9100 322 

SimpleMonitor 56 

SimpleMonitor アラート 422 

SNMP 322 

TCP/IP 321 

TIFF 形式 346 

TWAIN (Tool Without An Interesting Name ) 
221 

USB 記憶デバイス 249 
USB コネクター 40, 63 
USB 差込口 39 
USB 設定 

ポート起動338 

Windows Image Acquisition ( WIA ) 223 
WSD で印刷する185 

ア 

値を決定する402 
値を入力する403 
厚紙332, 333 
宛先表317 
宛先表ッール59 
宛先表ボタン42 
安全 

機械使用上の注意21 

電源およびアース接続時の注意16 
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移動する 

プリンタ—452 
印刷する169 

ユーザー定義の用紙178 

Windows 版プリンタードライバー 
の場合179 

Mac OS X 版プリンタードライバー 
の場合179 
印刷に関する問題378 
印刷の基本操作131 
印刷品質に関する問題380 
インターフェイス33, 34 
ウォームアップ • タイム30 
ェラー LED 42 

エラーおよび警告のメッセージ422 
エラータイムアウト329 
エラーメール通知322 

_プリンターの状態を確認する449 
エラー履歴レポート315 
大きさ31 

才一トリセット329 


力 

回線種別309, 324 
解像度33, 268, 344, 347 
スキヤンの設定256 
階調/表現色30 
書き込み解像度30 
カスタムモード335 
画像 

カラーモー ドを設定する255 
画像圧縮率346 
紙づまり375 
紙づまりの処理362 

自動原稿送り装置から365 
排出トレイから372 
プリンターの後部370 
プリンターの前部369 
紙づまりの発生箇所364 
紙づまりの防止363 
カラー197 

スキヤンに選択255 
カラー対応30 
カラーパランス341 
カラーパランス巳208 
カラーバランス G 207 
カラーパランス R 206 
カラーボタン設定344 



カラーモード 339,343 

カラーモードボタン43 

カラーレジストレーションを調整する399 

カラーレジチヤート401 

カラーレジ補正334 

管理 

プリンタ—446 
機械占有寸法32 
給紙方式/給紙容量31 
記録紙サイズ35 
グレー バランス209, 342 
警告およびエラーのメッセージ422 
形式30, 33, 34 
原稿受け39 
原稿送りトレイ39,41 
原稿ガイド41 
原稿カパー 41 
原稿ガラス41,429 
原稿ガラスカバー 429 
原稿のサイズ201,344, 340 
原稿の種類202, 269,341,347 
原稿読み取りガラス41,429 
原稿読み取り速度34 
現像器クリーニング334 
高度補正335 

工場設定にリセットする357 
コート紙1332,333 
コート紙2 332, 333 
コピーオプションを設定する195 
コピーに関する問題397 
コピー品質 

問題398 

コピーポタン/ LED 42 
コンピューターから印刷する170 


サ 

サービス制限336 

再生紙332, 333 

再送信間隔309, 324 

最大消費電力31 

最大読み取りサイズ34 

サイドカパー 39 

サボートデスクへのご相談419 

左右枠消し量213, 342, 345 

地色除去205, 341,345 

時間表示形式264 

時刻指定送信347 

時刻設定330 

システム設定リスト315 

質量32 

自動原稿送り装置39,41 
自動リダイヤル275 
自動レジ調整333 
シヤープネス204, 341,345 


受信フィルター 309, 325 
受信モード309, 323 
出力トレイ容量31 
手動でファクスを送信する273 
手動両面印刷159 
仕様29 

上下枠消し量212, 342, 345 
上質紙332, 333 
仕様設定317 
仕様設定ボタン/ LED 42 
情報を確認する420 _ 

SimpleMonitor アラート422 
消耗品の回収444 
ジョブ確認ボタン/ LED 42 
ジョブタイムアウト329 
ジョブ履歴レポート315 
ジョブを中止する171 
白黒 

スキャンに選択255 
白黒/カラ ー LED 43 
親展受信337 

スキャナー（ネットワーク）343 
スキャナードライバー/プリンターユーティリ 
ティの問題408 
スキャナーボタン/ LED 42 
スキャナー 

使用を制限する355 
スキヤン 

画像のファイル形式を設定する255 
カラー画像255 
カラーモードを設定する255 
白黒画像255 
スキャン解像度256 
背景色の抑制256 
元原稿のサイズを指定する256 
スキャンの問題406 
スキャンポタンマネージャ_ 60 
スタ_トポタン42 
ストップポタン42 
スピーカーの音量305 
清掃棒39 

セキュリティー 336 
接続仕様63 
接続タイプ63 
設定管理ツール55 
節電移行時間328, 356 
節電ボタン/ LED 42 
走査線密度35 
操作パネル39 
送信原稿サイズ35, 36 
送信シート309, 326 
送信元編集337 
送信レポート310, 327 
ソート/スタック198, 339 
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ソフトウェアのインストール 61 


夕 

対応 0 S 33, 36 
対応プロトコル33 
ダイヤル種別309, 324 
ダイレクトファクス277 
短縮宛先317 
短縮ボタン42 
通信解像度36 

通信管理レポート310, 315, 327 

通信速度35, 36 

通信モード35 

定着温度調整333 

データ LED 42 

適用回線35, 36 

テンキー42 

電源31 

電源コネクタ ー 40 
電源スイッチ39 
転写ドラム40, 364 
転写口ール40 
電送時間35 
電話309 

電話/ファクス切替309 
電話/ファクス呼出時間309, 323 
電話呼出音309, 324 
トップカバー 40,41,364 
トナーカートリッジ442 
節約する450 
注文する時期443 

トナーカートリッジの保管について445 
トナーカートリッジを注文する443 
トナーカートリッジを取り付ける439 
トナーカートリッジを取り外す438 
トナー残少警告メ ッセー ジ331 
トナー帯電除去334 
トナーや用紙を節約する450 


中消し量214, 343,346 
日時を設定する263 
ネットワークコネクター 40, 63 
ネットワーク接続セットアップ82 
ネットワーク設定317 
濃度203, 270, 341,344, 347 


八 

八ードディスク容量30 
排出延長トレイ39,165 
排出トレイ39,364 
背面カバー 40,364 
背面カバーの八ンドル40 


倍率選択199,340 
はがきをセツトする152,158 
発信元記録309, 325 
発信元情報を設定する262 
発信元ファクス番号309,325 
発信元名309, 325 
パネル設定リスト45, 315 
パネル操作制限336, 352 
パネル表示言語351 
八ンドセツトコネクター 40, 63 
斑紋388 
ピ アツー ピア116 
表示に関する問題377 
ファーストコピー•タイム30 
ファームウ ェア ver 331 
ファイル形式343 
ファクス 

使用を制限する355 
ファクスグループ296, 317 
ファクス専用309 
ファクス同報レポート310,328 
ファクスの問題404 
ファクスボタン/ LED 42 
ファクスモード呼出時間309, 323 
ファクスを自動送信する272 
ファクスを送信する265 
フィルム429 
封筒332, 333 

封筒をセツトする 

用紙トレイ ( MPF ) 149 
用紙トレイ （ PSI ) 155 
複写原稿30 
複写倍率30 
複写用紙30 
複写（用紙）サイズ30 
符号化方式35 
部数196 
普通紙332,333 
フツク検出レベル調整310, 327 
プリンター 

移動する452 
管理446 

プリンターソフトウェア51 
プリンタードライパーをインストールする前に 
78 

プリンタードライバー （ MacOSX ) 

プリンタードライバーをインストールす 
る121 

プリンタードライバー ( Windows ) 

プリンタードライバーをインストールす 
る77 

プリンターに関する基本的な問題376 
プリンターの状態 

エラーメール通知449 
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プリンターの接続 61 
プリンターを接続する63 
プリントジョブを中止する 

コンピューターから171 
操作パネルから171 
プリントポタン / LED 42 
プレフィックス番号309,326 
プレフィックス利用309,310, 326 
プロトコルモニター 315 
フロントカバー 39, 364 
ページ記述言語33 
報知音330 
本機の主な特長28 


マ 

まとめて1枚450 
無線 LAN 設定319 
無線 LAN 設定リセット321 
無線状態318 
メーター 

合計枚数451 
メーター 確認316 

合計印刷枚数451 
メールサイズ制限346 
メール送信34 
メッセージ 

SimpleMonitor 422 
メモリー容量30 
モジュラージャック40, 63, 260 
モデムスピード310, 327 
元原稿のサイズ 

スキヤンの設定256 
戻るボタン42 


ヤ 

有線ネツトワーク 

Ethernet 設定318 
NV メモリー初期化322 
プロトコル322 
郵便はがき332, 333 
用紙450 

寸法144 

用紙送りガイド40 

用紙送り口ーラー 40 

用紙ガイド148 

用紙ガイド（エンドガイド）39 

用紙ガイド（サイドガイド）39 

用紙種類調整332 

用紙セツトバ_ 39 

用紙節約310,326 

用紙トレイ設定348 

用紙トレイ ( MPF ) 39, 364 

用紙トレイ ( PSI ) 39, 364 


用紙のセツトのしかた142 
用紙をセツトする 

用紙トレイ ( MPF ) 145 
用紙トレイ （ PSI ) 154 
呼び出し音の音量306 
読み取り解像度30,34 
読み取り階調34 


ライン モニター 音309, 323 
ラベル紙332, 333 
ランチヤー 57 
リセツトポタン42 
リダイアル/ポーズボタン42 
リダイヤル回数309, 324 
リダイヤル間隔309, 324 
リモート受信309,325 
リモート受信卜ーン309,325 
留守番電話接続309 
留守番電話呼出時間309, 323 
レパー 40,364 
レポートぺージ181 
連続複写速度31 
連続複写枚数31 
連続プリント速度33 


7 

ワイヤレス設定を行う (Mac OS X )122 
ワイヤレス設定を行う ( Windows ) 83 
ワンタッチポタン42 
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